
備 考

124 単位

科目 866 科目 124～138 単位110

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

教育学部
 初等教育教員養成課程（廃止） （△60）
 初等教育教員養成課程（夜間）（廃止） （△40）

（夜間・３年次編入学）（廃止）　　（△25）
※令和６年４月学生募集停止
（３年次編入学定員は令和８年４月学生募集停止）

 学校教育教員養成課程〔定員増〕 （　60）
 学校教育教員養成課程（夜間）〔定員増〕 （　40）
 学校教育教員養成課程（夜間・３年次編入学）〔定員増〕　（　25）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

教育学部学校教育教員養成課程（夜間） 100 科目 49 科目

教育学部学校教育教員養成課程 485 科目 271 科目

13 科目 162 科目

計 520
３年次

25
2195

学校教育教員養成
課程（夜間）
［Courses for
School
Teachers(Evening
Course)］

5 40 ３年次
25

275 学士
（教育学）
【Bachelor

of
Education】

学校教育教員養成
課程［Courses for
School Teachers］

4 480 - 1920 学士
（教育学）
【Bachelor

of
Education】

令和６年４月
第１年次

大阪府柏原市旭ヶ丘四
丁目６９８番地の１
及び
大阪府大阪市天王寺区
南河堀町４番８８号

令和６年４月
第１年次

令和８年４月
第３年次

大阪府大阪市天王寺区
南河堀町４番８８号

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

教育学部［Faculty of
Education］

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ｵｵｻｶｷｮｳｲｸﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 大阪教育大学（Osaka Kyoiku University）

大 学 本 部 の 位 置 大阪府柏原市旭ヶ丘四丁目６９８番地の１

計 画 の 区 分 学部の学科の設置

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ ｵｵｻｶｷｮｳｲｸﾀﾞｲｶﾞｸ

設 置 者 国立大学法人　大阪教育大学

大 学 の 目 的
大阪教育大学は、学芸の研究教授につとめ、高い学識と豊かな教養をもつ人材特に
有為な教育者を育成することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

豊かな教養と広い視野、自ら教職力量を高め続けようとする姿勢を有し、これから
の学校教員として求められる基礎的素養と、学校教育を取り巻く環境の変化に応じ
て、探究心をもって新しい知識や技能を学び、子どもの多様性の理解のもと、幼
児・児童・生徒一人一人の学びに寄り添うことができる教員を養成することを目的
とする。

新
設
学
部
等
の
概
要

－基本計画書－1－



㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

室 室

0 0

1,502,700

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

7,629 ㎡ 野球場 テニスコート（オムニ8面，クレー7面）

(19,561) (0) (0)

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

8,335 ㎡ 855

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

(0)

計
971,064〔217,940〕 22,529〔7,234〕

（22,529〔7,234〕）

教育学部
学校教育教員養成
課程

971,064〔217,940〕 22,529〔7,234〕 3,816〔3,816〕 19,561 0 0

（971,064〔217,940〕） （22,529〔7,234〕）

標本

学部単位での特
定不能なため、
大学全体の数

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

（3,816〔3,816〕） (19,561) (0)

（3,816〔3,816〕）

点

3,816〔3,816〕 19,561 0 0

（971,064〔217,940〕）

専 任 教 員 研 究 室

新設学部等の名称 室　　　数

教育学部学校教育教員養成課程 122 室

教育学部学校教育教員養成課程（夜間） 11 室

大学全体
125 室 16 室 154 室

9 2

（補助職員

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

人） （補助職員 人）

大学全体81,469 0 0 81,469

(78,742㎡) (0㎡) (0㎡) (78,742㎡)

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

336,884 0 0 336,884

そ の 他 379,785 0 0 379,785

大学全体

借用面積：
2,409㎡
借用期間：１年
（毎年更新）

校 舎 敷 地 229,161 0 0 229,161

運 動 場 用 地 107,723 0 0

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

107,723

小 計

合 計 716,669 0 0 716,669

296

(170) (126) (296)

そ の 他 の 職 員
1 21 22

(1) (21) (22)

(86) (237)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

図 書 館 専 門 職 員
9 14 23

(9) (14) (23)

技 術 職 員
9 5 14

(9) (5) (14)

計
170 126

大学全体

人 人 人

事 務 職 員

0 －

(117) (68) (29) (0) (214) (0) （－）
合　　　　計

109 67 29 0 205

151 86 237

(151)

計
48 26 8 0 82 0 －

(51)

285

(47) (24) (7) (0) (78) (0)

(26) (8) (0) (85) (0) （－）

(285)

（－）

既

設

分

教育学部養護教諭養成課程
4 2 1 0

教育学部教育協働学科
44 24 7

7 0 154

(4) (2) (1) (0) (7) (0) (154)

0 75 0

79

(3) (5) (3) (0) (11) (0) (79)

0 －

教育学部学校教育教員養成課程（夜間）
3 5 3 0 11 0

計
61 41 21 0 123

(66) (42) (21) (0) (129) (0)

(63) (37) (18) (0)

人 人

教育学部学校教育教員養成課程
58 36 18 0 112 0 302

(118) (0) (302)

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

人 人 人 人 人

大学全体

－基本計画書－2－



平成29年度より
学生募集停止

平成29年度より
学生募集停止

平成29年度より
学生募集停止

令和３年度より
学生募集停止

令和３年度より
学生募集停止

高度教職開発専攻 2 150 0 300  教職修士（専門職） 0.72 平成27年度 ※柏原及び天王寺

連合教職実践研究科

芸術文化専攻 2 - - -  修士（芸術） - 平成７年度

健康科学専攻 2 - - -  修士（学術） - 平成５年度 ※

高度教育支援開発専攻 2 50 0 100  修士（教育学） 1.06 令和３年度 ※柏原及び天王寺

教育学研究科

第二部小学校教員養成課程 5 - - -  学士（教育学） - 昭和29年度 ※

教養学科 4 - - -  学士（教養） - 昭和63年度

1.01 平成29年度

特別支援教育教員養成課程 4 - - -  学士（教育学） -

教育協働学科 4 350 0 1400  学士（教育学）

昭和63年度

養護教諭養成課程 4 30 0 120  学士（教育学） 1.00 昭和51年度

学校教育教員養成課程 4 420 0 1680  学士（教育学） 1.03 平成22年度

1.05 平成29年度 ※３年次より

初等教育教員養成課程（夜間） 5 40
３年次
25

275  学士（教育学） 0.97

初等教育教員養成課程 4 60 0 240  学士（教育学）

平成29年度 ※

（※の課程及び専
攻）大阪府大阪市天
王寺区南河堀町４番
８８号

教育学部 1.02

学生納付金以外の維持方法の概要 －

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 大阪教育大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍 大阪府柏原市旭ヶ丘
四丁目６９８番地の
１

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

－ － － －

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

経費
の見
積り

第６年次

－ 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円

－ － － － －

図 書 購 入 費 － － － － － － －

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

国費による

教員１人当り研究費等 － － －

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

設 備 購 入 費 － － －

－ － －

共 同 研 究 費 等 －

－基本計画書－3－



目
的

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

12,045㎡

附属高等学校（平野校舎） 昭和47年４月

附属特別支援学校 大阪府大阪市平野区喜連４－８－７１ 昭和41年４月 10,357㎡ 3,548㎡

14,539㎡

附属高等学校（池田校舎） 昭和31年４月

附属平野中学校 昭和26年４月

附属幼稚園 昭和26年４月 1,816㎡

大阪府大阪市平野区流町２－１－２４ 31,938㎡

附属高等学校（天王寺校舎） 昭和31年４月

附属池田中学校

大阪府池田市緑丘１－５－１

昭和26年４月

53,101㎡

附属平野小学校 大阪府大阪市平野区流町１－６－４１ 昭和26年４月 28,028㎡

附属施設の概要

教育基本法（昭和22年法律第25号）及び学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づ
いて、それぞれ学校教育を行い、学部・大学院等における児童、生徒又は幼児の教
育又は保育に関する研究に協力し、学生の教育実習の実施に当たる。

名称 所在地 設置年月
規模等

土地 建物

附属天王寺小学校 大阪府大阪市阿倍野区松崎町１－２－４５

6,313㎡

附属天王寺中学校
大阪府大阪市天王寺区南河堀町４－８８

昭和26年４月
（天王寺

キャンパス
に含む）

13,092㎡

昭和26年４月 11,735㎡ 6,086㎡

附属池田小学校 大阪府池田市緑丘１－５－１ 昭和26年４月 25,464㎡ 8,813㎡

－基本計画書－4－



令和５年度
入学
定員

収容
定員 令和６年度

入学
定員

収容
定員 変更の事由

大阪教育大学 大阪教育大学

教育学部 教育学部

初等教育教員養成課程 60 - 240 初等教育教員養成課程 0 - 0 令和６年４月学生募集停止

初等教育教員養成課程（夜間） 40 25 275 初等教育教員養成課程（夜間） 0 0 0 令和６年４月学生募集停止

３年次編入学定員は令和８年４月学生募集停止

学校教育教員養成課程 420 - 1,680 学校教育教員養成課程 480 - 1,920 学部の学科の設置（届出）

学校教育教員養成課程（夜間） 40 25 275 学部の学科の設置（届出）

養護教諭養成課程 30 - 120 養護教諭養成課程 30 - 120

教育協働学科 350 - 1,400 教育協働学科 350 - 1,400

計 900 25 3,715 計 900 25 3,715

大学院教育学研究科 大学院教育学研究科

高度教育支援開発専攻 50 - 100 高度教育支援開発専攻 50 - 100

大学院連合教職実践研究科 大学院連合教職実践研究科

高度教職開発専攻 150 300 高度教職開発専攻 150 - 300

計 200 400 計 200 400

３年次

国立大学法人　大阪教育大学　設置認可等に関わる組織の移行表

編入学
定員

編入学
定員

３年次

－基本計画書－5－



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

大学入門ゼミ 1前 1 ○ 17 8 7 兼1

小計（1科目） － 1 0 0 17 8 7 0 0 兼1

日本人の宗教観 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

平安朝文学世界への誘い 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

コンサートへの誘い 1・2・3・4前 1 ○ 兼6 共同

和歌の表現世界を知る 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

読むための視点 1・2・3・4後 1 ○ 兼1 メディア

ドイツ文学を読む 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

芸術理論：フランス近代美学から 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

民族と音楽：東南アジアを中心に 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

比較文学論 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

ヨーロッパ－フランスの窓から 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

日本事情 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

国際関係論入門 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World I 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World II 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World III 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World IV 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World V 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World VI 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World VII 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World VIII 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World IX 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World X 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

世界の教授法・世界の教科書 1・2・3・4前 1 ○ 6 兼3 オムニバス

日本古代文化史I 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

日本古代文化史II 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

日本近代文学読解入門I 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

日本近代文学読解入門II 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

経済の目で見る地域と暮らしI 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

経済の目で見る地域と暮らしII 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

多言語実践プロジェクト 1・2・3・4後 1 ○ 兼2

日本国憲法 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3 メディア

部落問題概論 1・2・3・4前 1 ○ 1

日本科学技術史概論 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

近現代外交史 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

ダイバーシティと人権 1・2・3・4前・後 1 ○ 1 兼3 メディア

現代社会学の方法と実践 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

現場に活かすスポーツ実践論 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

健康科学への招待 1・2・3・4前 1 ○ 兼3 オムニバス

生活環境をさぐる 1・2・3・4後 1 ○ 兼4 オムニバス

対人コミュニケーションの心理学 1・2・3・4後 1 ○ 兼1 メディア

経済教育実践論 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

生命と共生 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

地球と災害 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

DNAを中心とした生命科学 1・2・3・4後 1 ○ 兼1 メディア

地球と環境 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

ミクロの生物学入門 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

生物学と医学の出会い 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

暮らしの環境と地図 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

生物観察入門 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

ベクトルとその応用を理解する 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

はかってなんぼ－学校編 1・2・3・4前 1 ○ 兼1 メディア

科学常識を考える 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

科学の基本 1・2・3・4後 1 ○ 1

体験しよう！かがく実験 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

論理と数理パズルI 1・2・3・4前 1 ○ 兼1 メディア

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考

分野別科目
（思索と芸

術）

分野別科目
（国際と地

域）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

教
養
教
育
科
目
群

授業形態

分野別科目
（数理情報
と自然）

－

導入科目

分野別科目
（歴史と社

会）

分野別科目
（人間と生

活）

分野別科目
（生命と環

境）

基
盤
教
養
科
目

－基本計画書－6－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

論理と数理パズルII 1・2・3・4前 1 ○ 兼1 メディア

データサイエンス入門 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

AIとデータサイエンス 1・2・3・4後 1 ○ ※ 兼1 ※演習

キャリアデザイン 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1 メディア

教職キャリア形成論 1・2・3・4後 1 ○ 1

学校教育と著作権 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

教育科学の基礎 1・2・3・4前 1 ○ 1

ことばと教育 1・2・3・4後 1 ○ 1

国際理解教育 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

人間と道徳 1・2・3・4前 1 ○ 1

教員のための数学 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

環境教育論 1・2・3・4前 1 ○ 1

消費者教育論 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

表現教育 1・2・3・4前 1 ○ 1 1 兼1 共同

遊びとスポーツ 1・2・3・4後 1 ○ 1 1

教職実践論 1・2・3・4前・後 1 ○ 1

知的財産教育論 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

子どもの多様性と教育 1・2・3・4前 1 ○ 2 2 兼3 オムニバス

ことばの獲得と学習支援 1・2・3・4前 1 ○ 1 兼3 オムニバス

探究型学習の実践と研究 1・2・3・4後 1 ○ 兼2 共同

地域連携・人権フィールド入門 1・2・3・4前 1 ○ 1 2 兼1

演劇的手法によるコミュニケーション演習I 1・2・3・4前 1 ○ 1 兼1

演劇的手法によるコミュニケーション演習II 1・2・3・4前 1 ○ 1 兼1

企業と連携した専門職業人養成講座 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

大学生のための金融経済リテラシー 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

アクティブ・ラーニング入門 1・2・3・4前 1 ○ ※ 3 1 兼2 ※演習、オムニバス

課題探究型STEAM教育 1・2・3・4前 1 ○ 1 2 兼1

海外文化研究 1・2・3・4前 1 ○ 1

「障害」者と人権 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1 メディア

ジェンダーとセクシュアリティ 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1 メディア

共生社会論 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

国際理解 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

多文化共生の社会をめざして 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

外国人児童生徒教育 1・2・3・4後 1 ○ 兼2

小計（89科目） － 3 87 0 15 10 0 0 0 兼77

英語（T）Ia 1前 1 ○ 1 1 1 兼4

英語（T）Ib 1後 1 ○ 1 1 2 兼4

英語（T）IIa 2前・後 1 ○ 2 兼2

英語（T）IIb 2後 1 ○ 兼1

ドイツ語Ia 1前 1 ○ 兼4

ドイツ語Ib 1後 1 ○ 兼4

ドイツ語IIa 2前 1 ○ 兼1

ドイツ語IIb 2後 1 ○ 兼1

フランス語Ia 1前 1 ○ 兼4

フランス語Ib 1後 1 ○ 兼4

フランス語IIa 2前 1 ○ 兼1

フランス語IIb 2後 1 ○ 兼1

中国語Ia 1前 1 ○ 兼6

中国語Ib 1後 1 ○ 兼6

中国語IIa 2前 1 ○ 兼1

中国語IIb 2後 1 ○ 兼1

外国語コ
ミュニケー

ション
外国語コミュニケーション 2前・後 2 ○ 1 兼3

韓国語Ia 1前 1 ○ 兼1

韓国語Ib 1後 1 ○ 兼1

韓国語IIa 2前 1 ○ 兼1

韓国語IIb 2後 1 ○ 兼1

国際協働学
習

国際協働学習 2前・後 1 ○ 1 兼2

ドイツ語

フランス語

中国語

韓国語

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

英語

分野別科目
（教育と

キャリア）

分野別科目
（多様性と
共生社会）

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

小計（22科目） － 6 17 0 2 1 2 0 0 兼24

スポーツ実技a 1前 1 ○ 3 1 兼10 共同

スポーツ実技b 1後 1 ○ 2 1 1 兼11 共同

小計（2科目） － 2 0 0 2 3 1 0 0 兼12

情報活用基礎I 1前 1 ○ 1 2 1 兼12

情報活用基礎II 1前 1 ○ 1 2 1 兼12

情報活用基礎III 1後 1 ○ 11 4 3 兼3

小計（3科目） － 3 0 0 12 6 4 0 0 兼15

特別支援教育の実践 1前・後 1 ○ 1 1 2 兼2

人権教育の基礎 2前・後 1 ○ 2 1

発達障害教育論 2前 1 ○ 兼1

小・中一貫教育概論 3前 1 ○ 3

人権教育の実践 3後 1 ○ 1

小計（5科目） － 1 4 0 4 2 2 0 0 兼3

教育総論 1前・後 1 ○ 1 兼4

教職へのとびら 1前 1 ○ 15 7 7 兼1 オムニバス・共同（一部）

発達と学習の心理学 1前・後 2 ○ 1 1 兼3

特別支援教育の基礎 1前・後 1 ○ 1 1 2 兼2

学校の役割と経営 2前・後 1 ○ 4 兼1

学校安全 2前・後 2 ○ 兼4

教育課程論（カリキュラム・マネジメントを含む。） 2後 1 ○ 2 兼2

教育方法論 2後 1 ○ 2 兼2

ICT活用の理論と方法 2前・後 1 ○ 2 2 兼1

生徒指導論 2前・後 1 ○ 兼4

進路指導論 2前・後 1 ○ 兼4

道徳教育論 3前・後 2 ○ 兼3

総合的な学習の時間の指導法 3前・後 1 ○ 1 兼1

特別活動論 3前・後 1 ○ 1 兼1

教育相談の理論と方法 3前・後 1 ○ 1 兼2

幼児理解と教育相談 1前 2 ○ 1 兼1

幼児教育指導法 2後 2 ○ 兼1

基本小・中学校教育実習 3通 5 ○ 8 4 3 兼1

基本小学校教育実習 4通 5 ○ 8 4 3 兼1

基本中学校教育実習 4通 3 ○ 8 4 3 兼1

基本高校教育実習 3・4通 3 ○ 8 4 3 兼1

併修中・高校教育実習 4通 3 ○ 8 4 3 兼1

基本特別支援学校（特支）教育実習 3通 4 ○ 8 4 3 兼1

基本特別支援学校（聴覚）教育実習 3通 4 ○ 8 4 3 兼1

基本特別支援学校（視覚）教育実習 3通 4 ○ 8 4 3 兼1

併修特別支援学校（特支）教育実習 4通 3 ○ 8 4 3 兼1

教職実践演習（小・中・高） 4通 2 ○ 56 33 17

小計（27科目） － 15 43 0 58 34 18 0 0 兼30

ダイバーシティと教育 1前 1 ○ 2 5 兼1 メディア

現代社会と子どもの権利 1前 1 ○ 4 1 兼1 メディア

多様な子どもとインクルーシブ教育 1前・後 1 ○ 4 3 2 兼1 メディア

外国人の子どもの理解と支援 1前・後 1 ○ 兼1 メディア

教職のための省察入門 1前 1 ○ 7 4 2 兼1

教科横断と探究学習I 2前 1 ○ 1 1 兼2

教育データの活用I 2前 1 ○ 1 1

ファシリテーターとしての教員I 2後 1 ○ 1 1 兼1

学習者中心の授業デザインI 2後 1 ○ 1 1 兼1

教職専門性と省察 2通 1 ○ 1

教科横断と探究学習II 3前 1 ○ 1 1 兼2

教育データの活用II 3前 1 ○ 1 1

ファシリテーターとしての教員II 3後 1 ○ 1 1 兼1

学習者中心の授業デザインII 3後 1 ○ 1 1 兼1

小計（14科目） － 6 8 0 18 11 6 0 0 兼7

健康の指導法 2後 2 ○ 兼1

環境の指導法 2前 2 ○ 兼1

フラッグシップ
指定科目

保育内容指導法
科目

体育科目

情報活用科目

－

－

－

－

教
職
教
育
科
目
群

－

－

教職基礎科目

教職専門科目

－基本計画書－8－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

表現の指導法I 2通 1 ○ ※ 兼2 ※演習、オムニバス

表現の指導法II 2後 1 ※ ○ 1 ※講義

人間関係の指導法 2前 2 ○ 2 兼3 オムニバス

言葉の指導法 2前 2 ○ 兼1

小計（6科目） － 0 10 0 3 0 0 0 0 兼8

初等国語科教育法（書写を含む。） 2・3前・後 1 ○ 1 1 兼1

初等社会科教育法 2・3前・後 1 ○ 2 兼2

算数科教育法 2・3前・後 1 ○ 1 兼3

初等理科教育法 2・3前・後 1 ○ 1 1

生活科教育法 2前・後 1 ○ 1 兼1

初等音楽科教育法 2・3前・後 1 ○ 2 1 兼1

図画工作科教育法 2・3前・後 1 ○ 1 1 兼2

初等家庭科教育法 2・3前・後 1 ○ 1 兼3

体育科教育法 2・3前・後 1 ○ 1 5 2 オムニバス

初等英語科教育法 2・3前・後 1 ○ 2 1 兼2

小計（10科目） － 0 10 0 9 10 6 0 0 兼15

中等国語科教育法I 2前 2 ○ 2

中等国語科教育法II 2後 2 ○ 2

中等国語科教育法III 3前 2 ○ 1

中等国語科教育法IV 3後 2 ○ 1 兼1

中等英語科教育法I 2前 2 ○ 2

中等英語科教育法II 2前・後 2 ○ 2

中等英語科教育法III 3前 2 ○ 1

中等英語科教育法IV 3前 2 ○ 1

中等社会科（地歴）教育法I 2前 2 ○ 1

中等社会科（公民）教育法II 2後 2 ○ 兼1

中等社会科（地歴）教育法III 3前 2 ○ 兼1

中等社会科（公民）教育法IV 3後 2 ○ 1

数学科教育法I 2前 2 ○ 兼2

数学科教育法II 2後 2 ○ 1 兼2

数学科教育法III 3前 2 ○ 1

数学科教育法IV 3前 2 ○ 兼1

中等理科教育法I 2前 2 ○ 1

中等理科教育法II 2後 2 ○ 1

中等理科教育法III 3前 2 ○ 兼1

中等理科教育法IV 3後 2 ○ 1

保健体育科教育法I 2前 2 ○ 1

保健体育科教育法II 2後 2 ○ 1

保健体育科教育法III 3前 2 ○ 1

保健体育科教育法IV 3後 2 ○ 1

技術科教育法I 2前 2 ○ 1

技術科教育法II 2後 2 ○ 1

技術科教育法III 3前 2 ○ 1

技術科教育法IV 3前 2 ○ 1

中等家庭科教育法I 2前 2 ○ 兼1

中等家庭科教育法II 2後 2 ○ 1

中等家庭科教育法III 3前 2 ○ 1

中等家庭科教育法IV 3後 2 ○ 兼1

中等音楽科教育法I 2前 2 ○ 1

中等音楽科教育法II 2後 2 ○ 1

中等音楽科教育法III 3前 2 ○ 1

中等音楽科教育法IV 3後 2 ○ 1

美術科教育法I 2前 2 ○ ※ 1 ※演習

美術科教育法II 2後 2 ○ 1

美術科教育法III 3前 2 ○ 1 1

美術科教育法IV 3後 2 ○ 1 1

書道科教育法I 3前 2 ○ 1

書道科教育法II 3後 2 ○ 1

情報科教育法I 3前 2 ○ 1

初等教科教育法
科目

中等教科教育法
科目

－

－

－基本計画書－9－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

情報科教育法II 3後 2 ○ 1

工業科教育法I 2後 2 ○ 兼1 隔年

工業科教育法II 2後 2 ○ 兼1 隔年

小計（46科目） － 0 92 0 14 6 5 0 0 兼11

教職インターンシップI 2通 2 ○ 8 4 3 兼1

教職インターンシップII 3通 2 ○ 8 4 3 兼1

特別支援学校インターンシップ 3通 2 ○ 8 4 3 兼1

連携協働活動演習 4通 1 ○ 8 4 3 兼10

幼児教育インターンシップ 2通 2 ○ 1 兼1 共同

学校インターンシップ体験 2通 2 ○ 4 2 兼1

小計（6科目） － 0 11 0 11 6 3 0 0 兼11

幼児教育実践総論 1前 2 ○ 1 兼3 オムニバス

ピアノ表現演習I 1前 1 ○ 1 兼1

ピアノ表現演習II 1後 1 ○ 1 兼1

表現指導基礎演習I 2前 1 ○ 1 兼1 オムニバス

表現指導基礎演習II 2後 1 ○ 1

幼児教育研究調査法I 2前 1 ○ ※ 1 ※演習

幼児教育研究調査法II 2後 1 ※ ○ 1 ※講義

就学前の教育学 2後 2 ○ 1 兼2 オムニバス

小計（8科目） － 0 10 0 2 1 0 0 0 兼7

幼児と健康 1前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

幼児と人間関係 1後 1 ○ 2 1 兼2 オムニバス

幼児と環境 1後 1 ○ 1 兼2 オムニバス

幼児と言葉 1前 1 ○ 1 兼2 オムニバス

幼児と表現I 1後 1 ○ 1

幼児と表現II 1後 1 ○ 1

小計（6科目） － 0 6 0 4 2 1 0 0 兼8

国語（書写及びICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ 3 兼1

社会（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ 5 1 兼3 オムニバス

算数（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ 2 兼1

理科（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ 1 2

生活（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ ※ 1 1 ※演習

音楽（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ 1 1 兼2

図画工作（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ 1 兼2

家庭（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ 3 兼2 オムニバス

体育（ICTの活用を含む。） 1・2後 1 ○ 1 兼3 共同

英語（ICTの活用を含む。） 3前・後 1 ○ 2 兼2

小計（10科目） － 10 0 0 17 3 5 0 0 兼16

学校におけるICT活用 1後 1 ○ 1 1

インクルーシブ教育実践論 2後 1 ○ 1 1

小計（2科目） － 0 2 0 1 0 2 0 0

教育科学入門 1前 2 ○ 5 6 1 兼1

教育の哲学的探究 2後 2 ○ 1

共生する社会と教育方法学 2前 2 ○ 1

教育の社会学的探究 2前 2 ○ 1

ダイバーシティと教育行政 2後 2 ○ 兼1

心理学実験 2前 1 ○ 1

世界の心理学研究 2後 1 ○ 1

心理学の問題探究 2後 1 ○ 3 2 兼1

現代社会と道徳的価値 2前 1 ○ 1

道徳的行為の多面的理解 2前 1 ○ 1

道徳思想の探究 2後 2 ○ 1

道徳教育のための道徳性発達心理学 2後 2 ○ 1

学校教育と子ども文化 2前 1 ○ 1

発達の科学 2・3後 2 ○ 1 隔年

行動と学習の科学 2・3前 2 ○ 1 隔年

対人心理の探究 2・3前 2 ○ 兼1 隔年

子どもの育ちとこころの援助 2・3後 2 ○ 1 隔年

教育探究演習I 3前 1 ○ 1 5 1 兼1

専
攻
専
門
科
目
群

小学校教科専門
科目

学校インターン
シップ科目

幼稚園教育専門
科目

領域専門科目

教育探究コース
専門科目

－

次世代教育専攻
共通科目

－

－

－

－

－

－基本計画書－10－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教育探究演習II 3前 1 ○ 4 1 兼1

教育探究演習III 3後 1 ○ 1 5 1 兼1

教育探究演習IV 3後 1 ○ 4 1 兼1

道徳授業の実際 3前 2 ○ 1

先進的生徒指導論 3前 1 ○ 兼1

先進的授業開発論 3後 1 ○ 1 兼2

STEAMとカリキュラムデザイン 3後 1 ○ ※ 1 兼2 ※演習

心理学研究のための統計法演習 3後 1 ○ 兼1

心理学研究のための研究法演習 3後 1 ○ 兼1

ダイバーシティ時代の学校と社会 3・4前 2 ○ 1 1

子どもとつくる教育方法学 3・4後 2 ○ 1

ダイバーシティと学校経営 3・4後 2 ○ 兼1

心理学の最前線I 3・4前 2 ○ 1 隔年

心理学の最前線II 3・4前 2 ○ 1 隔年

職業指導 3・4後 2 ○ 兼1

世界の道徳教育 3・4後 2 ○ 1

教育探究ゼミナールI 4前 1 ○ 5 6 1 兼1

教育探究ゼミナールII 4後 1 ○ 5 6 1 兼1

小計（36科目） － 0 55 0 6 6 1 0 0 兼8

情報倫理 1前 2 ○ 2 オムニバス

情報処理演習 1前 2 ○ 1

情報と職業 1後 2 ○ 1

教育メディアの表現 1前 2 ○ 1

線形代数学a 1前 2 ○ ※ 1 ※演習

微分積分学a 1前 2 ○ ※ 1 ※演習

線形代数学b 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

微分積分学b 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

計算機科学 2前 2 ○ ※ 1 ※演習

データサイエンスI 2後 2 ○ 1

プログラミングとグループワークI 2前 2 ○ 兼1

プログラミングとグループワークII 2後 2 ○ 1

情報理論 2前 2 ○ 兼1

プログラム言語 2後 2 ○ 1

教育メディアの技術 2後 2 ○ 1

代数学a 2前 2 ○ 1

代数学b 2後 2 ○ 1

幾何学 2後 2 ○ ※ 兼1 ※演習

解析学a 2前 2 ○ 1

解析学b 2後 2 ○ 1

距離空間 2前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

情報通信ネットワーク 3前 2 ○ 1

ICTを活用した教材開発 3前 2 ○ ※ 1 ※演習

ICTを活用した学習環境構築 3後 2 ○ 1

データサイエンスII 3前 2 ○ 1

データ構造とアルゴリズム 3前 2 ○ 1

ロボット教材とプログラミングA 3前 1 ○ 兼1

ロボット教材とプログラミングB 3後 1 ○ 兼1

システムソフトウェア 3後 2 ○ 1

情報通信ネットワーク演習 3後 2 ○ 1

ソフトウェア設計・開発 3後 2 ○ 1

データベース演習 3後 2 ※ ○ 1 ※講義

確率・統計概論 3前 2 ○ 1

コンピュータ 3後 2 ○ 1

ICT課題研究I 4前 1 ○ 1 2 1

ICT課題研究II 4後 1 ○ 1 2 1

ICTを活用した教育支援 4後 2 ○ 1 2 1

小計（37科目） － 0 70 0 3 3 2 0 0 兼3

小学校教科内容（国語） 1後 2 ○ 1

国語学概論A 1後 1 ○ 1

国語教育コース
専門科目

－

－

ICT教育コース
専門科目

－基本計画書－11－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

国語学概論B 1後 1 ○ 1

国文学概論A 1後 1 ○ 1

国文学概論B 1後 1 ○ 1

漢文学概論A 1前 1 ○ 1

漢文学概論B 1前 1 ○ 1

国語科教育入門A 1前 1 ○ 1

国語科教育入門B 1前 1 ○ 1

国語学特論A 2前 1 ○ 1

国語学特論B 2前 1 ○ 1

国文学特論A 2前 1 ○ 1

国文学特論B 2前 1 ○ 1

書道概論I（書写を中心とする。） 2前 1 ○ 1

書道概論II（書写を中心とする。） 2後 1 ○ 1

国語科資質・能力開発論I 2前 2 ○ 1

国語科資質・能力開発論II 2後 2 ○ 1

国語学講義IA 3前 1 ○ 1

国語学講義IB 3前 1 ○ 1

国語学講義II 3後 2 ○ 1

国文学講義IA 3前 1 ○ 1

国文学講義IB 3前 1 ○ 1

国文学講義II 3後 2 ○ 1

国語科授業実践論 3前 2 ○ 1

小中連携国語科学習開発論 3後 2 ○ 1

国語教育実践演習I 3前 2 ○ 5 1

国語教育実践演習II 3後 2 ○ 5 1

国語学研究I 4前 2 ○ 1

国語学研究II 4後 2 ○ 1

国文学研究I 4前 2 ○ 2

国文学研究II 4後 2 ○ 1

国語教育学研究I 4前 2 ○ 1

国語教育学研究II 4後 2 ○ 1

国語教育ゼミナールI 4前 1 ※ ○ 5 1 ※講義

国語教育ゼミナールII 4後 1 ※ ○ 5 1 ※講義

小計（35科目） － 0 50 0 6 1 1 0 0

英語音声学I 1前 2 ○ 1

Introduction to British and American Literature 1前 2 ○ 兼1

Integrated English I 1前 2 ○ 兼1

比較文化論 1後 2 ○ 兼1

Speech Communication in English I 1前 2 ○ 兼1

Speech Communication in English II 1後 2 ○ 兼1

英語音声学II 1後 2 ○ 1

英文法研究 2後 2 ○ 1 メディア

Integrated English II 2前 2 ○ 1 兼1

小学校教科内容（英語） 2後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

中等英語科授業研究 2前 2 ○ ※ 1 ※演習

応用言語学 2後 2 ○ 1

Advanced Communication I 2前 2 ○ 兼1

Advanced Communication II 2後 2 ○ 兼1

英語科評価論 2前 2 ○ ※ 1 ※演習

小学校英語科授業研究 2前・後 2 ○ 兼2

History of British and American Literature 2前 2 ○ 兼1

Introduction to English Linguistics I 2前 2 ○ 兼1

Introduction to English Linguistics II 2後 2 ○ 兼1

英語学研究I 3前 2 ○ 1

英語学研究II 3後 2 ○ 1

Advanced Communication III 3前 2 ○ 兼1

Advanced Communication IV 3後 2 ○ 兼1

TEFL Studies 3前 2 ○ 1

英語教育学研究I 3前 1 ○ 1

英語教育コース
専門科目

－

－基本計画書－12－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

英語教育学研究II 3後 1 ○ 1

英語教育学研究III 3前 1 ○ 1

英語教育学研究IV 3後 1 ○ 2

英語教育学研究V 3前 1 ○ 1

英語教育学研究VI 3後 1 ○ 1

英語教育学研究VII 3前 1 ○ 2 1 1

英語教育学研究VIII 3後 1 ○ 2 1 1

英語教育セミナーI 4前 1 ○ 3 1 2

英語教育セミナーII 4後 1 ○ 3 1 2

Academic Writing 4後 2 ○ 兼1

小計（35科目） － 0 60 0 3 1 2 0 0 兼7

小学校教科内容（社会） 1後 2 ○ 2 1 オムニバス

地誌概論 1後 2 ○ 兼1

世界史概説 1後 2 ○ 兼1

社会学 1後 2 ○ 1

経済学 1後 2 ○ 兼1

哲学の基礎 1後 2 ○ 1

自然地理学の基礎 1後 2 ○ 兼1

人文地理学の基礎 1後 2 ○ 兼1

地理学概論 2後 2 ○ 2 オムニバス

日本史概説 2前 2 ○ 1

法律学 2後 2 ○ 兼1

政治学 2後 2 ○ 兼1

倫理学の基礎 2後 2 ○ 1

歴史探究の基礎 2後 2 ○ ※ 1 ※演習

社会調査 2後 2 ○ 1

西洋思想概論 2後 2 ○ 1

倫理学諸問題 2前 2 ○ 1

社会科教育学基礎論 2後 2 ○ 兼1

人間と宗教 3後 2 ○ 1 共同

社会科基礎演習I 3前 2 ○ 9 1 共同

社会科基礎演習II 3後 2 ○ 9 1 共同

自然地理学特講 3後 2 ○ 兼1

人文地理学特講 3後 2 ○ 兼1

地理探究の基礎 3後 2 ○ ※ 1 ※演習

日本史特講I 3後 2 ○ 兼1

日本史特講II 3後 2 ○ 兼1

東洋史特講 3後 2 ○ 兼1

西洋史特講 3後 2 ○ 兼1

社会学特講 3後 2 ○ 1

哲学諸問題 3後 2 ○ 1

公民科探究 3後 2 ○ ※ 1 ※演習

社会科発展演習I 4前 1 ○ 9 1 共同

社会科発展演習II 4後 1 ○ 9 1 共同

小計（33科目） － 0 64 0 9 1 0 0 0 兼13

小学校教科内容（算数） 1後 2 ○ 1

線形代数学a 1前 2 ○ ※ 1 ※演習

線形代数学b 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

微分積分学a 1前 2 ○ ※ 1 ※演習

微分積分学b 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

代数学a 2前 2 ○ 1

代数学b 2後 2 ○ 1

距離空間 2前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

幾何学 2後 2 ○ ※ 兼1 ※演習

解析学a 2前 2 ○ 1

解析学b 2後 2 ○ 1

確率・統計概論 2前 2 ○ 1

コンピュータ 2後 2 ○ 1

代数学c 3前 2 ○ 1

－

－

社会科教育コー
ス専門科目

数学教育コース
専門科目

－基本計画書－13－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

解析学c 3前 2 ○ 1

確率論 3前 2 ○ ※ 1 ※演習

算数・数学教育論 3前 2 ○ 1

代数学I 3後 2 ○ 兼1

代数学II 3後 2 ○ 兼1

幾何学I 3後 2 ○ 兼1

幾何学II 3後 2 ○ 兼1

解析学I 3後 2 ○ 兼1

解析学II 3後 2 ○ 兼1

応用数理I 3後 2 ○ 兼1

応用数理II 3後 2 ○ 兼1

数理探究 3前 2 ○ 兼1

数学演習a 4前 1 ○ 4 2

数学演習b 4後 1 ○ 4 2

小計（28科目） － 0 54 0 4 2 0 0 0 兼5

物理学IA 1前 1 ○ 1

化学IA 1前 1 ○ 1

生物学IA 1後 1 ○ 1

地学IA 1後 1 ○ 1

小学校教科内容（理科） 1後 2 ○ 1

物理学IB 1前 1 ○ 1

化学IB 1前 1 ○ 1

生物学IB 1後 1 ○ 1

地学IB 1後 1 ○ 1

科学のための数学 1前 2 ○ 兼1

物理学IIA 2前 1 ○ 1

化学IIA 2前 1 ○ 1

生物学IIA 2後 1 ○ 1

地学IIA 2後 1 ○ 1

物理学実験I 2後 1 ○ 1 1 共同

化学実験I 2前・後 1 ○ 1 1 共同

生物学実験I 2前・後 1 ○ 1 兼1 共同

地学実験I 2前・後 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス

物理学IIB 2前 1 ○ 1

化学IIB 2前 1 ○ 1

生物学IIB 2後 1 ○ 1

地学IIB 2後 1 ○ 1

力学 2後 2 ○ 兼1

電磁気学 2前 2 ○ 1

無機化学入門 2前 2 ○ 兼1

物理化学 2前 2 ○ 兼1

動物科学 2前 2 ○ 1

植物科学 2前 2 ○ 1

気象学 2前 2 ○ 1

天文学 2前 2 ○ 1

地球学 2前 2 ○ 兼1

物理学III 3後 1 ○ 1

化学III 3前 1 ○ 1 メディア

生物学III 3前 1 ○ 兼1

地学III 3前 1 ○ 1

熱力学 3前 2 ○ 兼1

物理学実験II 3前 1 ○ 1 1

反応有機化学 3後 2 ○ 1

化学実験II 3後 1 ○ 1

生命科学 3前 2 ○ 1

生物学実験II 3前 1 ○ 1

地学野外実習 3前 1 ○ 1 1

理科ゼミナールI 4前 1 ○ 5 3 2 共同

理科ゼミナールII 4後 1 ○ 5 3 2 共同

－

理科教育コース
専門科目

－基本計画書－14－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

小計（44科目） － 0 58 0 6 3 2 0 0 兼7

木材加工学I（実習を含む。） 1後 1 ○ ※ 1 ※実習

金属加工学I（実習を含む。） 1前 1 ○ ※ 1 ※実習

情報基礎（実習を含む。） 1後 2 ○ ※ 1 ※実習

工学基礎 1後 1 ○ ※ 1 ※演習

工業数学B 1後 1 ○ ※ 1 ※演習

プログラミング入門 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

工学概論 1前 1 ※ ○ 1 ※講義

工業数学A 1前 2 ○ 1

技術科内容論 1後 2 ○ 2 2 オムニバス

木材加工学実習 2後 1 ○ 1 兼1 共同

製図I 2前 1 ○ ※ 1 ※演習

製図II 2後 1 ※ ○ 1 ※講義

金属加工学実習 2前 1 ○ 1 兼1 共同

機械工学I 2前 2 ○ 兼1

機械工学II 2後 2 ○ 兼1

電気工学I 2前 2 ○ 1

電気工学II 2後 2 ○ 1

電気工学実験 2後 1 ○ 1

栽培I（実習を含む。） 2前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

栽培II 2後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

情報基礎実習 2前 1 ○ 1

データ処理 2前 2 ○ 兼1

木材加工学II（実習を含む。） 3前 1 ○ ※ 1 ※実習

機械工学実験 3前 1 ○ 1 兼1 共同

木材加工学III 3後 2 ○ ※ 1 ※実習

金属加工学II（実習を含む。） 3前 1 ※ ○ 1 ※講義

金属加工学III 3後 2 ○ 1

電子計算機 3前 2 ○ ※ 1 ※実習、隔年

情報処理 3後 2 ○ 1 隔年

制御・情報工学 3前 2 ○ ※ 1 ※演習、隔年

電子情報実習 3前 1 ○ 1 1

職業指導 3後 2 ○ 兼1

技術教育演習I 4前 1 ○ 2 2

技術教育演習II 4後 1 ○ 2 2

小計（34科目） － 0 49 0 2 3 0 0 0 兼7

生活経営学I（家庭経済学を含む。） 1前 1 ○ 兼1

生活経営学II 1後 1 ○ 兼1

被服学I 1後 1 ○ 1

被服学II 1後 1 ○ 1

住居学I 1後 1 ○ 兼1

住居学II 1後 1 ○ 兼1

住居学演習I（製図を含む。） 1後 1 ○ 兼1

住居学演習II 1後 1 ○ 兼1

保育学I 1前 1 ○ 1

保育学II 1前 1 ○ 1

小学校教科内容（家庭） 1前 2 ○ 1

家族関係学I 2前 1 ○ 兼1

家族関係学II 2前 1 ○ 兼1

被服製作実習I 2後 1 ○ 1

被服製作実習II 2後 1 ○ 1

食物学I（栄養学及び食品学を含む。） 2前 1 ○ 1

食物学II 2前 1 ○ 1

調理学実習I 2後 1 ○ 1

調理学実習II 2後 1 ○ 1

保育学実習I（家庭看護を含む。） 2前 1 ○ 兼1

保育学実習II 2前 1 ○ 兼1

被服学III 2前 1 ○ 1

住環境と安全 2後 2 ○ 兼1

－

家政教育コース
専門科目

技術教育コース
専門科目

－

－基本計画書－15－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

保育学III 2前 1 ○ 1

生活機器論（情報処理を含む。） 2前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

家庭科基礎演習 3後 1 ○ 4 共同

被服学実験 3前 2 ○ 1

被服製作実習III 3前 1 ○ 1

食物学III 3前 1 ○ 1

食物学実験 3前 2 ○ 1

調理学実習III 3前 1 ○ 1

環境安全論 3後 2 ○ 兼1

保育学演習 3前 2 ○ 1

家庭科教育学演習 3前 2 ○ 1

生活研究論I 3後 1 ○ 1

生活調査研究法I 3後 1 ○ 兼1

家庭科発展演習I 4前 1 ○ 4 共同

家庭科発展演習II 4後 1 ○ 4 共同

生活研究論II 4前 1 ○ 1

生活調査研究法II 4前 1 ○ 兼1

小計（40科目） － 0 48 0 4 0 0 0 0 兼7

運動生理学I 1後 1 ○ 1

運動生理学II 1後 1 ○ 1

衛生学及び公衆衛生学I 1後 1 ○ 1

衛生学及び公衆衛生学II 1後 1 ○ 1

水泳 1前 1 ○ 兼2

器械運動 1後 1 ○ 1 兼1

体つくり運動 1前 1 ○ 兼1

スポーツ教育原理 1後 2 ○ 1

スポーツ社会学 1後 2 ○ 1

体育指導法演習 1前 2 ○ 兼1

運動学I 2前 1 ○ 1

運動学II 2前 1 ○ 1

学校保健I 2前 1 ○ 1

学校保健II 2前 1 ○ 1

陸上競技 2前 1 ○ 兼1

ダンス 2後 1 ○ 兼2

ソフトボール 2前 1 ○ 兼1

剣道 2前・後 1 ○ 1

柔道 2後 1 ○ 1

スポーツ心理学 2前 2 ○ 1

スポーツマネジメント論 2前 2 ○ 兼1

体育史 2前 2 ○ 1

武道指導論 2後 2 ○ 1 1

スポーツコーチング論 2後 2 ○ 兼1

保健体育学研究各論演習A 3前 1 ○ 2 5 2 兼5

保健体育学研究各論演習B 3後 1 ○ 2 5 2 兼5

小学校教科内容（体育） 3後 2 ○ 2 4 2 兼5

サッカー 3前 1 ○ 兼1

バスケットボール 3前 1 ○ 1

バレーボール 3前 1 ○ 兼1

スキー実習 3通 2 ○ 1

学校と地域スポーツ 3後 2 ○ 兼1

スポーツと栄養 3前 2 ○ 1

発育発達学 3後 2 ○ 1

保健体育学ゼミナールI 4前 1 ○ 2 5 2 兼5

保健体育学ゼミナールII 4後 1 ○ 2 5 2 兼5

ハンドボール 4後 1 ○ 兼1

ラグビー 4後 1 ○ 兼1

テニス 4後 1 ○ 1

小計（39科目） － 0 52 0 2 5 2 0 0 兼12

保健体育コース
専門科目

－

－

－基本計画書－16－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

ソルフェージュ 1前 1 ○ 1

創作表現I 1前 1 ○ 1

演奏基礎（こえ） 1後 1 ○ 1

ピアノ伴奏法 1前 1 ○ 兼1

音楽学I 1後 2 ○ 兼1

小学校教科内容（音楽） 1前 2 ○ 1

管絃（雅楽）I 1前 2 ○ 兼1

アンサンブル指揮法 2前 1 ○ 1

演奏基礎（ピアノ） 2前 1 ○ 1

合唱指導法（混声）I 2前 1 ○ 1

合唱指導法（混声）II 2後 1 ○ 1

合奏I 2前 1 ○ 兼1

演奏表現（こえ）I 2前 1 ○ 兼1

演奏表現（こえ）II 2後 1 ○ 兼1

演奏表現（ピアノ）I 2前 1 ○ 1 兼1

演奏表現（ピアノ）II 2後 1 ○ 兼2

創作表現II 2後 1 ○ 1

合奏II 2後 1 ○ 兼1

音楽教育学 2前 2 ※ ○ 1 ※講義

和楽器アンサンブルI 3前 1 ○ 兼1

スコアリーディング 3前 1 ○ 1

音楽学II 3前 2 ○ 兼1

演奏表現（こえ）III 3前 1 ○ 1

演奏表現（こえ）IV 3後 1 ○ 1

演奏表現（ピアノ）III 3前 1 ○ 1 兼1

演奏表現（ピアノ）IV 3後 1 ○ 1 兼1

創作表現III 3前 1 ○ 1

創作表現IV 3後 1 ○ 1

同声合唱I 3前 1 ○ 1

同声合唱II 3後 1 ○ 1

合唱指導法（混声）III 3前 1 ○ 1

合唱指導法（混声）IV 3後 1 ○ 1

舞台表現演習（伝統音楽を含む。） 3後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

和楽器アンサンブルII 3後 1 ○ 兼1

合奏III 3前 1 ○ 兼1

合奏IV 3後 1 ○ 兼1

音楽教育学研究各論演習I 4前 1 ○ 2 3

音楽教育学研究各論演習II 4後 1 ○ 2 3

音楽教育実践演習 4前 2 ○ 1 1

合唱指導法（混声）V 4前 1 ○ 1

合唱指導法（混声）VI 4後 1 ○ 1

同声合唱III 4前 1 ○ 1

同声合唱IV 4後 1 ○ 1

和楽器アンサンブルIII 4前 1 ○ 兼1

和楽器アンサンブルIV 4後 1 ○ 兼1

合奏V 4前 1 ○ 兼1

合奏VI 4後 1 ○ 兼1

小計（47科目） － 0 54 0 0 2 3 0 0 兼7

小学校教科内容（図画工作） 1後 2 ○ 2

絵画・彫刻表現基礎A 1前 1 ○ 1

絵画・彫刻表現基礎B 1前 1 ○ 1

デザイン・工芸表現基礎A 1後 1 ○ 1

デザイン・工芸表現基礎B 1前 1 ○ 兼1

日本美術史概論 1前 2 ○ 1

デッサン論 1前 2 ○ 1

図法 1前 2 ○ 兼1

絵画・彫刻表現研究A 2後 1 ○ 兼1

絵画・彫刻表現発展研究A 2後 1 ○ 1

絵画・彫刻表現研究B 2後 1 ○ 1

音楽教育コース
専門科目

美術・書道教育
（美術）コース

専門科目

－

－基本計画書－17－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

絵画・彫刻表現発展研究B 2後 1 ○ 1

デザイン・工芸表現研究A 2前 1 ○ 1

デザイン・工芸表現発展研究A 2後 1 ○ 1

デザイン・工芸表現研究B 2前 1 ○ 兼1

デザイン・工芸表現発展研究B 2後 1 ○ 兼1

美術理論I 2前 2 ○ 1

材料研究A 2前 2 ○ 兼1

材料研究B 2前 2 ○ 兼1

日本東洋美術史 2後 2 ○ 1

美術科応用研究I 3前 1 ○ 2 3

美術科応用研究II 3後 1 ○ 2 3

デザイン・工芸史 3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

美術表現の基礎 3前 2 ○ 兼1

絵画基礎演習 3後 4 ○ 兼1

彫刻演習 3後 2 ○ 1

コミュニティとアート 3後 2 ○ 1

デザイン演習 3後 2 ○ 1

工芸制作I 3後 1 ○ 兼1

工芸制作II 3後 1 ○ 兼1

美術史演習I 3後 2 ○ 1

美術史演習II 3前 2 ○ 1 兼1

美術理論II 3前 2 ○ ※ 1 ※演習

美術科発展研究I 4前 1 ○ 2 3

美術科発展研究II 4後 1 ○ 2 3

小計（35科目） － 0 54 0 2 3 0 0 0 兼8

仮名書法研究I 1前 1 ○ 1

楷書法研究I 1前 1 ○ 1

小学校教科内容（書写） 1後 2 ○ 2 1 オムニバス

国文学概論A 1後 1 ○ 1

国文学概論B 1後 1 ○ 1

漢文学概論A 1前 1 ○ 1

漢文学概論B 1前 1 ○ 1

書道概論I（書写を中心とする。） 2前 1 ○ 1

書道概論II（書写を中心とする。） 2後 1 ○ 1

中国書道史 2前 2 ○ 1

日本書道史 2後 2 ○ 1

行書法研究I 2前 1 ○ 1

草書法研究I 2前 1 ○ 1

書道と文字学I 2前 2 ○ 1

書道文化論I 2前 2 ○ 1

楷書法研究II 2後 1 ○ 1

行書法研究II 2後 1 ○ 1

草書法研究II 2後 1 ○ 1

仮名書法研究II 2後 1 ○ 1

篆刻法演習 2後 2 ○ 兼1

板書実践指導 2後 2 ○ 1

漢字作品制作I 3前 1 ○ 1

仮名作品制作I 3前 1 ○ 兼1

書鑑賞論 3後 2 ○ 1

篆書法演習 3前 2 ○ 1

隷書法演習 3後 2 ○ 1

漢字作品制作II 3後 1 ○ 1

仮名作品制作II 3後 1 ○ 兼1

書論研究 3前 2 ○ 1

書道研究基礎I 3前 1 ○ 2 1

書道研究基礎II 3後 1 ○ 2 1

書道と文字学II 3後 2 ○ 1

書道文化論II 3後 2 ○ 1

書道自由研究I 4前 1 ○ 2 1

美術・書道教育
（書道）コース

専門科目

－

－基本計画書－18－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

書道自由研究II 4後 1 ○ 2 1

実用書式の研究 4前 2 ○ 兼1

小計（36科目） － 0 50 0 5 1 0 0 0 兼3

特別支援教育総論 1後 2 ○ 1

インクルーシブ教育システム基礎論 1前 2 ○ 兼1

手話学習の基礎 1前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

点字指導法 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

障害理解教育論 2前 2 ○ 兼2 オムニバス

視覚障害アセスメント論 2前 2 ○ 1

聴覚障害アセスメント論 2後 2 ○ ※ 1 ※演習

視覚障害教育 2前 2 ○ 1

聴覚障害教育 2前 2 ○ 1

知的障害教育 2前 2 ○ 1

肢体不自由教育 2前 2 ○ 1

病弱教育 2前 2 ○ 1

視覚障害歩行指導法 2前 2 ※ ○ 1 ※講義

言語指導法 2前 2 ○ 兼1

特別支援教育コーディネーター基礎論 2前 2 ○ 兼1

言語障害教育 2後 2 ○ 1

発達障害教育 2前 2 ○ 1

重複障害教育 2前 2 ○ 1

視覚障害心理 3前 2 ○ 1

視覚生理・病理 3前 2 ○ 兼1

聴覚障害心理 3前 2 ○ 1

聴覚音声生理・病理 3前 2 ○ 1 兼1

知的障害者の心理・生理・病理 3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

肢体不自由者の心理・生理・病理 3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

病弱者の心理・生理・病理 3後 2 ○ 2 オムニバス

障害児アセスメント論 3前 2 ○ 兼1

病弱者の心理と健康行動学 3前 2 ○ 1

障害児のキャリア教育 3後 2 ○ 兼2

障害者の心理・生理・病理 3後 2 ○ 2 2 2 オムニバス

特別支援教育実践論 3前 2 ○ 3 1 1 共同

特別支援教育研究法 3後 2 ○ 5 3 2 共同

視覚障害指導論 4前 2 ○ 兼2 オムニバス

聴覚障害指導論 4前 2 ○ 兼1

知的障害指導論 4前 2 ○ 兼1

肢体不自由指導論 4前 2 ○ 兼1

病弱指導論 4前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

ユニバーサルデザイン授業論 4前 2 ○ ※ 兼2 ※演習、オムニバス

発達障害指導論 4前 2 ○ ※ 1 ※演習

特別支援教育ゼミナールI 4前 1 ○ 5 3 2 共同

特別支援教育ゼミナールII 4後 1 ○ 5 3 2 共同

小計（40科目） － 0 78 0 5 3 2 0 0 兼21

学校経営と学校図書館 2・3・4後 2 ○ 兼1

学校図書館メディアの構成 2・3・4後 2 ○ 兼1

学習指導と学校図書館 2・3・4後 2 ○ 兼1

読書教育と図書館 2・3・4前 2 ○ 兼1

情報メディアの活用 2・3・4後 2 ○ 兼1 メディア

小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼4

卒業研究 4通 4 ○ 56 33 17

小計（1科目） － 4 0 0 56 33 17 0 0

－ 51 1106 0 60 36 18 0 0 兼281

－

卒業研究

－

特別支援教育専
門科目

学校図書館司書教
諭資格取得科目

合計（782科目） －

学位又は称号 学士（教育学） 学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

－

－

－基本計画書－19－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

　卒業の要件は、４年以上在学し、各専攻・コースの卒業に必要な以下の単位数
を修得した者について、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学士の学位を授
与する。
　各学期に履修申請できる単位数は、26単位（所定の単位を優れた成績をもって
修得した者については、30単位）以下とする。

【次世代教育専攻教育探究コース】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　12単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　２単位
　教職専門科目　25単位

フラッグシップ指定科目　12単位
初等教科教育法科目　10単位
学校インターンシップ科目　２単位

専攻専門科目群
　小学校教科専門科目　10単位
　専攻共通科目　２単位

コース専門科目　30単位
自由選択科目　７単位※
卒業研究　４単位
合計130単位

【次世代教育専攻ICT教育コース（小）】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　12単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　２単位
　教職専門科目　28単位

フラッグシップ指定科目　12単位
初等教科教育法科目　10単位
中等教科教育法科目　４単位
学校インターンシップ科目　２単位

専攻専門科目群
　小学校教科専門科目　10単位
　専攻共通科目　２単位

コース専門科目　30単位
自由選択科目　４単位※
卒業研究　４単位
合計134単位

【次世代教育専攻ICT教育コース（中）】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　12単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　２単位
　教職専門科目　26単位

フラッグシップ指定科目　12単位
中等教科教育法科目　12単位
学校インターンシップ科目　２単位

専攻専門科目群
　専攻共通科目　２単位

コース専門科目　48単位
自由選択科目　４単位※
卒業研究　４単位
合計138単位

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－基本計画書－20－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （柏原キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

【教科教育専攻コース（国語教育、英語教育、社会科教育、数学教育、理科教
育、技術教育、家政教育、保健体育、音楽教育、美術・書道教育（美術）の各
コース）】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　12単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　２単位
　教職専門科目　25単位
　フラッグシップ指定科目　12単位
　初等教科教育法科目　10単位
　中等教科教育法科目　８単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目群
　小学校教科専門科目　10単位
　コース専門科目　32単位
自由選択科目　３単位※
卒業研究　４単位
合計134単位

【教科教育専攻美術・書道教育（書道）コース】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　12単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　２単位
　教職専門科目　28単位
　フラッグシップ指定科目　12単位
　初等教科教育法科目　10単位
　中等教科教育法科目　４単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目群
　小学校教科専門科目　10単位
　コース専門科目　32単位
自由選択科目　４単位※
卒業研究　４単位
合計134単位以上

【特別支援教育専攻】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　12単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　２単位
　教職専門科目　25単位
　フラッグシップ指定科目　12単位
　初等教科教育法科目　10単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目群
　小学校教科専門科目　10単位
　特別支援教育専門科目　32単位
自由選択科目　７単位※
卒業研究　４単位
合計130単位

※自由選択科目は、卒業要件としての単位数を超えて修得した以下の科目とす
る。
　（ア）教養教育科目群（基盤教養科目を除く）
　（イ）教職教育科目群
　（ウ）専攻専門科目群
　（エ）学校図書館司書教諭資格取得科目

－基本計画書－21－
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幼小連携教育論I 3後 1 ○ 1 1

幼小連携教育論II 3後 1 ○ 1 兼1

人権教育の実践 3後 1 ○ 1

小計（3科目） － 2 1 0 2 1 1 0 0 兼1

道徳教育論 3前 2 ○ 兼1

総合的な学習の時間の指導法 3後 1 ○ 1

特別活動論 3後 1 ○ 1

教育相談の理論と方法 3前 1 ○ 1

幼児教育課程論 3前 2 ○ 1 兼1

基本小学校教育実習 3通 5 ○ 4 2 兼1

幼稚園教育実習 3通 5 ○ 4 2 兼1

併修中・高校教育実習 4通 3 ○ 4 2 兼1

教職実践演習（幼・小） 4通 2 ○ 5 4 1 兼11

小計（9科目） － 2 20 0 8 5 1 0 0 兼13

教育データの活用II 3前 1 ○ 1 1

学習者中心の授業デザインII 3後 1 ○ 1 1 兼1

小計（2科目） － 0 2 0 2 1 1 0 0 兼1

初等国語科教育法（書写を含む。） 3前・後 1 ○ 兼1

算数科教育法 3前 1 ○ 1

初等理科教育法 3後 1 ○ 兼1

初等音楽科教育法 3前 1 ○ 1

図画工作科教育法 3前 1 ○ 1

初等英語科教育法 3後 1 ○ 兼2

小計（6科目） － 0 6 0 1 2 0 0 0 兼4

表現指導演習I 3後 1 ○ 1 兼1

幼児教育分析演習 3前 1 ○ 兼2 オムニバス

幼児教育プロジェクト演習I 3前 1 ○ 2 1 共同

幼児教育プロジェクト演習II 3後 1 ○ 2 1 共同

幼児臨床学 3後 1 ○ 1

家庭地域連携の政策 3後 1 ○ 兼1

保育内容実践演習I（健やかなからだ） 3後 1 ○ 兼2

保育内容実践演習II（伸びやかなそうぞう） 3前 1 ○ 兼1

保育内容実践演習III（繋がりあうドラマ） 3前 1 ○ 兼2

保育内容実践演習IV（響きあうハーモニー） 3前 1 ○ 1 兼1

保育とダイバーシティ 3後 2 ○ 1 兼3

幼児教育実践研究I 3通 1 ○ 1

幼児教育実践研究II 3通 1 ○ 1

表現指導演習II 4通 1 ○ 1 兼3 オムニバス

幼児教育学特講 4前 1 ○ 1 兼1

幼児教育探究演習I 4前 1 ○ 2 1

幼児教育探究演習II 4後 1 ○ 2 1

保育内容特講 4前 1 ○ 1

幼児教育実践研究III 4前 1 ○ 1 1 兼1

幼児教育実践研究IV 4通 1 ○ 1 1 兼1

小計（20科目） － 0 21 0 2 1 0 0 0 兼18

英語（ICTの活用を含む。） 3前 1 ○ 兼1

小計（1科目） － 1 0 0 0 0 0 0 0 兼1

教育学研究Ia 3後 1 ○ 兼1

教育学研究Ib 3後 1 ○ 兼1

教育学研究IIa 3前 1 ○ 1

教育学研究IIb 3前 1 ○ 1

応用行動分析学a 3前 1 ○ 兼1

応用行動分析学b 3前 1 ○ 兼1

心理学研究法a 3前 1 ○ 兼1

心理学研究法b 3前 1 ○ 兼1

心理学特講a 3後 1 ○ 兼1

心理学特講b 3後 1 ○ 兼1

教職基礎科目教
職
教
育
科
目
群

教職専門科目

専
攻
専
門
科
目
群

系列専門科目

小学校教科専門
科目

幼稚園教育専門
科目

初等教科教育法
科目

フラッグシップ
指定科目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （天王寺キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－

－

－

－

－

－

－基本計画書－22－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （天王寺キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

学校インターンシップI 3通 2 ○ 5 4 1 兼11

ものづくり教育研究a 3前 1 ○ 1

ものづくり教育研究b 3前 1 ○ 1

ICT教育の実践研究a 3後 1 ○ 1

ICT教育の実践研究b 3後 1 ○ 1

国語科学習指導研究a 3前 1 ○ 1

国語科学習指導研究b 3前 1 ○ 1

社会科学習指導研究a 3前 1 ○ 兼1

社会科学習指導研究b 3前 1 ○ 兼1

英語科学習指導研究a 3前 1 ○ 兼1

英語科学習指導研究b 3前 1 ○ 兼1

数学入門a 3前 1 ○ 1

数学入門b 3前 1 ○ 1

数学・数学教育演習a 3後 1 ○ 1

数学・数学教育演習b 3後 1 ○ 1

理科の実験Ia 3後 1 ○ 兼1

理科の実験Ib 3後 1 ○ 兼1

音楽科学習指導研究a 3後 1 ○ 1

音楽科学習指導研究b 3後 1 ○ 1

図画工作科学習指導研究a 3後 1 ○ 1

図画工作科学習指導研究b 3後 1 ○ 1

体育科学習指導研究a 3後 1 ○ 兼1

体育科学習指導研究b 3後 1 ○ 兼1

学校保健学a 3後 1 ○ 兼1

学校保健学b 3後 1 ○ 兼1

生活科学a 3前 1 ○ 兼1

生活科学b 3前 1 ○ 兼1

課題研究I 4前 1 ○ 3 3 1 兼8

課題研究II 4後 1 ○ 3 3 1 兼8

学校インターンシップII 4前 2 ○ 5 4 1 兼11

理科の実験IIa 4前 1 ○ 兼1

理科の実験IIb 4前 1 ○ 兼1

小計（42科目） － 0 44 0 5 4 1 0 0 兼13

卒業研究 4通 4 0 0 ○ 5 4 1 兼11

小計（1科目） － 4 0 0 5 4 1 0 0 兼11

－ 9 94 0 11 7 2 0 0 兼35

－

－

卒業研究

合計（84科目） －

学位又は称号 学士（教育学） 学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　卒業の要件は、４年以上在学し、各専攻・コースの卒業に必要な以下の単位数
を修得した者について、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学士の学位を授
与する。
　各学期に履修申請できる単位数は、26単位（所定の単位を優れた成績をもって
修得した者については、30単位）以下とする。

【幼小教育専攻幼児教育コース】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　15単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　５単位
　教職専門科目　21単位
　フラッグシップ指定科目　６単位
　保育内容指導法科目　10単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目群
　幼稚園教育専門科目　25単位
　領域専門科目　６単位
　小学校教科専門科目　10単位
自由 択科 単位

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

－基本計画書－23－
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教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程） （天王寺キャンパス）

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

自由選択科目　10単位※
卒業研究　４単位
合計128単位

【幼小教育専攻小学校教育コース】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　15単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　５単位
　教職専門科目　25単位

フラッグシップ指定科目　12単位
初等教科教育法科目　10単位
学校インターンシップ科目　２単位

専攻専門科目群
　領域専門科目　５単位
　小学校教科専門科目　10単位
　系列専門科目　14単位
自由選択科目　８単位※
卒業研究　４単位
合計124単位

※自由選択科目は、卒業要件としての単位数を超えて修得した以下の科目とす
る。

（ア）教養教育科目群（基盤教養科目を除く）
（イ）教職教育科目群
（ウ）専攻専門科目群
（エ）学校図書館司書教諭資格取得科目

－基本計画書－24－
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大学入門ゼミ 1前 1 ○ 1 1

小計（1科目） － 1 0 0 1 0 1 0 0

文学入門a 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

文学入門b 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

芸術a 1・2・3・4・5前 1 ○ 兼1

芸術b 1・2・3・4・5前 1 ○ 兼1

言語表現とコミュニケーションa 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

言語表現とコミュニケーションb 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

大阪学a 1・2・3・4・5前 1 ○ 1

大阪学b 1・2・3・4・5前 1 ○ 1

日本国憲法 1・2・3・4・5後 2 ○ 兼1 メディア

人文・社会科学入門a 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

人文・社会科学入門b 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

ダイバーシティと人権a 1・2・3・4・5前 1 ○ 兼1 メディア

ダイバーシティと人権b 1・2・3・4・5前 1 ○ 兼1 メディア

心理学入門a 1・2・3・4・5後 1 ○ 1

心理学入門b 1・2・3・4・5後 1 ○ 1

生物の情報a 1・2・3・4・5前 1 ○ 兼1

生物の情報b 1・2・3・4・5前 1 ○ 兼1

健康と科学a 1・2・3・4・5後 1 ○ 1

健康と科学b 1・2・3・4・5後 1 ○ 1

数学概論a 1・2・3・4・5後 1 ○ 1

数学概論b 1・2・3・4・5後 1 ○ 1

身の回りの科学a 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

身の回りの科学b 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

大阪の教育実践a 1・2・3・4・5通 1 ○ 1

大阪の教育実践b 1・2・3・4・5通 1 ○ 1

キャリア教育a 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1 メディア

キャリア教育b 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1 メディア

身体表現とコミュニケーションa 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

身体表現とコミュニケーションb 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

ジェンダーとセクシュアリティa 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

ジェンダーとセクシュアリティb 1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

小計（31科目） － 4 28 0 2 0 2 0 0 兼11

英語IA 1前 1 ○ 1 兼1

英語IB 1後 1 ○ 1 兼1

英語II（外国語コミュニケーション） 2前・後 2 ○ 1 兼1

ドイツ語IA 1前 1 ○ 兼1

ドイツ語IB 1後 1 ○ 兼1

ドイツ語II 2前 1 ○ 兼1

中国語IA 1前 1 ○ 兼1

中国語IB 1後 1 ○ 兼1

中国語II 2前 1 ○ 兼1

韓国語IA 1前 1 ○ 兼1

韓国語IB 1後 1 ○ 兼1

韓国語II 2前 1 ○ 兼1

国際協働学
習

国際協働学習 2前・後 1 ○ 兼3

小計（13科目） － 5 9 0 0 1 0 0 0 兼8

スポーツ実技I 1前 1 ○ 1 兼1

スポーツ実技II 1後 1 ○ 1 兼1

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 1 0 0 兼1

情報活用基礎I 1前 1 ○ 兼1

情報活用基礎II 1前 1 ○ 兼1

情報活用基礎III 1後 1 ○ 1 1 1

小計（3科目） － 3 0 0 1 1 1 0 0 兼1

人権教育の基礎 3後 1 ○ 兼1

特別支援教育の実践 2前 1 ○ 1

－

導入科目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

－

－

－

－

英語

ドイツ語

中国語

韓国語

情報活用科目

体育科目

教
養
教
育
科
目
群

教職基礎科目

基
盤
教
養
科
目

分野別科目
（多様性と
共生社会）

分野別科目
（教育と

キャリア）

分野別科目
（数理情報
と自然）

分野別科目
（生命と環

境）

分野別科目
（人間と生

活）

分野別科目
（歴史と社

会）

分野別科目
（国際と地

域）

分野別科目
（思索と芸

術）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

教
職
教

－基本計画書－25－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

発達障害教育論 3前 1 ○ 兼1

保育と子ども 3後 1 ○ 兼2

人権教育の実践 4後 1 ○ 兼1

小計（5科目） － 1 4 0 0 1 0 0 0 兼4

教職へのとびら 1前 1 ○ 1 兼1

教育総論 2前・後 1 ○ 1

特別支援教育の基礎 2前 1 ○ 1

学校の役割と経営 3前・後 1 ○ 兼2

発達と学習の心理学a 3前 1 ○ 1 兼1

発達と学習の心理学b 3後 1 ○ 1 兼1

ICT活用の理論と方法 3前 1 ○ 兼1

生徒指導論 3前 1 ○ 兼1

進路指導論 3後 1 ○ 兼1

教育相談の理論と方法 3前・後 1 ○ 兼1

学校安全a 4前 1 ○ 兼2

学校安全b 4前 1 ○ 兼2

教育課程論（カリキュラム・マネジメントを含む。） 4後 1 ○ 兼1

道徳教育論a 4前・後 1 ○ 1 兼1

道徳教育論b 4前・後 1 ○ 1 兼1

総合的な学習の時間の指導法 4後 1 ○ 兼2

特別活動論 4後 1 ○ 兼2

教育方法論 4後 1 ○ 兼1

教育実習I 4通 2 ○ 兼7

教育実習II 5通 3 ○ 兼7

教職実践演習（小） 5通 2 ○ 3 5 3 兼10

小計（21科目） － 25 0 0 3 5 3 0 0 兼24

ダイバーシティと教育 1前 1 ○ 1

現代社会と子どもの権利 1前 1 ○ 1

多様な子どもとインクルーシブ教育 1前 1 ○ 兼1

外国人の子どもの理解と支援 1後 1 ○ 兼1

教職のための省察入門 1前 1 ○ 1 兼1

教科横断と探究学習I 2前 1 ○ 兼4

教育データの活用I 2前 1 ○ 兼2

ファシリテーターとしての教員I 2後 1 ○ 兼3

学習者中心の授業デザインI 2後 1 ○ 兼3

教職専門性と省察 2通 1 ○ 兼1

学習者中心の授業デザインII 3後 1 ○ 兼3

小計（11科目） － 11 0 0 0 2 0 0 0 兼12

初等国語科教育法（書写を含む。） 3前・後 1 ○ 1

初等社会科教育法 3後 1 ○ 兼1

算数科教育法 4前・後 1 ○ 兼1

初等理科教育法 3前・後 1 ○ 1 兼1

生活科教育法 2前・後 1 ○ 兼1

初等音楽科教育法 4前・後 1 ○ 兼2

図画工作科教育法 3前・後 1 ○ 兼1

初等家庭科教育法 4前・後 1 ○ 兼1

体育科教育法 4前 1 ○ 1

初等英語科教育法 3前・後 1 ○ 1 兼1

小計（10科目） － 10 0 0 1 1 2 0 0 兼9

学校インターンシップ体験 2通 2 ○ 3 5 3 兼10

小計（1科目） － 2 0 0 3 5 3 0 0 兼10

国語a（書写及びICTの活用を含む。） 1後 1 ○ 1

国語b（書写及びICTの活用を含む。） 1後 1 ○ 1

社会a（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 兼2

社会b（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 兼2

算数a（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 1 兼1

算数b（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 1 兼1

理科a（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 1

フラッグシップ
指定科目

学校インターン
シップ科目

初等教科教育法
科目

－

教職専門科目

教
育
科
目
群

－

－

－

－

専
攻
専
門
科
目
群

小学校教科専門
科目

－基本計画書－26－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

理科b（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 1

生活a（ICTの活用を含む。） 2後 1 ○ 1 1 兼2

生活b（ICTの活用を含む。） 2後 1 ○ 1 1 兼2

音楽a（ICTの活用を含む。） 2前・後 1 ○ 兼1

音楽b（ICTの活用を含む。） 2前・後 1 ○ 兼2

図画工作a（ICTの活用を含む。） 2前・後 1 ○ 兼2

図画工作b（ICTの活用を含む。） 2前・後 1 ○ 兼2

家庭a（ICTの活用を含む。） 2前・後 1 ○ 兼1

家庭b（ICTの活用を含む。） 2前・後 1 ○ 兼1

体育a（ICTの活用を含む。） 2前 1 ○ 1 兼1

体育b（ICTの活用を含む。） 2後 1 ○ 1 兼1

英語a（ICTの活用を含む。） 3前 1 ○ 1

英語b（ICTの活用を含む。） 3前 1 ○ 1

小計（20科目） － 20 0 0 3 1 2 0 0 兼13

教育学研究Ia 3後 1 ○ 1

教育学研究Ib 3後 1 ○ 1

学校インターンシップI 3通 2 ○ 3 5 3 兼10

ものづくり教育研究a 3前 1 ○ 兼1

ものづくり教育研究b 3前 1 ○ 兼1

社会科学習指導研究a 3前 1 ○ 1

社会科学習指導研究b 3前 1 ○ 1

数学・数学教育研究a 3後 1 ○ 1

数学・数学教育研究b 3後 1 ○ 1

理科の実験Ia 3後 1 ○ 1

理科の実験Ib 3後 1 ○ 1

学校保健学a 3後 1 ○ 兼1

学校保健学b 3後 1 ○ 兼1

生活科学a 3前 1 ○ 兼1

生活科学b 3前 1 ○ 兼1

教育学研究IIa 4前 1 ○ 兼1

教育学研究IIb 4前 1 ○ 兼1

応用行動分析学a 4前 1 ○ 1

応用行動分析学b 4前 1 ○ 1

心理学特講a 4後 1 ○ 兼1

心理学特講b 4後 1 ○ 兼1

心理学研究法a 4前 1 ○ 兼1

心理学研究法b 4前 1 ○ 兼1

学校インターンシップII 4前 2 ○ 3 5 3 兼10

国語科学習指導研究a 4前 1 ○ 兼1

国語科学習指導研究b 4前 1 ○ 兼1

英語科学習指導研究a 4後 1 ○ 1

英語科学習指導研究b 4後 1 ○ 1

理科の実験IIa 4前 1 ○ 1

理科の実験IIb 4前 1 ○ 1

音楽科学習指導研究a 4後 1 ○ 兼1

音楽科学習指導研究b 4後 1 ○ 兼1

図画工作科学習指導研究a 4後 1 ○ 兼1

図画工作科学習指導研究b 4後 1 ○ 兼1

体育科学習指導研究a 4後 1 ○ 1

体育科学習指導研究b 4後 1 ○ 1

課題研究I 5前 1 ○ 3 3 2 兼7

課題研究II 5後 1 ○ 3 3 2 兼7

小計（38科目） － 2 38 0 3 5 3 0 0 兼12

学校経営と学校図書館 2・3・4後 2 ○ 兼1

学校図書館メディアの構成 2・3・4後 2 ○ 兼1

学習指導と学校図書館 2・3・4前 2 ○ 兼1

読書教育と図書館 2・3・4前 2 ○ 兼1

情報メディアの活用 2・3・4後 2 ○ 兼1 メディア

小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼5－

－

－

学校図書館司書教
諭資格取得科目

系列専門科目

－基本計画書－27－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要
（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

卒業研究 5通 4 ○ 3 5 3 兼10

小計（1科目） － 4 0 0 3 5 3 0 0 兼10

－ 90 89 0 3 5 3 0 0 兼79

－

卒業研究

合計（162科目） －

学位又は称号 学士（教育学） 学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　卒業の要件は、５年以上在学し、各専攻・コースの卒業に必要な以下の単位数
を修得した者について、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学士の学位を授
与する。
　各学期に履修申請できる単位数は、26単位（所定の単位を優れた成績をもって
修得した者については、30単位）以下とする。

【小学校教育（夜間）５年専攻】
教養教育科目群
　導入科目　１単位
　基盤教養科目　15単位
　グローバル教育科目　８単位
　体育科目　２単位
　情報活用科目　３単位
教職教育科目群
　教職基礎科目　３単位
　教職専門科目　25単位
　フラッグシップ指定科目　11単位
　初等教科教育法科目　10単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目群
　小学校教科専門科目　20単位
　系列専門科目　12単位
自由選択科目　８単位※
卒業研究　４単位
合計124単位

※自由選択科目は、卒業要件としての単位数を超えて修得した以下の科目とす
る。
　（ア）教養教育科目群（基盤教養科目を除く）
　（イ）教職教育科目群
　（ウ）専攻専門科目群
　（エ）学校図書館司書教諭資格取得科目

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

－基本計画書－28－
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日本人の宗教観  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

平安朝文学世界への誘い  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

コンサートへの誘い  1・2・3・4通 2 ○ 兼6 共同・集中

和歌の表現世界を知る  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

読むための視点  1・2・3・4後 2 ○ 兼1 メディア

ドイツ文学を読む  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

芸術理論：フランス近代美学から  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

民族と音楽：東南アジアを中心に  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

比較文学論  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

ヨーロッパ－フランスの窓から  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

日本事情  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

国際関係論入門  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

English World I  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World II  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World III  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World IV  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World V  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World VI  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World VII  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World VIII  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World IX  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World X  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

世界の教授法・世界の教科書  1・2・3・4前 2 ○ 兼7 オムニバス・集中

日本古代文化史I  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

日本古代文化史II  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

日本近代文学読解入門I  1・2・3・4後 1 ○ 兼1

日本近代文学読解入門II  1・2・3・4後 1 ○ 兼1

経済の目で見る地域と暮らしI  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

経済の目で見る地域と暮らしII  1・2・3・4前 1 ○ 兼1

多言語実践プロジェクト  1・2・3・4後 2 ○ 兼2

日本国憲法  1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2 メディア

部落問題概論  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

日本科学技術史概論  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

近現代外交史  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

ダイバーシティと人権  1・2・3・4前・後 2 ○ 兼2 メディア

現代社会学の方法と実践  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

現場に活かすスポーツ実践論  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

健康科学への招待  1・2・3・4前 2 ○ 兼3 オムニバス

生活環境をさぐる  1・2・3・4後 2 ○ 兼4 オムニバス

対人コミュニケーションの心理学  1・2・3・4後 2 ○ 兼1 メディア

経済教育実践論  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

生命と共生  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

地球と災害  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

DNAを中心とした生命科学  1・2・3・4後 2 ○ 兼1 メディア

地球と環境  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

ミクロの生物学入門  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

生物学と医学の出会い  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

暮らしの環境と地図  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

生物観察入門  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

ベクトルとその応用を理解する  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

はかってなんぼ－学校編  1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

科学常識を考える  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

科学の基本  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

体験しよう！かがく実験  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

論理と数理パズルI  1・2・3・4前 1 ○ 兼1 メディア

論理と数理パズルII  1・2・3・4前 1 ○ 兼1 メディア

教
養
基
礎
科
目

分野別科目（思
索と芸術）

分野別科目（国
際と地域）

分野別科目（歴
史と社会）

分野別科目（人
間と生活）

分野別科目（生
命と環境）

分野別科目（数
理情報と自然）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部初等教育教員養成課程）【既設】 柏原キャンパス

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－基本計画書－29－
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教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部初等教育教員養成課程）【既設】 柏原キャンパス

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

キャリアデザイン  1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

教職キャリア形成論  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

学校教育と著作権  1・2・3・4通 2 ○ 兼1 集中

教育科学の基礎  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

ことばと教育  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

国際理解教育  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

人間と道徳  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

教員のための数学  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

環境教育論  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

消費者教育論  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

表現教育  1・2・3・4通 2 ○ 兼3 オムニバス・集中

遊びとスポーツ  1・2・3・4後 2 ○ 兼2

教職実践論  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

知的財産教育論  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

子どもの多様性と教育  1・2・3・4通 2 ○ 兼7 オムニバス・集中

ことばの獲得と学習支援  1・2・3・4通 2 ○ 兼4 オムニバス・集中

探究型学習の実践と研究  1・2・3・4後 2 ○ 兼2 オムニバス

地域連携・人権フィールド入門  1・2・3・4通 2 ○ 兼4 集中

演劇的手法によるコミュニケーション演習I  1・2・3・4前 1 ○ 兼2

演劇的手法によるコミュニケーション演習II  1・2・3・4前 1 ○ 兼2

企業と連携した専門職業人養成講座  1・2・3・4後 1 ○ 兼1

大学生のための金融経済リテラシー  1・2・3・4後 1 ○ 兼1

資料・情報利用法  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

アクティブ・ラーニング入門  1・2・3・4通 2 ○ ※ 兼6 ※演習、オムニバス

データサイエンス入門  1・2・3・4後 1 ○ 兼1

AIとデータサイエンス  1・2・3・4後 1 ○ ※ 兼1 ※演習

課題探究型STEAM教育  1・2・3・4前 2 ○ 兼4

海外文化研究  1・2・3・4通 2 ○ 兼1 集中

「障害」者と人権  1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

ジェンダーとセクシュアリティ  1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

共生社会論  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

国際理解  1・2・3・4後 2 ○ 兼1

多文化共生の社会をめざして  1・2・3・4前 2 ○ 兼1

障がい者支援入門  1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

外国人児童生徒教育  1・2・3・4後 2 ○ 兼2

小計（91科目） － 4 154 0 0 0 0 0 0 兼101

英語（T）Ia 1前 1 ○ 兼2

英語（T）Ib 1後 1 ○ 兼2

英語（T）IIa 2前 2 ○ 兼2

英語（T）IIb 2後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ia 1前 1 ○ 兼4

ドイツ語Ib 1後 1 ○ 兼4

ドイツ語IIa 2前 2 ○ 兼1

ドイツ語IIb 2後 2 ○ 兼1

フランス語Ia 1前 1 ○ 兼4

フランス語Ib 1後 1 ○ 兼4

フランス語IIa 2前 2 ○ 兼1

フランス語IIb 2後 2 ○ 兼1

中国語Ia 1前 1 ○ 兼6

中国語Ib 1後 1 ○ 兼6

中国語IIa 2前 2 ○ 兼1

中国語IIb 2後 2 ○ 兼1

外国語コミュニケーション 2前 2 ○ 兼3

韓国語Ia 1前 1 ○ 兼1

韓国語Ib 1後 1 ○ 兼1

韓国語IIa 2前 2 ○ 兼1

韓国語IIb 2後 2 ○ 兼1

小計（21科目） － 6 26 0 0 0 0 0 0 兼22

共
通
基
礎
科
目

多様性理解
科目

総
合
科
目

－

分野別科目（教
育とキャリア）

基盤教養科
目

－

言語科目

－基本計画書－30－
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教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部初等教育教員養成課程）【既設】 柏原キャンパス

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

スポーツ実技a 1前 1 ○ 兼8 共同

スポーツ実技b 1後 1 ○ 兼12 共同

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼13

ICT基礎a 1前 2 ○ 兼4 メディア

ICT基礎b 1後 1 ○ 1

ICT基礎c 1後 1 ○ 1

小計（3科目） － 2 2 0 1 1 0 0 0 兼4

特別支援教育の実践 1前・後 1 ○ 兼2

人権教育の基礎 2前 1 ○ 兼2

発達障害教育論 2前 1 ○ 兼1

小計（3科目） － 1 2 0 0 0 0 0 0 兼5

ダイバーシティと教育 1前 1 ○ 兼2 メディア

現代社会と子どもの権利 1前 1 ○ 兼2 メディア

多様な子どもとインクルーシブ教育 1前 1 ○ 兼10 オムニバス、メディア

外国人の子どもの理解と支援 1前 1 ○ 兼1 メディア

小計（4科目） － 2 2 0 0 0 0 0 0 兼15

教育総論 1後 2 ○ 兼1

教職入門 1通 2 ○ 2 1 1 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

学校の役割と経営 2前 2 ○ 兼2

学校安全 2前・後 2 ○ 兼2

発達と学習の心理学 1前 2 ○ 兼1

特別支援教育の基礎 1前・後 1 ○ 兼2

幼児教育指導法 2後 2 ○ 兼1

幼児理解と教育相談 1通 2 ○ 1 兼1 オムニバス・集中

教育課程・方法論 2後 2 ○ 兼1

ICT活用の理論と方法 2前 1 ○ 兼2

生徒指導・進路指導論 2前 2 ○ 兼2

小計（11科目） － 11 9 0 2 1 1 0 0 兼17

健康の指導法 2後 2 ○ 兼1

環境の指導法 2前 2 ○ 兼1

表現の指導法I 2通 1 ○ ※ 兼2 ※演習

表現の指導法II 2後 1 ※ ○ 1 ※講義

人間関係の指導法 2前 2 ○ 2 兼3 オムニバス

言葉の指導法 2前 2 ○ 兼1

小計（6科目） － 0 10 0 3 0 0 0 0 兼8

生活科教育法 2後 2 ○ 兼1

図画工作科教育法 2前・後 2 ○ 兼2

初等家庭科教育法 2後 2 ○ 兼2

体育科教育法 2後 2 ○ 兼2

小計（4科目） － 0 8 0 0 0 0 0 0 兼7

幼児教育インターンシップ 2通 2 ○ 1 兼1 集中

学校インターンシップ体験 2通 2 ○ 1 1 兼5 集中

小計（2科目） － 0 4 0 2 1 0 0 0 兼6

幼児教育実践総論 1通 2 ○ 1 兼3 集中

表現指導基礎演習I 2前 1 ○ 1 兼1

表現指導基礎演習II 2後 1 ○ 1

幼児教育研究調査法I 2前 1 ○ ※ 1 ※演習

幼児教育研究調査法II 2後 1 ※ ○ 1 ※講義

就学前の教育学 2後 2 ○ 1 兼2 オムニバス

ピアノ表現演習I 1前 1 ○ 1 兼1

ピアノ表現演習II 1後 1 ○ 1 兼1

小計（8科目） － 0 10 0 2 1 0 0 0 兼7

幼児と健康 1通 1 ○ 1 兼2 集中

幼児と人間関係 1後 1 ○ 2 1 兼2

幼児と環境 1後 1 ○ 1 兼2

幼児と言葉 1通 1 ○ 1 兼2 集中

幼児と表現I 1後 1 ○ 2

幼児と表現II 1後 1 ○ 1

教
職
関
連
科
目

－

教職専門科目

－

ICT科目

－

体育科目

－

教職基礎科目

学校インターン
シップ科目

－

幼稚園教育専門
科目

領域専門科目

専
攻
専
門
科
目

－

フラッグシップ指
定科目

－

－

－

保育内容指導法
科目

初等教科教育法
科目

－基本計画書－31－
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教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部初等教育教員養成課程）【既設】 柏原キャンパス

専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

小計（6科目） － 0 6 0 4 3 1 0 0 兼8

国語I（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 兼4

国語（書写）II（ICTの活用を含む。） 1前 1 ○ 兼3

社会（ICTの活用を含む。） 1前・後 2 ○ 兼9 オムニバス

算数（ICTの活用を含む。） 1前 2 ○ 兼3

生活（ICTの活用を含む。） 1前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

音楽（ICTの活用を含む。） 1後 2 ○ 兼3

図画工作 I（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 兼2

図画工作 II（ICTの活用を含む。） 1前・後 1 ○ 兼2

家庭（ICTの活用を含む。） 1前 2 ○ 兼5 オムニバス

体育I（ICTの活用を含む。） 1後 1 ○ 兼4 共同

体育II（ICTの活用を含む。） 1前 1 ○ 兼5 共同

理科（ICTの活用を含む。） 1前 2 ○ 兼3

小計（12科目） － 0 18 0 0 0 0 0 0 兼44

学校経営と学校図書館 2後 2 ○ 兼1

学校図書館メディアの構成 2後 2 ○ 兼1

学習指導と学校図書館 2後 2 ○ 兼1

読書教育と図書館 2通 2 ○ 兼1 集中

情報メディアの活用 2後 2 ○ 兼1 メディア

小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼4

－ 28 261 0 4 3 1 0 0 兼222

90分

授業期間等

－

学校図書館司書教
諭資格取得科目

２学期

15週１学期の授業期間

－

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

合計（178科目）

学位又は称号 学士（教育学）

１学年の学期区分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

　各学期に履修申請できる単位数は、26単位（所定の単位を優れた成績をもって
修得した者については、30単位）以下とする。

１時限の授業時間

－

－

小学校教科専門
科目

－基本計画書－32－
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幼小連携教育論I 3後 1 ○ 1 1

幼小連携教育論II 3後 1 ○ 1 兼1

人権教育の実践 3後 1 ○ 兼1

教職のためのデータサイエンス 3前 1 ○ 兼1

小計（4科目） － 1 3 0 2 0 1 0 0 兼3

道徳教育論 3前 2 ○ 兼1

特別活動論（総合的な学習の時間の指導法を含む。） 3後 2 ○ 1

教育相談の理論と方法 3前 2 ○ 1

幼児教育課程論 3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

基本小学校教育実習 3通 5 ○ 1 1 兼5 集中

幼稚園教育実習 3通 5 ○ 1 1 兼5 集中

教職実践演習（幼・小） 4通 2 ○ 5 4 1 兼11 集中

小計（7科目） － 2 18 0 5 4 1 0 0 兼17

初等国語科教育法（書写を含む。） 3後 2 ○ 兼1

初等社会科教育法 3前 2 ○ 兼1

算数科教育法 3前 2 ○ 1

初等理科教育法 3後 2 ○ 兼1

初等音楽科教育法 3前 2 ○ 1

初等英語科教育法 3後 2 ○ 兼2

小計（6科目） － 0 12 0 0 2 0 0 0 兼5

表現指導演習I 3後 1 ○ 1 兼1

幼児教育分析演習 3前 1 ○ 兼2

幼児教育プロジェクト演習I 3前 1 ○ 2 1 共同

幼児教育プロジェクト演習II 3後 1 ○ 2 1 共同

保育内容実践演習I（からだとリズム） 3後 1 ○ 1 兼1

保育内容実践演習II（いのちとつながり） 3通 1 ○ 兼2 集中

保育内容実践演習III（ふしぎとアート） 3前 1 ○ 兼1

保育内容実践演習IV（かたりとドラマ） 3前 1 ○ 兼2

保育内容実践演習V（うたとあそび） 3前 1 ○ 1 兼1

幼児教育実践研究I 3通 1 ○ 1 集中

幼児教育実践研究II 3通 1 ○ 1 集中

保育とダイバーシティ 3通 2 ○ 1 兼3 集中

表現指導演習II 4通 1 ○ 1 兼3

幼児教育学特講 4前 2 ○ 1 兼1

幼児教育探究演習I 4前 1 ○ 2 1

幼児教育探究演習II 4後 1 ○ 2 1

保育内容特講 4前 2 ○ 1

家庭地域連携の政策 4後 2 ○ 兼1

幼児教育実践研究III 4前 1 ○ 1 1 兼1 集中

幼児教育実践研究IV 4通 1 ○ 1 1 兼1 集中

幼児臨床学 3通 2 ○ 1 集中

小計（21科目） － 0 26 0 2 1 0 0 0 兼19

英語（ICTの活用を含む。） 3前 2 ○ 兼1

小計（1科目） － 0 2 0 0 0 0 0 0 兼1

課題研究I 4前 1 ○ 3 3 1 兼8

課題研究II 4後 1 ○ 3 3 1 兼8

教育学研究I 3後 2 ○ 兼1

教育学研究II 3前 2 ○ 1

メディア・エデュケーション 3後 2 ○ 兼1

応用行動分析学 3前 2 ○ 兼1

学校臨床心理学 3前 2 ○ 1

心理学特講 3後 2 ○ 兼1

心理学研究法I 3前 2 ○ 兼1

心理学研究法II 3後 2 ○ 1

学校インターンシップI 3通 2 ○ 5 4 1 兼11 集中

学校インターンシップII 4前 2 ○ 5 4 1 兼11 集中

－

小学校教科専門
科目

－

専任教員等の配置

教職基礎科目

教職専門科目

初等教科教育法
科目

専
攻
専
門
科
目

幼稚園教育専門
科目

系列専門科目

教
職
関
連
科
目

備考

－

－

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部初等教育教員養成課程）【既設】 天王寺キャンパス

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

－基本計画書－33－
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専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部初等教育教員養成課程）【既設】 天王寺キャンパス

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

ものづくり教育研究 3前 2 ○ 1

ICT教育の実践研究 3後 2 ○ 1

国語科学習指導研究 4前 2 ○ 1

社会科学習指導研究I 3前 2 ○ 兼1

社会科学習指導研究II 4後 2 ○ 兼2

数学入門 3前 2 ○ 1

数学・数学教育演習 3後 2 ○ 1

自然の研究 3前 2 ○ 兼1

理科の実験I 3後 2 ○ 兼1

理科の実験II 4前 2 ○ 兼1

音楽科学習指導研究I 3後 2 ○ 1

音楽科学習指導研究II 4前 2 ○ 1

図画工作科学習指導研究 3後 2 ○ 1

図画工作科学習指導演習 3前 2 ○ 1

体育科学習指導研究 3後 2 ○ 兼1

学校保健学 3後 2 ○ 兼1

生活科学 3前 2 ○ 兼2

英語科学習指導研究 4後 2 ○ 兼1

小計（30科目） － 0 58 0 5 4 1 0 0 兼18

卒業研究 4通 4 ○ 5 4 1 兼11

小計（1科目） － 4 0 0 5 4 1 0 0 兼11

－ 7 119 0 5 4 1 0 0 兼45合計（70科目）

卒業研究

－

－

－

－基本計画書－34－
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専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部初等教育教員養成課程）【既設】 天王寺キャンパス

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

　卒業の要件は、４年以上在学し、各専攻・コースの卒業に必要な以下の単位数
を修得した者について、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学士の学位を授
与する。
　各学期に履修申請できる単位数は、26単位（所定の単位を優れた成績をもって
修得した者については、30単位）以下とする。

【幼児教育専攻】
教養基礎科目　16単位
共通基礎科目
　言語科目　８単位
　体育科目　２単位
　ICT科目　３単位
教職基礎科目　４単位
フラッグシップ科目　２単位
教職関連科目
　教職専門科目　24単位
　保育内容指導法科目　10単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目
　幼稚園教育専門科目　26単位
　領域専門科目　６単位
　小学校教科専門科目　10単位
卒業研究　４単位
合計128単位

【小学校教育専攻昼間コース】
教養基礎科目　16単位
共通基礎科目
　言語科目　８単位
　体育科目　２単位
　ICT科目　３単位
教職基礎科目　４単位
フラッグシップ科目　２単位
教職関連科目
　教職専門科目　29単位
　初等教科教育法科目　20単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目
　小学校教科専門科目　20単位
　系列専門科目　14単位
卒業研究　４単位
合計128単位

90分１時限の授業時間

授業期間等

２学期

15週

１学年の学期区分

１学期の授業期間

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係学位又は称号 学士（教育学）

－基本計画書－35－
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文学入門 1・2・3・4・5後 2 ○ 兼1

芸術 1・2・3・4・5前 2 ○ 兼1

異文化理解とコミュニケーション 1・2・3・4・5後 2 ○ ※ 1 ※演習

大阪学 1・2・3・4・5前 2 ○ 1 集中

日本国憲法 1・2・3・4・5後 2 ○ 兼1 メディア

人文・社会科学入門 1・2・3・4・5後 2 ○ 兼1

ダイバーシティと人権 1・2・3・4・5前 2 ○ 兼1 メディア

心理学入門 1・2・3・4・5後 2 ○ 1

生物の情報 1・2・3・4・5前 2 ○ 兼1

健康と科学 1・2・3・4・5後 2 ○ 1

数学概論 1・2・3・4・5後 2 ○ 1

身の回りの科学 1・2・3・4・5後 2 ○ 兼1

大阪の教育実践 1・2・3・4・5通 2 ○ 1 集中

キャリア教育 1・2・3・4・5後 2 ○ 兼1 メディア

ゼミナール  1・2・3・4・5前 1 ○ 1 1

言語表現とコミュニケーションI  1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

言語表現とコミュニケーションII  1・2・3・4・5後 1 ○ 兼1

データサイエンスI  1・2・3・4・5前 1 ○ 兼1

データサイエンスII  1・2・3・4・5前 1 ○ ※ 兼1 ※演習

身体表現とコミュニケーション  1・2・3・4・5後 2 ○ 兼1

ジェンダーとセクシュアリティ  1・2・3・4・5後 2 ○ 兼1

障がい者支援入門  1・2・3・4・5前 2 ○ 兼1

アジア文化理解  1・2・3・4・5前 2 ○ 兼1

小計（23科目） － 5 36 0 2 0 3 0 0 兼15

英語IA 1前 1 ○ 1 兼1

英語IB 1後 1 ○ 1 兼1

英語IIA（外国語コミュニケーション） 2前 1 ○ 1 兼1

英語IIB（外国語コミュニケーション） 2後 1 ○ 1 兼1

ドイツ語IA 1前 1 ○ 兼1

ドイツ語IB 1後 1 ○ 兼1

ドイツ語IIA 2前 1 ○ 兼1

ドイツ語IIB 2後 1 ○ 兼1

中国語IA 1前 1 ○ 兼1

中国語IB 1後 1 ○ 兼1

中国語IIA 2前 1 ○ 兼1

中国語IIB 2後 1 ○ 兼1

韓国語IA 1前 1 ○ 兼1

韓国語IB 1後 1 ○ 兼1

韓国語IIA 2前 1 ○ 兼1

韓国語IIB 2後 1 ○ 兼1

小計（16科目） － 4 12 0 0 1 0 0 0 兼5

スポーツ実技I 1前 1 ○ 1 兼1

スポーツ実技II 1後 1 ○ 1 兼1

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 1 0 0 兼1

ICT基礎a 1前 2 ○ 兼1 メディア

ICT基礎b 1通 1 ○ 1 1 1

小計（2科目） － 3 0 0 1 1 1 0 0 兼1

人権教育の基礎 3後 1 ○ 兼1

特別支援教育の実践 2前 1 ○ 1

インクルーシブ教育論 3前 1 ○ 1

発達障害教育論 3前 1 ○ 兼1

保育と子ども 3後 1 ○ 兼2

人権教育の実践 4後 1 ○ 兼1

教職のためのデータサイエンス 4前 1 ○ 兼1

小計（7科目） － 1 6 0 0 1 0 0 0 兼5

教
養
基
礎
科
目

共
通
基
礎
科
目

専任教員等の配置

分野別科目（思
索と芸術）

分野別科目（歴
史と社会）

分野別科目（国
際と地域）

分野別科目（生
命と環境）

分野別科目（教
育とキャリア）

分野別科目（数
理情報と自然）

総
合
科
目

多様性理解
科目

－

分野別科目（人
間と生活）

基盤教養科
目

教職基礎科目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

授業形態

（教育学部初等教育教員養成課程（夜間））【既設】

備考

単位数

－

－

－

体育科目

－

ICT科目

言語科目

－基本計画書－36－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

授業形態

（教育学部初等教育教員養成課程（夜間））【既設】

備考

単位数

ダイバーシティと教育 1前 1 ○ 1

現代社会と子どもの権利 1前 1 ○ 1

小計（2科目） － 2 0 0 0 1 0 0 0

教職入門 1前 2 ○ 1 兼1

教育総論 2前 2 ○ 1

特別支援教育の基礎 2前 1 ○ 1

学校の役割と経営 3前・後 2 ○ 兼2

発達と学習の心理学 3前・後 2 ○ 1 兼1

ICT活用の理論と方法 3前 1 ○ 兼1

生徒指導・進路指導論 3前 2 ○ 兼1

教育相談の理論と方法 3前 2 ○ 兼1

学校安全 4前 2 ○ 兼2

道徳教育論 4前・後 2 ○ 1 兼1

特別活動論（総合的な学習の時間の指導法を含む。） 4後 2 ○ 兼2

教育課程・方法論 4後 2 ○ 兼1

教育実習I 4通 2 ○ 兼7 集中

教育実習II 5通 3 ○ 兼7 集中

教職実践演習（小） 5通 2 ○ 3 5 3 兼10 集中

小計（15科目） － 29 0 0 3 5 3 0 0 兼24

初等国語科教育法（書写を含む。） 3前 2 ○ 1

初等社会科教育法 3前・後 2 ○ 兼1

算数科教育法 4前 2 ○ 兼1

初等理科教育法 3前・後 2 ○ 1 兼1

生活科教育法 2前 2 ○ 兼1

初等音楽科教育法 4前・後 2 ○ 兼2

図画工作科教育法 3前 2 ○ 兼1

初等家庭科教育法 4前 2 ○ 兼1

体育科教育法 4前 2 ○ 1

初等英語科教育法 3前・後 2 ○ 1 兼1

小計（10科目） － 20 0 0 1 1 2 0 0 兼9

学校インターンシップ体験 2通 2 ○ 3 5 3 兼10 集中

小計（1科目） － 2 0 0 3 5 3 0 0 兼10

国語（書写を含む。）（ICTの活用を含む。） 1後 2 ○ 1

社会（ICTの活用を含む。） 1前・後 2 ○ 兼2

算数（ICTの活用を含む。） 1前・後 2 ○ 1 兼1

理科（ICTの活用を含む。） 1前 2 ○ 1

生活（ICTの活用を含む。） 2後 2 ○ 1 1 兼2

音楽I（ICTの活用を含む。） 2後 1 ○ 兼1

音楽II（ICTの活用を含む。） 2前・後 1 ○ 兼2

図画工作I（ICTの活用を含む。） 2前・後 1 ○ 兼2

図画工作II（ICTの活用を含む。） 2前 1 ○ 兼2

家庭（ICTの活用を含む。） 2前 2 ○ 兼1

体育I（ICTの活用を含む。） 2前 1 ○ 1 兼1

体育II（ICTの活用を含む。） 2後 1 ○ 1 兼1

英語（ICTの活用を含む。） 3前 2 ○ 1

小計（13科目） － 20 0 0 3 1 2 0 0 兼13

課題研究I 5前 1 ○ 3 3 2 兼7 集中

課題研究II 5後 1 ○ 3 3 2 兼7 集中

教育学研究I 3後 2 ○ 兼1

教育学研究II 4前 2 ○ 兼1

メディア・エデュケーション 3後 2 ○ 兼1

応用行動分析学 4前 2 ○ 1

学校臨床心理学 3前 2 ○ 兼1

心理学特講 4後 2 ○ 1

心理学研究法I 3前 2 ○ 1

心理学研究法II 4後 2 ○ 兼1

学校インターンシップI 3通 2 ○ 3 5 3 兼10 集中

学校インターンシップII 4前 2 ○ 3 5 3 兼10 集中

教
職
関
連
科
目

－

学校インターン
シップ科目

－

－

初等教科教育法
科目

教職専門科目

専
攻
専
門
科
目

小学校教科専門
科目

－

系列専門科目

－

フラッグシップ科
目

－基本計画書－37－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

授業形態

（教育学部初等教育教員養成課程（夜間））【既設】

備考

単位数

学校インターンシップIII 5前 2 ○ 3 5 3 兼10 集中

ものづくり教育研究 3前 2 ○ 兼1

国語科学習指導研究 4前 2 ○ 1

社会科学習指導研究I 3前 2 ○ 1

社会科学習指導研究II 4後 2 ○ 兼1

英語科学習指導研究 4後 2 ○ 1

数学・数学教育研究I 3後 2 ○ 1

数学・数学教育研究II 4前 2 ○ 1

理科の実験I 3後 2 ○ 兼1

理科の実験II 4前 2 ○ 1

自然の研究 3前 2 ○ 1

音楽科学習指導研究I 4後 2 ○ 兼1

音楽科学習指導研究II 5前 2 ○ 兼1

図画工作科学習指導研究 4後 2 ○ 兼1

図画工作科学習指導演習 4前 2 ○ 兼1

学校保健学 3後 2 ○ 兼1

体育科学習指導研究 4後 2 ○ 1

生活科学 3前 2 ○ 兼2

小計（30科目） － 2 56 0 3 5 3 0 0 兼17

学校経営と学校図書館 2後 2 ○ 兼1

学校図書館メディアの構成 2後 2 ○ 兼1

学習指導と学校図書館 2通 2 ○ 兼1 集中

読書教育と図書館 2通 2 ○ 兼1 集中

情報メディアの活用 2後 2 ○ 兼1

小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼5

卒業研究 5通 4 ○ 3 5 3 兼10

小計（1科目） － 4 0 0 3 5 3 0 0 兼10

－ 94 120 0 3 4 4 0 0 兼71

学士（教育学）

合計（127科目） －

－

－

学校図書館司書教
諭資格取得科目

１時限の授業時間 90分

学位又は学科の分野

　卒業の要件は、５年以上在学し、各専攻・コースの卒業に必要な以下の単位数
を修得した者について、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学士の学位を授
与する。
　各学期に履修申請できる単位数は、26単位（所定の単位を優れた成績をもって
修得した者については、30単位）以下とする。

【小学校教育専攻夜間コース】
教養基礎科目　16単位
共通基礎科目
　言語科目　８単位
　体育科目　２単位
　ICT科目　３単位
教職基礎科目　２単位
フラッグシップ科目　２単位
教職関連科目
　教職専門科目　29単位
　初等教科教育法科目　20単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目
　小学校教科専門科目　20単位
　系列専門科目　12単位
卒業研究　４単位
合計128単位

１学年の学期区分 ２学期

学位又は称号

卒業研究

－

１学期の授業期間 15週

教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－基本計画書－38－
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日本人の宗教観 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

平安朝文学世界への誘い 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

コンサートへの誘い 1・2・3・4通 2 ○ 兼6 共同・集中

和歌の表現世界を知る 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

読むための視点 1・2・3・4後 2 ○ 兼1 メディア

ドイツ文学を読む 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

芸術理論：フランス近代美学から 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

民族と音楽：東南アジアを中心に 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

比較文学論 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

ヨーロッパ－フランスの窓から 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

日本事情 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

国際関係論入門 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

English World I 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World II 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World III 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World IV 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World V 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World VI 1・2・3・4前・後 1 ○ 兼1

English World VII 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World VIII 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World IX 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

English World X 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

世界の教授法・世界の教科書 1・2・3・4前 2 ○ 5 兼3 オムニバス・集中

日本古代文化史I 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

日本古代文化史II 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

日本近代文学読解入門I 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

日本近代文学読解入門II 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

経済の目で見る地域と暮らしI 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

経済の目で見る地域と暮らしII 1・2・3・4前 1 ○ 兼1

多言語実践プロジェクト 1・2・3・4後 2 ○ 兼2

日本国憲法 1・2・3・4前・後 2 ○ 兼3 メディア

部落問題概論 1・2・3・4前 2 ○ 1

日本科学技術史概論 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

近現代外交史 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

ダイバーシティと人権 1・2・3・4前・後 2 ○ 1 兼3 メディア

現代社会学の方法と実践 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

現場に活かすスポーツ実践論 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

健康科学への招待 1・2・3・4前 2 ○ 兼3 オムニバス

生活環境をさぐる 1・2・3・4後 2 ○ 兼4 オムニバス

対人コミュニケーションの心理学 1・2・3・4後 2 ○ 兼1 メディア

経済教育実践論 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

生命と共生 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

地球と災害 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

DNAを中心とした生命科学 1・2・3・4後 2 ○ 兼1 メディア

地球と環境 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

ミクロの生物学入門 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

生物学と医学の出会い 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

暮らしの環境と地図 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

生物観察入門 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

ベクトルとその応用を理解する 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

はかってなんぼ－学校編 1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

科学常識を考える 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

科学の基本 1・2・3・4後 2 ○ 1

体験しよう！かがく実験 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

論理と数理パズルI 1・2・3・4前 1 ○ 兼1 メディア

論理と数理パズルII 1・2・3・4前 1 ○ 兼1 メディア

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

教
養
基
礎
科
目

分野別科目（思
索と芸術）

分野別科目（歴
史と社会）

分野別科目（国
際と地域）

分野別科目（人
間と生活）

分野別科目（生
命と環境）

分野別科目（数
理情報と自然）

－基本計画書－39－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

キャリアデザイン 1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

教職キャリア形成論 1・2・3・4後 2 ○ 1

学校教育と著作権 1・2・3・4通 2 ○ 兼1 集中

教育科学の基礎 1・2・3・4前 2 ○ 1

ことばと教育 1・2・3・4後 2 ○ 1

国際理解教育 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

人間と道徳 1・2・3・4前 2 ○ 1

教員のための数学 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

環境教育論 1・2・3・4前 2 ○ 1

消費者教育論 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

表現教育 1・2・3・4通 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス・集中

遊びとスポーツ 1・2・3・4後 2 ○ 1 1

教職実践論 1・2・3・4前 2 ○ 1

知的財産教育論 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

子どもの多様性と教育 1・2・3・4通 2 ○ 2 2 兼3 オムニバス・集中

ことばの獲得と学習支援 1・2・3・4通 2 ○ 1 兼3 オムニバス・集中

探究型学習の実践と研究 1・2・3・4後 2 ○ 兼2 オムニバス

地域連携・人権フィールド入門 1・2・3・4通 2 ○ 1 2 兼1 集中

演劇的手法によるコミュニケーション演習I 1・2・3・4前 1 ○ 1 兼1

演劇的手法によるコミュニケーション演習II 1・2・3・4前 1 ○ 1 兼1

企業と連携した専門職業人養成講座 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

大学生のための金融経済リテラシー 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

資料・情報利用法 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

アクティブ・ラーニング入門 1・2・3・4通 2 ○ ※ 3 1 兼2 ※演習、オムニバス

データサイエンス入門 1・2・3・4後 1 ○ 兼1

AIとデータサイエンス 1・2・3・4後 1 ○ ※ 兼1 ※演習

課題探究型STEAM教育 1・2・3・4前 2 ○ 1 2 兼1

海外文化研究 1・2・3・4通 2 ○ 1 集中

「障害」者と人権 1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

ジェンダーとセクシュアリティ 1・2・3・4前 2 ○ 兼1 メディア

共生社会論 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

国際理解 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

多文化共生の社会をめざして 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

障がい者支援入門 1・2・3・4前 2 ○ 1 メディア

外国人児童生徒教育 1・2・3・4後 2 ○ 兼2

小計（91科目） － 4 154 0 14 10 1 0 0 兼78

英語（T）Ia 1前 1 ○ 1 1 1 兼3

英語（T）Ib 1後 1 ○ 1 1 2 兼3

英語（T）IIa 2前 2 ○ 2 兼1

英語（T）IIb 2後 2 ○ 兼1

ドイツ語Ia 1前 1 ○ 兼4

ドイツ語Ib 1後 1 ○ 兼4

ドイツ語IIa 2前 2 ○ 兼1

ドイツ語IIb 2後 2 ○ 兼1

フランス語Ia 1前 1 ○ 兼4

フランス語Ib 1後 1 ○ 兼4

フランス語IIa 2前 2 ○ 兼1

フランス語IIb 2後 2 ○ 兼1

中国語Ia 1前 1 ○ 兼6

中国語Ib 1後 1 ○ 兼6

中国語IIa 2前 2 ○ 兼1

中国語IIb 2後 2 ○ 兼1

外国語コミュニケーション 2前・後 2 ○ 1 兼3

韓国語Ia 1前 1 ○ 兼1

韓国語Ib 1後 1 ○ 兼1

韓国語IIa 2前 2 ○ 兼1

韓国語IIb 2後 2 ○ 兼1

小計（21科目） － 6 26 0 2 1 2 0 0 兼22

共
通
基
礎
科
目

基盤教養科
目

－

言語科目

分野別科目（教
育とキャリア）

多様性理解
科目

総
合
科
目

－

－基本計画書－40－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

スポーツ実技a 1前 1 ○ 3 1 兼10 共同

スポーツ実技b 1後 1 ○ 2 1 1 兼11 共同

小計（2科目） － 2 0 0 2 3 1 0 0 兼12

ICT基礎a 1前 2 ○ 兼14 メディア

ICT基礎b 1後 1 ○ 1

ICT基礎c 1後 1 ○ 9 3 3 兼3

小計（3科目） － 2 2 0 10 3 3 0 0 兼17

人権教育の基礎 2前・後 1 ○ 2 1

小・中一貫教育概論 3前 1 ○ 3

特別支援教育の実践 3前・後 1 ○ 1 1 2 兼2

発達障害教育論 2前 1 ○ 兼1

人権教育の実践 3後 1 ○ 1

教職のための英語 3前 1 ○ 2 兼1

教職のためのデータサイエンス 3前 1 ○ 兼1

小計（7科目） － 1 6 0 4 2 4 0 0 兼5

ダイバーシティと教育 1前 1 ○ 2 5 兼1 メディア

現代社会と子どもの権利 1前 1 ○ 4 1 兼1 メディア

多様な子どもとインクルーシブ教育 1前 1 ○ 4 3 2 兼1 オムニバス、メディア

外国人の子どもの理解と支援 1前・後 1 ○ 兼1 メディア

小計（4科目） － 4 0 0 10 8 2 0 0 兼4

教職入門 1前 2 ○ 15 7 5 共同

教育総論 1前・後 2 ○ 1 兼4

発達と学習の心理学 1前・後 2 ○ 1 1 兼3

学校の役割と経営 2前 2 ○ 4 兼1

道徳教育論 2・3前・後 2 ○ 兼3

生徒指導・進路指導論 2前・後 2 ○ 兼4

学校安全 2前・後 2 ○ 兼4

特別活動論（総合的な学習の時間の指導法を含む。） 3前 2 ○ 1 兼1

教育相談の理論と方法 3前・後 2 ○ 1 兼2

特別支援教育の基礎 1前・後 1 ○ 1 1 2 兼2

ICT活用の理論と方法 2前・後 1 ○ 兼5

教育課程・方法論 2後 2 ○ 2 兼2

基本小学校教育実習 3通 5 ○ 8 4 3 兼1 集中

基本中・高校教育実習 3通 5 ○ 8 4 3 兼1 集中

併修小学校教育実習 4通 3 ○ 8 4 3 兼1 集中

併修中・高校教育実習 4前・後 3 ○ 8 4 3 兼1 集中

基本特別支援学校（特支）教育実習 3通 4 ○ 8 4 3 兼1 集中

基本特別支援学校（聴覚）教育実習 3通 4 ○ 8 4 3 兼1 集中

基本特別支援学校（視覚）教育実習 3通 4 ○ 8 4 3 兼1 集中

併修特別支援学校（特支）教育実習 4通 3 ○ 8 4 3 兼1 集中

教職実践演習（小・中・高） 4通 2 ○ 55 31 15 集中

小計（21科目） － 24 31 0 55 31 15 0 0 兼31

初等国語科教育法（書写を含む。） 2・3前 2 ○ 3 1 1 兼1 オムニバス

初等社会科教育法 2・3前・後 2 ○ 2 兼2

算数科教育法 2・3前・後 2 ○ 1 兼3

初等理科教育法 2・3前・後 2 ○ 1 1

生活科教育法 2前 2 ○ 1 兼1

初等音楽科教育法 2・3前・後 2 ○ 1 1 兼2

図画工作科教育法 2・3前・後 2 ○ 1 1 兼2

初等家庭科教育法 2・3前・後 2 ○ 1 兼3

体育科教育法 2・3前・後 2 ○ 1 5 2 オムニバス

初等英語科教育法 2・3前・後 2 ○ 2 1 兼2

小計（10科目） － 0 20 0 11 10 6 0 0 兼16

中等国語科教育法I 2前 2 ○ 2

中等国語科教育法II 2後 2 ○ 2

中等英語科教育法I 2前 2 ○ 2

中等英語科教育法II 2前・後 2 ○ 2

中等社会科（地歴）教育法I 2前 2 ○ 1

教
職
関
連
科
目

ICT科目

－

－

初等教科教育法
科目

－

教職専門科目

教職基礎科目

－

中等教科教育法
科目

－

フラッグシップ指
定科目

体育科目

－

－基本計画書－41－
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

中等社会科（公民）教育法II 2後 2 ○ 兼1

数学科教育法I 2前 2 ○ 兼2

数学科教育法II 2後 2 ○ 1 兼2

中等理科教育法I 2前 2 ○ 1

中等理科教育法II 2後 2 ○ 1

保健体育科教育法I 2前 2 ○ 1

保健体育科教育法II 2後 2 ○ 1

技術科教育法I 2前 2 ○ 1

技術科教育法II 2後 2 ○ 1

中等家庭科教育法I 2前 2 ○ 兼1

中等家庭科教育法II 2後 2 ○ 1

中等音楽科教育法I 2前 2 ○ 1

中等音楽科教育法II 2後 2 ○ 1

美術科教育法I 2前 2 ○ 1

美術科教育法II 2後 2 ○ ※ 1 ※演習

工業科教育法I 2後 2 ○ 兼1 隔年

工業科教育法II 2後 2 ○ 兼1 隔年

中等国語科教育法III 3前 2 ○ 1

中等国語科教育法IV 3後 2 ○ 1 兼1

中等英語科教育法III 3前 2 ○ 1

中等英語科教育法IV 3前 2 ○ 1

中等社会科（地歴）教育法III 3前 2 ○ 兼1

中等社会科（公民）教育法IV 3後 2 ○ 1

数学科教育法III 3前 2 ○ 1

数学科教育法IV 3前・後 2 ○ 兼1

中等理科教育法III 3前 2 ○ 兼1

中等理科教育法IV 3後 2 ○ 1

保健体育科教育法III 3前 2 ○ 1

保健体育科教育法IV 3後 2 ○ 1

技術科教育法III 3前 2 ○ 1

技術科教育法IV 3前 2 ○ 1

中等家庭科教育法III 3前 2 ○ 1

中等家庭科教育法IV 3後 2 ○ 兼1

中等音楽科教育法III 3前 2 ○ 1

中等音楽科教育法IV 3後 2 ○ 1

美術科教育法III 3前 2 ○ 1 1

美術科教育法IV 3後 2 ○ 1 1

書道科教育法I 3前 2 ○ 1

書道科教育法II 3後 2 ○ 1

小計（44科目） － 0 88 0 14 5 4 0 0 兼11

教職インターンシップI 2通 2 ○ 8 4 3 兼1 集中

教職インターンシップII 3通 2 ○ 8 4 3 兼1 集中

教職インターンシップIII 4通 2 ○ 8 4 3 兼1 集中

特別支援学校インターンシップ 2通 2 ○ 8 4 3 兼1 集中

小計（4科目） － 0 8 0 8 4 3 0 0 兼1

国語I（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 1 ○ 3 兼1

国語（書写）II（ICTの活用を含む。） 1・2前 1 ○ 1 1 兼1

社会（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 2 ○ 5 1 兼3 オムニバス

算数（ICTの活用を含む。） 1・2前 2 ○ 2 兼1

理科（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 2 ○ 1 2

生活（ICTの活用を含む。） 1・2前 2 ○ ※ 1 兼1 ※演習

音楽（ICTの活用を含む。） 1・2前・後 2 ○ 1 1 兼2

図画工作 I（ICTの活用を含む。） 1・2前 1 ○ 1 兼2

図画工作 II（ICTの活用を含む。） 1・2後 1 ○ 1 兼2

家庭（ICTの活用を含む。） 1・2前 2 ○ 3 兼2 オムニバス

体育I（ICTの活用を含む。） 1・2後 1 ○ 1 兼3 共同

体育II（ICTの活用を含む。） 1・2前 1 ○ 1 1 兼3 共同

英語（ICTの活用を含む。） 3前・後 2 ○ 2 兼2

専
攻
専
門
科
目

小学校教科専門
科目

－

学校インターン
シップ科目

－

－基本計画書－42－
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

小計（13科目） － 0 20 0 18 6 5 0 0 兼23

教育科学入門 1前 2 ○ 4 2 兼1 オムニバス

教育学研究法 1後 2 ○ 2 オムニバス

心理測定と評価の基礎 2前 2 ○ 1

教育哲学 2後 2 ○ 1

教育史 2前 2 ○ 兼1

教育方法学 2後 2 ○ 1

教育社会学 2前 2 ○ 1

教育行政学 2後 2 ○ 兼1

心理学基礎実験 2前 2 ○ 1

心理学統計法演習 2後 2 ○ 1

心理学文献講読 2後 2 ○ 1

心理学問題研究 2後 2 ○ 3 2 兼1 オムニバス

道徳的価値論 2後 2 ○ 1

道徳的行為論 2前 2 ○ 1

西洋道徳思想史 2後 2 ○ 兼1

道徳性発達心理学 2前 2 ○ 兼1

教育哲学演習Ia 3前 1 ○ 1

教育哲学演習Ib 3後 1 ○ 1

教育哲学演習IIa 4前 1 ○ 1

教育哲学演習IIb 4後 1 ○ 1

教育方法学演習Ia 3前 1 ○ 2 1

教育方法学演習Ib 3後 1 ○ 2 1

教育方法学演習IIa 4前 1 ○ 2 1

教育方法学演習IIb 4後 1 ○ 2 1

教育社会学演習Ia 3前 1 ○ 1

教育社会学演習Ib 3後 1 ○ 1

教育社会学演習IIa 4前 1 ○ 1

教育社会学演習IIb 4後 1 ○ 1

教育行政学演習Ia 3前 1 ○ 兼1

教育行政学演習Ib 3後 1 ○ 兼1

教育行政学演習IIa 4前 1 ○ 兼1

教育行政学演習IIb 4後 1 ○ 兼1

心理学研究法演習I 3前 1 ○ 1

心理学研究法演習II 3後 1 ○ 兼1

道徳授業論 3前 2 ○ 1

道徳教育学演習Ia 3前 1 ○ 1 集中

道徳教育学演習Ib 3後 1 ○ 1

道徳教育学演習IIa 4前 1 ○ 1

道徳教育学演習IIb 4後 1 ○ 1

道徳教育方法学演習Ia 3前 1 ○ 1

道徳教育方法学演習Ib 3後 1 ○ 1

道徳教育方法学演習IIa 4前 1 ○ 1

道徳教育方法学演習IIb 4後 1 ○ 1

心理学特殊実験演習Ia 3・4前 1 ○ 2 兼1 隔年

心理学特殊実験演習Ib 3・4後 1 ○ 2 兼1 隔年

心理学特殊実験演習Ic 3・4前 1 ○ 2 隔年

心理学特殊実験演習Id 3・4後 1 ○ 3 隔年

心理学特殊実験演習IIa 3・4前 1 ○ 2 兼1 隔年

心理学特殊実験演習IIb 3・4後 1 ○ 2 兼1 隔年

心理学特殊実験演習IIc 3・4前 1 ○ 3 隔年

心理学特殊実験演習IId 3・4後 1 ○ 3 隔年

教育思想 3・4前 2 ○ 1

教育社会史 3・4後 2 ○ 兼1

学校教育方法論 3・4後 2 ○ 1

社会の構造と教育 3・4後 2 ○ 兼1

教育行政・経営論 3・4前 2 ○ 兼1

心理学特殊講義I 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

－

学校教育
コース

コ
ー

ス
専
門
科
目

－基本計画書－43－
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

心理学特殊講義II 3・4前 2 ○ 兼1 隔年・集中

発達心理学 3・4後 2 ○ 1 隔年

学習心理学 3・4前 2 ○ 1 隔年

教育社会心理学 3・4前 2 ○ 兼1 隔年

教育臨床心理学 3・4後 2 ○ 1 隔年

職業指導 3・4後 2 ○ 兼1

東洋道徳思想史 3・4後 2 ○ 1

道徳教育制度史 3・4後 2 ○ 1

小計（65科目） － 0 96 0 5 6 1 0 0 兼12

小学校教科内容（国語） 1後 2 ○ 1

国語科内容構成演習（小中） 3・4前 2 ○ 5 1 オムニバス

国語科内容構成演習（中等） 3・4前 2 ○ 5 1 オムニバス

国語学概論 1後 2 ○ 1

国文学概論 1後 2 ○ 2

漢文学概論I 1前 2 ○ 1

漢文学概論II 1後 2 ○ 1

国語学特論I 2前 2 ○ 1

国語学特論II 2後 2 ○ 兼1

国文学特論I 2前 2 ○ 2

国文学特論II 2後 2 ○ 1 兼1

書道概論I（書写を中心とする。） 2前 2 ○ 1 兼1

書道概論II（書写を中心とする。） 2後 2 ○ 1 兼1

解釈学概論 1前 2 ○ 2

解釈学特論 2前 2 ○ 1

国語科表現教育論 2後 2 ○ 1

国語学講義I 3前 2 ○ 1

国語学講義II 3後 2 ○ 1

国文学講義I 3前 2 ○ 2

国文学講義II 3後 2 ○ 1

解釈学講義 3前 2 ○ 1

文学教育実践論 3後 2 ○ 1

国語学研究I 4前 2 ○ 1

国語学研究II 4後 2 ○ 1

国語学演習I 4前 2 ○ 1

国語学演習II 4後 2 ○ 1

国文学研究I 4前 2 ○ 2 オムニバス

国文学研究II 4後 2 ○ 1

国文学演習I 4前 2 ○ 2

国文学演習II 4後 2 ○ 2

解釈学研究 4前 2 ○ 1

解釈学演習I 4前 2 ○ 2

解釈学演習II 4後 2 ○ 2

国語教育学研究 4後 2 ○ 1

国語教育学演習I 4前 2 ○ 1 1

国語教育学演習II 4後 2 ○ 1 1

小計（36科目） － 0 72 0 6 1 1 0 0 兼3

小学校教科内容（英語） 1後 2 ※ ○ 兼1 ※講義

英語科内容構成演習（小中） 3後 2 ○ 1 1 オムニバス

英語科内容構成演習（中等） 3前 2 ○ 1 1 オムニバス

英語音声学I 1前 2 ○ 1

英語音声学II 1後 2 ○ 1

英米文学講読 1前 2 ○ 兼1

オーラル・コミュニケーション中級I 1前 2 ○ 兼2

オーラル・コミュニケーション中級II 1後 2 ○ 兼2

比較文化論 1後 2 ○ 兼1

英文法研究 2後 2 ○ 1 メディア

英米文学研究 2前 2 ○ 兼1

ライティング中級I 2前 2 ○ 1 兼1 メディア

英語教育
コース

国語教育
コース

－

－

－基本計画書－44－
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（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】
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ライティング中級II 2後 2 ○ 1 兼1 メディア

Speech Communication in English I 1前 2 ○ 兼1

Speech Communication in English II 1後 2 ○ 兼1

Introduction to British and American Literature 2前 2 ○ 兼1

応用言語学 2後 2 ○ 1

Introduction to English Linguistics I 2前 2 ○ 兼1

Introduction to English Linguistics II 2後 2 ○ 兼1

グローバル言語学入門 2後 2 ○ 兼1

オーラル・コミュニケーション上級I 2前 2 ○ 兼1

オーラル・コミュニケーション上級II 2後 2 ○ 兼1

Introduction to UK and US Area Studies I 2前 2 ○ 兼1

Introduction to UK and US Area Studies II 2後 2 ○ 兼1

英語科評価論 2前 2 ○ ※ 1 ※演習

英語学研究I 3前 2 ○ 1

英語学研究II 3後 2 ○ 1

学習英文法論 3前 2 ○ 1

ライティング上級I 3前 2 ○ 兼1

ライティング上級II 3後 2 ○ 兼1

中高英語科授業研究I 2前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

中高英語科授業研究II 3前 2 ○ ※ 1 ※演習

小学校英語科授業研究 2前・後 2 ○ 兼2

第二言語習得論 3前 2 ○ 1 1

発展教職英語I 3前 1 ○ 1

発展教職英語II 3後 1 ○ 1

英語学演習I 4前 2 ○ 1 1

英語学演習II 4後 2 ○ 1 1

アカデミック・ライティング 4後 2 ○ 兼1

英語教育学演習I 4前 2 ○ 2 2

英語教育学演習II 4後 2 ○ 2 2

小計（41科目） － 0 80 0 3 1 2 0 0 兼12

小学校教科内容（社会） 1後 2 ○ 1 1 兼1 オムニバス

社会科内容構成演習（小中） 3後 2 ○ 5 1

社会科内容構成演習（中等） 3後 2 ○ 6

地誌概論 1後 2 ○ 兼1

人間と社会 1後 2 ○ 1

世界史概説I 1前 2 ○ 兼1

世界史概説II 1後 2 ○ 兼1 メディア

哲学の基礎 1前 2 ○ 1

地理学概論 2後 2 ○ 2 オムニバス

日本史概説I 2後 2 ○ 1

日本史概説II 2前 2 ○ 1

法律学 2後 2 ○ 兼1

政治学 2後 2 ○ 兼1

倫理学の基礎 2後 2 ○ 1

西洋思想概論 2前 2 ○ 1

自然地理学の基礎 1後 2 ○ 兼1

人文地理学の基礎 1後 2 ○ 兼1

日本経済論 1後 2 ○ 兼1

考古学 2前 2 ○ 兼1 隔年

民俗学 2前 2 ○ 兼1 隔年・集中

社会調査 2前 2 ○ 1

社会学特講 2後 2 ○ 1

コミュニケーションと社会 2前 2 ○ 1

グローバル経済文化論 2通 2 ○ 兼1 集中

国際経済論 2後 2 ○ 兼1

哲学講読 2前 2 ○ 兼1

倫理学講読 2前 2 ○ 1

社会科教育学基礎論 2前 2 ○ 兼1

社会科教育
コース

－

－基本計画書－45－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

日本史特講I 3前 2 ○ 兼1

日本史特講II 3前 2 ○ 兼1

東洋史特講 3前 2 ○ 兼1

西洋史特講 3前 2 ○ 兼1

歴史講読I 3前 2 ○ 1

歴史講読II 3後 2 ○ 1

地理学実習 3前 1 ○ 1

地理学野外実習 3通 2 ○ 2 オムニバス・集中

自然地理学特講 3後 2 ○ 兼1

人文地理学特講 3後 2 ○ 兼1

政治学特講 3前 2 ○ 兼1

社会学基礎演習I 3前 2 ○ 2

社会学基礎演習II 3後 2 ○ 2

社会学調査実習 3前 1 ○ 2 共同

経済学特講 3通 2 ○ 兼1 集中

哲学基礎演習 3後 2 ○ 3

哲学諸問題 3前 2 ○ 1

倫理学基礎演習 3前 2 ○ 3

日本思想史 3後 2 ○ 兼1

応用倫理 3前 2 ○ 兼1

社会科教育学研究I 3前 2 ○ 2

社会科教育学研究II 3後 2 ○ 2

社会科発展演習I 4前 2 ○ 9 1 兼1

社会科発展演習II 4後 2 ○ 9 1 兼1

小計（52科目） － 0 102 0 9 1 0 0 0 兼19

小学校教科内容（算数） 1前 2 ○ 1

算数科・数学科内容構成演習 3後 2 ○ 1 兼1

数学科内容構成演習 3前 2 ○ 1 兼1

線形代数学A 1前 2 ○ ※ 1 ※演習

線形代数学B 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

代数学A 2前 2 ○ 1

代数学B 2後 2 ○ 1

微分積分学A 1前 2 ○ 1

微分積分学B 1後 2 ○ 1

幾何学A 2前 2 ○ 兼2

幾何学B 2後 2 ○ 兼2

解析学A 2前 2 ○ 1

解析学B 2後 2 ○ 1

確率・統計 2後 2 ○ 1

コンピュータ 2後 2 ○ 1 兼1

代数学I 3前 2 ○ 兼1

代数学II 3後 2 ○ 兼1

代数学III 3前 2 ○ 1

幾何学I 3前 2 ○ 兼1

幾何学II 3後 2 ○ 兼1

解析学I 3前 2 ○ 兼1

解析学II 3後 2 ○ 兼1

解析学III 3前 2 ○ 1

応用数理I 3前 2 ○ 兼1

応用数理II 3後 2 ○ 兼1

確率論I 3前 2 ○ ※ 1 ※演習

Society5.0に対応する数学教育論 3前 2 ○ 兼1

数理探究 3前 2 ○ 兼1 集中

代数学演習I 4前 2 ○ 1

代数学演習II 4後 2 ○ 1

幾何学演習I 4前 2 ○ 1

幾何学演習II 4後 2 ○ 1

解析学演習I 4前 2 ○ 1

－

数学教育
コース

－基本計画書－46－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

解析学演習II 4後 2 ○ 1

応用数学演習I 4前 2 ○ 1

応用数学演習II 4後 2 ○ 1

数学教育学演習I 4前 2 ○ 2 1

数学教育学演習II 4後 2 ○ 2 1

小計（38科目） － 0 76 0 4 2 0 0 0 兼9

小学校教科内容（理科） 1後 2 ○ 1

理科内容構成演習（小中） 3通 2 ○ 5 3 2 共同

理科内容構成演習（中等） 3通 2 ○ 4 3 2 兼1 共同

物理学I 1前 2 ○ 1 1

物理学II 2前 2 ○ 1 1

物理学III 3後 2 ○ 兼1

化学I 1前 2 ○ 1 メディア

化学II 2前 2 ○ 1 メディア

化学III 3前 2 ○ 1 メディア

生物学I 1後 2 ○ 兼1

生物学II 2後 2 ○ 1

生物学III 3前 2 ○ 兼1

地学I 1後 2 ○ 1

地学II 2前 2 ○ 1

地学III 3後 2 ○ 1

物理学実験I 2後 1 ○ 1 1 共同

化学実験I 2前 1 ○ 1 1 共同

生物学実験I 2前 1 ○ 1 兼1 共同

地学実験I 2後 1 ○ 1 1 兼1 オムニバス

科学のための数学 1前 2 ○ 兼1

力学 2後 2 ○ 兼1

電磁気学 2前 2 ○ 1 1 隔年

初等量子論 2前 2 ○ 兼1

物理学実験II 3前 1 ○ 1 1

無機化学入門 2前 2 ○ 兼1

物理化学 2前 2 ○ 兼1

基礎有機化学 2後 2 ○ 兼1

植物系統分類学 2通 2 ○ 兼1 集中

動物系統分類学 2後 2 ○ 兼1

動物発生学 2後 2 ○ 兼1

分子遺伝学 2後 2 ○ 兼1

野外植物実習 2通 1 ○ 1 兼1 集中

天文学 2前 2 ○ 1

気象学 2前 2 ○ 1

地球学 2通 2 ○ 兼1 集中

地学野外実習I 2通 1 ○ 1 集中

地学野外実習II 2通 1 ○ 1 集中

熱力学 3前 2 ○ 兼1

反応有機化学 3後 2 ○ 1

物性化学 3前 2 ○ 兼1 隔年・集中

高分子化学 3後 2 ○ 兼1 隔年

有機化学実験 3後 1 ○ 1

多様性生物学 3後 2 ○ 1

生物学実験II 3前 1 ○ 兼1

生物学実験III 3前 1 ○ 1

臨海実習 3前 1 ○ 1 兼1 共同・集中

宇宙物理学 3前 2 ○ 1

地学教育論 3前 2 ○ 兼1 集中

地学特論 2通 2 ○ 兼1 集中

理科ゼミナール 4通 2 ○ 5 3 2 共同・集中

小計（50科目） － 0 88 0 6 3 2 0 0 兼21

理科教育
コース

－

－

－基本計画書－47－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

木材加工学I 1後 2 ○ ※ 1 ※実習

金属加工学I 1前 2 ○ 1

情報基礎I（実習を含む。） 1後 2 ○ ※ 1 ※実習

工学基礎 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

工業数学I 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

木材加工学実習 2後 1 ○ 1 兼1 共同

製図I 2前 1 ○ ※ 1 ※演習

製図II 2後 1 ※ ○ 1 ※講義

金属加工学実習 2前 1 ○ 1 兼1 共同

機械工学I 2前 2 ○ 兼1

機械工学II 2後 2 ○ 兼1

電気工学I 2前 2 ○ 1

電気工学II 2後 2 ○ 1

電気工学実験 2後 1 ○ 1

栽培I（実習を含む。） 2前 1 ※ ○ 兼1 ※講義

栽培II 2後 1 ※ ○ 兼1 ※講義

情報基礎II 2前 2 ○ 1

技術科内容構成演習 3・4後 2 ○ 2 2 共同

木材加工学II 3前 2 ○ ※ 1 ※実習

機械工学実験 3前 1 ○ 1 兼1 共同

プログラミング入門 1後 2 ○ ※ 兼1 ※演習

工学概論 1前 2 ※ ○ 1 ※講義

工業数学II 1前 2 ○ 1

技術科内容論 1後 2 ○ 2 2 オムニバス

電磁気学 2前 2 ○ 1 1 隔年

電子情報工学I 3前 2 ○ ※ 1 ※演習

電子情報工学II 3後 2 ○ ※ 1 ※演習

データ処理 2前 2 ○ 兼1

木材加工学III 3後 2 ○ ※ 1 ※実習

金属加工学II 3前 2 ※ ○ 1 ※講義

金属材料学 3後 2 ○ 1

材料力学 3後 2 ○ 1 隔年

機械設計 3後 2 ○ ※ 1 ※実習・隔年

電子計算機 3前 2 ○ ※ 1 ※実習・隔年

情報処理 3後 2 ○ 1 隔年

制御・情報工学 3前 2 ○ ※ 1 ※演習・隔年

職業指導 3後 2 ○ 兼1

小計（37科目） － 0 66 0 3 3 0 0 0 兼8

小学校教科内容（家庭） 1前 2 ○ 1

家庭科内容構成演習（小中） 3前 2 ○ 3 オムニバス

家庭科内容構成演習（中等） 3前 2 ○ 3 オムニバス

生活経営学（家庭経済学を含む。） 1後 2 ○ 兼1

被服学I 1後 2 ○ 1

住居学 1後 2 ○ 兼1

住居学演習（製図を含む。） 1後 2 ○ 兼1

保育学I 1前 2 ○ 1

家族関係学 1前 2 ○ 兼1

被服製作実習I 1後 2 ○ 1

食物学I（栄養学及び食品学を含む。） 1前 2 ○ 兼2

調理学実習I 1後 2 ○ 1

保育学実習（家庭看護を含む。） 1前 2 ○ 兼1

生活研究論 3後 2 ○ 兼1

住環境と安全 2後 2 ○ 兼1

生活機器論（情報処理を含む。） 2前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

生活経営学演習I 3前 2 ○ 兼1

生活経営学演習II 4後 2 ○ 兼1

被服学実験I 3前 2 ○ 1

被服学実験II 4後 2 ○ 1

－

家政教育
コース

技術教育
コース

－基本計画書－48－



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

被服学II 3後 2 ○ 兼1

被服製作実習II 3前 2 ○ 1

食物学実験I 3前 2 ○ 1

食物学実験II 4後 2 ○ 1

食物学II 3前 2 ○ 1

調理学実習II 3前 2 ○ 1

環境安全論 3後 2 ○ 兼1

保育学II 3後 2 ○ 兼1

保育学演習I 3前 2 ○ 1

保育学演習II 4後 2 ○ 1

家庭科教育学演習I 3前 2 ○ 1

家庭科教育学演習II 4後 2 ○ 1

生活演習I 3後 2 ○ 4 共同

生活演習II 4前 2 ○ 4 共同

生活調査研究法 3前 2 ○ 兼1

小計（35科目） － 0 70 0 4 0 0 0 0 兼12

小学校教科内容（体育） 3後 2 ○ 2 4 2 兼4 オムニバス

体育科・保健体育科内容構成演習 3後 2 ○ 1

水泳 1前 1 ○ 兼2

器械運動 1後 1 ○ 1 兼1

体つくり運動 1前 1 ○ 兼1

運動生理学 1後 2 ○ 1

衛生学及び公衆衛生学 1後 2 ○ 1

保健体育学概論 1前 2 ○ 2 5 2 オムニバス

陸上競技 2前 1 ○ 兼1

ダンス 2後 1 ○ 兼2

ソフトボール 2前 1 ○ 兼1

運動学 2前 2 ○ 1

学校保健 2前 2 ○ 1

保健体育学研究各論演習I 3通 2 ○ 2 5 2 兼5

保健体育学研究各論演習II 4通 2 ○ 2 5 2 兼5

剣道 2前・後 1 ○ 1

柔道 2後 1 ○ 1

サッカー 3前 1 ○ 兼1

バスケットボール 3前 1 ○ 1

バレーボール 3前 1 ○ 兼1

ハンドボール 4後 1 ○ 兼1

ラグビー 4後 1 ○ 兼1

テニス 4後 1 ○ 1 兼1

スポーツ教育原理 1後 2 ○ 1

スポーツ社会学 1後 2 ○ 1

スポーツ心理学 2前 2 ○ 1 メディア

スポーツマネジメント論 2前 2 ○ 兼1

体育史 2前 2 ○ 1

体育指導法演習 1前 2 ○ 兼1

武道指導論 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

スポーツコーチング論 2後 2 ○ 兼1

スキー実習 3通 2 ○ 1 集中

部活動と生徒指導 3前 2 ○ 兼1

学校と地域スポーツ 3後 2 ○ 兼1

スポーツと栄養 3前 2 ○ 1

発育発達学 3後 2 ○ 1

保健管理論 4後 2 ○ 1

小計（37科目） － 0 60 0 2 5 2 0 0 兼14

小学校教科内容（音楽） 1前 2 ○ 1

音楽科内容構成演習 3後 2 ○ 1 2 オムニバス

ソルフェージュI 1前 1 ○ 1

ソルフェージュII 1後 1 ○ 1

－

音楽教育
コース

保健体育
コース

－

－基本計画書－49－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

演奏基礎（こえ）I 1前 1 ○ 1

演奏基礎（こえ）II 1後 1 ○ 1

ピアノ伴奏法 1前 1 ○ 兼1

音楽学IA 1後 2 ○ 兼1

音楽学IB 2後 2 ○ 兼1

合唱指導法I 2前 1 ○ 1

合唱指導法II 2後 1 ○ 1

合唱指導法III 3前 1 ○ 1

演奏基礎（ピアノ）I 2前 1 ○ 1

演奏基礎（ピアノ）II 2後 1 ○ 1

合奏I 2前 1 ○ 兼1

合奏II 2後 1 ○ 兼1

アンサンブル指揮法 2前 1 ○ 1

音楽教育学I 2前 2 ○ 1

音楽教育学II 3後 2 ○ 兼1

和楽器アンサンブルA 3前 1 ○ 兼1

和楽器アンサンブルB 3後 1 ○ 兼1

和楽器アンサンブルC 4前 1 ○ 兼1

和楽器アンサンブルD 4後 1 ○ 兼1

創作表現I（編曲法） 1前 1 ○ 1

創作表現II（アナリーゼ） 2後 1 ○ 1

創作表現III 3前 1 ○ 1

音楽教育実践演習 4前 2 ○ 1 1

混声合唱I 3前 1 ○ 1

混声合唱II 3後 1 ○ 1

舞台表現演習（伝統音楽を含む。） 3後 2 ○ 1

スコアリーディングI 3前 1 ○ 1

スコアリーディングII 3後 1 ○ 1

音楽学II 3前 2 ○ 兼1

音楽教育学演習I 4前 1 ○ 1 1

音楽教育学演習II 4後 1 ○ 1 1

演奏表現（こえ）I 3前 1 ○ 兼1

演奏表現（こえ）II 3後 1 ○ 兼1

演奏表現（ピアノ）I 2前 1 ○ 1 兼1

演奏表現（ピアノ）II 2後 1 ○ 兼2

演奏表現（こえ）III 3前 1 ○ 1

演奏表現（こえ）IV 3後 1 ○ 1

演奏表現（ピアノ）III 3前 1 ○ 1 兼1

演奏表現（ピアノ）IV 3後 1 ○ 1 兼1

演奏表現演習AI 4前 1 ○ 1

演奏表現演習AII 4後 1 ○ 1

演奏表現演習BI 4前 1 ○ 1

演奏表現演習BII 4後 1 ○ 1

創作表現演習I 4前 1 ○ 1

創作表現演習II 4後 1 ○ 1

管絃（雅楽）I 1通 2 ○ 兼1 集中

合唱指導法IV 3後 1 ○ 1

合唱指導法V 4前 1 ○ 1

合唱指導法VI 4後 1 ○ 1

合奏III 3前 1 ○ 兼1

合奏IV 3後 1 ○ 兼1

合奏V 4前 1 ○ 兼1

合奏VI 4後 1 ○ 兼1

創作表現IV 3後 1 ○ 1

音楽学III 3前 2 ○ 兼1 集中

混声合唱III 4前 1 ○ 1

混声合唱IV 4後 1 ○ 1

小計（61科目） － 0 72 0 0 2 3 0 0 兼9－

－基本計画書－50－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

小学校教科内容（図画工作） 1後 2 ○ 2

図画工作科・美術科内容構成演習 3・4前 2 ○ 1 2 オムニバス

造形表現AI 1前 2 ○ 1

造形表現BI 1前 2 ○ 1

造形表現CI 1後 2 ○ 1

造形表現DI 1前 2 ○ 兼1

美術史A 1前 2 ○ 1

造形表現AII 2後 1 ○ 兼1

造形表現AIII 2後 1 ○ 1

造形表現BII 2後 1 ○ 1

造形表現BIII 2後 1 ○ 1

造形表現CII 2前 1 ○ 1

造形表現CIII 2前 1 ○ 1

造形表現DII 2後 1 ○ 兼1

造形表現DIII 2後 1 ○ 兼1

美術理論I 2前 2 ○ 1

美術史B 2後 2 ○ 1

デザイン・工芸史 3通 2 ○ 1 兼1 オムニバス・集中

デッサン論 1前 2 ○ 1

図法 1通 2 ○ 兼1 集中

材料研究A 2通 2 ○ 兼1 集中

材料研究B 2前 2 ○ 兼1

美術理論II 2通 2 ○ 1 集中

美術表現の基礎 3前 2 ○ 兼1

自由研究・絵画I 3通 2 ○ 1

彫刻演習 3後 2 ○ 1

コミュニティとアート 3後 2 ○ 1

自由研究・彫刻I 3通 2 ○ 1

デザイン演習 3後 2 ○ 1

自由研究・デザイン・工芸I 3通 2 ○ 1

工芸制作I 3後 1 ○ 兼1

工芸制作II 3後 1 ○ 兼1

美術史演習I 3後 2 ○ 1

美術史演習II 3通 2 ○ 1 兼1 集中

自由研究・美術理論I 3通 2 ○ 1

自由研究・美術教育学I 3通 2 ○ 1

自由研究・絵画II 4通 2 ○ 1

自由研究・彫刻II 4通 2 ○ 1

自由研究・デザイン・工芸II 4通 2 ○ 1

自由研究・美術理論II 4通 2 ○ 1

自由研究・美術教育学II 4通 2 ○ 1

小計（41科目） － 0 72 0 2 3 0 0 0 兼8

小学校教科内容（書写） 1後 2 ○ 2 1 オムニバス

書道科内容構成演習 3前 2 ○ 2 1 オムニバス

仮名書法演習I 1前 2 ○ 1

楷書法演習 1後 2 ○ 1

国文学概論 1後 2 ○ 2

漢文学概論I 1前 2 ○ 1

国語学概論 1後 2 ○ 1

解釈学概論 1前 2 ○ 2

書道概論I（書写を中心とする。） 2前 2 ○ 1 兼1

書道概論II（書写を中心とする。） 2後 2 ○ 1 兼1

中国書道史 2前 2 ○ 1

日本書道史 2後 2 ○ 1

漢字作品制作論演習I 3前 2 ○ 1

仮名作品制作論演習I 3前 2 ○ 兼1

書鑑賞論 3後 2 ○ 1

行書法演習 2前 2 ○ 1

－

美術・書道
教育（美

術）コース

美術・書道
教育（書

道）コース

－基本計画書－51－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

草書法演習 2後 2 ○ 1

仮名書法演習II 2前 2 ○ 1

篆刻法演習 2後 2 ○ 兼1

篆書法演習 3前 2 ○ 1

隷書法演習 3後 2 ○ 1

漢字作品制作論演習II 3後 2 ○ 1

仮名作品制作論演習II 3後 2 ○ 兼1

書論研究 3前 2 ○ 1

書道自由研究I 4前 2 ○ 2 1

書道自由研究II 4後 2 ○ 2 1

実用書式の研究 4前 2 ○ 兼1

小計（27科目） － 0 54 0 7 1 0 0 0 兼3

特別支援教育総論 1後 2 ○ 1

知的障害者の心理・生理・病理 3通 2 ○ 1 兼1 オムニバス・集中

肢体不自由者の心理・生理・病理 3通 2 ○ 1 兼1 オムニバス・集中

視覚障害教育 2前 2 ○ 1

聴覚障害教育 2前 2 ○ 1

知的障害教育 2前 2 ○ 1

肢体不自由教育 2前 2 ○ 1

病弱教育 2前 2 ○ 1

障害者の心理・生理・病理 3後 2 ○ 2 2 2 オムニバス

特別支援教育実践論 3前 2 ○ 3 1 1 共同

発達障害教育 2前 2 ○ 1

視覚障害心理 3前 2 ○ 1

視覚生理・病理 3通 2 ○ 兼1 集中

聴覚障害心理 3前 2 ○ 1

聴覚音声生理・病理 3通 2 ○ 1 兼1 集中

障害児アセスメント論 3前 2 ○ 兼1 集中

病弱者の心理・生理・病理 3後 2 ○ 2 オムニバス

病弱者の心理と健康行動学 3前 2 ○ 1

視覚障害指導論 4通 2 ○ 兼2 オムニバス・集中

聴覚障害指導論 4通 2 ○ 兼1 集中

知的障害指導論 4通 2 ○ 兼1 集中

肢体不自由指導論 4通 2 ○ 兼1 集中

障害児のキャリア教育 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

病弱指導論 4前 2 ○ ※ 兼1 ※演習

インクルーシブ教育システム基礎論 1通 2 ○ 兼1 集中

障害理解教育論 2通 2 ○ 兼2 オムニバス・集中

視覚障害アセスメント論 2通 2 ○ 1 集中

聴覚障害アセスメント論 2後 2 ○ ※ 1 ※演習

点字指導法 1後 2 ○ ※ 1 ※演習

視覚障害歩行指導法 2通 2 ※ ○ 1 ※講義

言語指導法 2前 2 ○ 兼1

手話学習の基礎 1通 2 ○ ※ 兼1 ※演習

特別支援教育コーディネーター基礎論 2通 2 ○ 兼1 集中

ユニバーサルデザイン授業論 4通 2 ○ ※ 兼2 ※演習・オムニバス

発達障害指導論 4前 2 ○ ※ 1 ※演習

重複障害教育 2前 2 ○ 1

言語障害教育 2後 2 ○ 1

障害児研究法I 3前 2 ○ 5 3 2 共同

障害児研究法II 4後 2 ○ 5 3 2 共同

小計（39科目） － 0 78 0 5 3 2 0 0 兼21

学校経営と学校図書館 2後 2 ○ 兼1

学校図書館メディアの構成 2後 2 ○ 兼1

学習指導と学校図書館 2後 2 ○ 兼1

読書教育と図書館 2通 2 ○ 兼1 集中

情報メディアの活用 2後 2 ○ 兼1 メディア

小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼4

－

－

－

特別支援教育専
門科目

学校図書館司書教
諭資格取得科目

－基本計画書－52－
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教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

卒業研究 4通 4 ○ 55 31 15

小計（1科目） － 4 0 0 55 31 15 0 0

－ 47 1351 0 55 31 15 0 0 兼295合計（785科目） －

卒業研究
－

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 15週

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　卒業の要件は、４年以上在学し、各専攻・コースの卒業に必要な以下の単位数
を修得した者について、教授会の議を経て学長が卒業を認定し、学士の学位を授
与する。
　各学期に履修申請できる単位数は、26単位（所定の単位を優れた成績をもって
修得した者については、30単位）以下とする。

【特別支援教育専攻】
教養基礎科目　16単位
共通基礎科目
　言語科目　８単位
　体育科目　２単位
　ICT科目　３単位
教職基礎科目　２単位
フラッグシップ科目　２単位
教職関連科目
　教職専門科目　29単位
　初等教科教育法科目　20単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目
　小学校教科専門科目　18単位
　特別支援教育専門科目　32単位
卒業研究　４単位
合計138単位

【小中教育専攻学校教育コース】
教養基礎科目　16単位
共通基礎科目
　言語科目　８単位
　体育科目　２単位
　ICT科目　３単位
教職基礎科目　４単位
フラッグシップ科目　２単位
教職関連科目
　教職専門科目　29単位
　初等教科教育法科目　20単位
専攻専門科目
　小学校教科専門科目　18単位
　コース専門科目　26単位
卒業研究　４単位
合計134単位

【小中教育専攻（国語教育、英語教育、社会科教育、数学教育、理科教育、家政
教育、保健体育、音楽教育、美術・書道教育の各コース）】
教養基礎科目　16単位
共通基礎科目
　言語科目　８単位
　体育科目　２単位
　ICT科目　３単位
教職基礎科目　４単位
フラッグシップ科目　２単位
教職関連科目
　教職専門科目　29単位
　初等教科教育法科目　20単位
　中等教科教育法科目　４単位
専攻専門科目
　小学校教科専門科目　18単位
　コース専門科目　22単位
卒業研究　４単位
合計134単位

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 学士（教育学）

－基本計画書－53－
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科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態

（教育学部学校教育教員養成課程）【既設】

備考

専任教員等の配置

【中等教育専攻】
教養基礎科目　16単位
共通基礎科目
　言語科目　８単位
　体育科目　２単位
　ICT科目　３単位
教職基礎科目　４単位
フラッグシップ科目　２単位
教職関連科目
　教職専門科目　29単位
　中等教科教育法科目　８単位
　学校インターンシップ科目　２単位
専攻専門科目
　コース専門科目　48単位
卒業研究　４単位
合計128単位

－基本計画書－54－



（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

大学入門ゼミ

大学生活を行う上で必要となる図書館等での資料・情報の利用方法や
レポートの書き方を含むアカデミックライティング等について学ぶ。
また、各専攻の専門分野に関する導入的な内容への理解を深める。グ
ループワークや発表等のアクティブラーニングを通じて理解を深める
ことで、批判的思考力やコミュニケーション能力、プレゼンテーショ
ン能力を向上させる。大学で主体的に学ぶ意識を高め、今後４年間の
目標設定ができるようになる。

日本人の宗教観

身近な風習の意味とその背景にある信仰を知ることにより、私たちの
内に潜む宗教観を再認識し、宗教一般に対する自身のスタンスを反省
できるようにする。
私たちが普段何気に触れている風習を糸口に、日本人の宗教観がどの
ようなものであるのかを改めて考えてみる。

平安朝文学世界への誘い

わが国で仮名文字が使われ出した平安時代の散文作品について理解を
深める。
平安時代の文学について、『竹取物語』と『枕草子』を主に取り上げ
て説いていく。また、これらの作品と『源氏物語』との関わりや文体
の相違や後代の作品への影響についても説明する。

コンサートへの誘い

コンサートに親しむ。鑑賞マナーを身につけると共に、クラシック音
楽を中心とするコンサートの意義について考察できるようになる。
各回で提示される小レポート課題の提出及び年度末のまとめのレポー
ト課題の提出がある。年間に亘り分散した授業となるので履修には注
意が必要である。

和歌の表現世界を知る

平安朝文学について関心を持つとともに、和歌についての理解を深め
る。
・百人一首に採られた和歌について理解を深める。
・和歌の基礎知識を修得し、和歌の歴史について理解する。
・『源氏物語』などの散文作品における和歌の利用の在り方を理解す
る。　
平安朝文学について、百人一首に採られている王朝歌人の和歌に注目
して説いていく。和歌の歴史の説明のため『万葉集』時代の和歌にも
触れる。

読むための視点

芥川龍之介『羅生門』、夏目漱石『坊っちゃん』『こころ』、村上春
樹『羊をめぐる冒険』等の日本の近現代文学作品を取り上げ、多様な
視点から作品にアプローチすることによって、文学作品の読み方を重
層的なものとするとともに、物事を柔軟かつ多角的に捉えるための視
点や自己認識を深めるための観点などについて概説する。

ドイツ文学を読む

ドイツ文学テクストの様式を理解し、感想、簡単な論評を加えること
ができるようになる。
J・W・ゲーテ『イタリア紀行』、『ファウスト』、とトマス・マン
『ベニスに死す』、『ファウスト博士』のテクストを読みながら、ド
イツ近代文学の到達点を探る。

芸術理論：フランス近代美
学から

ベルクソン（Henri Bergson, 1859-1941）は美学の著作を残そうとし
て果たせずに終った。しかし、その全著作には豊かな美学芸術学的な
考察が散りばめられており、ベルクソン哲学の統一的な理解のもと
に、その美学を歴史的・体系的に導き出すことができる。ベルクソン
研究史において数多くはない従来のベルクソン美学研究では、これが
唯物論的な立場から「純粋知覚の美学」として扱われて来たが、本講
義ではこれを霊性論的な立場から「直観の美学」として捉え直し、東
西の古典的理論に照らしながら、その意義を明らかにしたい。

民族と音楽：東南アジアを
中心に

今年度は、主としてボルネオ島（インドネシアとマレーシア）、ジャ
ワ島(インドネシア)およびマレー半島の事例をとりあげ、開発・近代
化・グローバリゼーション下におけるローカルな音楽活動とそれに関
連する政治性を検討する。Moodleを併用する。

比較文学論

世界文学というパースペクティヴから日本の文学作品を読むことがで
きるようになる。
島崎藤村、ゲーテ、森鷗外らの作品を取り上げ、ドイツ文学（あるい
は、日本文学）との接触によって、日本文学（あるいは、ドイツ文
学）に切り拓かれた地平を探査する。

ヨーロッパ－フランスの窓
から

フランスという国を、地理、社会制度、教育、文化、芸術などの側面
から知り、ヨーロッパの中心国としてのフランスの役割を理解しなが
ら日本と比較することで、異文化理解、多文化共生の視点を身につけ
る。
フランスという国を、社会制度、文化、芸術といった多角的な観点か
ら紹介することで、異文化理解、多文化共生の可能性を提示する。

基
盤
教
養
科
目

分野別科目（思
索と芸術）

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教
養
教
育
科
目
群

導入科目

－基本計画書－55－



（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

日本事情

この授業では、現代日本文化に対する理解を深めることを目指す。ま
ず、文化という概念を批判的に捉え直すための視点を提示する。そし
て、そのような視点に基づいて現代日本文化の諸側面を見ていくこと
で、文化を記述するという営みに対する理解を深め、日本文化を自ら
適切に分析するための力を養う。

国際関係論入門

１）国際関係を歴史的・理論的に理解できる。
２）国際政治の諸問題を洞察するセンスを養う。
教科書として　ジョセフ・ナイ・ジュニアほか著『国際紛争：理論と
歴史〔原書第10版〕』有斐閣を使用し、国際政治の歴史と理論につい
て学ぶ。
授業が始まるまでに教科書の該当する箇所を読んでおくこと。
日常的に国際ニュースに関心を持って触れておくことが望ましい。

English World I

This course introduce students to the history of gospel music 
and the African and African American influence on gospel music 
and other musical genres that have been born from gospel 
music. It shows the intense and deep relationships between 
African people and the struggles and traumas and how music and 
gospel music has been their connection to ancestors and their 
way out of nowhere.    We also look at how gospel music has 
influenced the music of the past and of today.   This course 
is designed to assist students in developing better listening, 
note taking, presenting and reporting skills, through lectures 
and workshops. This course is also designed to open students 
up to having a better world wide view, while focusing on 
improving student's analyzing and critical thinking skills.

このコースでは、学生にゴスペル音楽の歴史と、ゴスペル音楽やゴス
ペル音楽から生まれたその他の音楽ジャンルに対するアフリカとアフ
リカ系アメリカ人の影響を紹介します。 
それは、アフリカの人々と闘争とトラウマとの間の強烈で深い関係、
そして音楽とゴスペル音楽がどのように祖先とのつながりであり、ど
こからともなく抜け出す方法であったかを示しています。
また、ゴスペル音楽が過去と現在の音楽にどのような影響を与えてき
たかについても見ていきます。 
このコースは、講義やワークショップを通じて、学生がより良いリス
ニング、メモの取り方、プレゼンテーションおよびレポートのスキル
を身につけるのを支援するように設計されています。 
このコースは、生徒の分析力と批判的思考力の向上に焦点を当てなが
ら、生徒がより良い世界観を持つようになるように設計されていま
す。

English World II

This course introduces students to basic psychological methods 
and therapies. It is also designed to help student develop 
better listening, note taking and reporting skills through 
lectures and workshops. This course helps to open students' up 
to having a better world view. It is also focused on improving 
analysing  critical thinking skills.

このコースでは、学生に基本的な心理学的方法と治療法を紹介しま
す。 
また、講義やワークショップを通じて、学生がより良いリスニング、
メモの取り方、レポートのスキルを身に付けられるように設計されて
います。
このコースは、学生がより良い世界観を持つようになるのに役立ちま
す。 
また、批判的思考スキルの分析の向上にも焦点を当てています。

English World III

This class will introduce the basic vocabulary needed to talk 
about movies and visual storytelling. We will be watching 
scenes from many famous and influential moves to help us 
understand the techniques presented in class.
To help students understand the techniques used by visual 
artists, like movie directors, to tell stories with images. By 
the end of the course students will have a deeper 
understanding of how movies work.

このクラスでは、映画やビジュアルストーリーテリングについて話す
ために必要な基本的な語彙を紹介します。
クラスで提示されたテクニックを理解するのに役立つ、多くの有名で
影響力のある動きのシーンを見ていきます。
映画監督が映像でストーリーを伝える際に使う技術について学び、映
画技法についての理解を深めます。

分野別科目（国
際と地域）
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English World IV

This class will introduce the basic vocabulary needed to talk 
about movies and visual storytelling. We will be watching 
scenes from many famous and influential moves to help us 
understand the techniques presented in class.

このクラスでは、映画やビジュアルストーリーテリングについて話す
ために必要な基本的な語彙を紹介します。
クラスで提示されたテクニックを理解するのに役立つ、多くの有名で
影響力のある動きのシーンを見ていきます。

English World V

The course will consist of lectures, group discussions and 
activities, quizzes, and final group presentations.
The students will demonstrate their ability to communicate in 
English on topics related to the environment and society. They 
are expected to participate during class discussions and 
improve their communication skills in the four learning areas 
(speaking, listening, writing and reading).

この授業は、講義、グループディスカッションとアクティビティー、
クイズ、 終的なグループプレゼンテーションで構成されます。
環境と社会に関連するトピックについて英語でコミュニケーションす
る能力を示してもらいます。 クラスのディスカッションに参加し、
４つの学習分野 (話す、聞く、書く、読む) でコミュニケーションス
キルを向上させることが期待されています。

English World VI

The course will consist of lectures, group discussions and 
activities, quizzes, and final group presentations.
The students will demonstrate their ability to communicate in 
English on topics related to the environment and society. They 
are expected to participate during class discussions and 
improve their communication skills in the four learning areas 
(speaking, listening, writing and reading).

この授業は、講義、グループディスカッションとアクティビティ、ク
イズ、 終的なグループプレゼンテーションで構成されます。
English World Vに続いて環境と社会に関連するトピックについて英
語でコミュニケーションする能力を示してもらいます。 クラスの
ディスカッションに参加し、４つの学習分野 (話す、聞く、書く、読
む) でコミュニケーションスキルを向上させることが期待されていま
す。

English World VII

Lectures will be clarified through a variety of listening, 
reading and speaking activities. These will be dynamic 
activities not only teacher centered, but also in group and 
pair work. Review of past lessons, and preparation for future 
lectures will be included for continuity.

講義は、さまざまなリスニング、リーディング、スピーキングのアク
ティビティを通じて明確になります。 
これらは教師中心の活動だけでなく、グループワークやペアワークで
もダイナミックな活動となります。
過去のレッスンの復習と、今後のレッスンの準備も含まれます。

English World VIII

Lectures will be clarified through a variety of listening, 
reading and speaking activities. These will be dynamic 
activities not only teacher centered, but also in group and 
pair work. Review of past lessons, and preparation for future 
lectures will be included for continuity.

講義は、さまざまなリスニング、リーディング、スピーキングのアク
ティビティを通じて明確になります。 
これらは教師中心の活動だけでなく、グループワークやペアワークで
もダイナミックな活動となります。
過去のレッスンの復習と、今後のレッスンの準備も含まれます。

English World IX

This course focuses on the mainstream media in Japan. We will 
look at print media, television, advertisers, and the Internet 
in Japan.
Class time will consist of lectures, group work, and a final 
test. This class will be On Demand. 

この授業は、日本の主流メディアに焦点を当てています。 日本の印
刷メディア、テレビ、広告主、インターネットについて見ていきま
す。
授業時間は、講義、グループワーク、および 終テストで構成されま
す。
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English World X

This course focuses on alternative media in Japan. We will 
look at print media, television, advertisers, and the Internet 
in Japan.
Class time will consist of lectures, group work, and a final 
test.

この授業は、日本のオルタナティブ メディアに焦点を当てていま
す。 日本の印刷メディア、テレビ、広告主、インターネットについ
て見ていきます。
授業時間は、講義、グループワーク、および 終テストで構成されま
す。

世界の教授法・世界の教科
書

国際化の進展に伴い日本の学校で学ぶ外国人児童生徒が増えており、
子どもに対する日本語教育の必要性が高まっている。そうした子ども
達の多様な背景を理解するための一助として，本講義では，海外の小
中学校ではどういった教育が行われているのか，いくつかの教科に焦
点を当てながら紹介して行く。
（オムニバス方式／全16回）
（13大本　久美子／２回）
オーストラリア・シンガポールの消費者教育について担当する。
（57柳本　朋子／２回）
諸外国の算数・数学授業，諸外国の筆算方法について担当する。
（41出野　文莉／２回）
中国の書法教育の現状について担当する。
（37種村　雅子／２回）
日英米における物理教育研究の視点について担当する。
（153仲矢　史雄／２回）
ベトナムの教育，日本による海外教育支援の取り組みについて担当す
る。
（47成實　朋子／２回）
中国語圏の小学校国語教科書の特徴について担当する。
（36高橋　登・201米澤　千昌・168李　址遠／４回）（共同）
教員研修留学生による各国の教授法・教科書の紹介について担当す
る。

オムニバス

日本古代文化史I

鎌倉時代までの文化に関する基本的な事項（平安時代との連続性）に
ついて理解するとともに，日本文化史の流れを理解することができる
ようになる。さらには，日本文化を分析することに関心を広げ，経済
史、政治史、科学技術史との構造の違いを考察することができる。
歴史における連続性と「関係のしかた」から,日本文化を分析する手
法を概説する。

日本古代文化史II

鎌倉・室町時代の文化に関する基本的な事項（平安・鎌倉時代との連
続性、室町・江戸時代との連続性）について理解するとともに，日本
文化史の流れを理解することができるようになる。さらには，日本文
化を分析することに関心を広げ，経済史、政治史、科学技術史との構
造の違いを考察することができる。
歴史における連続性と「関係のしかた」から,日本文化を分析する手
法を概説する。

日本近代文学読解入門I

言語表現を分析する知識として様々なレトリックを学び、文学的な日
本語の読解力を向上させるとともに、日常的な場面で使用する日本語
にも応用できる高度で幅広い日本語運用能力を身につけることができ
る。さらには受講者による口頭発表及び討論により日本語のコミュニ
ケーション力やディベート力を高めることができる。
文学作品の読み方として表現論的な読解法を概説するとともに、文学
作品に留まらず日常的な場面でも用いられる様々なレトリックの基礎
について理解を深める。また受講者による口頭発表及び討論を積極的
に取り入れることによって、高度な日本語運用能力の養成をめざす。

日本近代文学読解入門II

日本近代文学から夏目漱石、芥川龍之介、宮沢賢治の作品を取り上
げ、作品の主題を捉えるとともに、言語表現にも着目し理解を深める
ことのできる高度な日本語の読解力や分析力を身につけることができ
る。さらには受講者による口頭発表や討論によって日本語によるコ
ミュニケション力やディベート力を高めることができる。
芥川龍之介、宮沢賢治、夏目漱石の作品について、作品の主題だけで
なく、比喩表現などの言語表現にも着目した読解を試みる。また口頭
発表や討論を積極的に取り入れることで、高度な日本語運用力の養成
をめざす。

経済の目で見る地域と暮ら
しI

この授業では、日本の地域を対象として理解をすすめること、そして
地域を経済から考えてみることを目標としています。Iでは地域分析
の基本的な視点について学んでいきます。
講義では日本の地域（都道府県・市町村）に関わるさまざまなトピッ
クを取り上げながら、地域の特色について経済的な側面を中心として
考えていきます（ただし経済といっても本当に初歩的な内容です）。
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経済の目で見る地域と暮ら
しII

この授業では、「経済の目で見る地域と暮らしI」の内容を引き継ぎ
ながら、さらに日本について、具体的な地域を対象として理解をすす
めること、そして地域を経済から考えてみることを目標としていま
す。　
講義では具体的な地域に関わるさまざまなトピックを取り上げなが
ら、その地域の経済的な側面を中心に理解を深めていきます（ただし
経済といっても本当に初歩的な内容です）。そして暮らしやすさとは
何かを考えていきます。

多言語実践プロジェクト

この授業は、多様な言語的・文化的背景を持った他者との協働を通し
て、現代社会が直面する課題と、社会の持続可能な発展
（Sustainable Development）のための方法に対する理解を深めるこ
とを目的とする。本学の非正規留学生（交換留学生等）と正規生の両
方が受講でき、非正規留学生の日本語能力および、正規生の日本語以
外の言語能力は問わない。授業内での使用言語には制限を設けず、
各々の受講生が自身の持っている様々な言語的リソースを駆使し、他
の受講生と協力して課題に取り組むことが求められる。授業全体を通
して、グループ・ディスカッションやプロジェクト・ワークが中心と
なる。コースの前半では、現代社会が抱える様々な課題を取り上げて
議論し、社会の持続可能な発展に対する理解を深めることを目指す。
後半では受講生が身の回りに存在する課題を自ら見つけ出し、その現
状を把握し解決方法を提示する活動を行う。これらの活動を通して、
受講生が多様な言語的・文化的背景を持った他者と協働する姿勢とス
キルを身につけることを企図する。

日本国憲法

憲法に関する基本的な考え方について、憲法とはどのような法である
かというところから丁寧に説明する。その後、日本国憲法が保障する
人権や統治の仕組みについて、裁判例や現実社会の動向等を例に挙げ
ながら解説し、教育現場や社会で生じる「憲法問題」について考える
ための視点を提供する。

部落問題概論

どうすれば部落差別をなくすことができるのか、部落差別が生起した
場面でどのように対処すべきか、部落問題に関する言説を どのよう
に解釈するのか、人に対してどのように部落問題を教えるのかといっ
た点について、学生ひとりひとりが自分自身で考え て意見を述べら
れるようになることを到達目標とする。
部落問題は日本社会の構造と密接に関係した問題であり、この問題を
考えることはこの社会を深く考えることでもある。 本講義では、そ
の歴史、現状、そして「同和教育」「部落問題学習」について、概論
的に学ぶ。

日本科学技術史概論

教科書は,レジュメを配布する。歴史学の手法である時間を分析する
だけではなく，地理学の手法である空間の分析，科学技術と社会の手
法も試したい。狭隘な民族科学史観に陥ることのないように東アジア
文明全体像の観点から文化として日本の科学技術を考察する。

近現代外交史

以下の事項を授業の到達目標とする。
・20世紀前半の日本外交と国際秩序の展開について、政治・経済・社
会・軍事・思想などの要因を踏まえた構造的把握と説明ができる。
・20世紀前半の日本外交と国際秩序の展開について、さまざまな解釈
を踏まえたうえで、自分の立ち位置を明らかにして意見を述べること
ができる。

２つの世界大戦が起こって国際秩序が大きく変転した20世紀前半に、
日本の外交はどのように展開していったのか。政治・経済・社会・軍
事・思想などの要因を踏まえた構造的把握と説明を試みる。

ダイバーシティと人権

授業はすべてmoodleを使ったオンラインですすめる。授業はオンデマ
ンド型で行い、moodleに教材をアップしてそれを視聴したり読んだり
することになる。moodleへの資料のアップは、授業週の前の土曜日夕
刻までに行う予定である。毎回の授業終了後にmoodle（eラーニング
システム）を使ってジャーナル（ミニレポート）の提出を求める。受
講生会議など、受講生による自主活動を期待したい。

現代社会学の方法と実践

社会学的な観点から、現代社会について考えることができるようにな
る。また、社会学の基本的な概念や考え方について、一定の説明がで
きるようになる。
この授業では、社会学の基本的な考え方を「社会を理解する」という
観点から講義する。社会学における理論と経験、質的研究と量的研究
について、授業ごとにテーマを設定して、そのテーマに即して解説を
行う。

分野別科目（歴
史と社会）

分野別科目（人
間と生活）
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現場に活かすスポーツ実践
論

スポーツの歴史的な背景を認識し、スポーツ文化の概要と課題を理解
する。スポーツがもたらす身体の変化に関する基本的な事項につい
て、理解するとともに実践的なパフォーマンスに関する課題を理解す
る。
スポーツ文化の担い手であるスポーツ実践者の実践力を高めるための
知識を、本授業では２つの側面から概観していく。
1．スポーツの文化的背景、2．スポーツ実践の現状

健康科学への招待

年齢、性別、時代を問わず、健康は非常に重要です。
本講義では、健康科学に関する様々なトピックを通じて、基礎的な知
識、情報を獲得します。
そして健康について、自から進んで主体的に考えられるようになるこ
とが到達目標です。
健康に関するトピックについて、データを示し、受講生には主体的に
考えてもらいます。
例示的な解説を通じて、問題に対する思考を深めます。
様々な異なる視点、意見を取り込み、自身の主張を構築する方法とし
て「健康問題」を取り上げます。
（オムニバス方式／全15回）
（172榎木　泰介・161松本　鉄也／１回）（共同）
講義概要について担当する。
（172榎木　泰介／12回）
人口推移の要因、臓器提供・移植、運動・食事と健康等について担当
する。
（161松本　鉄也／１回）
救急救命について担当する。
（148飛谷　渉／１回）
メンタルヘルスについて担当する。

オムニバス

生活環境をさぐる

４名の教員がそれぞれの専門から、現代社会の日常生活における、食
生活、住生活、健康の諸課題について総括的、あるいは特定のテ−マ
を取り上げて解説する。
（オムニバス方式／全15回）
（182西川　章江／５回）
食生活の課題について担当する。
（148飛谷　渉／２回）
心の健康について担当する。
（150永井　由美子／４回）
衛生行政、産業保健と学校保健について担当する。
（126碓田　智子／４回）
現代社会の住まい・まちづくりの課題について担当する。

オムニバス

対人コミュニケーションの
心理学

人間の日常的な生活場面における行動を、他者との相互作用という視
点からとらえ直し、自らの行動及び他者の行動がどのような要因に
よって影響を受けているかについて考える機会とする。これによって
対人関係をより円滑なものとするための一助とする。
人間の日常場面での行動を、「社会的存在としての個人」、つまり、
他者と関わり合う対人場面における相互作用という視点からとらえ、
様々な研究例の紹介を通して、対人コミュニケーションの考え方を解
説する。

経済教育実践論

地域と共にある学校づくりを推進するファシリテーター(教員・公務
員・NPO職員等)を志す学生が、子どもと経済の架け橋となれるように
カリキュラム・マネジメントの戦略スキルを獲得する。
社会参画教育(経済教育)の理論・実践を概観する。
シティズンシップ、エージェンシー、エンパワメント、ウェルビーイ
ング等々2030年代の社会参画としての経済教育を展望する。
子どもと経済の架け橋となるファシリテーターの育成をめざす。

生命と共生

生物の関係について基本的な事項を理解するとともに、共生の新たな
概念を獲得し関心を広げて、生物としての人の生き方について主体的
に考察できる。
（１） 知識、理解の観点
・生物の関係について知識と理解を深め、共生の概念を説明できる。
（２） 思考、判断の観点
・生物の相互関係を新たな視点で捉え、様々な課題へ主体的に応用で
きる。
（３） 関心、意欲の観点
・共生の概念を環境や食糧問題まで広げ、人類の生き方について考察
できる。
（４） 技能、表現の観点
・理解したことや自分の考えを、文章や口頭で説得力を持って伝えら
れる。
生命の成り立ちから身近な生物の相互関係まで「共生」をキーワード
にして解説していく。教科書を中心にDVDやパワーポイントなどの視
聴覚教材を利用する。知識だけでなく理解を深めるためのグループ
ワークも行う。

分野別科目（生
命と環境）
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

地球と災害

地球で起こる災害について，その種類やメカニズムについて概要を理
解する。
地球科学を題材にして科学の基礎的な方法論を習得する。
地球で起こる様々な自然現象の中から，特に災害に関係する内容を中
心に扱う。
国内で実際に起きた災害の例を挙げながら，防災について考える。
必要となる基礎的な地球科学の知識や考え方について，簡単な演習や
実演も交えて議論する予定。

DNAを中心とした生命科学

担当教員は「高校で『生物基礎、およびこれに相当する科目』を習っ
たが『生物』を習わなかった学生」を対象として授業を行う。レジュ
メとパワーポイントを中心に用いて、それぞれの回のトピックスに関
連した「DNAを中心とした生命科学」について講義する。できるだけ
身近で 新のトピックスも取り入れ、映像などを用いて分かりやすく
解説する。専門的な内容も含むが、｢イメージ」を大切にして、細か
い知識は重要視しない。

地球と環境

初に、科学的に物事をとらえられるようになるために、科学とは何
かについて学ぶ。
次に、現在の地球環境の成立を理解するために、地球環境の歴史につ
いて学ぶ。
その後、地球環境に影響を与える要因について、それぞれの災害と恩
恵について考察する。

後に地球環境の未来について考える。

ミクロの生物学入門

ミクロの生物について、「生物学上の分類」、「人との関わりの歴
史」をはじめに学ぶ。次に、「地球環境における微生物の役割」、
「人間による微生物の発見」、「人と微生物の攻防」、「人間による
産業利用」などを題材に講義をおこなう。産業利用に関しては、遺伝
子組換えやエネルギー獲得などの現在進行形の技術も紹介する。ま
た、目に見えない微小な生き物の様子が理解しやすいよう、時に動画
などを組み入れた講義もおこなう。

生物学と医学の出会い

生命の維持に必要なからだのしくみや遺伝学、免疫学など生物学の基
礎について、医療介護福祉専門学校での指導経験を基に解説する。ま
た、iPS細胞やES細胞などの幹細胞研究の発展で注目される再生医療
研究や、スタッフとして勤務する大学病院での実際の研究現場を一部
紹介する。これらの知見を通して生命現象を理解し、身近にある薬が
作られるまでの過程や 新の医療技術等について知識を深めることを
目的とする。

暮らしの環境と地図

地図に関する専門的知識を習得するとともに，地図から様々な情報を
読み取る力を養う。これに加え，地図を使い他者に地域の概要を説明
する技術を身につける。具体的には，①地図の概念と歴史といった基
礎的知識を身につける。②近代地図（一般図・主題図）の表現法を知
り，地図を読み解く方法を獲得する。③地域の変容を地図の時系列的
な比較によって捉える能力を身につける。④デジタル地図の利用法を
身につけ，その活用方法を獲得する。
地図の概念や歴史を人びとの世界観の変化や政治性の観点から解説す
る。地図の基礎的知識や地形図の読図方法を教授した上で，自然環境
や人文現象がどのように展開しているのかを様々な近代地図を用いて
解説する。

生物観察入門

野外の自然を知り親しむ 初のステップは生物の正体を知ることであ
り、観察・分類して名前を知り基礎生態を知ることである。毎日のよ
うに目にしているキャンパス内のありふれた動植物すらほとんど名前
を知らない、どう調べたらよいかわからない、といった初学者を対象
に基本的な観察方法を学び実践する。特に、高校で生物学を学ばな
かった、あるいは苦手であったが、生物観察を押さえておきたいと
いった受講者を想定している。

ベクトルとその応用を理解
する

大きさと方向をもつベクトルは、自然科学の分野で広くもちいられて
いる。特に、物理学（力学・電磁気学）・工学・物質科学の分野で
は、ベクトルとその演算を用いて現象を記述し、理解するための不可
欠な便利な数学的道具である。本講義では、ベクトルとその応用につ
いて学ぶ。
予備知識としては、高校の微積分の知識で十分である。また物理学
（力学・電磁気学など）を理解したい考える方には、是非受講してい
ただきたい。具体例を示しながら、それぞれの項目を説明し、さらに
演習を通して理解を深めるよう努める。

はかってなんぼ－学校編

オンラインで実施する。「見る」「聞く」などの五感により判断する
際、基準が重要なこと、環境の変化を含む、様々な自然現象を「はか
る」ことで理解できること、などを様々な演示実験を紹介しつつ、講
義する。受講者からの質問をまとめ、次回に説明することで理解を深
めてもらう。

分野別科目（数
理情報と自然）
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

科学常識を考える

科学は生活の身近なところに存在していることを説明する。身近な題
材として薬、色、毒物であるダイオキシンなどを科学的、あるいは社
会の情勢も踏まえて総合的に解説する。色（蛍光物質）にの合成実験
を通じて、実験の準備・合成・後処理などを体験する。特に実験する
機会が少ない文系の学生への実験指導を重点的に行う。
その後、各自が興味を持ったテーマごとに３～５人程度のグループに
分れ、そのテーマについて発表を行う。インターネットや図書からの
情報や知識を単に紹介するだけでなく、自分なりの意見や分析が重要
である。

科学の基本

18世紀後半になると電気学が発展し，19世紀には電気学と磁気学が統
合し，電磁気学が誕生した。ファラデーによる電磁誘導の発見によ
り，我々は日常的に電気を使う生活へと大きく変化した。電磁気学の
発展に貢献した科学者たちを中心として，彼らが新しい現象を発見し
たり発明をしたときの実験を再現しながら，追体験的に授業を進め
る。

後に授業で扱った物理現象やエネルギー問題について，グループご
とに発表を行ってもらう。

体験しよう！かがく実験

本講義では「文系・非実験系」の学生を対象とした主に化学と物理の
実験を含む「かがく実験教室」であり、かがく実験とそれらの解説を
行うことにより基本的な実験操作法の習得から自然現象の観察法や原
理・法則に関する理解を深め、考える力を養成しながら自然科学の認
識法を教授する。

論理と数理パズルI

数理パズルを解くことにより、論理的思考を養う。また班活動におい
て、論理的に説明するとはどういうことなのかを学ぶ。
論理的思考は、問題を解くだけでなく、人に分かりやすく説明するこ
とで身につく。本講義では、問題が解けることを主とせず、その解き
方をどのように説明すれば、人に理解してもらえるかということに重
きをおく。班分けをし、原則として毎回、班活動を行う。

論理と数理パズルII

数理パズルを解くことにより、論理的思考を養う。また、プレゼン
テーションを行うことで、論理的に説明するとはどういうことなのか
を学ぶ。
論理的思考は、問題を解くだけでなく、人に分かりやすく説明するこ
とで身につく。本講義では、問題が解けることを主とせず、その解き
方をどのように説明すれば、理解してもらえるかということに重きを
おく。班分けをし、各班１度はプレゼンテーションを行う。

データサイエンス入門

以下の事項を授業の到達目標とする。
・データサイエンス系の用語がわかる
・ヒストグラムが描ける
・確率分布が想像できる
・検定の意味が分かる
以下の事項を授業において学ぶ。
・確率や分布について学ぶ
・平均値，中央値， 頻値，四分位数などの意味を理解する
・分散，標準偏差などを学ぶ
・相関・検定の意味が分かる

AIとデータサイエンス

教育現場や企業でデータを活用するために重要な知識スキルを理解
し、データサイエンスを活用した分析方法を学ぶ。また、具体的なAI
サービスを通じて、AI技術の特徴と予測・分類の実践例を学ぶ。
AIとデータサイエンスは、身近なあらゆる活動に深く関係しているこ
とを理解できる事例を示す。私たちが日々利用している様々なサービ
ス例を題材にしながら、誰しもがAIやデータサイエンスを利用する時
代に必要な知識・スキルについての講義・演習を行う。

講義8時間
演習8時間

キャリアデザイン

「キャリア」とは単なる経歴や職歴だけにとどまらず、個人の生き方
そのものを意味します。キャリアデザインとは、将来的に自分のなり
たい姿を実現するために、これからの職業や人生全体を主体的に構
築、設計（デザイン）することです。この授業では、自分自身を深く
理解し、職業や業界を知り、将来に活かせる知識や理論を学びます。
また、自分らしいキャリアにつながる、充実した大学生活を送るため
の目標を設定します。
授業は全編にわたりオンデマンドで提供され、すべてMoodleから発信
し・提出物の回収をします。しかしながら、一方通行にならないよ
う、提出物に記載された内容や質問のフィードバックを授業内に取り
入れ、可能なかぎり対話のある授業を実施します。

教職キャリア形成論

毎回、学校教員あるいは教員経験者をゲストスピーカーとして招き、
それぞれの教職経験についての話を聞く。幼小中高の学校段階、特別
支援やキャリア教育などの教育課題、若手からベテランまでの年齢段
階、など
多様な教員を授業に招いて、学校教員の仕事のについて理解を深め
る。

分野別科目（教
育とキャリア）
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

学校教育と著作権

ICTの発達・普及に伴って著作物の創作・伝達・複製等の行為が容易
になり、従来は日常生活の中でさほど意識する必要のなかった著作物
の利用行為が、個人が行うものであっても著作者や著作物の流通ビジ
ネスの関係者に大きな影響を及ぼすようになってきている。
このように社会全体に著作権を含む知的財産への関心が高まる中で、
学生が、一社会人としてはもとより、次代を担う子供たちに対する教
育に携わる教員として、著作権に関する問題に適切に対応できる資質
を身につける。
「学校教育現場において、著作権に関する教育についてどのようなこ
とが求められているか」というバックグラウンドを紹介したうえで、
「法律のしくみ」、「契約の実態」、「意識転換の必要性」等につい
て解説する。

教育科学の基礎

教育と社会との関係、さまざまな教育現象について理解する。具体的
には、以下の事柄について習得する。
（１）現代の教育現象の社会的な背景について理解する
（２）さまざまな教育諸現象を分析する視点を獲得する
（３）批判的な思考方法について獲得する
現代の教育と社会の関係について考えるトピックを取り上げ、教育諸
現象の分析方法について考える。
また、学びの成果を踏まえてディスカッションやグループワークをお
こない、批判的思考を深める。

ことばと教育

（１）現代の子どもの言語環境と子どもの言語生活をふまえながら、
幼児期から小学校高学年までの言語発達の様相と、その時期の課題を
概観する。
（２）学習の基礎としての言語能力を育て高める授業の在り方を、言
語事項に着目して、主に説明文的文章・論説文を分析する。

国際理解教育

The course will be taught in English, and basic English 
communication skills are required for discussions and group 
projects. Classes will consist of short lectures and longer 
group discussions, as well as readings and in-class 
assignments. Themes suggested by students may be incorporated 
into the curriculum. Students will make one group video 
presentation, and participate in one group letter-writing 
project; homework assignments will also be done in small 
groups throughout the semester.

コースは英語で行われ、ディスカッションやグループプロジェクトに
は基本的な英語コミュニケーションスキルが必要です。 
クラスは、短い講義と長いグループディスカッション、読書とクラス
内課題で構成されます。
学生が提案したテーマは、カリキュラムに組み込むことができます。
学生は、１つのグループビデオプレゼンテーションを作成し、１つの
グループレター作成プロジェクトに参加します。
宿題も学期を通して小グループで行われます。

人間と道徳

現代社会においては価値が相対化しているといわれるが、私たちは何
を根拠にして正しいこと・正しくないことを判断しているのだろう
か。日常の道徳的判断をその根拠とともにあらためて見直してみた
い。いくつかの道徳的な価値を具体的に取り上げて、倫理学の観点か
ら多面的・多角的、批判的に考察を加えたうえで、再度、自分がどの
ような道徳的価値を大切にしているのかを確認し、道徳の問題と自分
の日常を関連させつつ自分の生き方・考え方を振り返ることを行う。

教員のための数学

現代数学の理解に欠かせない基礎的な言語である集合、写像、濃度の
概念を取得する。
このために、ここに現れる諸概念を理解するのに、具体的な話題と関
連させて理解を深める。数学的論理と日常での論理の使い方の違い。
ものを数えることとコップとお皿の関係。
一見当たり前の選択公理からバナッハタルスキーの逆理が出てくるこ
と等、日常論理では予想のつかないことの理解。実数の集合から眺め
ると個数についての様々なことがおきることの理解。ヒルベルトの無
限の部屋を持つホテルから、加算濃度を理解する。無限の中に段階、
可算と非可算があることを理解する。
集合、写像、濃度についての基本的事項について解説する。
『数学の軌跡』を上映する。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

環境教育論

SDGsや環境問題についての教育を理解し、学んだことをメディアや
ICTを活用してメッセージにし、他者に伝えたり共有することができ
る。
この授業では、主にグループワークで環境メッセージを伝えるプロ
ジェクトに取り組む。誰に、どのようなメッセージを、どのような方
法で伝えるかを決めて実践する。互いにアイディアを出し合い、プロ
ジェクトをデザイン、遂行する楽しさを共有するよう促す。

消費者教育論

消費者教育の歴史および意義、消費者教育推進法、消費者教育体系イ
メージマップに沿った内容、学校教育における消費者教育などについ
て解説する。消費生活相談員の経験を基に消費者被害の現状をデータ
から明らかにするとともに消費生活相談事例を多く取り上げる。グ
ループディスカッション、ゲストティーチャーによる授業も行う。

表現教育

音学、美術、保健体育教育において、表現する意義を、実技を通して
理解できるよう各分野の授業を展開する。
学生主導による企画「こどもフェスタ」にて、子ども向けの体験ブー
ス（状況によりオンラインコンテンツ）を立案、実行を補佐する。
実行する中で作業過程やふりかえりを通して、協働力、子ども理解、
「遊び」を成立させるための諸条件についての思考を身につける環境
を提示する。

共同

遊びとスポーツ

遊びとスポーツのそもそもの成り立ちを概説し、遊びとスポーツが
持っている社会的・教育的機能を講義します。授業では、遊びの中で
も子どもの体力に関連する運動遊びやスポーツの原点に近いニュース
ポーツを体験し、その経験をもとに遊びを創作し共有し体験します
（「遊びの創作実習」）。そのため講義、実習、グループワークを組
み合わせて進行します。

教職実践論

グループでの協働的な学びや具体的な演習を実践する中で、教職に対
する考察の深化とともに、人間関係を構築するために大切なことを探
求する。
新たな学びの展開」に向けた子ども主体の授業づくりについて、学習
指導案を作成・交流することにより、実践力を養う。
教養や授業力等の「教育実践力」同僚教師，子ども．保護者と協働し
繋がる「社会的関係力」様々な課題に対して判断する「意思決定力」
という知識社会で活躍する教師に必要な３つの力を協働的な学びによ
り探求する。

知的財産教育論

知的財産に関する教育と学習は、知的財産基本法で示され、それを受
けて、現行の学習指導要領では、中学校技術・家庭科技術分野や、高
等学校情報科、芸術科、工業科、商業科などでは、学習指導要領に知
的財産に関する記述がある。
なお昨今、内閣府が進める「知財創造教育」では、さらに新しい教科
の教育内容や領域教育として、理論研究や実践的な教育研究が進めら
れている。
知的財産や知財教育の事例を、教員が平易に解説した上で、社会事象
や、各受講者が持つ背景を生かして、各校種・教科に則した知財授業
の指導展開を検討・立案し、実際の教育現場で活用できるように教員
が支援する。

子どもの多様性と教育

本講義は，複数領域の教員が担当するオムニバス授業である。虐待と
は何か，虐待を受けた子ども達をどう支えて行くのか，性的マイノリ
ティの子ども達をどう理解し支援するのか，保育の場での多様な文化
的背景をもつ子ども・保護者の状況と支援の在り方，さらに，こうし
た援助ニーズを持った子どもや保護者に，学校はどの様に対応して行
くのか，その際の保健室の在り方とは何か。本講義では，子ども達の
多様性を知るだけでなく，どう支援して行くのかを具体的な事例も紹
介しながら学んで行く。
（オムニバス方式／全８回）
（74貴志　泉／１回）
多様な性を学ぶことについて担当する。
（163水野　治久／１回）
子どもの多様な援助ニーズについて担当する。
（297ト田　真一郎／１回）
多文化共生保育について担当する。
（66上田　裕美／１回）
子どもの虐待について担当する。
（185平井　美幸／１回）
保健室からみた子どもの多様性と教育について担当する。
（5井坂　行男／１回）
子ども達の多様な教育的ニーズについて担当する。
（36高橋　登／２回）
子ども達の多様性と支援について担当する。

オムニバス
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

ことばの獲得と学習支援

日本語を母語としない外国にルーツのある児童生徒が充実した学校生
活を送れるために、学校や教師ができる支援の種類と方法を理解す
る。
特に、日本社会で生きていける日本語力や学力を獲得させるための指
導法を習得する。
具体的には、日本語がまったく理解できない段階からある程度理解で
きる段階までの児童生徒について、初期の日本語指導と教科につなが
る日本語指導の方法を理解する。
また、乳幼児期から学齢期の言語発達の特徴とそのつまずきについて
も理解を深める。
日本語を母語としない外国にルーツのある児童生徒等に対して行う日
本語指導（初期指導型、教科指導型）について、具体的な指導事例を
踏まえて、指導方法と留意点を解説し、実践力の基礎を培う。

（オムニバス方式／全15回）
（36高橋　登／４回）
言語発達の基礎、遊びの中で育つことば、コミュニケーションの発達
とその支援、読み書きの発達とその支援等について担当する。
（175櫛引　祐希子／４回）
学校で使う「やさしい日本語（発音・文法・語彙）」等について担当
する。
（125臼井　智美／４回）
子どもの日本語力の多様性、在籍学級の教科指導の中で日本語力を育
てる、教科指導型日本語指導の方法等について担当する。
（201米澤　千昌／２回）
母語と日本語の発達、日本語教室での日本語指導の方法と実践等につ
いて担当する。
（36高橋　登、175櫛引　祐希子、125臼井　智美、201米澤　千昌／
１回）（共同）
総合考察を担当する。

オムニバス

探究型学習の実践と研究

本学附属学校副校長らによる講義を通じて探究型学習の基本について
学んだ後，附属高校で行われている実践例を見学し，探究型学習をデ
ザインするために必要な要件を，グループ討論等を通じて考究してい
く。附属高校各校舎（天王寺校舎，池田校舎，平野校舎）で行う授業
見学を授業期間内の平日または土曜に複数回設定するので，いずれか
の日に所定の回数見学をし、レポートとしてまとめることが必要であ
る。また，見学の成果を授業内で発表する。

共同

地域連携・人権フィールド
入門

包摂性のある社会をめざす取り組み，多様な地域人材や専門職との連
携・協働，地域と連携した人権学習のカリキュラムデザインや基礎教
育などに関する基本的な学習を行い，それに基づくフィールドワーク
を行う。Well-being（福祉）の視点から，課題を抱えた子どもを支援
する人権教育のあり方について考える。

演劇的手法によるコミュニ
ケーション演習I

舞台俳優が学ぶ「演技方法」を応用して、感情表現・相手との交流・
想像力などを学び、コミュニケーション能力の向上を図ることができ
ます。
日本人のコミュニケーション不安が問題になっている現状を鑑み、具
体的には、俳優教育の世界標準で “演技の文法・デッサン” といわ
れるロシアの「スタニスラフスキー・システム」の基本エクササイ
ズ、英国のドラマ教育(ドラマ・イン・エデュケーション／DIE)の
ワークを中心に、日本人の身体性に合わせた身体操法も体験できま
す。
グループワークによる実技を行った後に、簡単な解説をしながら進め
て行きます。
演技の基本である「役を生きる」「状況を生きる」「相手と交流す
る」「存在する」などを体験できるように指導します。

演劇的手法によるコミュニ
ケーション演習II

演劇的手法によるコミュニケーション演習Iに続けて、舞台俳優が学
ぶ「演技方法」を応用して、感情表現・相手との交流・想像力などを
学び、コミュニケーション能力の向上を図ることができます。
日本人のコミュニケーション不安が問題になっている現状を鑑み、具
体的には、俳優教育の世界標準で “演技の文法・デッサン” といわ
れるロシアの「スタニスラフスキー・システム」の基本エクササイ
ズ、英国のドラマ教育(ドラマ・イン・エデュケーション／DIE)の
ワークを中心に、日本人の身体性に合わせた身体操法も体験できま
す。
グループワークによる実技を行った後に、簡単な解説をしながら進め
て行きます。
演技の基本である「役を生きる」「状況を生きる」「相手と交流す
る」「存在する」などを体験できるように指導します。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

企業と連携した専門職業人
養成講座

これからの教員、教育協働人材に求められる資質・能力のなかでも
ICT活用力の向上に関わる実践的な方法や利活用の諸事例等を学ぶこ
とで、教育のデジタル化に対応する実践的課題解決力を身につける。
本学連携企業の担当者がゲストスピーカーとして講演等を行い、各
テーマに関する 新のトピックや各企業の取り組み等を紹介するとと
もに、教育のデジタル化を踏まえたICT活用力向上のための実践的な
方法や利活用の諸事例等をレクチャーする。またグループワークなど
のアクティブ・ラーニングにも積極的に取り組む。

大学生のための金融経済リ
テラシー

金融リテラシーとは、金融（お金のやり取り）について正しく理解
し、その知識を活用して適切な判断ができる能力を身につけることを
目的とするものです。この授業では、金融企業に協力をいただき、家
計管理、資産形成、そして金融トラブル等についてとりあげ、グルー
プワークも活用しながら、自立した社会人として社会に出られるよう

低限求められる金融リテラシーの習得を目指します。
この授業の到達目標は以下のとおりです。
１）金融に関する基礎知識を身につけます。
２）家計や資産の管理について理解します。
３）上記をもとに、安心かつ豊かな生活をつくりだす力を形成しま
す。

アクティブ・ラーニング入
門

６名の教員によるオムニバス形式で、アクティブラーニングの総括お
よび国語、算数（数学）、理科、社会、英語におけるアクティブラー
ニングについて講義を行う。班活動を取り入れ、対話的な学びについ
て実践する。
（オムニバス方式／全15回）
（97吉田　茂孝／２回）
アクティブ・ラーニングとは何かについて担当する。
（192王　林鋒／３回）
外国語教育におけるアクティブ・ラーニングについて担当する。
（21倉本　香／２回）
社会科におけるアクティブ・ラーニングについて担当する。
（37種村　雅子／３回）
理科におけるアクティブ・ラーニングについて担当する。
（30小路口　真理美／２回）
国語科（古典教育）におけるアクティブ・ラーニングについて担当す
る。
（160町頭　義朗／３回）
算数・数学におけるアクティブ・ラーニングについて担当する。

オムニバス
講義16時間
演習14時間

課題探究型STEAM教育

課題探究型学習について理解を深め、他者と協働して実際に課題探究
に取り組むことができる。
STEAM教育の基本的事項について理解し、他者と協働して実際にSTEAM
教育を実践的に活動することができる。
STEAM教育の基本を講義した後、グループワークでSTEAM教育の実践を
体験してもらいます。デザイン思考を取り入れて、科学、技術、芸
術、数学などを関連させた教科横断のテーマを設定した探究活動に取
り組みます。

海外文化研究

中国の天津大学（王学仲芸術研究所）、天津師範大学、山東芸術学院
（書法学院）の協力の下に実施する海外体験と書道・水墨画研修、学
校見学、現地学生との交流を通じて、文化や教育、社会事情への理解
を深める機会を提供する。中国書家・画家に筆法や書に対する精神的
な在り方についての見解を直接学ぶ機会を提供し、学生たちが従来自
分で持っていた書道・美術への考え方に加えて異文化を体験させ、グ
ローバルな視野を広めることを目標とする。

「障害」者と人権

障害者問題の原因はどこにあるのでしょうか。それは（機能）障害を
もって困っている人の問題で、そのような人たちについて理解するこ
とを私たちは求められているのでしょうか。現在、障害者運動は社会
のあらゆる常識を問い直し、社会構造に潜む問題を変革するべく、さ
まざまな課題に取り組んでいます。本講義では、障害者問題の概要と
多様な課題について理解し、障害の問題を通して健常や社会のあり方
に問題意識をもつことを目的とします。また、歴史的な側面を学ぶこ
とから、障害者問題の現在と未来の方向性について考察することがで
きます。
障害者問題の多様な側面を理解するため、知識の獲得を重視した講義
形式の授業をおこないます。また、戦前の文献や運動資料などの一次
資料をできるかぎり使用し、問題の理解に役立てます。

分野別科目（多
様性と共生社

会）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

ジェンダーとセクシュアリ
ティ

ジェンダーアイデンティティの形成、学校文化とジェンダー、DVの理
解と防止、LGBTQ、セクシュアルハラスメントの理解と防止などにつ
いて、学校や教育行政での指導経験をもとに講義する。
授業の到達目標
①基礎的な概念を知るとともに、ジェンダー・センシティブな考え方
を学び、ジェンダーの視点から世界を捉え直すことができる。
②性暴力（セクシュアル・ハラスメント、DV等）について理解し、加
害者にも被害者にもならないための感性・態度を身につける。
③LGBTQについて学び、多様な性のあり方とカミングアウトの意味に
ついて理解するとともに、自らの性のあり方について考え、また、多
様な性を生きる感性・態度を身につける。
④セクシュアル・ハラスメントを許さない学校環境をつくるために、
自分たちで考え、提案する力をつける。

共生社会論

「共生社会」とは、いま在る実体的な社会（実体概念）というより
も、これから作り上げていく目指すべき社会（当為概念）と言ってよ
いでしょう。
その「共生社会」の創造を展望するとき、まずは現実の社会におい
て、いかに「共生」できていないか、鋭く批判的に分析することが重
要です。本授業では、主に「共生」ができていない諸現実について分
析・解説します。
そして、現在の共生の理念と諸実践が基底する「解放の戦略（≒差異
の承認）」が包摂し得ない諸問題（例えば、野宿生活者や刑余者との
「共生」など）があることを提起し、新たな解放の戦略／共生社会の
創造に向けた戦略について考えてみます。
また、共生社会の創造に向け、様々な領域で展開されている諸実践に
ついても紹介し、ゲストスピーカーを招聘して問題理解が深まるよう
にします。
授業全般を通じて、ソーシャルワーク（社会福祉実践）で蓄積されて
きた知見を反映させます。

国際理解

国境を越えて移動する人々が増えている今日、日常生活において異な
る言語や文化の人々と接触する機会が増えている。この授業も、日本
人学生と留学生等の多文化クラスであり、担当教員はグループワーク
や意見交換をとおして、身近な事例から異文化理解を導くためにどの
ようなコミュニケーションが必要か具体的に考えるように授業を実施
する。また、グループワークやディスカッションを行なうことで、互
いの異文化コミュニケーション能力の向上を目指すことを目的として
いる。

多文化共生の社会をめざし
て

2019年４月に《外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策》がス
タートした。労働者（大人）の移動に伴う子どもたちの課題について
も、2014年１月文科省通知によって日本語学習を組み込んだ「特別の
教育課程」編成が認められるようになった。本講義では以上のような
社会情勢と政策変化の背景と歴史、特に「多文化共生」理念の歴史
的・社会的文脈への理解をうながす。

外国人児童生徒教育

国際化の進展に伴い日本の学校で学ぶ外国人児童生徒が増えており、
子どもに対する日本語教育の必要性が高まっている。この授業では、
１）異文化のなかで育つ子どもの教育課題について理解を深め、２）
第二言語習得のメカニズムとそのために必要な教育支援について検討
するとともに、３）子どもにとって効果的な日本語教授法について理
解を深め、４）模擬授業を行う。

英語（T）Ia

授業担当者がリストから選択したテキストに従って、中に含まれるタ
スクを中心に授業を進めていく。教員による講義ではなく、学生が英
語を「使う」ことで授業が進められるため、積極的な参加が必須であ
る。なお、授業言語は授業内容・タスクの難易度等を勘案して、日本
語と英語を併用する。

英語（T）Ib

英語Iaに続き、授業担当者がリストから選択したテキストに従って、
中に含まれるタスクを中心に授業を進めていく。教員による講義では
なく、学生が英語を「使う」ことで授業が進められるため、積極的な
参加が必須である。なお、授業言語は授業内容・タスクの難易度等を
勘案して、日本語と英語を併用する。

英語（T）IIa

ニュース素材を用いたリスニング力の育成と自分の意見を発信する力
の育成に主眼を置く。
アメリカの学生向けニュース番組"CNN 10" から厳選された記事を題
材に、リスニング力と発信力を鍛えるとともに、実際のニュースを視
聴し、本質的な理解力向上を目指す。なお、授業は基本的に英語で進
める。

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

英語
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

英語（T）IIb

ミスを恐れず積極的に英語を使いながら、インタビューやプレゼン
テーション、ゲーム、ロールプレイ、ディスカッションなどを通し
て、英語のコミュニケーション能力の向上を図る。
日本文化を英語で表現した題材を使って、英語によるコミュニケー
ション力と発信力を鍛えるとともに、学生同士のペアワークやグルー
プ活動を通して、他者の意見を受け入れ、自分の意見を発信する英語
力を養う。

ドイツ語Ia

ABCから始めて、正確な発音･アクセントを身につけ、初級の文法知識
の約半分を習得し、簡単な会話（自己紹介、買い物、道を尋ねるな
ど）ができるようになる。
演習形式で４つの技能（読む･書く･聞く･話す）をバランスよくト
レーニングする。毎回、全員が積極的に授業に参加することが求めら
れる。また、同時にドイツ事情も学ぶ。

ドイツ語Ib

ドイツ語Iaに続き、ドイツ語の初級文法を会話表現を中心に学ぶ。そ
して、12月実施のドイツ語検定４級に合格できるレベルまで学習し、
その後は、ドイツ語検定３級レベルへ向けてさらに文法知識･語彙の
強化に努める。
演習形式で４つの技能（読む･書く･聞く･話す）をバランスよくト
レーニングする。毎回、全員が積極的に授業に参加することが求めら
れる。また、同時にドイツ事情も学ぶ。

ドイツ語IIa

中級への橋渡しとして、初級文法の補足をまず徹底して行う。毎回の
授業は、演習形式で音読、日本語訳、練習問題の解答などを通じて十
分にトレーニングする。また、知識の定着と語彙力強化のために、ほ
ぼ毎回小テストを実施する。並行して、ドイツ語検定３級の対策も行
う。

ドイツ語IIb

ドイツ語IIaに続き、教科書を用いて大量のドイツ語の文章に親し
み、４技能を向上させる。
目標は、上級レベル（ドイツ語検定2級）への橋渡し、言い換えれ
ば、辞書があればドイツ語のインターネット・サイトから必要な情報
を正確に収集でき、かつ一般的な内容のドイツ語を聞いて大意を把握
できるようにすることである。
毎回の授業は、演習形式で音読、日本語訳、聞き取り、作文練習など
を通じて十分にトレーニングする。また、知識の定着と語彙力強化の
ために、小テストをほぼ毎回実施する。

フランス語Ia

フランス語の発音、会話的表現を学び、その知識を用いて簡単なフラ
ンス語で会話をすることができる。
秋期にフランス語検定試験５級に合格することを目指し，基礎知識を
身につける。
フランス語の運用能力を高めるために、基本的な文法と、それに基づ
いた会話的表現を教える。

フランス語Ib

フランス語の会話的表現を学び、その知識を用いて簡単なフランス語
で会話をすることができる。
秋期のフランス語検定試験で５級が取得できるよう，基礎知識を身に
つける。
フランス語の運用能力を高めるために、基本的な文法と、簡単な会話
的表現を教える。
仏検５級の合格のため、moodleの共同コースの「小テスト」に練習問
題を載せる。

フランス語IIa

初級文法の完全修得を目的とする授業である。文法学習に特化した教
科書を使用する。コミュニケーション（会話）的な内容は扱わない。
仏検４級・３級（あるいは準２級）受験準備に役立つ授業であると同
時に、後期のフランス語IIｂ（長文購読）のための準備という側面も
ある。

フランス語IIb

教科書はフランスに関連する様々なテーマの文章を集めたもの。全20
課のうち、12課分を選んで購読する。

予習を前提とし、学生の発表中心の授業を行う。毎回指定された範囲
の試訳と練習問題の答をを持参すること（A４サイズのルーズリーフ
かレポート用紙に、行間を２行ずつ空けて書いてくる。パソコンで作
成した文書をプリントアウトして持参しても良い）。授業中に学生自
身が赤ペンで添削し、終業時に提出。
毎回、次回の音読担当者を指名する。指名を受けた者は準備をしてく
ること。

ドイツ語

フランス語
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

中国語Ia

中国語を聞き、話し、書くことに慣れ親しみ、初歩的な中国語を用い
てコミュニケーションが図れるようにすることを目指す。
何度も繰り返し練習することにより、発音･文法の基礎をきちんと身
につけることを目標とする。
グループ練習を通じて、学生が積極的に授業に参加する。　
視聴覚教材を活用し、本文の読解、文法の理解、及び練習問題等を通
じた基礎項目の習得を図る。グループ練習を導入し、学生が積極的に
授業に参加する形態の授業を行う。

中国語Ib

中国語Iaで習熟したピンインを、一字一句正確に発音できることを前
提とする。
平易な文章を書き、話すことができるよう中国語の基礎的な知識を身
に付け、初級レベルのコミュニケーションが図れるようにする。
中国語検定4級程度の語彙と文法力を身に付ける。
グループ練習を通じて、学生が積極的に授業に参加する。　
視聴覚教材を活用し、本文の読解、文法の理解、及び練習問題等を通
じた基礎項目の習得を図る。グループ練習を導入し、学生が積極的に
授業に参加する形態の授業を行う。

中国語IIa

中国語Ia、中国語Ibを学習したことを前提に、より複雑な表現を勉強
する。文法を習得した上で、会話・作文・閲読による語句・表現のポ
イントの勉強を通して、中国語の理解力と正しい表現力を養う。さら
に中国語検定準４級/４級を目指す。 また、授業は教科書の内容をめ
ぐって、日本・中国の歴史、文化とのつながりをも話題にする。

中国語IIb

中国語Ia、中国語Ib、中国語IIaを学習したことを前提に、より複雑
な表現を勉強する。文法を習得した上で、会話・作文・閲読による語
句・表現のポイントの勉強を通して、中国語の理解力と正しい表現力
を養う。さらに中国語検定準4級/4級を目指す。 また、授業は教科書
の内容をめぐって、日本・中国の歴史、文化とのつながりをも話題に
する。

外国語コミュニ
ケーション

外国語コミュニケーション

テキストを中心に授業を進める。さらに、ボキャブラリーテスト、音
楽を使った穴埋め問題、ストーリーテリング、学生によるスピーチ、
ミニ教育実習なども行う。授業一回につき大体一章のペースで進め
る。
ペアやグループで行う活動も含まれる。中間試験、期末試験も行う。

韓国語Ia

丁寧形の基本的な文を書くことができ、簡単なやり取りができる。自
己紹介や一週間の学習活動などの内容を書き、話すことができる。
文字とその読み方を説明し、書き、読む練習を行なう。それから、基
本的な文の作り方と発音変化を説明し、文を書き、覚えてやり取りす
る練習を行なう。

韓国語Ib

学校生活の様子を説明する表現ができる。尊敬形を作ってやり取りす
ることができ、簡単な説明文や手紙文を書くことができる。
韓国語Iaに続き、過去形、尊敬形などの基本的な文の作り方と、発音
変化、文法事項を説明し、文を書く練習とやり取りする練習を行な
う。

韓国語IIa

接続形や意思形、推量形、勧誘形等々を用い、丁寧形やぞんざい形に
してやり取りをすることができる。
韓国語Ia、韓国語Ibで学んだことを基にして、文法事項を説明し、や
り取りの言葉や語尾を身に付ける練習を行なう。
教科書を丁寧に読み、練習問題を解いてくる。朝鮮語文をノートに書
き、CDを聞いて発音変化が起きるところを確かめ、繰り返し読む練習
をしてくる。朝鮮語文や練習問題を何度も書いて覚えていく。毎回、
前回の学習内容について確認をする。

韓国語IIb

様々な表現を用いて、日常生活に関する簡単なやり取りをすることが
できる。簡単な文章の内容を理解することができ、説明文、報告文や
手紙文を書くことができる。韓国語IIaに続き、様々な表現と文法事
項を説明し、文を書く練習とやり取りする練習を行なう。
教科書を丁寧に読み、練習問題を解いてくる。CDを繰り返し聞いて発
音変化が起きるところを確かめ、抑揚に気をつけて何度も読み、書い
て、色々な表現を覚えていく。毎回、前回の学習内容について確認を
する。

国際協働学習

国際協働学習

アクティブ・ラーニングにより「異文化・多様性理解」のスキルを高
めることを目指す。全8回のうち、 初の5回は受講生によるプレゼン
テーション（文献紹介）とディスカッションを通じて「多文化共生」
について学ぶ。そして、続く3回では、世界中から来ている教員研修
留学生から出身国の社会、文化、そして学校・教育について講義（英
語）を受ける、あるいは海外の協定大学の教員や学生たちとオンライ
ンでつながり、文化、特に教育をテーマとし、情報共有および意見交
換を中心とした「協働学習（英語・日本語・現地語）」を行う。

中国語

韓国語
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

スポーツ実技a

各自の身体能力を知り，個々の状態に適した身体活動量を判断し，体
を動かす運動の楽しさを知る。また，スポーツを行う上でのルールや
マナーを学び，実践できるようになる。
ソフトバレーボールやバドミントンの実践を通して，生涯スポーツと
して運動に親しむ能力を培う。

共同

スポーツ実技b

様々なスポーツ技術や戦術を身につけ，スポーツ実践を通して獲得し
た体力を今後のスポーツ体験に活かし，生涯スポーツとして継続的に
スポーツ実践できる。また，スポーツを行うためのマナーやルールを
理解し実践できる。
各球技のスポーツ実践を通して，体力の向上を図り，各種スポーツの
技術や戦術を理解させる。とくに，「ボールを持たない動き」を意識
させる。

共同

情報活用基礎I

大学生として，必要 低限なICT活用の基礎を身につけること，すな
わち，大学のICT環境やメディアリテラシー，PCやインターネットの
仕組み，情報セキュリティ対策等の基本的なテーマについて理解し，
それらを他者に説明できることをPCを活用した実習を通して身につけ
ることを目標とする。
本学におけるICT環境の活用に関して習得した後，基礎的な情報リテ
ラシーについて座学と関連事項の演習によって知識とPC活用能力の向
上を図るものである。

情報活用基礎II

情報活用基礎Iの内容を踏まえた上で，本学のICT環境の発展的な活用
実践力を身につけることを目標とする。具体的に，クラウド環境の活
用について，実習を通じて様々な表現方法の獲得を目標とする。
本学が利用可能なクラウド環境を俯瞰した後，受講者間で交流可能な
ICT活用について，クラウド環境の実習を通して実践力の向上を図る
ものである。

情報活用基礎III

「情報活用基礎I」及び「情報活用基礎II」の内容を踏まえた上で、
データ活用とAIの仕組み、社会におけるAIの活用について取り扱う。
AIやデータの利活用事例やAIの公平性，ELSI個人情報保護について習
得した後、表計算によるデータ分析やプログラミングによるデータ処
理を行う。 終的にAIの活用やデータサイエンスを題材に、データ分
析やプログラミングの方法を習得し、データ活用の事例をグループで
のプレゼンテーションを通じて、他者に説明できるようにする。

特別支援教育の実践

発達的観点やアセスメントの基礎を踏まえ、特別なニーズのある子ど
もの教育について、通常の学級で学ぶ発達障害児（ADHD児、LD児、
ASD児）の理解と指導を中心に概説する。
また、障害理解教育やユニバーサルデザインの授業等、通常の学級に
おける実践的課題を中心に解説する。
発達障害のある子どもを中心に、特別なニーズのある子どもの理解と
指導について理解を深める。
主体的に授業にのぞみ、特別支援教育の実践上の課題を捉える。

人権教育の基礎

人権教育に関わる国際的な動向を知るとともに、同和教育をはじめ日
本国内における人権教育の歴史と実践を学ぶことにより現代への視点
を培い、社会と個人の関わり、子どものとらえ方など、現代の教育現
場で必要とされる人権に関わる基礎知識や実践的指導力を培う。
受講生のこれまでの体験や学習をベースの一つとして、人権侵害や差
別の現状、子どもの生活背景についての考察を通じ、人権教育につい
て理解を深める。授業は講義とグループワークを中心に進め、毎時間
小レポートの提出を求める。

発達障害教育論

発達障害についての基本的事項、及び、発達障害のある子どもの指導
と支援の内容・方法について解説する。さらに、発達障害のある子ど
もの自立と支援のあり方について具体的方策を述べることができるよ
う、講義にグループディスカッションを組み入れて行う。授業におい
ては学校現場の実践事例を適宜紹介し、指導と支援の考察を行う。

小・中一貫教育概論

現在、多くの地域において、「小中一貫教育」が推進されており、ま
た今後推進されようとしています。そして、その地域や学校は全国的
にも、大阪府内にもますます増加しています。しかしその取組みを具
体的に見てみると、地域により違いや特徴があり、必ずしも一つの理
念や方法論で整理することができない多様な内容が含まれています。
この授業では、このような小中一貫教育の現状について理解を深め、
その必要性やこれからのありようについて考察し、実践的な力を身に
つけることができるようにします。

人権教育の実践

人権教育に関わる国際的な動向とともに、同和教育をはじめ日本国内
における人権教育の歴史と実践を踏まえ、子どものとらえ方、学力保
障の必要性、集団づくりの観点と手法、人権学習の編成と展開など、
現代の教育現場で必要とされる具体的な実践的指導力を培う。
受講生のこれまでの体験や学習をベースの一つとして、人権侵害や差
別の現状、子どもの生活背景についての考察を通じ、人権教育につい
て理解を深める。授業は講義とグループワークを中心に進め、毎時間
小レポートの提出を求める。

体育科目

情報活用科目

教
職
教
育
科
目
群

教職基礎科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教育総論

教育を考えていく上で必要不可欠な基本的理念や思想（教育の意義・
目的・価値、教育の内容・課程・方法・評価、教師像と子ども観、教
育制度・法規、健康・安全、人権・福祉など）を歴史的・体系的に理
解することによって、教職に対する関心を広げ、現代のグローバル社
会およびダイバーシティ社会における学校教育に対する問題意識を高
める。
本講義はまず、人間と教育とのかかわりを人間学的・歴史的観点から
考察し、教育の根底にある基本的な考えを考察する。その後、教育が
行われている領域別(学校・家庭・地域社会等)にそれぞれの教育内容
の現状と課題を考察する。

教職へのとびら

教職の意義、教員の役割・資質能力・職務内容、教師の学習のあり方
等について身に付け、教職への意欲を高め、教師としての学びを実践
する素地を培う。
どのような学校を担う、どのような教師になるために、どのような学
習をすることが求められるのかという問いのもと、世界と日本におけ
る教職の社会的役割の歴史的変遷、教師の仕事の全体像、教師の学び
のあり方について扱う。

（オムニバス方式／全８回）（一部）
（46中橋　美穂／４回）
保育者の社会的意義・法的根拠、保育者としての心構え、幼稚園の指
導計画と実践、保育の歴史等について担当する。
（46中橋　美穂、72加藤　あや子、43戸田　有一／１回）（共同）
保育者の仕事と役割について担当する。
（105茂野　仁美／１回）
保育者の専門性向上と職場文化、保護者支援等について担当する。
（378水谷　豊三／２回）
幼児の主体的な遊び、幼児の身体発達、幼児の仲間関係、幼稚園教諭
の言葉かけ等について担当する。

（オムニバス方式／全８回）（一部）
（66上田　裕美／４回）
子どもの心の成長を支える教員の資質能力や役割等について担当す
る。
（81高橋　一郎／４回）
学校組織の一員として他の教職員や家庭・地域との連携のもとで働く
意味等について担当する。

オムニバス・共
同（一部）

発達と学習の心理学

本授業は，（１）幼児期・児童期・青年期を含む人間の心理的発達に
関する基礎的な理解とともに，子どもの発達や個人差を知るための心
理学的な方法について基礎的な理解をもつこと，（２）人間の行動が
変化するしくみや新たに知識を得る過程に関する心理学的な理解をも
つことを主要な目的としている。さらに，心理学に基づく実証的・論
理的な子ども理解・人間理解をもとに，さまざまな子どもへの指導や
援助のありかた，望ましい授業のありかたなどについて考えることが
できるようになることを目指す。
幼児・児童から青年期にいたる子どもの発達および学習の基礎的過程
と，その個人差を理解し支援するための教育測定や評価などについて
概説する。また，必要に応じて簡単な実験や調査，グループ課題を実
施することにより，理解を深める。

特別支援教育の基礎

特別支援教育やインクルーシブ教育システムに関する制度の理念や仕
組みを理解する。障害観・人間観について理解を深める。特別支援教
育の対象となる児童生徒の教育支援の現状と課題を理解する。
障害とは何か，特別支援教育やインクルーシブ教育に関する制度の理
念や仕組みを解説した上で，通常学級で学ぶ特別な教育的ニーズのあ
る幼児，児童及び生徒の特性や支援方法について概説する。

学校の役割と経営

社会のなかで実際の学校が果たしてきた役割を見つめ、未来の学校づ
くりに向けた意欲と視点を身につける。
現代の学校が直面している課題について講義と演習により整理し、課
題克服の道筋を学ぶとともに、課題克服を支える学校の経営の在り方
について実践的に学ぶ。また、学校と地域との連携及び協働について
具体的な事例をとおして、その在り方を考える。

学校安全

わが国における「学校安全」の考え方の歴史的な変遷と、学校の管理
下で過去に発生した事件・事故・災害事例から得られた教訓の重要性
について理解する。その後、児童・生徒の安全実践能力を育成するた
めの効果的な教育教材や指導計画の作成方法と教職員の危機対応能力
を育成するための実践方法について学習する。

教職専門科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教育課程論（カリキュラ
ム・マネジメントを含
む。）

学校教育における教育課程の意義及び編成のあり方の基本的な知識を
理解し、学習指導要領の変遷をはじめ今日の教育改革や教育実践の特
徴を考察する。その特徴をはじめ各学校の実情や子どもたちの実態を
ふまえた具体的なカリキュラム編成を提起することができる。
本授業では、教育課程の意義及び編成のあり方の観点から、教育実践
の歴史と原理を講ずるとともに、具体的な実践事例（教育課程、指導
計画など）を検討し、カリキュラム編成を理解する。

教育方法論

学校教育における教育の方法と技術の基本的な知識を理解し、今日求
められる資質・能力を育成するための教育の方法及び教育の技術の特
徴を考察する。その特徴をはじめ子どもたちの実態をふまえた指導技
術を提起することができる。
本授業では、教育課程の意義及び編成のあり方の観点から、教育実践
の歴史と原理を講ずるとともに、具体的な実践事例（教育課程、指導
計画など）を検討し、カリキュラム編成を理解する。

ICT活用の理論と方法

教育現場におけるICT（情報通信技術）の活用について，その歴史的
経緯や意義、理論、今後の方向性を理解する。教員によるICTを活用
した学習指導や児童生徒によるICTを活用した学習などについて、講
義及び視聴覚教材による解説・事例紹介を中心に体験的な学修を進め
る。

生徒指導論

生徒指導論の到達点と課題を理論的に整理していくとともに、先駆的
な生徒指導実践を共同で分析することを通して、教育課程上の生徒指
導の位置づけを理解しながら、生徒指導を構想し、実践する視点と方
法を明らかにしていく。
到達目標
１：今日における生徒指導上の諸問題に関する理論的・実践的な知識
を身につける
２：「いじめ」等の問題事象に対する指導の在り様を具体的に構想す
るための洞察力の基礎を身につける

進路指導論

進路指導論の到達点と課題を理論的に整理していくとともに、先駆的
な進路指導実践を共同で分析することを通して、教育課程上の進路指
導の位置づけを理解しながら、進路指導を構想し、実践する視点と方
法を明らかにしていく。
到達目標
１：今日における進路指導上の諸問題に関する理論的・実践的な知識
を身につける
２：特別なニーズのある子どもや不登校の子どものことにも想像力を
働かせながら、進路指導
の在り様を具体的に構想するための洞察力の基礎を身につける

道徳教育論

道徳の理論および道徳教育の歴史と方法を概説し、学習指導要領をふ
まえて学習指導案を作成させることで、道徳教育ならびに特別の教科 
道徳に必要な基礎的知識と基本的技能を身につけさせる。講義内では
適宜グループワークを行わせることで、協働性の向上も図る。

総合的な学習の時間の指導
法

総合的な学習の時間の意義、目標および内容、教育課程における歴史
や役割を理解するとともに、実践事例の検討を通して、総合的な学習
の時間の指導案並びに評価の方法を構想し、見通しをもって指導にあ
たる実践的力量を培う。
総合的な学習の時間の意義、目標および内容、歴史や指導法並びに評
価の方法について、先行実践を読み深めながら探究していく。先行事
例をグループごとに読み深めながら、ディスカッション等を通じて協
働して指導計画等を具体的・実践的につくることを通して、その背景
にある理論や意義等を理解することを目指す。

特別活動論

特別活動の意義、目標および内容、教育課程における歴史や役割を理
解するとともに、実践事例の検討を通して、特別活動の指導案並びに
評価の方法を構想し、見通しをもって指導にあたる実践的力量を培
う。
特別活動の意義、目標および内容、歴史や指導法並びに評価の方法に
ついて、先行実践を読み深めながら探究していく。先行事例をグルー
プごとに読み深めながら、ディスカッション等を通じて協働して指導
計画等を具体的・実践的につくることを通して、その背景にある理論
や意義等を理解することを目指す。

教育相談の理論と方法

日々様々な出来事の起こる学校現場で，児童・生徒の心理・発達的問
題に適切に対処するには，状況を理論的にとらえ，理論的理解に基づ
くより効果的な対応を行う必要がある。こうしたことから本講義で
は，児童・生徒の心理的・発達的諸問題の理解と援助方法を学ぶ。
授業の到達目標
１）教師が行う子どもの指導と援助について，心理学の基礎的な理論
を理解している。
２）教育相談（カウンセリングを含む）など教師が行う子ども援助の
技法について理解している
３）いじめや不登校など子どもの問題行動について理解している
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

幼児理解と教育相談

〈講義内容〉幼児理解だけではなく、保護者・保育者等との関係のな
かでの諸問題の理解について、臨床的かつ全体的な理解のもととなる
事項を学ぶ機会を提供する。一般的な知識の獲得に留まらず、実際に
難しいケースをグループで検討することで、教育相談の基本的な姿勢
や専門家との連携について学ぶ機会をコーディネートする。ネット上
の「保護者の声」から考えることも行い、実践的な力量を培う機会を
提供する。
〈授業方法〉基本的な知識に関しては、オンラインの小テストを準備
し、事前学習に基づいて回答する方式とする。【事前学習】⇒【小テ
ストをオンラインで回答】⇒【講義で解説】。授業のなかでは、基本
的な知識の解説のうえで、具体的な事例についてグループで話し合う
時間をなるべくとりたい。そのために、３回生のメンターの支援を組
み込む予定である。

幼児教育指導法

この授業では、幼児教育指導法の基礎的内容について学ぶことを通じ
て、幼児教育の基本的な考え方を理解することに主眼をおいて講義を
進める。
前半の講義では、幼児教育指導法における基本概念（「環境」「指
導・援助」「活動」など）と幼児期において育みたい資質・能力につ
いて学び、幼児教育の特色を理解する。その上で、「導く」「見守
る」「参加する」の３つのアプローチからの保育方法の理念とその相
違点及び問題点を理解する。
中盤の講義では、幼児教育における情報機器の活用について、特に、
保育指導の前提となる保育記録作成と関連付けて実践的に理解する。
後半の講義では、具体的な幼児教育の指導法について、特に、遊び・
仲間関係・生活の三つの側面の指導援助についての基本的な考え方
と、具体的方法を理解する。
幼児教育の指導法は、子どもの姿の理解に基づいて一人ひとりの保育
者が臨機応変な判断に基づいて行われるものであることから、本教科
においても、グループワークによる遊びの分析、映像の視聴を基にし
たディスカッションによる子ども理解の実施など、主体的・対話的な
学びが可能になるような学習方法を多く取り入れる。

基本小・中学校教育実習

事前指導を受講した上で，小学校または中学校で３週間（15日間以
上）の実習に取り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，情報セキュリティ，
リスク対応，メンタルヘルスとアンガーマネジメント，コンプライア
ンスと実習参加の心得，多様な子どもに関わる教育・人権・福祉，特
別活動・生活指導 および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属学校園において実
施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。
指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　３週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。
　指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

基本小学校教育実習

事前指導を受講した上で，小学校で３週間（15日間以上）の実習に取
り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，情報セキュリティ，
リスク対応，メンタルヘルスとアンガーマネジメント，コンプライア
ンスと実習参加の心得，多様な子どもに関わる教育・人権・福祉，特
別活動・生活指導 および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属学校園において実
施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。
指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　３週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。
　指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

基本中学校教育実習

事前指導を受講した上で，中学校で２週間（９日間以上）の実習に取
り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，情報セキュリティ，
リスク対応，メンタルヘルスとアンガーマネジメント，コンプライア
ンスと実習参加の心得，多様な子どもに関わる教育・人権・福祉，特
別活動・生活指導 および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属学校園において実
施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。
指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　２週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。
　指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。
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授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

基本高校教育実習

事前指導を受講した上で，高等学校で２週間（９日間以上）の実習に
取り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，情報セキュリティ，
リスク対応，メンタルヘルスとアンガーマネジメント，コンプライア
ンスと実習参加の心得，多様な子どもに関わる教育・人権・福祉，特
別活動・生活指導 および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属学校園において実
施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。
指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　２週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。
　指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

併修中・高校教育実習

事前指導を受講した上で，中学校または高等学校で２週間（９日間以
上）の実習に取り組む。
・事前指導
実習当年度４月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属学校園に
おいて実施）
授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。

指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
２週間の実習等を行う。

・事後指導
指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

基本特別支援学校（特支）
教育実習

事前指導を受講した上で，特別支援学校で３週間（14日間以上）の実
習に取り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４〜５月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，特別活動・生活指導 
および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属特別支援学校におい
て実施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。

指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　３週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。

指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

－基本計画書－75－



（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

基本特別支援学校（聴覚）
教育実習

事前指導を受講した上で，特別支援学校で３週間（14日間以上）の実
習に取り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４〜５月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，特別活動・生活指導 
および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（聴覚支援学校において実
施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。

指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　３週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。

基本特別支援学校（視覚）
教育実習

事前指導を受講した上で，特別支援学校で３週間（14日間以上）の実
習に取り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４〜５月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，特別活動・生活指導 
および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（視覚支援学校において実
施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。

指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　３週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。

併修特別支援学校（特支）
教育実習

事前指導を受講した上で，特別支援学校で２週間（９日間以上）の実
習に取り組む。

・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４〜５月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，特別活動・生活指導 
および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属特別支援学校におい
て実施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。

指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
２週間の実習等を行う。

・事後指導
指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教職実践演習（小・中・
高）

第１ブロックにおいて指導教員と面談をおこない、４年間の学修で身
に付けた資質能力について自己分析し、成果と課題を明らかにする。
課題を補い、発展させるために第２ブロックの「ミニ講座」を受講
し、第３ブロックにおいて、指導教員との面談を通して教職実践演習
の学修成果を確認するとともに、教職への展望を明らかにする。

ダイバーシティと教育

本授業では、現代社会におけるダイバーシティ（多様性尊重）の基本
的理念を概説する。多様性を認めあう共生社会の構成員としての教師
の姿を想定しながら、受講者ひとりひとりの理解と体験を促す。ま
た、ダイバーシティ教育がめざす、子どもの多様性および、社会的包
摂（社会的共生）を重視する学校教育のあり方やその価値について、
受講生とともに考察する。

現代社会と子どもの権利

本講義では、現代社会における子どもの権利について学ぶ。
具体的には、子どもの権利の基本的概念は何か、また、子どもの権利
にはどのようなものがあり、子どもの権利がどのように守られてきた
のかを学ぶとともに、現代社会における子どもの権利がどのように捉
えられてきたのかをふまえつつ概観を理解する。また、現代の学校に
おける子どもたちの諸権利を理解する。さらには、子どもの権利(特
に子どもの身体と心の安全を保障)を守る大人として、さらに権利の
行使主体となる子どもの成長を促す大人として、子どもの心身を脅か

す課題は何で、どのような方策があるのかについて考える。

多様な子どもとインクルー
シブ教育

インクルーシブ教育の理念とは何かを理解し、通常の学級にも在籍し
ている発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により、
特別かつ個別的支援を必要とする子どもと、障害のない子どもとが共
に達成感をもちながら学ぶことができるよう、他の教員や関係機関と
連携しながら組織的に対応していくための知識や素養を身につける。
インクルーシブ教育の理念とインクルーシブ教育に関する制度的事項
の基礎を理解する。多様な子どもたちが在籍する通常の学級における
インクルーシブ教育の取り組みを理解する。
（オムニバス方式／全８回）
（103今枝　史雄／１回）
インクルーシブ教育および、通常の学級における特別支援教育の概要
等について担当する。
（117湯浅　哲也／１回）
代表的な障害（発達障害）が在籍するクラスでのインクルーシブ教育
の好事例等について担当する。
（94正井　隆晶、5井坂　行男／１回）（共同）
代表的な障害（弱視／難聴）が在籍するクラスでのインクルーシブ教
育の好事例等について担当する。
（92平賀　健太郎／１回）
代表的な障害（病弱・身体虚弱児等）が在籍するクラスでのインク
ルーシブ教育の好事例等について担当する。
（51早野　眞美／１回）
障がいのある子どもとインクルーシブ教育の課題等について担当す
る。
（67大内田　裕／１回）
特定分野に特異な才能のある幼児・児童・生徒とその対応等について
担当する。
（44冨永　光昭／１回）
インクルーシブな学校文化の形成と学校づくり・学級づくり等につい
て担当する。
（48西山　健、193岩﨑　弘／１回）
インクルーシブ教育における学外関係者、および学内関係者との関係
等について担当する。

オムニバス

外国人の子どもの理解と支
援

日本語や日本文化以外の言語的・文化的背景をもつ幼児、児童及び生
徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対し
て、教職員や関係機関、保護者と連携しながら組織的に対応していく
ために必要な、基礎的な知識や支援方法を理解する。
国籍や日本語力の程度を問わず、外国人児童生徒等やその保護者を取
り巻く教育課題を取り上げ、指導や支援の政策動向や事例、指導関係
者の役割や専門性、学校の役割を概説する。

教職のための省察入門

自身の被教育経験を相対化し、多様な学校教育の可能性に照らして、
個別具体的な学校現場の経験から学び続けるための素地を形成する。
教師へと立場を転換し、教職に向かって自分らしく学び始めるために
はどうしたらいいのかという問いのもと、学校現場の実際的体験や自
身の被教育経験をふりかえって相対化しつつ、学校改革の展望を得
る。

フラッグシップ指
定科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教科横断と探究学習I

各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して、実社会・実生
活の課題を探究する学びを実現するために、具体的に探究のプロセス
を経験し、教科等横断と探究学習を指導するための基礎的な構想力を
身に付ける。
探究的な見方・考え方を働かせて横断的・総合的に学習することの意
義やそこで育みたい能力について知り、教科内及び教科等を横断する
探究的な単元づくり、授業づくりに関する基礎的な知識・技能を身に
付ける。

教育データの活用I

学校教育において必要となるデータの活用，特に数量的なデータの収
集，理解と分析の基礎について，学校で取り扱う学力調査を題材とし
ながら解説するとともに，実際にデータを分析し，それをふまえた考
察を実習する。データ収集にあたっての倫理的配慮や，妥当性・信頼
性を具えた測度を用いることの重要性，数量データの分布の広がりと
それをふまえた個人差の把握，指標間の関連性を捉える方法などを取
り扱う。

ファシリテーターとしての
教員I

現代においてファシリテーションが果たす意義や役割を理解し、教育
ファシリテーションの理論的な背景、基礎に関する知識を学ぶ。
それを踏まえて具体的な教育活動においてファシリテーションを通し
た有意義な議論の生成・展開ができるための実践的方法を知る。

学習者中心の授業デザインI

教員による一方的な知識伝達型の教育ではなく、ダイバーシティ時代
の学習者中心の授業へ向けた学習観・授業観の転換において、教えと
学びの関係にはどのような構造と歴史的な変遷があり、現代までの教
育から学習者中心の授業改善の原理について説明できる。
本授業では、学習者中心の授業デザインの観点から、教育実践の歴史
と原理を講ずるとともに、学習の目標・内容・方法から見た授業デザ
インの原理を検討し、具体的な授業のあり方を理解する。

教職専門性と省察

生涯にわたる教師の発達と学習のあり方、および教師の学びを支える
教員研修の意義および制度上の位置づけを理解し、教師としての学び
を実践している。
教師（大人）として学び成長していくためには、どうしたらいいのか
という問いのもと、教師の発達と学習についての理論、および教師の
発達を促す学習を支える職場環境や研修制度について理解を深め、実
際に教師としての学習を実践し始める。

教科横断と探究学習II

各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を
多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・実生活・諸学問の課題を探究
する学びを実現するために、具体的に探究のプロセスを経験し、教科
等横断と探究学習を指導するための発展的な構想力を身に付ける。
探究的な見方・考え方を働かせて横断的・総合的に学習することの意
義やそこで育みたい能力について知り、教科内及び教科等を横断する
探究的な単元づくり、授業づくりに関する基礎的な知識・技能を身に
付ける。

教育データの活用II

学校教育において，子どもの様々な側面を理解するために利用可能な
複数の測度について，それが測定しうる内容，実践的な活用，倫理的
な配慮について解説する。また，少数データからの推論や，データに
基づく予測などについて，推測統計の基礎的な考え方を含めて解説す
る。

ファシリテーターとしての
教員II

現代においてファシリテーションが果たす意義や役割を理解し、教育
ファシリテーションの理論的な背景、基礎に関する知識を学ぶ。
それを踏まえて具体的な教育活動においてファシリテーションを通し
た有意義な議論の生成・展開ができるための見通しを立てる力や実践
力を身に付ける。

学習者中心の授業デザイン
II

ダイバーシティ時代の資質・能力を育成する授業への転換を目指した
学習者中心の授業である「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善に必要な目標・内容・方法に関する基礎的な知識・技能の
理解を深めるとともに、学習者中心の授業改善に向けてICTの活用等
を含んだ授業過程と教育評価に関する知識・技能を身に付ける。
本授業では、学習者中心の授業デザインをつくり出す目標・内容・方
法の原理と実践を講ずるとともに、学習者中心の授業改善に向けての
授業過程と教育評価を検討し、具体的な授業のあり方を理解する。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

健康の指導法

子どもの発育や発達特性を理解し、子ども一人ひとりの発達や心の動
きに合わせた援助や、子どもの生活に即した指導（保育）を考えるこ
とができるようになる。これらを理解した上で幼児期に必要な運動あ
そびを考慮して立案できるよう、発達特性に応じた運動あそびを安全
かつ効果的に実践するための基礎的知識を習得することができる。
幼児期は、生涯にわたる運動全般の基本的な動きの獲得が著しい時期
である。基本的な健康指導の理解と実践方法について学び、子どもの
発育・発達の特性を理解して日常保育の中に取り入れることの意義を
概説する。

環境の指導法

幼稚園教育要領、保育所保育指針、認定こども園教育・保育要領に
は、保育内容（教育内容）として５つの領域が示され、その１つであ
る領域「環境」は「周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもってかか
わり、それらを生活に取り入れていこうとする力を養う」観点から子
どもの育ちを支えていく領域である。この領域「環境」においては、
子どもの好奇心・探究心の育成が重要である。そのため、子どもの発
達に応じて、そのためのねらい・内容の理解を深めるとともに、指
導・援助、教材研究の方法を実践的に学ぶ。

表現の指導法I

幼稚園教諭として、幼稚園教育要領の目標を達成するために必要な、
領域「表現」の基本的知識を理解し、指導方法を考えることができる
ようになる。さらには、保育実践に関する知識の理解を広げ、指導の
ための基礎技能、保育者としての指導力・チームワーク・リーダー
シップ、統合的な学習経験と創造的思考力を身につけることができ
る。
歌や音楽に合わせた動きのある遊びの楽しさについて理解が深まるよ
う、演習を組み入れた授業を行う。また、幼児の身体表現の指導方法
を考えることができるよう、模擬保育や多様な表現を用いた作品創作
を取り入れる。
（オムニバス方式／全15回）
（236遠藤　晶／５回）
身体表現を豊かにする遊びの素材について担当する。
（396柳田　紀美子／10回）
幼児の発達と身体表現、模擬保育について担当する。

オムニバス
講義20時間
演習10時間

表現の指導法II

子どもの表現の特性を踏まえて、表現とは何か、表現を育てるとはど
ういうことかを基本に置き、実際に現場で行われている活動内容を実
践しながら進めていく。また、表現活動を行うための環境構成や関わ
り方についても理解し，表現活動の計画をたて，模擬保育を実践する
なかで指導方法について理解を深めていく。実地指導教員の授業を２
回予定している。

講義6時間
演習24時間

人間関係の指導法

幼稚園教育要領をふまえ、幼稚園における幼児の生活の実際を通し
て、遊びの中での幼児の姿（幼児同士のかかわり・幼児と教師のかか
わり等）を、実際に園で観察したり、保育者の支援のもとで関わった
りする。その中で、幼児が人と関わり、信頼感をもったりつながりを
つくったりしていく過程や、教師の援助について共に考えていく。そ
の考察をもとに、再度、幼稚園教育要領を読み、理解を深める。
（オムニバス方式／全15回）
（46中橋　美穂／１回）
授業の進め方・幼稚園の生活等について担当する。
（289佐藤　智恵／３回）
幼稚園教育要領および領域人間関係の狙い・内容、幼児の人とかかわ
る力の育ち等について担当する。
（278小池　美里／５回）
保育参加の講話と実技等について担当する。
（352橋之爪　美砂／５回）
幼児の生活と行事等について担当する。
（43戸田　有一／１回）
領域「人間関係」と発達心理学等について担当する。

オムニバス

言葉の指導法

まず乳幼児の一般的な言葉の学習過程を理解するために，子育てと言
葉の獲得との関係，言葉の獲得に関する発達理論について概観し，そ
れを踏まえて「領域・言葉」の内容を解説する。次に，言葉を育てる
環境に焦点を当て，保育環境との関連，さらに環境を児童文化，地域
文化にまで拡げて，具体的な保育事例の検討を含めて実践場面で言葉
を育てるのに必要な保育環境のあり方を知る。加えて言葉を育むため
の子どもへの働きかけに焦点を当て具体的な保育を考える。 後に，
言葉の育ちにかかわる諸問題として，言葉の障がいや国際化に伴う言
葉の指導の問題についても理解を深める。これらを通し保育者として
言葉を育むための望ましい指導法について具体的に考え，その指導力
を身に付けていく。

保育内容指導法科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

初等国語科教育法（書写を
含む。）

小学校国語科学習指導のための基本的な知識／技能／視点を身につけ
ることを目的とする。
国語科の目的や方法といった原論から、聞くこと話すこと／書くこと
／読むことなどの各領域論を具体的な国語教材の分析や、授業記録の
検討を通じて行う。 終的には、国語科学習指導の実際を構想するた
めに、学習指導案の作成を行う。

初等社会科教育法

社会科授業における学習活動の組織をテーマとし、社会科授業実践に
おける諸留意点を踏まえ、教材研究、児童理解、学習指導案作成、模
擬授業の実施を自立的に行うことができる能力を身に付けるための科
目である。
社会科の教育課程上の意義、特徴並びに実践上の留意点と課題を踏ま
え、小学校社会科の学習指導計画を立案することができる。
社会科授業を実施するにあたり、学習目標をいかに設定するか、児童
のあり方をいかにとらえるか、教材をいかに選択・構成するか、学習
活動をいかに組織するか、児童の学習をいかに評価するかなどの点に
関する十分な知識と技能を身につけている。

算数科教育法

算数科の学習指導内容をふまえ、教科課程を編成する観点について説
明することができる。
教材分析や児童理解、授業設計など指導方法についての基本を習得
し、算数科における授業構想や授業展開、授業評価などの実践的指導
力を身につけることができる。
算数科の目標や内容等について講じる。
基礎的な学習指導理論に基づいた授業設計のための知識及び技能を身
に付けるため，実践的・協働的な学修を展開する。
教育現場での実務経験を基に指導法に係る指導を行う。

初等理科教育法

理科授業の記録から子どもの学習の実態を分析したり、教材研究とし
て実験活動を実際におこないながら、グループワークを取り入れつつ
実践的に理科指導の理解を促す。模擬授業や研究協議を実践的におこ
なう。
以下の事項を到達目標とする。
１）小学校理科の目標、主な内容とその構成を理解し、学習指導案を
作成することができる。
２）教材研究、デジタル教科書やICTの活用、問題解決の活動を取り
入れた授業設計をおこなうことができる。
３）模擬授業の準備や実施をおこない、ふりかえりや協議をすること
ができる。

生活科教育法

生活科は、具体的な活動や体験を通して資質・能力を育成する。ま
た、自分・人・社会・自然のよさや関わりに気づき、考え、表現する
とともに、人・社会・自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学
び、生活を豊かにしようとすることを目標にしている。そのため、こ
の講義を通して、子ども理解にもとづくカリキュラム・デザイン、教
材研究、教材作成、学習指導案作成、模擬授業、ICT機器の有効な活
用、評価の一連の活動を行い、生活科の授業実践力を高めることを目
標とする。
学習指導要領の概説、ビデオでの授業分析、教材研究、教材作成、教
材分析、学習指導案作成、模擬授業（ICT機器の活用を含む）、授業
観察、評価を行う。また、総合的な学習の時間への接続についての演
習も行う。

初等音楽科教育法

「生成の原理」に基づく音楽科の基礎理論を根拠として小学校音楽科
の学習指導案が作成できるようになることをねらいとする。モデル授
業の体験を通して、具体的な授業像が描けるように講義する。学習指
導案を作成しながらテキストにそって講義を進め、学習指導案の作成
と模擬授業はテキストの事例を基本としてグループで行う。

図画工作科教育法

図画工作科の授業の目標、内容、方法について講義を行う。
グループごとの題材研究のテーマを設定し、ICTを活用した指導の計
画・指導案を作成、模擬授業を実践する。振り返りにおいては、授業
者・学習者それぞれが授業への改善点を議論するとともに、テーマに
応じ実践研究の動向を紹介する。

初等家庭科教育法

児童の生活課題に即した教材研究ができ、実態をふまえた授業を提案
することができる。
小学校「家庭」の教育意義、教科特性、目標、内容、指導方法および
評価方法について解説する。児童の生活実態や現代的な生活課題に即
した教材研究力・カリキュラム構想力、授業設計力を身に付けること
ができるよう、現場での経験を基に指導を行う。

初等教科教育法科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

体育科教育法

体育授業の方法論（学習指導形態、学習指導過程）についての基本的
考え方を理解し、学習評価と学習指導過程の関係性について理解する
ことができるようにする。
体育科の目標および内容について、改訂された学習指導要領に基づき
示していく。また学習内容については、個別運動領域、保健領域それ
ぞれの内容を系統的に示し、体育授業の学習指導の展開の仕方につい
て講じる。

（オムニバス方式／全８回）（一部を除く）
（64石川　美久、90林　洋輔、115森井　亮和、107神藤　隆志／５
回）
小学校体育科（運動）の指導領域並びに指導事項について担当する。
（39鉄口　宗弘、69小川　剛司、74貴志　泉／３回）
小学校体育科（保健）の指導領域並びに指導事項について担当する。

オムニバス

初等英語科教育法

授業時間の前半は、小学校外国語教育の変遷、小学校の外国語活動や
外国語科、中・高等学校の外国語科の目標、内容、国語教育との連携
と小学校の役割に関する講義を行う。授業時間の後半は、小学校英語
の教材の特徴、意義を踏まえ、第二言語習得理論、指導法等に関する
講義を行いながら、主体的・対話的で深い学びの実現に向けてアク
ティブ・ラーニングの視点を取り入れた演習形式で進める。また、受
講生を５、６人グループに分け、ティームティーチングの方法で導
入・慣れ親しむ活動・目標活動・振り返り活動の流れを意識した模擬
授業を担当させ、情報機器及び教材の活用、及び、パフォーマンス評
価を含んだ指導案を作成、実行させる。その際、英語での児童とのや
り取り、発話の引き出し、読む活動や書く活動との統合を意識して行
うように指導する。

中等国語科教育法I

中学校ならびに高等学校において育てるべき国語学力の構造と系統を
捉えるために、具体的な国語教材の分析の基礎をモデル的に示し、そ
れを確かなものにするための国語科学習指導案の作成並びに模擬授業
形式のワークショップを行う。わけても、中等国語科教育の学習領域
のうち、「書くこと」、「話すこと聞くこと」、「読むこと」のとり
わけ「論理的文章教材」に焦点を当て、教材分析の視点や、国語学力
の系統性についての基本的な学習を行う。

中等国語科教育法II

中学校ならびに高等学校において育てるべき国語学力の構造と系統を
捉えるために、具体的な国語教材の分析の基礎をモデル的に示し、そ
れを確かなものにするための国語科学習指導案の作成並びに模擬授業
形式のワークショップを行う。とりわけ、中等国語科教育における重
要な学習領域である、「文学教材」に焦点を当て、教材分析の視点
や、国語学力の系統性についての基本的な学習を行う。

中等国語科教育法III

中等国語科教育法I・IIで学んだことを活かし、授業実践の方法を具
体的に立案できるようになる。学習指導案の作成や模擬授業を繰り返
し行うことで、授業の実際を体験し、来るべき教育実習に対応できる
力が身につく。
中学校ならびに高等学校における国語科教育の実際について、学習指
導案作成・検討、模擬授業・合評会など、演習を中心に進めていく予
定である。

中等国語科教育法IV

中学校ならびに高等学校において国語科学習指導を行うにあたって、
初等教育との有機的な連携教育、いわゆる小中高連携国語科教育を具
体的に構想するために、小学校教材と中学校教材との共通した構造、
反復されているテーマ等々を発見するための教材分析並びに授業づく
りを構想する。

中等英語科教育法I

英語教育について理論と実践の両面から解説する。実践的な指導技術
の習得と向上を目指すとともに、授業づくりに必要な以下の項目につ
いて習得することを目標とする
・小・中・高の外国語（英語）の学習指導要領、教科用図書について
理解できる。
・領域別の学習到達目標の設定、年間／単元／各授業時間の指導計画
について理解できる。
・聞くこと／読むこと／話すこと／書くことの指導、領域統合型の言
語活動の指導、英語の音声的な特徴に関する指導、文字／語彙・表現
／文法に関する指導について理解し、授業指導に生かすことができ
る。
・学習到達目標に基づく授業の組み立てについて理解し、授業指導に
生かすことができる。
・学習指導案の作成について理解し、授業指導に生かすことができ
る。
・作成した学習指導案に基づいて、模擬授業ができる。

中等教科教育法科
目
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授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

中等英語科教育法II

英語教育について理論と実践の両面から解説する。実践的な指導技術
の習得と向上を目指す。また、学習評価の方法について習得するとと
もに、第二言語習得に関する知識を深めることを目標とする。
以下、主として中学校での指導と評価を意識した内容とする。
・小／中／高等学校を通した英語教育の在り方の基本について理解で
きる。
・異文化理解に関する指導、教材及びICTの活用、英語でのインタラ
クション、ALT等とのティーム・ティーチング、生徒の特性や習熟度
に応じた指導について理解し、授業指導に生かすことができる。
・前期で学習した４技能５領域に関する指導理論をもとに模擬授業を
行うことができる。
・観点別学習状況の評価とそれに基づく評価規準の設定や評定への総
括、言語能力の測定と評価について理解し、指導に生かすことができ
る。
・第二言語習得理論とその活用について理解し、授業指導に生かすこ
とができる。

中等英語科教育法III

本授業では、これまでの学習指導要領を概観し、英語教育における今
日的課題について理解するとともに、４技能、音声、語彙、文法等に
関する活動設計の仕方を学び、いくつかの活動を実践する。また後半
はグループで模擬授業を行い、指導力の強化を図る。
以下、主として高等学校での指導と評価を意識した内容とする。
・４技能、音声、語彙、文法等に関する指導理論を理解し、活動を設
計できる。
・英語教育における異文化理解の意義、目的を理解し、活動を設計で
きる。
・学習指導案を作成し、模擬授業ができる。

中等英語科教育法IV

指導法の歴史、教材研究、インタラクションの図り方、生徒の特性・
習熟度への対応、第二言語習得理論、測定・評価、国内外の言語政策
について理解できる。
指導案を作成し、模擬授業ができる。
本授業では、主に指導法の歴史、教材研究、インタラクションの図り
方、生徒の特性・習熟度への対応、第二言語習得理論、測定・評価に
ついて理解を深める。また後半にはグループで模擬授業を行い、指導
力のさらなる強化を図る。

中等社会科（地歴）教育法I

中学校社会科（主に地理・歴史分野）および高等学校地歴科の授業を
構想・計画し、実践できるようになるために必要な基礎的力量を身に
つける。具体的には、1.中学校および高等学校における社会科授業の
基礎的な理論を理解すること、2.社会科授業についての視野を広げ、
多様な教授方法や活動とコミュニケーションの組織の方法について知
ること、を目標とする。
前半は社会科教育学の基礎的な理論を講義し、後半は社会科授業で用
いられる多様な授業方向を実践的に学び、それらが実際の授業でどの
ように効果的に用いられるかを検討する。

中等社会科（公民）教育法
II

中学校社会科公民的分野および高等学校公民科の授業を構想・計画
し、実践できるようになるために必要な実践的力量を身につける。公
民科教育の目標と意義を理解した上で、社会を共に形成する力を身に
つけるための授業の実現のための基礎的な力量を育成し、学習指導案
の作成の方法を習得する。
中学校公民的分野および高等学校公民科の授業づくりのための理論を
学び、学習指導案の立案および模擬授業を通して、社会科・公民科の
実践的力量を育成する。

中等社会科（地歴）教育法
III

授業における学習活動の組織をテーマとし、社会科・地理歴史科授業
実践における諸留意点を踏まえ、教材研究、生徒理解、学習指導案作
成、模擬授業の実施を自立的に行うことができる能力を身に付けるた
めの科目である。
社会科・地理歴史科の教育課程上の意義、特徴並びに実践上の留意点
と課題を踏まえ、社会科及び地理歴史科の学習指導計画を立案するこ
とができる。
社会科・地理歴史科授業を実施するにあたり、学習目標をいかに設定
するか、生徒のあり方をいかにとらえるか、教材をいかに選択・構成
するか、学習活動をいかに組織するか、生徒の学習をいかに評価する
かなどの点に関する十分な知識と技能を身につけている。

中等社会科（公民）教育法
IV

授業における学習活動の組織をテーマとし、授業実践における諸留意
点を踏まえ、教材研究、生徒理解、学習指導案作成、模擬授業の実施
を自立的に行うことができる能力を身に付けるための科目である。
社会科･公民科の教育課程上の意義、特徴並びに実践上の留意点と課
題を踏まえ、学習指導計画を立案することができる。
社会科･公民科授業を実施するにあたり、学習目標をいかに設定する
か、生徒のあり方をいかにとらえるか、教材をいかに選択・構成する
か、学習活動をいかに組織するか、生徒の学習をいかに評価するかな
どの点に関する十分な知識と技能を身につけている。
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数学科教育法I

数学教育の歴史的変遷を理解するとともに，数学教育の目標や生徒の
学力に関する今日的課題をふまえ，中学校・高等学校数学科のカリ
キュラムについて考えることができるようになる。また，数学教育の
目標やカリキュラムに関する基礎的な知識を得ることができる。
数学教育の歴史的変遷を通して，数学教育の目標や内容の変化を紹介
し，国内外の学力調査から今日的課題を考察する。また，中学校・高
等学校数学科における代数，関数，幾何，確率・統計の領域のカリ
キュラムについて考察する。

数学科教育法II

中学校及び高等学校の数学教育の現状とその課題を踏まえ，数学科の
内容，数学学習の基礎理論，指導方法に関する理論を踏まえた教材研
究ができるようになる。また，数学教育の方法論についての基礎的・
理論的な知識を得ることができる。
数学の学習指導に関する基礎理論について考察し，その視点から教材
研究を行い，学習指導案を作成する。

数学科教育法III

中学校学習指導要領における数学科の目標と内容を理解し，中学校数
学科の指導計画，指導方法，評価方法について考察し，授業展開を具
体的に構想することができる。中学校数学科の指導に関わる実践的な
力量の形成を目指す。
中学校数学科の目標と内容を踏まえて，具体的な授業実践事例を分析
することを通して，自らの力で教材や指導法の開発を行う。

数学科教育法IV

高等学校学習指導要領における数学科の目標と内容を理解し，高等学
校数学科の指導計画，指導方法，評価方法について考察し，授業展開
を具体的に構想することができる。高等学校数学科の指導に関わる実
践的な力量の形成を目指す。
高等学校数学科の目標と内容を踏まえて，具体的授業実践事例を分析
することを通して，自らの力で教材や指導法の開発を行う．

中等理科教育法I

理科学習に関する基礎的事項を理解させる。グループワークを取り入
れて学力テスト等の結果から生徒の実態を分析的に読み取ったり、探
究活動の事例を評価したりする活動を通して、探究活動を取り入れた
授業が設計できるようにする。
以下の事項を到達目標とする。
１）中学校理科の目標、主な内容とその構成を理解することができ
る。
２）学習者の理科学習の実態を理解し、理科指導の展望を持つことが
できる。
３）探究活動について理解し、探究活動を取り入れた授業を設計する
ことができる。

中等理科教育法II

ICT機器やデジタル教科書を実際に活用する経験を通して、理科指導
にこれらを活用する構想を立案し、学習指導案を作成する。探究活動
についての学習指導案も作成し、協議を通して、点検、改善する。
以下の事項を到達目標とする。
１）ICTやデジタル教科書の活用を通して、活用のしかたを理解する
ことができる。
２）学習指導案を作成し、協議を通して改善できる。

中等理科教育法III

教材研究の方法を理解し、実際に教材研究をおこなう。教材研究の知
見を反映させて学習指導案を作成し、それを用いて模擬授業をおこな
う。授業の研究協議を通して、模擬授業をふりかえり、改善について
検討する。
以下の事項を到達目標とする。
１）教材研究をおこない、その成果を反映させて学習指導案を作成す
ることができる。
２）模擬授業をおこない（準備を含む）、研究協議をおこなうことが
できる。

中等理科教育法IV

教育実習でおこなった授業の分析を通して、実践的な理科指導につい
てふりかえる。教科等横断や発展的な学習内容について教材研究をお
こなうとともに指導計画を立案する。また、教科等横断やSTEAM教育
の実践動向について理解し、その知見を取り入れて指導計画に反映さ
せる。
以下の事項を到達目標とする。
１）教科等横断や発展的な学習内容について教材研究をおこない、指
導計画を立案し、協議を通して改善することができる。
２）教科等横断やSTEAM教育の実践の動向について分析を通して理解
することができる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

保健体育科教育法I

保健体育科の方向目標について学習指導要領の目標を踏まえ正しく理
解するとともに、学習指導の方法について、適切に組み立てることが
できるようその理論的枠組みを理解する。
中学校及び高等学校の保健体育科の目標について、学習指導要領の変
遷課程を踏まえて講じる。あわせて、ICT機器の活用方策を含めた学
習指導の方法論について実践的に考究する。

保健体育科教育法II

保健体育科の目標・内容、学習指導の方法についての理論的理解の
下、より具体的な授業開発に資する実践的な力量を身に付ける。
保健体育科の学習指導課程の編成の仕方、学習者のみとりの方法、さ
らに、効果的なICT機器の活用方策を含めた学習指導の方法について
指導計画を基に考究する。

保健体育科教育法III

保健体育科の方向目標の理解の上に、模擬授業を通して授業観察を行
い、実践に向けての力を付けることができるようにする。
保健体育科の単元および、内容の特性の違いに応じた学習指導計画
（単元計画、時間計画）を用い、模擬授業を行いながら、授業観察の
手順、及び授業改善法の検討をお互いに行う。

保健体育科教育法IV

基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設
計を行う方法を身に付けるために、保健体育科保健分野・保健科の目
的および内容について解説するとともに、情報機器及び教材の効果的
な活用法など、教材研究に関する情報を提示し、授業設計に活用でき
るように解説する。また、学習指導案の構成を理解し、具体的な授業
を想定した授業設計と学習指導案を作成する。作成した授業案をもと
に模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付
ける。その後ディスカッションを通して能力・資質を向上する。これ
らを踏まえて、発展的に実践研究の動向を知り、授業設計の向上に取
り組む。

技術科教育法I

授業計画に含まれる内容を理解した上で技術科教育の教育観を具体的
に表現できる。
具体的な授業場面を想定した授業設計へ向け下記の基礎的な学習指導
理論を理解している
・子供の認識・思考、学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性
・授業の構成
・教材の必要条件
評価の役割・学習指導要領に示された下記の点を理解している
・技術科の目標及び主な内容並びに全体構造
・領域A〜Dの指導上の留意点
・技術科の学習評価
・技術科の内容と背景となる学問領域との関係

技術科教育法II

前半は、中学校での指導経験を基に培った教材研究や教材開発の方
法、教材・教具の意味などについて指導を行う。
後半は、ペア(受講人数によって単独･グループ)で教材研究をさせ、
作成した教材を使用して模擬授業を行わせる。模擬授業の結果から、
教材研究の方法や作成した教材、指導方法の問題点等を探究させる。

技術科教育法III

３学年間を見通した全体的な指導計画を、各自の教育観に基づいて立
案する。そして立案した指導計画の発表・討論を通して、教科の目標
を見据えた各内容や題材のつながり、さらには学年、学期、単元にお
ける時間的まとまりでの評価法について検討・改善することで、３学
年間を見通した指導計画の作成を経験する。
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技術科教育法IV

各自の教育観に基づいて立案した指導計画に沿って、その一部を取り
上げ詳細な学習指導案および実践に必要となる教材を作成し、模擬授
業を実施して、技術分野の授業の設計から実践、分析・評価、改善に
至るまでのプロセスを経験する。
指導計画に基づき、単元の授業設計と学習指導案を作成し、模擬授業
を通して授業改善することができる。
（1）学習後の総合的な成果
技術科教育実践に際して必要な教育哲学（教育観）の醸成、及び教科
の内容とその教授方法、授業技術など、教師として備えていなければ
ならない実践能力について模擬授業を通して会得する。
（2）学習後の具体的な成果
・年間指導計画に基づき学習指導案を適切に作成でき、教職に就いた
時の自分自身の具体的な課題について理解を深める。また、自分自身
の模擬授業を適切に展開できる。
・各自の教育理念に基づいて作成した学習指導案の教育的意義を論理
的に説明できる。
・他学生の模擬授業を観察することで、授業の設計、実践、分析と評
価、改善についての客観的、具体的な 検討意識を高めることができ
る。

中等家庭科教育法I

中等家庭科の意義・教科特性、目標・内容、指導方法および評価方法
について解説する。グループディスカッションやワークショップな
ど、学生による主体的・実践的な活動を組み入れたアクティブラーニ
ングを導入して授業を進める。また、言語活動の充実を図るグループ
交流やICTの活用、教育現場の実態を踏まえた実地指導講師による授
業など、具体的・実践的な学習を取り入れる。

中等家庭科教育法II

中学校家庭科の学習指導及び評価方法について解説する。教材及び学
習指導案の作成を通して、指導計画を元に授業を実践できる力を育成
する。
授業の到達目標
・中等家庭科の学習指導及び評価方法について理解する。
・現代の生活課題をふまえた授業を立案することができる。

中等家庭科教育法III

模擬授業の体験から、授業を行う際の注意点などに気付き、教育実習
でよりよい授業が展開できる授業設計力と実践的指導力を養う。
授業の到達目標
・中学校家庭科の教育内容を理解した上で学習指導案や教材が作成で
きる。
・作成した教材を活用した授業を構想することができる。

中等家庭科教育法IV

基本実習の振り返りを通して、学習指導計画や教材等の改善点をふま
えた授業づくりを解説し、修正指導案に基づいた模擬授業を行う。家
庭科における評価のあり方を検討させる。
授業の到達目標
中学校家庭科の教育内容を理解した上で学習指導計画や教材を分析、
評価、改訂ができる。

中等音楽科教育法I

学習指導要領に基づく音楽科の基礎理論を根拠として中学校・高等学
校音楽科の学習指導案が作成できるようになることをねらいとする。
学生が具体的な授業像が描けるよう、授業映像や担当教員による教諭
経験を生かした模擬授業によってモデル授業を提示する。理論と実践
の往還を意識し、講義と学習指導案の作成を並行して進め、模擬授業
を実施させる。

中等音楽科教育法II

「生成の原理」に基づく音楽科の基礎理論を根拠として、中学校及び
高等学校音楽科授業の教材研究を班別で行い、それに基づいた学習指
導案を作成し、模擬授業ができる。
音楽科の教科内容の特質を踏まえた教材研究を基に、教材研究の提案
や学習指導案作成等の授業デザインができるようにする。

中等音楽科教育法III

音楽科におけるカリキュラム編成の重要性についての理解が深まるよ
う、実際に中・高の音楽科カリキュラムを作成する活動、カリキュラ
ムを意識した模擬授業実践を授業に組み入れる。学校現場での経験を
基に、カリキュラム編成のポイントをおさえる。
到達目標
○音楽科におけるカリキュラム・マネジメントについて理解する。
○中学校・高等学校音楽科の年間カリキュラムを作成することができ
る。
○カリキュラム内での位置づけを意識した模擬授業を実践し、それを
振り返ることができる。
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中等音楽科教育法IV

生徒の学習過程を音楽的思考過程として解釈して逐語記録から根拠を
伴って授業を分析し、批評できる。
「授業分析」から得た知見を基に学習指導案を改訂し、模擬授業がで
きる。
教育実習での研究授業を含む授業事例について、授業観察、授業分
析、授業評価を行うことを通して、授業評価の視点と方法を学修す
る。「授業分析」では生徒の思考過程に焦点を合わせ、随時、この
テーマに関する講義を挿入する。

美術科教育法I

学習指導要領に示された美術科の教育目標と目指す資質・能力および
学習内容について理解するとともに，具体的な授業場面を想定した授
業設計を行う方法を身に付ける。
美術科の教育目標等については講義形式で，表現や鑑賞の活動とその
学習内容については演習を通して身に付ける。後半では指導案作成と
評価計画の作成および模擬授業を行う。

講義22時間
演習8時間

美術科教育法II

美術科の授業の目標、内容、方法について講義を行う。
鑑賞を指導する方法の一つとして対話型鑑賞法を学ぶ。ファシリテー
ション、作品選びの方法について講義を行い、鑑賞指導を学生自ら実
践できるよう支援する。対話型鑑賞の実践から得られた疑問・意見な
どをもとに鑑賞指導の方法についての検討会を行う。グループごとに
鑑賞題材研究のテーマを設定し、指導計画・指導案を作成、発表、検
討する。

美術科教育法III

学習指導要領に示された美術科の教育目標、育成する資質・能力およ
び学習内容について深く理解し，様々な学習指導理論を踏まえて具体
的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。
美術科の学習内容等について講義で再確認の後，題材研究に基づく指
導案作成と評価計画の作成および模擬授業を行う。

美術科教育法IV

美術科における題材開発、造形活動の指導・評価ついて見識を深め、
以下の実践的な能力を身につける。
・課題を明確にした授業計画が立案出来る。
・ユニークな造形活動を提案出来る。
・他者の造形活動を柔軟に見ることができる。
・授業の技術を獲得する。
模擬授業と検討会を通して、題材開発・授業方法・評価方法などにつ
いて実践的に考察する。授業立案はグループで行い、授業者・評価者
に分かれ実践する。題材研究、学習者の活動記録、検討会での振り返
り・議論内容を報告書にまとめる。

書道科教育法I

学習指導要領の内容に沿って高等学校書道科の授業の目標、内容、方
法、または、指導案の作成などについて講義する。グループを作り、
単元（楷書、仮名など）の課題を割り振る。受講生は割り振られた単
元についてグループ内で指導案を作成し、模擬授業を行う。模擬授業
後、良かった点と改善点について議論する。また、本授業終了後に改
めて指導案と模擬授業についての意見をまとめ教員へ提出する。

書道科教育法II

学習指導要領の内容に沿って高等学校書道科の授業の目標、内容、方
法、または、指導案の作成などについて講義する。グループを作り、
単元（草書・隷書など）の課題を割り振る。受講生は割り振られた単
元についてグループ内で指導案を作成し、模擬授業を行う。模擬授業
後、良かった点と改善点について議論する。また、本授業終了後に改
めて指導案と模擬授業についての意見をまとめ教員へ提出する。

情報科教育法I

本講義では，高等学校普通科「情報」及び専門教科「情報」の教育目
標，内容を理解し，実際に授業を担当する状況に自らを置き，その指
導方法について学ぶ。
具体的内容として，学習指導要領をしっかりと読み解き，「情報」と
いう教科の必要性の理解，小中学校での情報教育の現状把握などを行
う。また，教材研究，学習指導案の作成方法の基礎的な能力を身につ
ける。 終的に，情報科教員としての基礎を身につけることを目指
す。

情報科教育法II

情報科の授業構成論または授業研究として位置付け、情報科の授業構
成論、授業の分析や授業開発方法、指導案の作成方法などの検討及び
その実践を通して、情報科の授業づくりや学習指導についての実践的
力量の形成を目指す。本授業は、グループ単位（または個人単位）に
よる教材開発、学習指導案作成、模擬授業（マイクロティーチン
グ）、アクティブラーニングによる教育指導の実践力を培う。
授業方法としては、昨今の教育事情を踏まえICTやLMS活用による授
業、遠隔授業等を実施するなど、様々な授業技術の知識やスキルを体
験的に学修しながら進める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

工業科教育法I

工業科教育の果たす役割を認識した上で，その教育に必要となる基礎
的な知識，技術，課題を解決する能力の習得を目指す。工業科におけ
る教育方法，教育課程などを理解し，工業科教育の担い手として必要
な資質や能力を形成することができる。
工業科教育の歴史，教育の目的，教育の方法と技術を教育学的視点か
ら検討し，今日的な工業科教育のあり方を講義する。理解が深まりや
すいよう，発表やディスカッションを取りいれた能動的な学修とす
る。

隔年

工業科教育法II

工業科教育に必要となる基礎的な知識，技術，課題を解決する実践的
能力の習得を目指す。工業科における教育方法，教育課程などを理解
し，工業科教育の担い手として必要な資質や能力を形成することがで
きる。
工業科教育の教育の方法と技術や教育環境を教育学的視点から検討
し，今日的な工業科教育のあり方と現在の課題と展望を講義する。理
解が深まりやすいよう，発表やディスカッションを取りいれた能動的
な学修とする。

隔年

教職インターンシップI

１．教職インターンシップIは、１回生の教職入門実習において見出
した自らの学修課題を受けて、小・中学校で児童・生徒と関わり、教
師の仕事の補助などをしながらその課題に向き合い、解決していくこ
とをめざす。
２．履修の前年度（１回生時）10月に事前指導としてガイダンスを実
施する。
３．学校でのインターンシップ活動は、履修前年度（１回生）の２月
から当該年度（２回生）の１月までの間に60時間以上おこなう。

教職インターンシップII

１．教職インターンシップIIでは、教職入門実習や教職インターン
シップIで把握した学修課題を深めるとともに、基本実習の準備をお
こなう。児童・生徒と関わりを深めながら、学級全体や児童・生徒の
様子をつかんだり、教材研究や準備物をそろえるなど授業の準備を手
伝いながら、学級づくりや授業づくりの具体について理解を深める。
２．基本実習終了後は、基本実習で出てきた課題に取組んだり、基本
実習以前よりも児童・生徒の理解を深め、指導や支援をおこなう。ま
た、教師の仕事の補助もさらに行き届いたものにする。
３．履修の前年度（２回生時）10月に事前指導としてガイダンスを実
施する。学校でのインターンシップ活動は、履修前年度（２回生）の
２月から当該年度（３回生）の１月までの間に60時間以上おこなう。

特別支援学校インターン
シップ

１．特別支援学校インターンシップでは、１回生で把握した学修課題
の解決を図り、教職実践力の向上を目指すと共に、３回生の特別支援
学校基本実習の事前準備にも取り組む。障がいやニーズのある幼児児
童生徒との関わりを深めることを目的として、幼児児童生徒の実態を
把握すると共に、適切な指導と必要な支援の実際について理解する。
また、教材研究及び教材開発などの授業準備、学級づくりや授業づく
りの具体についても体験的に理解を深める。
２．特別支援学校インターンシップ終了後は個人及び集団、また、多
様な障がい種なども含み、インターシップ記録に基づいて、省察及び
振り返りに積極的に取り組み、特別支援学校基本実習に向けて、自己
の課題を明確にして、解決のための学習計画を立てる。
３．履修年度（２回生時）４月に事前指導としてガイダンスを実施す
るので必ず出席すること。学校でのインターンシップ活動は、当該年
度（２回生）の９月に、特別支援学校及び特別支援学級において、２
週間（基本10日間）の取り組みとする。

連携協働活動演習

学士課程の学修を通して、異なる専門性や教職や教育支援人材に必要
な職能を伸長している教員養成課程の学生と教育協働学科の学生が連
携、協力して活動し、自分の役割を担いながら学校現場の課題に取り
組む。協働のあり方や活動のマネジメントなど「チーム学校」モデル
を経験する。

幼児教育インターンシップ

幼稚園でのインターンシップに参加することで、幼稚園での子どもと
かかわる場面以外の仕事についても理解を深めるとともに、実践研究
を行うための課題意識を深める。
緻密な記録をとることで、その記録からの考察を深める。
実践研究の場を紹介する。その場で行われていることについて、解説
をする。
実践研究をする際に生じた問題を解決するための支援を行う。
実践研究に関する理論や研究の検索を支援する。議論の際の、学生の
ユニークな着眼を評価する。

共同

学校インターン
シップ科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

学校インターンシップ体験

小学校または特別支援学校のいずれかに20日以上継続的に訪問し、授
業参観や授業補助などの支援活動を通して教育活動の実際を体験す
る。その際、説明会を含む事前・事後指導や体験の報告会に合計５回
出席し、教職を目指す者としての自覚を高め、教職への展望を持つ。
なお、受入校ごとに担当教員が1名つき、受講学生の個別指導、受入
校との連絡に当たる。

幼児教育実践総論

幼稚園生活の実際について、附属幼稚園での保育参観及び保育参加を
通し、実践につながる講義・実技指導を行う。
実践を見る際の着眼点、記録をつける際のポイント、指導案を作成す
る際の配慮事項などについて、意見交流を促し、詳しく解説する。

（オムニバス方式／全15回）
（46中橋　美穂／２回）
オリエンテーションおよび授業のまとめについて担当する。
（278小池　美里／４回）
幼稚園の生活、幼児の発達の特性、教師の役割について担当する。
（217石川　順子／５回）
幼稚園教育の役割、教師の役割について担当する。
（352橋之爪　美砂／４回）
指導計画・指導案、発達の理解について担当する。

オムニバス

ピアノ表現演習I

演奏技術を身につけることをテーマとし、保育においてピアノの使用
に困らない、そして発展できる内容を扱える演奏技術が身につく。
身につけた技術が様々に応用でき、弾き歌いも問題なくできるように
なる。
幼稚園教諭として必要な演奏技術を身につける。
初心者は保育で困らないよう、そして経験者より発展性、音楽性など
を身につける。

ピアノ表現演習II

演奏技術を身につけることをテーマとし、保育においてピアノの使用
に困らない、そして発展できる内容を扱える演奏技術が身につく。
身につけた技術を様々に応用でき、弾き歌いも問題なくできるように
なる。
幼稚園教諭として必要な演奏技術を身につける。
初心者は保育で困らないよう、そして経験者より発展性、音楽性など
を身につける。

表現指導基礎演習I

子どもの豊かな音楽表現活動を手助けするには、まず保育者自身が
様々な音楽を知り、表現できる必要がある。そこで本授業では、各自
の音楽的技能、基礎的な知識の向上を図ることを目的とする。
幼児の音楽表現活動を伸ばすために必要な基礎知識を理解する。
楽典、編曲や簡易な作曲の方法、コード奏による弾き歌い、さらに
マーチやかけ足などの変奏、各種の楽器などを使った演奏等を行う。

（オムニバス方式／全15回）
（72加藤　あや子／10回）
音楽の基礎知識、コードネーム、リズムアンサンブル等について担当
する。
（351朴　守賢／５回）
作曲、編曲等について担当する。

オムニバス

表現指導基礎演習II

子どもの豊かな音楽表現活動を手助けするには、まず、保育者自身が
様々な音楽を知り、表現できる必要がある。そこで本授業では、表現
指導基礎演習Iをふまえて、さらに発展させた知識、技能の習得を目
指す。
総合的な音楽表現活動として音楽劇の制作を行う。

幼児教育研究調査法I

主に、データの収集と「量的」な集計を学びます。
・様々な調査手法についての解説をし、学生による質問紙調査を指導
する。（文献、アンケート、インタビューを想定）
・アンケートの作成方法（オンライン）と倫理的配慮、データ入力用
のフォームの作成における工夫・留意点を、グループごとの作成過程
に即して指導する。何度も修正をするなかで、コツをつかめるように
する。
・インタビューに関しては、質問項目作成・精選までを行う。（実際
に調査を行うことはしない）
・データ収集は、原則として、ネット上のアンケートツールを用いて
行う。

講義8時間
演習8時間

幼稚園教育専門科
目

専
攻
専
門
科
目
群
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授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

幼児教育研究調査法II

データ収集方法や確認方法、簡単な統計手法を概説し、グループごと
の作業を支援する。
希望するテーマの卒論の作業部分の支援を行うために必要な、卒論支
援のコーディネートをする。
また、４回生の卒業論文の中間発表会（10月）、及び 終の卒論発表
会（２月）への出席もこの授業に含む。

＜調査法のスキルの獲得＞
１．オンラインで収集したデータを集計してチェックできる。
２．データの初歩的な統計的分析ができる。
＜調査法に関する知識の獲得＞
３．〈卒論支援〉さまざまな研究手法を知る。そのために、質問紙調
査、面接調査、観察調査の特徴を知り、卒業論文の作成への周辺的参
加などを通して、多様な研究方法論の理解を深める。
４．〈プレゼン〉調査結果を問題・目的・方法・結果・考察のスライ
ドにまとめ、発表できる。

講義6時間
演習10時間

就学前の教育学

幼児教育学すなわち、保育の理念、保育内容、方法の全体の概説を行
う。本授業では、保育原理をどのように考えてきたのか、日本に於け
る幼稚園教育要領の理念的変遷、幼児期の発達と保育方法、内容につ
いて検討する。
（オムニバス方式／全15回）
（46中橋　美穂／３回）
保育原理、遊びを通した指導について担当する。
（212安達　譲／６回）
保育制度の動向と幼児理解にはじまる保育等について担当する。
（279小磯　久美子／６回）
幼児教育における教育課程と具体的な指導の実際等について担当す
る。

オムニバス

幼児と健康

乳幼児期における「健康」のねらい及び内容を幼稚園教育要領に基づ
いて基盤となる知識、技能を身に付ける。特に、乳幼児の遊びを中心
とした生活環境をどのように整え、心と体の健康を育てるかについ
て、教師自身が正しい知識と技術をもって援助していく重要性につい
て深く考える。さらには、事例研究やペアワークなどを通して、実践
的に指導方法を討議し考え、他者の意見などを通じて理解を深め合
い、適切な指導方法について身に付ける。
（オムニバス方式／全８回）
（46中橋　美穂／２回）
乳幼児を取り巻く生活環境について担当する。
（185平井　美幸／３回）
幼児期の怪我や事故の特徴と応急処置・病気の予防について担当す
る。
（196橋元　真央／３回）
乳幼児期の運動発達の特徴について担当する。

オムニバス

幼児と人間関係

現代の幼児の人間関係の育ちに影響を与えている社会的要因について
理解し、幼児教育で保障すべき教育内容に関する知識を身に付ける。
特に、他者との関係や集団との関係の中で幼児期の人と関わる力が育
つことを理解する。
（オムニバス方式／全８回）
（43戸田　有一・158裴　光雄／１回）（共同）
現代社会と幼児の人間関係について担当する。
（158裴　光雄／１回）
乳幼児期の人間関係のひろがりについて担当する。
（102芦田　祐佳／２回）
幼児期に育みたい資質・能力と人間関係について担当する。
（46中橋　美穂／１回）
幼児期の遊びや生活の中で見られる人と関わる力の育ちについて担当
する。
（200柳岡　開地／１回）
他者との関わりからみる社会情緒的発達について担当する。
（43戸田　有一／２回）
入園前の時期の人間関係の広がりと他者理解について担当する。

オムニバス

領域専門科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

幼児と環境

幼児を取り巻く環境（物的環境・人的環境・情報環境など）と，それ
らの幼児の発達にとっての意義を説明できる。幼児の認知的発達の特
徴を踏まえた上で，物理的，数量・図形，生物・自然との関わりの事
象に対する興味・関心，理解の発達を説明できる。知識基盤社会及び
持続可能な開発のための教育（ESD）などの現代的課題と幼児期にお
いて身近な環境と関わることの意義について説明できる。
領域「環境」の指導で必要となる感性を養い，教育内容に関する知
識・技能を身に付ける。特に領域「環境」の指導基盤となる，幼児期
の思考・科学的概念の発達，現代の幼児を取り巻く環境とその課題等
について学ぶ。
（オムニバス方式／全８回）
（194岡部　舞／４回）
幼児と自然環境について担当する。
（165森岡　達史／２回）
幼児と数について担当する。
（71垣本　徹／２回）
幼児とものづくりについて担当する。

オムニバス

幼児と言葉

領域「言葉」の指導の基盤となる、幼児が豊かな言葉や表現を身に付
け、想像する楽しさを広げるために必要な基礎的知識を身に付ける。
そのとき、ホモサピエンスにおける「言葉」の意義と機能をその習得
の様相から理解し、幼児の言葉を育て、言葉に対する感覚を豊かにす
る教材や実践に関する知識を身に付ける。
（オムニバス方式／全８回）
（27佐藤　一好／２回）
人間にとっての言葉の意義と機能について担当する。
（145田中　俊弥／４回）
幼児の言葉の発達について担当する。
（177小林　翔／２回）
第２言語習得論と幼児教育段階における英語教育のありかたについて
担当する。

オムニバス

幼児と表現I

領域「表現」の指導に関わって、幼児が表現活動に取り組む姿をイ
メージし、その発達を促進する要因、また遊びを通して幼児が感性・
創造性・表現力を豊かにする具体的方法について実践的に学び、 終
的に幼児の表現活動を支えるための知識・技能を身につける。

幼児と表現II

幼児期の造形表現活動の意義をふまえ，子どもの活動内容や作品，保
育事例を見ながら学んでいくと同時に，幼児の感性や創造性を豊かに
するための造形遊びや環境構成などについて解説する。また，子ども
の発達と造形表現について考え，子どもたちが造形表現活動を支援す
るための知識・技能，表現力を身につける。

国語（書写及びICTの活用を
含む。）

近代の国語教科書の成り立ちについて理解させ、小学校の国語科を担
当する教員に必要な基本的な知識や書字力を身につけさせる。また、
読み聞かせや創作活動など、さまざまな言語活動をとおして、受講生
の言語生活の向上を図るとともに、国語常識や「にほんご」の活用に
関する基礎的な表現や理解の能力を養うことを眼目とする。

社会（ICTの活用を含む。）

小学校社会科の内容についての各学問分野からの事実と資料の収集方
法、科学的な考察の方法と教材作成方法が講義される。また、ICTを
活用した資料収集や教材作成等にも触れる。
（オムニバス方式／全８回）
（61山近　博義、341西裏　慎司、379水野　惠司／４回）
社会科（地理的分野）について担当する。
（78櫻澤　誠、418渡邊　昭子／２回）
社会科（歴史的分野）について担当する。
（21倉本　香、20串田　秀也、23小林　和美、55松本　啓二朗／２
回）
社会科（公民的分野）について担当する。

オムニバス

算数（ICTの活用を含む。）

いろいろな量における変化量に関して、その定義性質を理解する。
１変数の変化の割合に関する変化率の計算について、その定義・性
質・グラフとの関わりについて理解する。
主として、変化率の計算等について講義をする。
受講者の理解のために、ICT 機器を使う練習も兼ねて、適宜演習を組
み入れる。
高校数学で学習するいろいろな概念が未履修なことも想定し、基礎的
な部分も説明を加える予定である。

小学校教科専門科
目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

理科（ICTの活用を含む。）

小学校理科の教科書で取り扱われている各領域の主な観察・実験を用
意し，学生にグループ単位で行わせる。
ICTを活用した実験・観察や学習者間での交流を促進する。
小学校理科で特に理解が必要な内容について講義を行い，学生に演習
させる。

生活（ICTの活用を含む。）

生活科が誕生した歴史的背景を概説するとともに，小１プロブレムや
スタートカリキュラムに関する議論を通して，生活科が幼小接続期に
果たす役割を考えられるようにする。また，体験や経験のなかで生ま
れる気付きの意義についてワークショップを通して実感的に理解でき
るようにする。なお，ワークショップにおいては，適宜，外部の専門
家と連携・協力しながら活動を進めるとともに，ICTを活用した教材
提示の方法も紹介する。

講義12時間
演習4時間

音楽（ICTの活用を含む。）

音楽には特有の仕組みがあり、それを明記した記号が楽譜である。本
授業では第一に、楽譜に関する諸規則を知り、読譜・記譜のスキルを
いかに獲得するかについて理論・実践両面から講ずる。また第二に、
幅広い視野に立ち様々な時代・ジャンル・文化の音楽を比較する。さ
らに第三に、楽曲を分析するだけに止まらず、鑑賞・演奏・創作の各
活動を通して、 終的には音楽を総合的に理解することを目指す。

図画工作（ICTの活用を含
む。）

小学校図画工作の多様な表現活動と鑑賞活動の基本的な事項を理解す
るとともに，表現活動の指導方法や支援方法について考えることがで
きる。
図画工作で使用する材料や用具など身近な素材の種類や特性を理解す
るとともに，技術の習得をめざし主体的な表現活動をすることができ
る。
図画工作の表現や鑑賞の楽しさを味わい，造形的な資質能力を高める
ことができる。
児童の豊かな表現活動の基礎となるさまざまな表現技法を理解させ
る。造形遊び，絵や立体，工作による作品制作を通して，思考力や表
現力，技能を身につけさせる。
ICT（デジタル教材やデジタル教科書など）を用いて教科内容の理解
を深める。

家庭（ICTの活用を含む。）

家庭の意義、あり方などの基本的な事項について理解するとともに、
当事者意識をもって多角的な視座から家庭の位置づけと課題を捉える
ことができるようになる。具体的には、小学校の家庭科で取り扱われ
る内容について、その特徴を理解し、知識を深め、概要と課題を説明
できる。
小学校家庭科の専門的内容のテーマ別に、事例の紹介や実習を取り入
れて、理論的･実証的な講義を中心とした授業形態とする。
（オムニバス方式／全８回）
（22小﨑　恭弘／２回）
家族・家庭生活について担当する。
（2井奥　加奈／２回）
食生活について担当する。
（60山田　由佳子／２回）
衣生活について担当する。
（246小倉　育代／１回）
住生活について担当する。
（218石川　智子／１回）
消費生活・環境について担当する。

オムニバス

体育（ICTの活用を含む。）

授業の大半は実技形式で、グラウンド、体育館およびプールにおいて
指導法を中心とした実技指導を行うが、必要に応じて講義も行う。授
業形態については、全体で３回、グループ別で12回（体つくり運動
系、器械運動系、陸上運動系、水泳運動系、ボール運動系および表現
運動系を各２回）実施する。

共同

英語（ICTの活用を含む。）

新課程の小学校の教科書を活用した授業の作り方を学ばせる。単元計
画を立て、導入・展開・まとめの流れを意識した模擬授業などの演習
を多く取り入れて授業を進め、その取り組みについて振り返りを行わ
せる。中学校・高等学校教師としての指導経験を活かして、小学校英
語と中学校英語における教授法ついて一緒に考え、指導を行う。

学校におけるICT活用

学校の中で、ICT機器が活用される様々な教育場面を概観し、それぞ
れの場面で用いられる主要な（教育）アプリケーションを紹介する。
また、その機能特性やICT環境改善について知見を広げ、必要に応じ
てシミュレーション的に操作することを通して、ICT活用の技術的力
量の基礎を培う。

次世代教育専攻共
通科目

－基本計画書－91－



（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

インクルーシブ教育実践論

障がいなど自明の支援が必要な児童・生徒と並んで、学校には顕著で
はないけれども個別的な支援を必要とする児童・生徒も通学し、学習
集団を形成している。このような前提に立って、どのような学習活動
を組織・運営する必要があるかを、幾つかの具体的な教科学習の事例
を取り上げながら考究し、また、その方向性の中で、教材開発や授業
展開に関する知見を広げる。

教育科学入門

学校教育への教育科学的なアプローチの基礎について多角的に理解す
ると共に，次年度以降のより発展的内容を理解・習得する上での土台
の形成を促すことを目標とする。講義では，担当教員がそれぞれ専門
とする分野にもとづいて教育科学の基礎・入門に当たる内容を講義す
る。内容の理解を促進するため，回によってはグループワークなどの
活動も行う。また，毎回の講義内容をふまえた課題を課し，それに取
り組むことで受講生各自が理解を深める。

教育の哲学的探究

ダイバーシティ社会の中で生きていく子どもたちには、人間の多様性
を理解した上で、コミュニケーション能力を培い、共生していくこと
のできる知識と能力が必要である。そのために人間の多様性と本質に
ついて、歴史的に思考を積み重ねてきた哲学をてがかりにして共生社
会の実現を目指す教育の在り方を探究する。具体的には、真理や善や
美など哲学的テーマに関する子どもの素朴な発言と行為に敏感にな
り、そこに込められた意味について他者との議論を通して哲学的な反
省をすることができ、将来教師として多様な性格を持つ子どもの言動
に深い理解と対応ができるようになることを目指す。

共生する社会と教育方法学

いま地域社会が、その構成員の国籍・文化的背景・生き方や思想が多
様性に富む環境（ダイバーシティ）に変化しつつある。そのような環
境のなかで、人々が分断されることなく連帯して共に生きていくため
に、学校においてすべての子どもたちに共通に保障すべき学習経験や
生活経験は何かという問題を探究する。その際、社会・他者・自分へ
の関心を育み「社会づくり」「関係づくり」「自分さがし」にチャレ
ンジしてきた、国内外の実践事例を手掛かりにする。

教育の社会学的探究

教育の社会的な意義や役割について深く探求をおこなう。この目的の
ために、諸外国との比較におけるわが国の学校や教育の特徴について
学び、さらに家族システムや経済システムとの関連について考えてゆ
く。このことを通じて、現代の社会において教育がどのように機能
し、どのように社会を形成・変革しているのかを理解し、教育政策や
教育改革についての議論に参画するための知識の獲得やスキルの形成
をめざし、社会的な視点から教育を分析・評価する力を身につけてゆ
く。

ダイバーシティと教育行政

教育や社会におけるダイバーシティについて、課題を発見する目を養
い、教職員としての役割を考えることができるようになるため、子ど
もの貧困を手がかりにして解説する。受講者には、子どもの貧困以外
にもダイバーシティの尊重について検討できる自治体における課題や
ニュースについて提示し、事例的に教育政策・施策の提案ができるよ
うに、探究的な学びを求める。

心理学実験

心理学が科学である以上，心理学研究法を学ぶということは科学的方
法および科学コミュニケーションを学ぶということでもある。本授業
は，心理学研究法の中でも実験法について具体的な事例に触れながら
基本概念を習得すること，科学論文・レポートの書き方の基礎を習得
すること，文献検索・文献講読の基礎を習得することを目標とする。
授業各回にて，心理学の基本的な実験を学生達を対象に実施し，また
時として学生自身が実験者として実験を実施し，その結果をレポート
する。

世界の心理学研究

発達，学習，社会化，ならびにそれらの臨床的問題に関する世界の心
理学の研究動向の概要を，主に英語で書かれた文献を読むことで把握
する。加えて，近年のAIの進歩により格段にその性能が向上した自動
翻訳機能を活用して例えばスペイン語など，我が国の中等教育では履
修することの少ない言語で書かれた文献にも触れ，真の意味での国際
的な見識を養う。また，和英間の翻訳を試すことで，自動翻訳機能の
現時点での長短を体験的に学び，情報の適切な取り扱いについて考え
る。

心理学の問題探究

親子関係，不登校，学業不振や学習障害，様々な心理的個人差，児童
虐待，発達の遅れなど学校教育に関する様々な問題に対して，心理学
的視点からどのようなアプローチが可能かを理解する。教育･学習･発
達･臨床心理学の各分野の専門家である担当教員が，それぞれ１₋２回
の講義を実施し，それぞれの領域の特色と基本的な考え方，学校教育
との関連などについて説明する。また，毎回の講義内容を踏まえた課
題を課し，それに取り組むことで受講生各自が理解を深める。

教育探究コース専
門科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

現代社会と道徳的価値

現代社会における道徳的価値の意味と意義について検討する。具体的
には、はじめに道徳的価値の定義を他の価値との関わりから確認す
る。次に、学習指導要領に示される道徳的諸価値として、道徳科で取
り扱う内容項目について検討し、それら道徳的諸価値をてがかりにし
て受講生各自の人生経験の自己分析を行う。そして、自己分析の結果
を受講生相互で批評しながら、今日の社会における道徳的諸価値の位
置について多面的・多角的に考察する。

道徳的行為の多面的理解

道徳的行為を発現させるプロセスの分析をもとにその多面的理解を促
し、そこから道徳教育における指導方法の多様性につなげていく端緒
となることを意図している。具体的には、推論や判断、省察はもちろ
んのこと、想像力や身体性、習慣や感情、環境や文化との関係まで視
野に入れ、総合的に道徳という事象を理解していくことを目指し、そ
の形成プロセスの疑似体験としてのディベートやディスカッションな
ども取り入れて構成する。

道徳思想の探究

道徳を社会システムの一部をなす構成要素として理解する立場から、
仏教、イスラム教、キリスト教、儒教、神道といった代表的な思想に
ついて文化的側面や地政学的要因まで掘り下げて分析し、国民性・民
族性などを含めた文化的多様性とそこに通底する普遍的要素を探究的
に考察し、相互理解や相互補完の可能性を探っていくことを目標と
し、学生自身による探究的学習を重視しつつ、協働的探究者として助
言を与えながら学習を進める。

道徳教育のための道徳性発
達心理学

道徳教育や道徳科における学習指導、あるいは道徳科の教材のあり方
について考える上で基礎となる道徳性発達に関する諸理論について検
討を進める。道徳教育を展開する上では、子どもの道徳性がどのよう
に発達していくと考えられているのかについて見識を深めるだけでな
く、子どもを含めた私達が道徳的事象をどのように認知しているかに
ついて理解することなども重要である。これらの見識や理解を深める
とともに道徳的発達に関する諸理論をふまえて道徳科の教材分析を行
う。

学校教育と子ども文化

1970年代以降の子ども文化と学校教育との関係を歴史的に概観し、子
どもの興味・関心の変遷を理解した上で、現代の子どもたちの文化に
関する興味・関心がどこに、何にあるのかを考察する。それを踏まえ
た上で、学習者中心の授業作りにおいて、学習者のモチベーションお
よび学習効果を高める可能性や授業の工夫について考究する。

発達の科学

幼児期から青年期までを視野に入れ，発達の様相およびそれを説明す
る発達科学の理論的基礎を理解するとともに，学校での実際の子ども
の理解に結び付けられることを目標とする。
子どもを社会的な関係の中で発達するものとしてとらえ，社会的発
達・言語発達・認知発達などの諸分野で得られた知見と支援のあり方
を論じる。文献や資料を理解するのみならず，実際の子どもの行動・
発言と関連づけながら，心理学的な知見を紹介する。

隔年

行動と学習の科学

行動と学習の科学の礎である学習心理学の基本概念を全て理解・記憶
し，また実生活や社会活動・教育活動を学んだ内容を元に解釈し，ま
た学んだ内容を実生活や社会活動・教育活動にて活かせることを目標
とする。非連合学習・古典的条件づけ・オペラント条件づけのそれぞ
れについて，基本原理・理論と研究の諸様相，応用についてそれらの
研究の展開に沿って順を追って論じるとともに，認知科学の影響を強
く受けた現代の行動と学習の科学における諸テーマの中でとりわけ発
達と教育に関連するテーマについても概説する。

隔年

対人心理の探究

対人心理は，個人と個人，個人と社会がお互いに影響し合う過程を研
究する社会心理学の一分野である。この講義では，教員をめざす学生
を対象に，社会心理学的な理論を学び，実際の学校場面の課題にどの
ように適用できるか検討する。そして，学校で展開する，児童生徒
間，児童生徒と学級集団がお互いに影響し合う過程に着目し，社会心
理学の観点から，学級経営のアセスメントやその結果にもとづく実践
的な介入の可能性について検討する。

隔年

子どもの育ちとこころの援
助

子どもと家族を取り巻く事象を取り上げ，子どもの育ちを支えるため
に必要なことは何かを受講者とともに考える。中でも，子どもの育ち
をめぐる様々な困難（不登校，子どもの貧困及び虐待，生きづらさ，
子育て不安など）について，心理学の基本的な考え方を学ぶととも
に，それらの問題にどのようにアプローチすることができるのかを具
体的な実践を踏まえて解説する。また，受講生とともに事例研究や調
査研究結果を読み解きグループ討議を重ねる中で，受講生自身が問題
について主体的に考え発言できる力を涵養したい。

隔年
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教育探究演習I

グローバル社会およびダイバーシティ社会における学校教育のさまざ
まな課題を自ら発見し、その課題解決のために科学的に探究していく
ための基礎的知識の理解と探究の態度を、演習形式により修得するこ
とを目指す。受講者は自分が関心を持った学校教育の現代的課題につ
いて、指導教員の指導の下で文献購読や資料収集、現地調査、観察・
実験等を行い、その成果を発表し、議論し、振り返りを行うことを繰
り返すことによって、課題解決のスキルの向上を目指す。

教育探究演習II

グローバル社会およびダイバーシティ社会における学校教育のさまざ
まな課題を自ら発見し、その課題解決のために科学的に探究していく
ための基礎的知識の理解と探究の態度を、演習形式により修得するこ
とを目指す。受講者は自分が関心を持った学校教育の現代的課題につ
いて、指導教員の指導の下で文献購読や資料収集、現地調査、観察・
実験等を行い、その成果を発表し、議論し、振り返りを行うことを繰
り返すことによって、課題解決のスキルの向上を目指す。

教育探究演習III

教育探究演習Iと教育探究演習IIで自ら選んだ課題とその解決方法の
提案について、受講生それぞれが振り返りを行った上で、学校教育の
現代的課題について、演習の参加者同士で整理し、共有化を図る。次
に、その課題解決の方法が、現在の学校教育の現場においてどの程度
実現可能かを考え、さらにその検証と評価をどのように行うかについ
て、議論を重ねていく。演習の 終段階では、自分が も関心を持っ
た学校教育に関する課題を絞り、卒業論文のテーマとして確定する。

教育探究演習IV

教育探究演習Iと教育探究演習IIで自ら選んだ課題とその解決方法の
提案について、指導教員の指導の下で、受講生それぞれが振り返りを
行った上で、学校教育の現代的課題について、演習の参加者同士で整
理し、共有化を図る。次に、その課題解決の方法が、現在の学校教育
の現場においてどの程度実現可能かを考え、さらにその検証と評価を
どのように行うかについて、議論を重ねていく。演習の 終段階で
は、自分が も関心を持った学校教育に関する課題を絞り、卒業論文
のテーマとして確定する。

道徳授業の実際

「道徳」を日常言語として理解する立場から、多様な内包が混在する
概念として捉え、それに伴い指導法も当然のことながら多様なものと
なるとしつつも、一方で、教科化され、検定教科書を使用した授業を
ベースに授業実践が行われるという現実のもとで授業を構築していく
ために、発達と道徳性の諸相を意識した実践構想を代表的教材の指導
案作成を中心に現場での指導助言の経験からのフィードバックを交え
て「引き出しを増やす」ための指導をしていく。

先進的生徒指導論

家庭や地域での生活のなかで、貧困や障害等に対する周囲の無理解や
不寛容によって深く傷ついているであろう子どもたちへの共感的な働
きかけの視点と方法と共に、学級や学校での生活に創造的に参加する
方へと誘う指導の視点と方法について、理論的かつ実践的に学ぶ。こ
のことを通して、子どもたちを権利行使主体として尊重しながらも、
成熟した権利行使主体として育てていくことを可能にする生徒指導の
在り様について考察していく。

先進的授業開発論

個別 適化や協働性が重視される現代の学校教育にあって、従来の教
科学習とは異なる、資質・能力の育成を思考する授業構想について、
先進的な授業モデルを手がかりにして、その特質を理解するととも
に、カリキュラム開発の視点を獲得するための講義を実施する。

STEAMとカリキュラムデザイ
ン

教科横断のコンセプトの中でも、STEAMに焦点を絞り、その特質や教
科連携のメカニズムを、カリキュラムに位置づけながら理解した上
で、幾つかの実践モデルの分析を通して、理論と実践の対応を確認す
るとともに、STEAMの有効性と可能性について考察する。また、これ
らを踏まえて、学生グループごとに、STEAM活動を構想し、協働批評
を行う。

講義15時間
演習15時間

心理学研究のための統計法
演習

教育データの活用に関する基礎的な知識を前提としたうえで，様々な
統計手法についての理解を深め，習熟する。問題演習を通じて，基本
的な統計手法を理論的に理解するだけでなく，実際のデータ分析に活
用できるような生きた知識を身に付ける。具体的には，相関と回帰，
分散分析，ノンパラメトリック統計法，重回帰分析と，関連する各種
ソフトウェアの使用法について取り扱う。

心理学研究のための研究法
演習

教育に関連した心理学研究の手法のひとつとしての「質問紙法」につ
いて，実際に質問紙を作成することを通して，その基本的なテクニッ
クや分析方法，問題点などを学び検討していく。実際に自分たちの興
味・関心のある事項について，単なる「アンケート」としての調査で
はなく，科学的に根拠を持ったデータを収集するためにどのような質
問紙にすればよいかといった課題にアプローチする。また，分析に必
要な多変量解析について講義，ソフトウェアを用いた分析を行い，結
果をまとめて発表する。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

ダイバーシティ時代の学校
と社会

異なる文化や価値観を理解するためのスキルを身につけ、グローバル
な社会において多様性を認め合い共存することの大切さについて学
ぶ。そのために、経済的貧困・ジェンダー・エスニシティなどの現代
社会の諸課題の現状を学び、それらをデータにもとづいて客観的に分
析する手法と、その解決のための政策的課題・方法について学ぶ。こ
れらをふまえ、格差を克服し、共感や対話の力を養うためのダイバー
シティ時代の学校教育の課題と役割について、議論し考えてゆく。

子どもとつくる教育方法学

教師が一方的に知識を伝達するだけの単調な教師中心の学習ではな
く、子どもたちが学ぶ意義や意欲をもって主体的になる学習者中心の
学習といった学習観の転換がこんにち求められている。そこで本授業
では、ダイバーシティやインクルージョンという概念が注目される時
代において、教師が子どもとつくり出す教育方法のあり方を探究す
る。その際、これまでの教育方法学研究と教育実践の蓄積を解説する
とともに、受講者は学校教育に求められる実践の理念と方法の提案を
めざす。

ダイバーシティと学校経営

教育や学校におけるダイバーシティについて、課題を発見する目を養
い、教職員や教育関係者の役割を考えることができるようになるた
め、外国にルーツのある子どもが在籍する学校の経営課題を手がかり
にして解説する。受講者には、外国にルーツのある子ども以外にもダ
イバーシティの尊重について検討できる事例やトピックを選び、事例
的に学校経営課題の抽出や改善策の提案ができるように、探究的な学
びを求める。

心理学の 前線I

広く教育にかかわる心理学の研究・実践について，第一線で活躍する
研究者を招き，その領域において 新の研究トピックと実践的展開に
ついて理解し，またそれらの内容を他の心理学に関連する授業での知
識と対応づけることで互いの知識のより精緻な理解を促し，かつ自身
の今後の教育活動の質を向上させることを目標とする。本講義は，行
動とその変容に関する理解を扱う学習心理学，または，さまざまな心
理的問題に対する支援の具体的なあり方を取り扱う臨床心理学の領域
を対象とする。

隔年

心理学の 前線II

広く教育にかかわる心理学の研究・実践について，第一線で活躍する
研究者を招き，その領域において 新の研究トピックと実践的展開に
ついて理解し，またそれらの内容を他の心理学に関連する授業での知
識と対応づけることで互いの知識のより精緻な理解を促し，かつ自身
の今後の教育活動の質を向上させることを目標とする。本講義は，生
涯にわたる発達の過程について理解を試みる発達心理学，または，さ
まざまな集団における社会的プロセスを取り扱う社会心理学の領域を
対象とする。

隔年

職業指導

職業指導の目的と方法を理解し，それを実際の教育実践に応用できる
ことを目標とする。まず，職業指導・進路指導・キャリア教育の定義
とそれらを支える基礎理論を教授するとともに，仕事への移行と雇
用・労働の仕組みと現代的な課題を説明した上で，それを踏まえて小
学校・中学校・高等学校・特別支援学校における教育実践を分析す
る。その際，受講生が自分の受けてきた教育や自分自身の進路につい
て見つめるワークを行うことで，職業指導・進路指導・キャリア教育
に対する考え方を確かなものにする。

世界の道徳教育

諸外国における道徳教育について目的・内容・方法の観点から明らか
にするとともに、道徳教育をとりまく各国の政治的経済的社会的状況
を分析することで、道徳教育のあり方について広い視野から探究す
る。具体的には、日本の道徳教育の歴史的展開を確認した後、受講生
の関心に応じて諸外国における道徳教育について文献研究を中心に調
査する。そして、諸外国の動向と日本の展開を比較検討することで、
これからの道徳教育のあり方を展望する。

教育探究ゼミナールI

受講生は指導教員の下で卒業論文の構想を行う。その際、以下の点に
留意する。
・教育探究演習Iから教育探究演習IVまでの学修の成果が反映された
テーマ設定となっているか。（グローバル社会・ダイバーシティ社会
の時代における学校教育の現代的課題に適っているか）
・課題探究が科学的方法に基づいているか（論理性・実証性・客観性
が保証されているか）
受講生は各自のテーマについてゼミで発表を重ね、議論を通して、卒
業論文の内容構成を確定する。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教育探究ゼミナールII

受講生は、教育探究ゼミナールIの学修成果を基にして、指導教員の
下で卒業論文の作成を行う。その際、以下の点に留意する。
・卒業論文の執筆状況を定期的にゼミで発表し、内容について議論を
深め、科学的探究になっているか検討する。
・将来自分が教師になった時に、卒業論文の研究成果が、子どもに対
する学習指導と生活指導にどのように活かせるかを検討する。
ゼミの総まとめとして、受講生による報告会を行い、学校教育の今日
的課題の解決に必要となる教育科学に関する知識理解と技能修得がど
の程度達成できたかを総括的に評価する。

情報倫理

情報社会の進展により情報倫理の重要性がますます高まっている。本
講義では、インターネットの進化やメディアの変遷、それに伴うコ
ミュニケーション、犯罪など、情報社会の光と影について、事例紹介
を中心に学習し、それぞれの進路や視点に応じた考察ができることを
目指す。

（オムニバス方式／全15回）
（118若杉　祥太／７回）
情報倫理の概要、情報技術とセキュリティ、個人情報、知的所有権、
ビッグデータとAIの倫理等について担当する。
（108納庄　聡／８回）
メディアリテラシー、インターネットと犯罪、ソーシャルネットワー
キングサービスと情報モラル、企業と情報倫理、科学技術と倫理等に
ついて担当する。

オムニバス

情報処理演習

授業の序盤では、プログラミングを行うために必要な基礎知識とし
て、アルゴリズムやフローチャートについて学習する。その後、
Pythonを用いてコンピュータプログラミングの基礎的な部分に関する
講義・演習を行う。 後には、これまで学習したプログラムを組み合
わせた実践的なプログラムを作成する。

情報と職業

急速な情報化の進展により、経済や企業活動など現代社会に大きな変
化が生じている中、学校と企業における情報に関する職業人としての
理解を深める。授業の後半には、自らの働き方について検討するため
に、グループで調査・議論し、その成果をまとめ、発表する。

教育メディアの表現

コミュニケーションのデザインに必要となるマルチメディアの基礎に
ついて学ぶ。さらに、その基礎を用いたコンテンツの作成や作品の相
互評価を行うためのWebアンケートなどの過程を通して、作成のプロ
セスについて体験的に学習し、デザインの基礎や手法を用いたコンテ
ンツの作成ができることを目標とする。

線形代数学a

高等学校で学習したベクトルに引き続き、行列、行列式の概念や基本
的な計算方法を学び、線形代数学の基礎的手法に習熟する。具体的に
は以下の項目を目標とする。
・行列の計算ができる
・掃き出し法を使って連立１次方程式が解ける
・行列式の計算ができる
線形代数学は、現代の科学技術を支える数学の根幹をなす。この授業
では線形代数学の基礎を解説する。具体的には行列、行列式、連立１
次方程式の取り扱いに習熟することを目的とする。

講義26時間
演習4時間

微分積分学a

微分積分学の基本から講義していく。理解を深めるため、演習問題を
行う。
授業の到達目標
１．近似の理論を理解し、イプシロン・デルタ論法を使いこなせるよ
うになる。
２．連続関数の基本性質を、証明できるようになる。
３．積分の定義を正しく理解し、微分法との関連を証明できるように
なる。

講義20時間
演習10時間

線形代数学b

線形代数学は、現代の科学技術を支える数学の根幹をなす。この授業
ではベクトル空間や線型写像の基礎概念を解説する。具体的には固有
値や行列の対角化の取り扱いに習熟し、さらにベクトル空間、線形写
像などの抽象的な概念を体系的に理解することを目的とする。

講義28時間
演習2時間

微分積分学b

多変数の微分法・積分法を基礎から講義し、定着のための演習問題を
行う。
授業の到達目標
１．多変数の微分法を理解し、極値問題などに応用できるようにな
る。
２．陰関数定理等を通して、「変数」の感覚を身につける。
３．変数変換公式などを身につけ、多変数の積分を計算できるように
なる。

講義20時間
演習10時間

ICT教育コース専門
科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

計算機科学

計算機の根幹をなすデジタル情報や論理の体系を理解する。また，計
算機の仕組みをハードウェアとソフトウェアの面から理解する。ハー
ドウェアの基礎として，論理回路の構成法について理解し，計算機を
構成する各種装置の基本動作と内部構成について理解する。ソフト
ウェアの基礎として，アセンブリ言語プログラミングの修得を通し
て，計算機の動作を理解する。
計算機内部で使用されるデジタル情報の体系や論理回路の解析法と設
計手法について解説する。また，CPUを中心とした計算機の構成と動
作についてアセンブリ言語を活用しながら解説する。

講義28時間
演習2時間

データサイエンスI

データから価値を生み出すデータサイエンスの重要性は、近年、非常
に大きくなってきている。その背景には、ユビキタス・IoTなどの技
術の進歩に伴うデータ収集のコストの低下や、通信回線、コンピュー
タの性能の向上など、大量のデータを収集、保持、分析できる技術の
発展がある。この授業では、データの収集・加工・処理、データの分
析、分析結果の解釈とその活用というデータサイエンスにおいて重要
な３要素について学ぶ。様々な分野における応用事例についても紹介
する。

プログラミングとグループ
ワークI

ソフトウェアプログラミングを修得することにより，計算機の本質を
理解すると共に計算機を自由自在に使いこなすことができる。計算機
のソフトウェアに関する講義で学んだ知識をより深く理解することが
できる。プログラミングを理解することにより，その考え方や技法を
一般のソフトウェア設計に役立たせることができる。さまざまな応用
分野に関する関心を拡げ，計算機を利用する意識を高めることができ
る。
プログラムの考え方，構造について説明する。
プログラム言語Cをとりあげ，関連するプログラミング上の各種技法
を紹介する。

プログラミングとグループ
ワークII

ソフトウェアプログラミングを修得することにより，計算機の本質を
理解すると共に計算機を自由自在に使いこなすことができる。計算機
のソフトウェアに関する講義で学んだ知識をより深く理解することが
できる。プログラミングを理解することにより，その考え方や技法を
一般のソフトウェア設計に役立たせることができる。さまざまな応用
分野に関する関心を拡げ，計算機を利用する意識を高めることができ
る。
プログラミングとグループワークIに続いてプログラムの考え方，構
造について説明する。
プログラム言語Cをとりあげ，関連するプログラミング上の各種技法
を紹介する。

情報理論

初に，条件付き確率の復習，上に凸な関数の性質についての復習を
行う。
次に，エントロピー・相互情報量・ダイバージェンスなどの情報量に
ついて学習する。
情報源モデルと情報源符号化について学習する。
通信路のモデルと通信路符号化定理について学習する。

プログラム言語

プログラムの基本的な事項について理解する。プログラムを設計する
ことにより，計算機を利用して問題を解く本質を理解する。プログラ
ムの仕組みを理解することにより，その考え方や技法を一般のソフト
ウェア設計に役立たせることができる。さまざまな応用分野に関する
関心を拡げ，計算機を利用する意識を高めることができる。
プログラムの考え方，構造，理論的な側面について説明する。
プログラム言語Cをとりあげ，その文法を詳述し，関連するプログラ
ミング上の各種技法を紹介する。

教育メディアの技術

授業の序盤では、マルチメディアに関する基礎的な知識の習得を行
う。次に、画像や動画、AIをそれぞれ用いたコンテンツの作成をす
る。 後に、Webページ作成やこれまで作成したコンテンツをWebペー
ジに組み込むなどの活動を通して、技術を身に付けるとともにその特
徴を体験的に学ぶ。

代数学a

群に関する文献の輪読を行うことにより、「群論」の初歩について学
ぶ。
群論に関する文献の輪読を通して、公理から論理だけで数学を構成す
る現代数学の方法に慣れ、そのおもしろさを感じること。
授業においては、演算の定義、群の定義、部分群、剰余類を扱った内
容とする。
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科目
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代数学b

群・環に関する文献の輪読を行うことにより、「群論」と「環論」の
初歩について学ぶ。
群論・環論に関する文献の輪読を通して、公理から論理だけで数学を
構成する現代数学の方法に慣れ、そのおもしろさを感じること。
授業においては、正規部分群と剰余群、同型と準同型、準同型定理と
環,・整域・体の定義を扱った内容とする。

幾何学

ユークリッド幾何学について深く理解し、幾何学の視点で数学を見る
ことが出来るようになる。
幾何学への関心を高めるとともに、数学の他分野を学ぶ際に必要な複
眼思考を身につけ、教育への深い理解と高い専門的知識を習得するた
めの能力を持つ。
ユークリッド空間の幾何学から始め、位相幾何学の基礎（特に距離空
間および位相空間）について解説するとともに、演習で理解を深めさ
せる。

講義16時間
演習14時間

解析学a

複素変数の微分積分学である複素関数論の基礎的な概念を理解し、簡
単な複素積分の積分計算に習熟することを目的とする。具体的には以
下の項目を目標とする。
・複素関数の正則性の意味と理解する
・初等関数の複素関数としての性質を理解する
・コーシーの積分定理と正則関数の基本的な性質を理解する
・複素積分の計算ができる
この授業では複素関数論の基礎を解説する。複素関数論は数学だけで
なく、物理学や工学とも深く関連しているため、様々な分野への応用
を視野に入れて、具体的な計算の習熟を目指す。

解析学b

複素関数論の基礎的な概念を理解する。特に留数定理を用いた実積分
の計算方法に習熟することを目的とする。具体的には以下の項目を目
標とする。
・孤立特異点の性質を理解する
・留数定理を利用した実積分の計算への応用ができる
この授業では解析学aに引き続き、複素関数論の基礎を解説する。特
に留数定理を利用した実積分の計算の習熟を目指す。

距離空間

距離および位相について深く理解し、幾何学の視点で数学を見ること
が出来るようになる。
幾何学への関心が高まるとともに、数学の他分野を学ぶ際に、複眼思
考が出来るようになる。
「幾何学」の続きとして、距離空間論・位相空間論における連続写像
やコンパクト性を扱い、講義に加えて演習問題の提示とその解説を行
う。

講義16時間
演習14時間

情報通信ネットワーク

本科目では，コンピュータをはじめとする情報通信機器がネットワー
クを介して通信する仕組みを基礎から学ぶ。具体的に，プロトコルの
階層構造や各階層の原理や特徴的な機能に加え，各階層における主要
なプロトコルの仕組みを学ぶ。本科目を通して，情報通信ネットワー
クの動作原理を理解し，将来のネットワーク技術の発展に対応できる
考え方を身につけることが目標である。

ICTを活用した教材開発

学校現場における教育の情報化がますます進み、教員はマルチメディ
アとりわけICTを授業で積極的に活用することが求められる。本授業
では、ICT活用教育で求められる教育理論や授業技術、著作権を学
ぶ。また、実際にICTを用いた教材作成や授業設計、模擬授業を通じ
てICT活用の実践力を磨く。

講義18時間
演習12時間

ICTを活用した学習環境構築

受講者に，ICTを活用した学習環境，とりわけシステム管理者や指導
者側の視点に立った際の学習環境構築について技術習得を目的とす
る。GIGAスクール構想により広く普及したSaaSのほか，小規模でも運
用可能なサービス提供環境を，サーバ構築技術の習得や試験運用の実
習を通して習得し，その環境構築の再構成が行えるようにする。

データサイエンスII

現場の実データをもとに、データサイエンスにおける「計画→データ
収集・加工・分析→分析結果の確認→結果の解釈・問題解決策の提案
（価値創造）」をグループで実際に体験することで、コミュニケー
ションの必要性、自らの考えを相手に伝える表現力、問題解決策の提
案力を育成する。また、課題を自ら発見することの重要性について確
認し、価値創造につなげる。
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データ構造とアルゴリズム

データ構造とアルゴリズムの基本的な事項について理解する。データ
構造とアルゴリズムを設計することにより，計算機を利用して問題を
解く本質を理解する。問題解決に際し，適切なデータ構造とアルゴリ
ズムを選択・設計でき，プログラムとして実現できる。さまざまな応
用分野に関する関心を広げ，計算機を効率的に利用する意識を高める
ことができる。
計算機科学の基礎であり，より進んだ科目の前提となるデータ構造と
アルゴリズムの考え方について説明する。 も基本的で重要なデータ
構造とアルゴリズムを取り上げ，その実現法，性質と具体的な計算量
の解析，応用例等を解説する。

ロボット教材とプログラミ
ングA

レゴマインドストームev3 を用いて、ロボットプログラミングの基礎
を学習する。
パーツの確認、プログラミングツールのダウンロード。
センサーからの情報の見方、モーターの制御のやり方。
フロー制御のやり方を学び。
車を作成して、思い通りに動くことを学習する。
Sphero について、学習する。

ロボット教材とプログラミ
ングB

小学生や中学生に対するプログラミング教育の教材として、レゴマイ
ンドストームev3 や Sphero を活用するにはどうしたらよいかを考え
よう。
ロボット教材とプログラミング A で学習したことを活用して、指導
案を作ってみよう。
レゴマインドストームev3 や Sphero などを用いて、ロボットプログ
ラミング教育を考える。
小中学生にたいするプログラミング学習の指導案を考察しよう。

システムソフトウェア

システムソフトウェアの一つであるコンパイラをテーマにプログラム
を生成する過程を理解する。コンパイラを構成する理論として，言語
理論によりプログラム言語の生成法を理解し，オートマトン理論によ
り計算機のモデルを理解する。言語理論とオートマトン理論を理解す
ることにより，その考え方や技法を一般のソフトウェア設計に役立た
せることができる。
コンパイラとは，高級言語で書かれたプログラムを機械語プログラム
に変換するプログラミング言語の処理系であり，OSと共にシステムソ
フトウェアの中心をなし，応用範囲が広い。その技法について解説す
る。理論として言語理論とオートマトン理論を解説する。

情報通信ネットワーク演習

本科目では，情報通信機器をネットワークに接続して利用する手順と
その技術を応用してサービスの展開方法について演習を通して学ぶこ
とを目的とする。具体的に，仮想環境を用いて小規模ネットワークの
構築やネットワークプログラミングを行い，各種プロトコルやネット
ワークアプリケーションの動作理解をする。

ソフトウェア設計・開発

よいソフトウェアとはどのようなものか、いかにしてよいソフトウェ
アを開発するか、ソフトウェアの運用と保守はどうするかなど、ソフ
トウェア設計・開発に関する問題点は多い。この問題に取り組むため
の基礎知識や考え方、ソフトウェア開発プロセスについて学ぶ。ま
た、構造化技法やオブジェクト指向に基づく分析・設計・プログラミ
ング技法、UML、ソフトウェア評価手法、コストモデル、形式手法、
検証技術等について紹介する。

データベース演習

データ分析の対象となるデータセットを作成するためには、まず、
データを収集・編集して適切にデータベースで統合管理する知識とス
キルが求められる。そのデータベースから分析に応じたデータセット
を加工・抽出するデータベース操作の知識とスキルが求められる。
本講義では、データベースの基礎知識、データベースの設計と構築、
関係代数とSQL、SQLによるデータ操作などを学ぶ。演習では、広く利
用されているMySQLを用いて簡易な書籍管理システムの開発を計画し
ている。多次元データやオブジェクト指向データベース、ネット上の
データのXML表現、そしてP2P型データベースといったデータベースの
応用技術も紹介する。第１回～７回は講義、第８回～15回は演習と
なっている。

講義14時間
演習16時間

確率・統計概論

確率論・統計学を正しく理解し、幅広く応用できるようになる。
確率論・統計学の数学的基礎について講義してゆく。すなわち、言葉
の正確な定義や、公式の証明などを中心に、確率変数や２項分布・多
項分布、正規分布とその変換、統計的検定等を取り上げ、基礎概念の
習得を行う。
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コンピュータ

TeX の構文の理解や GeoGebra のコマンドと Python プログラミング
に関する基礎を身に付ける。
LaTeX による数式や図と表の作成や GeoGebra を用いた曲線・軌跡・
平行線・円・三角形の描画等の教材作成と Python を用いた条件分
岐・反復や数値解析等、簡単なプログラミング作成を行う。

ICT課題研究I

受講生は指導教員のもとで卒業論文執筆のための構想を行う。その
際、以下の点に留意する。
・ICT教育に関する実践を行う上でこれまでの学修の成果が反映され
たテーマ設定となっているか。
・課題探究が科学的方法に基づいているか（論理性・実証性・客観性
が保証されているか）
受講生は各自のテーマについてゼミで発表を重ね、議論を通して、卒
業論文の内容構成を確定する。

ICT課題研究II

受講生は指導教員のもとで卒業論文執筆のための構想を行う。その
際、以下の点に留意する。
・ICT教育に関する実践を行う上でこれまでの学修の成果が反映され
たテーマ設定となっているか。
・課題探究が科学的方法に基づいているか（論理性・実証性・客観性
が保証されているか）
受講生は各自のテーマについてゼミで発表を重ね、議論を通して、卒
業論文の内容構成を確定する。

ICT課題研究Iの学修成果をもとにして、指導教員のもと卒業論文の執
筆を行う。
・卒業論文の執筆状況を定期的にゼミで発表し、内容について議論を
深め、科学的な探究になっているかやICTの活用に言及できているか
について検討する。
・将来自分が教師になった時に、卒業論文の研究成果が、教育現場に
対して学習者に対してどのように活かせるかを検討する。
ゼミの総まとめとして、受講生による報告会を行い、学校現場での
ICT活用に関する知識理解と技能修得がどの程度達成できたかを総括
的に評価する。

ICTを活用した教育支援

ICTを活用した教育・研究を実践する上で，実際のICT支援について演
習を通じてその支援技術や知識を修得することを目的とする。
具体的に，ICTを活用した授業現場をはじめとする教育現場におい
て，学習者のICT支援に携わり，どのように効果的にICTを活用すると
学習者の興味関心をひくことができるかどうかを体得する。支援に関
わった後，自分自身が教育現場においてどのような支援が実現可能か
どうかを受講者同士で検討・発表する。

小学校教科内容（国語）

①学習指導要領に即しながら小学校教科内容（国語）の全体を概観す
るとともに、特に言語事項を中心に取り上げて、小学校国語科の授業
及び教材開発に必要な基礎的知識を講義する。②当該事項が各教科書
でどのように取り上げられ扱われているかを批判的に検討する。③教
科書教材を用いた協働的な読解活動によって理解を促し、実践で活用
できる能力を養成する。

国語学概論A

中学校及び高等学校の国語科教師に必要な国語学（日本語学）に関す
る基礎知識を学ぶ。国語学への入門である。
到達目標
（１）日本語を言語学的観点から捉えることができる。
（２）日本語に関する音声、文法の基礎的な言語知識を身につけるこ
とができる。
（３）国語教育との関連を考えることができる。
授業の概要
（１）国語科授業に必須な国語（日本語）に関する基礎的な事柄・知
識について、具体的な言語事象、言語資料を用いて講義する。
（２）提示した言語事象についてグループ討論を行い、その分析を発
表する。
（３）各講義内容に関する小課題を課す。

国語教育コース専
門科目
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国語学概論B

中学校及び高等学校の国語科教師に必要な国語学（日本語学）に関す
る基礎知識を学ぶ。国語学への入門である。
到達目標
（１）日本語を言語学的観点から捉えることができる。
（２）日本語に関するの基礎的な言語知識を身につけることができ
る。
（３）国語教育との関連を考えることができる。
授業の概要
国語学概論Aの学びを踏まえて
（１）国語科授業に必須な国語（日本語）に関する語彙、表現、コ
ミュニケーション、日本語の歴史等に関する基礎的な事柄・知識につ
いて、具体的な言語事象、言語資料を用いて講義する。
（２）提示した言語事象についてグループ討論を行い、その分析を発
表する。
（３）各講義内容に関する小課題を課す。

国文学概論A

本講義では日本文学の中から特に児童文学に焦点を当て、明治期から
大正期における童話文学史を中心に学習する。作家の中では、特に宮
沢賢治に焦点を当てる。大正期から昭和初期において発表された童話
の中には、後に教科書教材として採択されたものが多いが、特に賢治
童話は小学校から高等学校の国語教科書に掲載されている。本講義を
通じ、中高等学校国語科の教員としての基本的資質を養うことを目的
とする。
将来の教員となるにあたって必要となる文学に関する基本的知識の獲
得を目指す。ともに同じ作品を読み、意見を交わす中から、文学に関
わる知識を更に深めていくとともに、文学に対する関心を深め、自ら
調べていく資質を伸ばしていく。

国文学概論B

日本語を用いた文学の古代から現代に至る軌跡をたどり未来に向けて
の可能性をさぐる。
変化し続ける世界の文化とその現象の中で、古代からはぐくまれてき
た日本の文学はいかなる位置づけが可能なのか、歴史的変遷や近代批
評理論、文学の形式等、多角的な視点から考察する。

漢文学概論A

漢字学の基礎として、漢字の三要素、許慎『説文解字』、藤堂明保と
白川静の漢字学説について概説する。また、現行の漢文教科書から、
思想教材としての『論語』・歴史教材としての『史記』・文学教材と
しての『唐詩選』、および日本漢文（『日本外史』等）を選び、教材
研究的な考察を加える。その際、漢文訓読のリズムを体得させるた
め、それらを訓読によって暗誦する課題を設ける。

漢文学概論B

儒家・墨家・道家・法家を中心とする諸子百家の時代について概説し
た後、孔子から孟子・荀子へと展開する儒家思想の流れを、『論
語』・『孟子』・『荀子』に即して解説する。その際、グループワー
クや暗誦課題を設けることによって、儒家の思想的特徴や個々の言葉
に対する理解が深まるように工夫する。

国語科教育入門A

国語学習の基盤としての言語を見つめ、言語によるコミュニケーショ
ンについて考えていく初歩として、主に身体表現活動軸としたさまざ
まなワークショップ形式の活動を行う。そのことを通して、国語科学
習指導を支えるコミュニケーションの場を作り出すための授業作りの
基盤を形成する。
言語コミュニケーションについての自覚と対象化を図るための幾つか
の身体表現を含む基本的なレッスンをワークショップ形式で行う。そ
れは主に演劇的な手法によるコミュニケーションの自覚過程を含み、
併せてそうした方法を用いた国語教材の基礎読解の取り組みである。
こうした体験的なワーク中心の活動を経て、国語教育入門Bの内容へ
とつないでいく。

国語科教育入門B

私たちのコミュニケーションを支える基本的なコードの淵源となって
いる言語文化について分析的に捉えるための基礎的なレッスンを行
う。例えば、昔話や民話といった基本的な物語スキーマに始まる、子
どもたちが教室で出会う物語教材の基本的なパターンの分析を通し
て、私たちが物語をどのように「読まされているのか」を可視化し、
見つめ、そのような活動を支える言語の働きに自覚的に向き合い、教
材研究をしていく基盤を形成する。
国語科教育入門Aの内容を承けて、教室で実際に子どもたちが目にす
る国語教材、分けても物語教材に光を当て、基礎的な教材分析を、個
人的な分析作業にとどまらず、グループワークを通して協働的な分析
活動として体験する。このことを通して、国語科学習指導を組織する
ための基盤を、体験的に学修する。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

国語学特論A

中学校及び高等学校の国語科教師に必要な国語学（日本語学）分野の
うち、日本語音声学に関する基礎知識を学ぶ。国語学特論Aでは語音
特徴を中心に取り上げる。
（１）国語教育に応用できるように、日本語音声学の基礎的な知識と
技能を身につけていく。
（２）日本語諸方言の音声資料を用い、理論的な枠組みと音声事象と
を対応させながら、実践的な知識となるように授業をすすめる。

国語学特論B

中学校及び高等学校の国語科教師に必要な国語学（日本語学）分野の
うち、日本語音声学に関する基礎知識を学ぶ。国語学特論Bは音律的
特徴を中心に取り上げる。
（１）日本語の韻律的特徴についての関心を持ち、その特徴や機能に
ついての知識を身に着ける。
（２）諸方言のアクセントやイントネーションの特徴を知る。
（３）国語教育との関連、特に音読及び朗読への応用を考えることが
できる。

国文学特論A

国語という教科において扱われる文学諸作品に触れながら、様々な読
みの形とそれらから導き出される表現の可能性を考察し、文学諸作
品、文学教材についての知識、素材の読み、分析のための能力の獲得
をめざす。
授業においては、文学の諸形式や古典文学と現代文学、芥川龍之介と
古典文学との関連、歌合等の遊戯としての文学、世界文学と日本古典
文学について取り扱う。

国文学特論B

本授業においては、国文学概論等の講義内容を踏まえて、将来の教員
となるにあたって必要となる文学に関する知識の獲得を目指す。具体
的には近現代文学に関する課題について、授業内において討議し、発
表をすることによって、文学に関わる知識を更に深めていくととも
に、文学に対する関心を深め、自ら調べ・考える資質を伸ばしてい
く。

書道概論I（書写を中心とす
る。）

小学校書写の学習を基本とした楷書体での、文字の基本的な字形のと
り方や、部分の組立て方を理解すると共に、用筆の方法を体得し、
整った字形で書くことができる。
小学校書写の目標をふまえ、楷書体を中心とした正しく整った文字が
書けるよう、毛筆の基本点画の練習や部分の組立て方や、字形のとり
方について説明すると共に実習を行う。

書道概論II（書写を中心と
する。）

小学校書写で学んだ学習を基本とし、楷書の文字の外形のとらえ方や
配列を学ぶ。中学校書写で新たに学ぶ行書の特徴である点画の変化や
連続、省略の方法を理解すると共に、行書の用筆を学び、筆脈を意識
して書く指導方法を会得できるよう、毛筆を中心に小筆や硬筆を用い
た実習を行う。

国語科資質・能力開発論I

国語科の小学校および中学校の読むことの教材を複数の観点から分析
し、教材を通して学習者が身につけさせたい資質・能力を捉えること
ができる。
小学校および中学校の説明的文章教材に焦点をあて、複数の観点によ
る教材分析の方法を示す。それをもとに、グループ単位での説明的教
材分析の演習を行う。

国語科資質・能力開発論II

上記の目標を達成するために、この授業では、具体的な国語教材、分
けても文学教材を取り上げ、小学校低学年から高学年へと積み上げな
がら教材分析を行う。その中で、それぞれの教材が持つ共通性、発展
的に変異していく系統性等を見出し、それが今日の教育課程における
「汎用的な資質・能力」とどのような関係にあるのか、また国語科で
こそ育成することが可能な、「物の見方／考え方」としてどのような
意味を持つのかを考察する。その上で、そうした「資質・能力」を育
てる上で有効になりうる具体的な言語活動を構想し、ワークショップ
の形で模擬授業として実践する。

国語学講義IA

国語学講義IAでは、話体・文体・レトリックに関する基本的な知識と
スキルの習得を主眼として、（１）日本語の音声言語の諸相につい
て、話体論（文体、レトリック）の観点から、個人的なもの、話芸
ジャンル、世代的なもの、方言等について分析する方法について講義
する。（２）音声言語表現のスキル向上をめざして、毎時間にテーマ
を決めてスピーチの練習をする。そのスピーチを分析の言語資料とし
て活用する。（３）文字化資料作成の方法を学び、作成した文字化資
料をもとに、話体の分析を行う。

国語学講義IB

国語学講義IBでは、国語学講義IAを踏まえて、発展的な知識とスキル
の習得を主眼として、（１）日本語の音声言語の諸相について、個人
的なもの、世代的なもの、方言、教室言葉等について分析する方法に
ついて講義する。（２）音声言語表現のスキル向上をめざして、毎時
間にテーマを決めてスピーチの練習をする。そのスピーチを分析の言
語資料として活用する。（３）文字化資料作成の方法を学び、作成し
た文字化資料をもとに、話体の分析を行う。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

国語学講義II

（１）意味論併せて語彙論の変遷と課題に関する基礎的な知識を述べ
る。
（２）語、連語、文、文表現、談話・文章及び韻律的な事象の各言語
単位の意味について考える。
（３）主に日常生活語の言語事象や教科書教材を分析対象として取り
上げて、グループで検討を行う。
到達目標
（１）語や語彙を意味論・語彙論的な観点から分析できる。
（２）言語表現における言語的意味と語用論的意味の区別が理解でき
る。
（３）教科書教材のテクスト解釈を行う上での語用論的知識とスキル
を身につける。

国文学講義IA

将来の教員となるにあたって必要となる文学に関する知識の獲得を目
指すとともに、自ら調べ、発表することを通じ、文学に関わる知識を
更に深めていくとともに、文学に対する関心を深め、自ら調べ、考え
るという資質を伸ばしていく。
明治から大正・昭和の文学史を特に児童文学作品に着目しながら実際
の作品にあたりながら理解していく。それぞれの時期を代表する児童
文学作品について自ら調べ、発表を行うことで、日本文学史に関する
より深い知識を獲得し、将来国語科の教員となるのに必要な知識を獲
得し、学んでいくための資質を養うことを目的とする。

国文学講義IB

日本の古典文学の世界について「教材」の視点からのより高度な知識
の獲得をめざす。
国語教科書においてポピュラーな古典文学教材として扱われている
『徒然草』について作者兼好の概説や序段、第四十一段、第八十九
段、第九十二段、第百二段、第五十二段を中心に丁寧な語釈、解釈、
分析を行う。

国文学講義II

日本古典文学の授業を実践する際の計画立案を試みる。さまざまな新
しい技法,機器類も利用した有効な古典文学授業の形を開設すること
をめざす。
国語教科書で用いられている古典文学作品を用い、実際の授業の指導
の計画づくりを行い、それを発表することで、未来に向けた古典文学
授業におけるスキルの獲得をめざす。

国語科授業実践論

説明的文章の読みの学習指導の方法論に関する複数の立場や歴史的な
経緯について理解する。説明的文章教材を対象とし、「認識の方法」
やセット教材、論理、論証に焦点をあてた教材分析と学習指導案の検
討、および小学校・中学校・高等学校における模擬授業を実施する。

小中連携国語科学習開発論

その目標を達成するために、この授業は、以下のような二つの関連す
る視点を意識した上で教材分析に望むことになる。
一つは教室における読者、学習者側の読みの能力の発達をとらえるこ
とである。子どもたちの読みのパフォーマンスを特徴づける、それぞ
れの学齢期の中心傾向を意識して学習指導を行うことは大切である。
今一つは、国語教科書に所収された物語テクストが、テクストの性質
としてどのような特徴を備えているのかを、言語作品のあり方として
自覚的にとらえることである。
「基礎演習」としてこの二つの視点を持ちつつ、それぞれの学齢期の
物語教材を演習形式で分析し、読者の読みの能力の発達の面からの評
価と、テクストの構造分析の面からの評価を合わせて行う。
「応用演習」としてその学齢期に適合した、既習教材との関連を活か
した授業作りを体験するために、具体的な学習指導案を作成し、模擬
授業を行う。

国語教育実践演習I

将来小中高等学校において国語を教授するに必要な国語教育学／国語
学／国文学・漢文学に関する基礎的な知識、またそれぞれの領域を研
究的に探究するための方法論について理解を深めることで、国語科授
業実践の中で活用できる能力を育成することを目指す。そのために受
講者それぞれの関心領域に基づいて、グループワークや演習といった
協働学習を通して実践的な探究の基礎力を身につける。なお、国語教
育実践演習Iが基礎的内容、国語教育実践演習IIが発展的内容となっ
ている。

国語教育実践演習II

将来小中高等学校において国語を教授するに必要な国語教育学／国語
学／国文学・漢文学に関する発展的な知識、またそれぞれの領域を研
究的に探究するための方法論に基づき、国語科授業実践の中で活用で
きる能力を育成することを目指す。そのために受講者各自が選択した
領域に基づいて、グループワークや演習といった協働学習を通して実
践的な探究の基礎力を身につける。探求し研究成果としてまとめ、大
阪教育大学国語教育学会において研究発表する。研究発表をまとめ
て、論文を作成する。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

国語学研究I

中学校及び高等学校の国語科教師に必要な国語学（日本語学）に関す
る実践的な知識とスキルを身に着ける。
到達目標
（１）日本語に関する諸研究課題を理解できる。
（２）日本語に関するアプローチの仕方・諸研究方法を理解できる。
（３）国語教育と日本語研究の関連性を理解できる。
（４）自らの課題研究に即した論文の書き方を身に着ける。
授業の概要
（１）国語学研究Iにおいては、国語学諸分野の基礎的な文献を取り
上げて批判的に読み、グループ討議を行う。
（２）中学校及び高等学校の国語科授業における言語事項に関する理
解を促し、それを踏まえた教材開発に資する言語知識と研究方法を学
ぶ。

国語学研究II

国語学研究Iを踏まえて、今日的な課題を扱った論文の講読を行う。
到達目標
中学校及び高等学校の国語科教師に必要な国語学（日本語学）に関す
る実践的な知識とスキルを身につける。
（１）国語学の諸研究分野の研究の方法について理解できる。
（２）国語教育の基礎としての言語知識の一定の知識を持つことがで
きる。
（３）国語学研究と国語教育との関連を理解できる。
授業の概要
（１）国語学諸分野の論文を講読しグループ討議を行う。
（２）諸課題へのアプローチの仕方と論文の書き方を学び、自らの課
題論文への応用を考える。
（３）国語教育における国語学研究の応用について考えていく。

国文学研究I

国文学概論・特講等で得た知識をもとに、具体的な作家の文学作品の
精読を行う。それぞれの作品について、原典となった作品と比較しな
がら、それぞれの作品の特徴について深く知り、発表を通じて、それ
ぞれの文学作品の発表された背景や作品内容に関する解釈を深める。

国文学研究II

古典文学研究法や古典籍の扱い方、書誌学、文献学の歴史、文芸学、
本文研究等を紹介し、日本文学研究のための知識・技術の確実な習得
をめざす。特に平安朝文学における 新の研究動向についての情報を
収集し、自身の研究の方向を確定する。
日本の各時代に於ける古典文学それぞれの諸作品、先行研究について
の知識、受講者自身の研究方法の獲得をめざす。

国語教育学研究I

幼児期と児童期をつなぐ国語科教育を構想する基礎的な視野を確保す
るために、文学的体験の根源を幼児期の子どものごっこ遊びに求め、
ごっこ遊びから文学的体験への道筋を、具体的な児童文学作品の分析
や、ごっこ遊びの記録の検討を通じて考察する。
幼児期の子どもたちのあそびの素材となりうるような絵本を中心とし
た児童文学作品の分析を演習形式で行う。その中で、文学とあそびの
連関についての基本的考察を行っていく。

国語教育学研究II

幼児期の子どものごっこから展開する冒険物語を取り上げ、詳細に分
析する。具体的には、「おしいれのぼうけん」という比較的長編の絵
本を分担して分析する。その際児童文化財としての「絵本」を構成す
る二つの側面、すなわちその本を手にする子どもの願いを反映した絵
本、またその絵本を制作し、子どもに届けることを企図する「大人の
願い」を反映した絵本である。このテキストを読み解く上で、この二
つの視点から一貫して分析を行い、その特質を明らかにすることを通
して、幼児期から学童期へと子どもたちが通り抜けていく、文学的体
験の発達の経路を見出していく。

国語教育ゼミナールI

（１）自らの課題に関する先行論文、関連文献を博捜し読解し、関連
分野の論文の形式の概略を把握するとともに、自らの課題論文作成に
必要な専門分野の基礎的知識を習得する。
（２）順番制で発表し、討議を行う。
（３）課題論文作成に必要な知識や技能について講義・演習する。

講義8時間
演習22時間

国語教育ゼミナールII

（１）各自の課題論文の体系と構成を練る。
（２）各自の課題・テーマに沿った資料等の活用を工夫する。
（３）項目、節、章ごとに文章を書いて積み上げ、発表し、グループ
討議を経て修正していく。
（４）目的・方法・論証・結論を検討し、論文全体の整合性・論理性
を深める。
（５）発表とグループ討議の方法を工夫する。

講義8時間
演習22時間
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

英語音声学I

英語の調音方法、英語の音素体系を理解し、英語の音声における歴史
的変遷、とりわけ、大母音推移ならびに発音と綴りの不一致、さらに
は、国際共通語としての英語にみられるさまざまな発音の多様性につ
いて理解することを目標としています。
この講義では、教科書『英語音声学入門』やと配布資料に沿って英語
音声学の基礎的知識を講義し、発音の演習を行います。 その演習の
一部として、『英語でうたおうスタンダード・ジャズ』を使い、発音
の練習を行います。

Introduction to British 
and American Literature

英米文学の代表的な作品を一つずつ取り上げ、イギリス・アメリカ文
化についての基礎的な知識を身につける。また、原文の講読や内容に
ついてのディスカッションや発表を行う。
以下の学びを中学校及び高等学校における外国語科の授業に生かすこ
とができることを目標とする。
・幅広い時代・ジャンルの著名な英米文学の作品を読み、多様な英語
表現を学ぶ。
・作品が書かれた時代の思潮や社会の動向など、イギリスやアメリカ
の歴史や文化についての基礎的な知識を習得する。
・英米文学を代表する作品の特質について理解し、自分なりの解釈を
構築する。

Integrated English I

演習形式の授業で、毎回の出席と積極的な授業参加が求められる。授
業の基本活動はグループワーク・ペアワーク・授業中のライティン
グ・ピアフィードバック・ディスカッション・ディベート・プレゼン
テーションである。積極的に自分の意見・アイデアを述べる事が求め
られる。

比較文化論

英語教員免許取得を目指す学生を対象とした授業であるが、受講者に
は海外教育機関からの留学生も含まれる。このため授業は英語で行わ
れるので、受講にあたっては基本的な英語コミュニケーション能力が
必要となる。授業は講義・ディスカッション・リーディング・授業内
課題で構成され、受講者同士のインタラクションを通して、体験的な
「異文化理解」が 大化されることが期待される。受講者から提案さ
れたテーマについても一部授業内で取り上げることがある。学期末に
は受講者がそれぞれに設定したテーマについてグループでプレゼン
テーションを行う。

Speech Communication in 
English I

このクラスでは、リーディングとオーラルコミュニケーションに重点
を置きながら、英語の総合的な能力や技能の育成、向上を目指す。授
業は全て英語で行い、学生には積極的にリーディングやスピーキング
（発表、討論、交渉を含む）に参加することが求められる。クラスで
ミニ教育実習を体験してもらう他、ライティングの課題（ブックリ
ポート）も与える。

Speech Communication in 
English II

このクラスでは、リーディングとオーラルコミュニケーションに重点
を置きながら、英語の総合的な能力や技能の育成、向上を目指す。授
業は全て英語で行い、学生には積極的にリーディングやスピーキング
（発表、討論、交渉を含む）に参加することが求められる。クラスで
ミニ教育実習を体験してもらう他、ライティングの課題（ブックリ
ポート）も与える。

英語音声学II

この講義では、英語音声学Iの内容をさらに深めるために、教科書
『英語音声学入門』や配布資料に沿って英語音声学の基礎的知識を講
義し、発音の演習を行います。 その演習の一部として、『英語でう
たおうスタンダード・ジャズ』を使い、発音の練習を行います。

英文法研究

音素と形態素を学ぶことで、英語の音声の仕組みと形態の仕組みの違
いを理解し、英語伝統的文法と普遍文法ならびに文の構造と派生につ
いて理解し、英語の文法における歴史的変遷、さらに、国際共通語と
しての英語にみられる文法の多様性について理解することを目標とし
ています。この授業で履修した内容を英語学研究I・IIに継続・発展
できるように計画しています。
教科書の内容に沿って講義形式を採用します。毎回、生成文法の基本
的な考え方、文の成り立ちについての教科書あるいは配布プリントを
読んで、授業に臨んで下さい。質疑応答の時間を設けます。定期試験
では、基礎的な知識の理解ができたかどうかを確認します。

Integrated English II

演習形式の授業で、毎回の出席と積極的な授業参加が求められる。授
業の基本活動はグループワーク・ペアワーク・授業中のライティン
グ・ピアフィードバック・ディスカッション・ディベート・プレゼン
テーションである。積極的に自分の意見・アイデアを述べる事が求め
られる。

英語教育コース専
門科目
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授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

小学校教科内容（英語）

小学校外国語教育における「聞く」「話す (やり取り)」「話す (発
表)」「読む」「書く」の４技能５領域における基本的な事項を理解
するとともに、授業実践に必要な英語力の向上を目指す。さらに、第
二言語習得理論、コミュニケーション、音声、語彙、音声と文字の関
係（フォニックス）、文字の書き方、文法、うたや児童用物語、国際
理解教育等の各領域の指導内容に関する専門的な知識と基礎的な指導
技術を身につけることを目標とする。

講義14時間
演習16時間

中等英語科授業研究

映像による英語授業を視聴し授業分析を行うことで、授業改善の視点
を身に付ける。そして自身が授業の組み立て方を学び、実際に模擬授
業を行うことで、さらなる実践力を養う。また、評価について考えた
りするなど、昨今の英語教育における諸問題についても議論していき
たい。

講義15時間
演習15時間

応用言語学

教員の講義とペア・グループでのディスカッションを中心に授業を展
開する。受講者自身が学んでいる内容を適切に言語化できるようにな
ることを特に重視するため、口頭でのやりとりやLMSを用いた文字で
のやり取りの機会を頻繁に設けて、授業内容理解を 大化して、授業
実践の柱となるしっかりとした理論的知識の構築を目指す。

Advanced Communication I

演習形式の授業で、毎回の出席と積極的な授業参加が必要である。ペ
アワークとグループワークで自分の意見や思考を積極的に表現する事
が求められる。
英語力向上には継続的な使用が必要という観点から、Advanced 
Communication IとAdvanced Communication IIは同一年度に履修する
ことが望ましい。

Advanced Communication II

演習形式の授業で、毎回の出席と積極的な授業参加が必要である。ペ
アワークとグループワークで自分の意見や思考を積極的に表現する事
が求められる。
英語力向上には継続的な使用が必要という観点から、Advanced 
Communication IとAdvanced Communication IIは同一年度に履修する
ことが望ましい。

英語科評価論

英語教育における評価法について指導を行う。具体的には、CAN-DOリ
ストと観点別評価やライティング、スピーキング、リーディング、リ
スニングの各評価の基本や技能統合的活動の評価について知識を深
め、教育現場において評価する方法について指導を行うことにより、
学校の評価法の問題点及び、外国語教育の指導と評価の課題について
説明することができる用になることを目指す。

講義22時間
演習8時間

小学校英語科授業研究

１. 文科省が提供する小学校外国語活動・外国語科のテキストLet's 
Try!（中学年向け）および高学年向け検定教科書、New Horizon 
Elementary （東京書籍）、Here We Go!(光村図書）の教材研究を通
して、小学校外国語教育での教育内容や構成、児童の発達段階に応じ
た教材に必要な知識・技能を理解する。
２.  ４技能５領域に対応し総合的な指導に有効な教材や異文化理解
に関する教材を紹介、研究を行う。
３．１．２を踏まえて、対象学年のテキストや検定教科書に関連した
オリジナル教材を用いて模擬授業を行う。

History of British and 
American Literature

イギリス・アメリカ文学を代表するさまざまな時代やジャンルのテク
ストを読み、その特質や多様な英語表現を学ぶと共に、作品が書かれ
た時代の思潮や社会の動向など、英米の歴史や文化についての基礎的
な知識を習得する。授業で学んだ内容をもとに原文で作品を精読し、
自分なりの意見や解釈を構築し、中学校及び高等学校における外国語
科の授業に生かすことができる。
イギリス・アメリカ文学の代表的な作品を各時代から一つずつ取り上
げ、背景となる歴史・社会の動態への理解を深めつつ、原文の講読や
内容についてのディスカッションや発表を行う。

Introduction to English 
Linguistics I

この授業では英語を使用し、英語でのレクチャーを聞き取る能力を高
める。英語学の特徴について言語学や認知科学の観点から学ぶ。学習
内容は以下のとおりである。
a)英語学の研究対象　b)人間の言語と動物の言語の特徴　c) 脳にお
ける言語の機能 d) 言語習得 e)英語の歴史と国際共通語としての役
割
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

Introduction to English 
Linguistics II

基礎的な言語知識から英語の言語学的な特徴について理解し、説明で
きるようになる。特に英語に焦点をあて、英語学関連分野について学
ぶとともに、人間の言語の特徴について考察する力をつける。
この授業では英語を使用し、英語でのレクチャーを聞き取る能力を高
める。英語学の特徴について言語学や認知科学の観点から学ぶ。学習
内容は以下のとおりである。
a) 規範主義と記述主義　b)英語の音声システム　c）英単語の構造　
d)英文の構造

英語学研究I

講義形式を採用します。毎回、生成文法の基本的な考え方、文の成り
立ちについての教科書あるいは配布プリントを読んで、授業に臨んで
下さい。講義では、教科書の内容を日本語で確認します。質疑応答の
時間を設けます。定期試験では、基礎的な知識の理解ができたかどう
かを確認します。

英語学研究II

講義形式を採用します。毎回、生成文法の基本的な考え方、文の成り
立ちについての教科書あるいは配布プリントを読んで、授業に臨んで
下さい。講義では、教科書の内容を日本語で確認します。質疑応答の
時間を設けます。定期試験では、基礎的な知識の理解ができたかどう
かを確認します。

Advanced Communication 
III

演習形式の授業で、毎回の出席と積極的な授業参加が必要である。ペ
アワークとグループワークで自分の意見や思考を積極的に表現する事
が求められる。
なお本授業の履修はAdvanced Communication IあるいはAdvanced 
Communication IIの単位を修得していることを条件とする。

Advanced Communication IV

演習形式の授業で、毎回の出席と積極的な授業参加が必要である。ペ
アワークとグループワークで自分の意見や思考を積極的に表現する事
が求められる。
なお本授業の履修はAdvanced Communication IあるいはAdvanced 
Communication IIの単位を修得していることを条件とする。

TEFL Studies

日本の英語教育を「海外の外国語教育の歴史と 先端」という視点か
ら考えて、これからの時代に求められる高度な英語授業実践力を身に
つけた英語教員になるために、University of Victoriaが提供する12
週間の語学・TEFL研修に参加する。高度な英語授業実践に必要な確か
な英語力の向上だけでなく、第二言語習得・学習者理解等の理論的知
識の獲得や模擬授業の実践と専門家からのフィードバックを基にした
授業実践力の強化を幅広く目指す。

英語教育学研究I

本学が目指す「学び続ける教師」を体現して、目の前の学習者のため
に常に 善を尽くす英語教員となるのを助けるべく、本授業では大修
館書店「英語教育」誌などで取り上げられる 新のトピックや課題に
ついて、これまでに学んだ英語教育学に関する知識や文献等から得ら
れる新たな知見も交えて議論して、日々変化する日本の英語教育にお
ける現代的諸課題への対応や授業実践への落とし込みについて学ぶ。

英語教育学研究II

現代の教育では欠かすことのできないICTの活用について、その功罪
や真に効果的な方法を英語教育の文脈で学んでいく。数多く存在する
ツールを無闇に使うのではなく、その背景や学習効果を的確に把握し
た上で活用できるようになることを目的として、特に日本の英語教育
の中で活用可能性があるツールを取り上げ、どういった学習者がどう
いうことを目的とする中で使えるか、実際の効果検証まで交えつつ議
論する。

英語教育学研究III

外国語としての英語の学習が長期間の継続的な学びを必要とすること
から、校種間の連携がますます重要になってきている。この授業では
小中高の各校種における英語教育が目的とするところと、その連携に
おいて重要なことを学ぶ。検定教科書に見られる連携や一貫校のカリ
キュラム、公立学校における校種関連携の実例などから、どの校種に
属しても必要な英語教育における小中高連携についての知見を身につ
ける。

英語教育学研究IV

英語教師としての使命の1つはコミュニケーションの基盤となる英語
の知識を学習者が効果的に身につけられるように導くことである。こ
の授業では英語学に関するこれまでの授業で学んだ知見に基づき、英
語の音声・語法・文法をどのように英語の授業で教えるかを、これま
での実践事例や第二言語習得の研究に基づき検討する。また日本語と
英語の違いや学習者要因にも注意を払いつつ、幅広い視点で英語学の
英語教育への応用を考える。
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授 業 科 目 の 概 要

科目
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英語教育学研究V

英語教育において様々な指導法が提唱されているが、それらはただ行
えば良いというものではなく、その効果と限界点を把握した上で行わ
れるべきである。本授業ではこれまでに第二言語習得における言語
的・認知的・社会的要因を理解して、それらの知見の日本の英語教育
への応用について考える。また外国語環境での英語学習という日本の
特徴を踏まえて、第二言語習得研究をベースに日本の英語教育を考え
る際の留意点についても検討する。

英語教育学研究VI

この授業では、現在新たな外国語指導の枠組みとして日本でも注目を
集めているTask-based language teachingとContent and Language 
Integrated Learningについて、その理論的背景や方法論、日本の英
語教育における導入時の留意点について検討する。従来のインプット
中心の英語指導ではなく、明確な使用目的の下で英語を「使いながら
身につける」方法論について、実践例を交えながら身につけていく。

英語教育学研究VII

これまで大学で学んできた英語教育に関する様々な知見や教育実習等
での実践経験を踏まえて、さらに高度な授業を計画・展開できるよう
になるために、集中的な模擬授業トレーニングを行う。本授業では主
に受容スキル（リーディング・リスニング）に焦点を当てて、実践に
必要な理論の確認と、学習者を意識した模擬授業の実施、講師や他の
学生からのフィードバックを基に、さらに自己の授業実践力を向上さ
せるきっかけを提供する。

英語教育学研究VIII

これまで大学で学んできた英語教育に関する様々な知見や教育実習等
での実践経験を踏まえて、さらに高度な授業を計画・展開できるよう
になるために、集中的な模擬授業トレーニングを行う。本授業では主
に産出スキル（ライティング・スピーキング）に焦点を当てて、実践
に必要な理論の確認と、学習者を意識した模擬授業の実施、講師や他
の学生からのフィードバックを基に、さらに自己の授業実践力を向上
させるきっかけを提供する。

英語教育セミナーI

英語教育学・英語学の分野で卒業論文を執筆する前半段階として、研
究テーマの設定、先行研究や現状のまとめから研究課題の特定に至る
までの流れの確認、必要な知識・スキルの指導を行う。分野の背景を
しっかりおさえた上で、なぜその研究を今しなければならないのか、
指導教員や学生との深いディスカッションを通して、自分の言葉で
しっかり語れるように導く。

英語教育セミナーII

英語教育学・英語学の分野で卒業論文を執筆する後半段階として、先
行研究をさらに広範かつ深くまとめて、 終的に特定された研究課題
を解決するために必要なデータの収集等に取り組み、結果をまとめて
考察するまでに必要な知識・スキルの指導を行う。特にデータ収集と
分析について自己の研究課題と照らし合わせた上で適切な手法を身に
つけ、 終的に日本の英語教育への示唆まで含めて、自分の言葉で
しっかり表現できるように導く。

Academic Writing

コースの講義やビデオを通して、また過去の学生が作成した論文を読
み、分析することで、さらにクラス内での実践と相互チェックによ
り、適切な卒業論文を作成するための基礎を学ぶ。このコースは 終
学期で卒業論文を書く過程にある英語教育コースの学生のみに開講す
る。

小学校教科内容（社会）

小学校社会科の内容に関して、事実と資料に基づいた科学的な考え方
を持つことができ、教材開発ができるようになることを目標とする。
授業は地理、歴史、公民の分野を専門とする複数の教員によりリレー
形式で行われる。小学校社会科の内容についての各学問分野からの事
実と資料の収集方法、科学的な考察の方法と教材作成方法が講義され
る。地理分野（第１回～第７回）では日本の地理的特徴と地図の利用
を、歴史分野（第８回～第11回）では日本の歴史と地域史を、公民分
野（第12回～第15回）では現代社会の原理と諸課題を扱う。

（オムニバス方式／全15回）
（61山近　博義／７回）
社会科（地理的分野）について担当する。
（78櫻澤　誠／４回）
社会科（歴史的分野）について担当する。
（20串田　秀也／４回）
社会科（公民的分野）について担当する。

オムニバス

社会科教育コース
専門科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

地誌概論

地形や気候といった自然環境および文化や社会といった人文的な条件
の相互作用によって各地域の特徴が生成されることを，具体例を通し
て認識し，地域を総合的に理解できるようにする。
本授業では，地誌学的視点から日本を含む各地域の成立背景や社会・
文化・自然的構造を解説し，その地域の性格・特徴を捉える地理学的
な見方や考え方を養うことを目的とする。

世界史概説

世界史の基礎知識や世界史の流れを概観した上で、世界史上の古代帝
国について、アッシリアをはじめ、アケメネス朝ペルシア、アレクサ
ンドロスの帝国、ローマ帝国、イランのパルティアとササン朝ペルシ
ア、インドのマウリヤ朝・クシャーナ朝・グプタ朝、中央ユーラシア
の匈奴、中国の秦漢帝国・隋唐帝国を取り上げ、それぞれの歴史的展
開や歴史的意義を考察する。特に日本と関係の深い秦漢帝国・隋唐帝
国を重点的に取り上げる。

社会学

社会思想やデュルケーム・ウェーバーの社会学、自殺の社会的原因、
宗教倫理と資本主義の精神、ラベリングと逸脱主体の形成、現代社会
と医療、都市と公共空間、流言とインターネット等の社会学における
主な学説や研究内容について概説し、社会学の基礎を習得する。

経済学

経済学の基礎理論を踏まえて、現代の日本経済・世界経済に関する基
本的な特徴を理解し、教えることができる。
今日の日本経済・世界経済をどのように理解し、教えたら良いのか。
基本的な経済学の基礎理論を教授しながら、日本経済論、貿易論と為
替や国際金融の問題等を中心にして考えていく。

哲学の基礎

哲学・思想の古典を読み解きながら、哲学的な問題の本質を理解す
る。さらに、参加者同士で議論することにより、自ら考えていく力を
身につける。
哲学の古典、プラトン『ソクラテスの弁明』『クリトン』を読解しな
がら、哲学的な思考力を鍛えていく。受講生には発表・発言の機会が
多く与えられるので、積極的な参加が求められる。十分な予習が必要
である。

自然地理学の基礎

世界の自然環境を理解するために必要な知識および教材の利用法を習
得する。
世界の地震や火山分布、プレート境界と山脈等の世界の大地形および
日本や世界の気温、降水量等の気候、そして地形と洪水や土砂災害等
の自然災害についてデジタル地図を用いて学習する。

人文地理学の基礎

人間が生活する場の環境と文化に注目し、その自然的環境や都市と産
業などを含む地域の歴史的な発達の様子などを具体的に取り上げ、特
に日本、大阪平野を中心的な事例とした地形図の読み取りを含めて総
合的に検討する。なお、シラバスをよく読むことと、質問は歓迎す
る。

地理学概論

ヨーロッパ・アフリカ・アジア・オセアニア・南北アメリカの自然地
理学およびGISによる主題図作成や世界及び日本の人口とその諸問題
等、人文地理学の基礎を講義するとともに，それらの事象に関する資
料の読み取りおよび活用のための作業を行う。
（オムニバス方式／全15回）
（59山田　周二／８回）
自然地理学について担当する。
（61山近　博義／７回）
人文地理学について担当する。

オムニバス

日本史概説

本講義では、日本の古代史から現代史までを扱う。特に世界史のなか
の日本の位置付けや、歴史教科書の記述内容にも注目しつつ、検討し
ていくことにより、歴史教科書の記述内容について、その前提となっ
ている史資料や研究に基づいて、さらに詳しく説明できることを目標
とする。

法律学

法や法学に関する基礎的な知識や考え方を習得すること。教育現場や
社会で生じる諸問題について、法的なものの見方ができるようになる
ことを目標とし、法や法学についての基礎的な知識や考え方について
丁寧に説明する。また、現代社会で生じる法的な問題について具体例
を取り上げつつ講義を行い、法的な観点から諸問題を検討できるよう
にする。

政治学

政治学の基本知識の修得が第一であるが、本講義では「自由民主主義
（民主主義と言い換えても良い）」体制の形成と現状を把握すること
で現代の国家や政治を構成している制度・概念が理解できることを目
標とする。
現在、日本も採用している自由民主主義体制が成立する過程並びに現
状(特徴･課題)について講義形式で紹介していく。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

倫理学の基礎

現代社会における身近な社会的事象を取り上げ、倫理学の概念を使っ
て説明したり、考察したりすることを行う。そのために、基本的な諸
概念の理解を必要とする。また道徳的諸価値について多面的・多角的
な考察を行う。以上のことを通して、倫理学的観点から社会的事象へ
の興味・関心を深める。

歴史探究の基礎

歴史学による学びを、「教える」という観点から体系化し、教材研
究・教材開発を行い、授業案を作成できるようになる。
担当教員による講義を行った上で、中学校、高校それぞれの授業案を
作成する。担当教員が「学習内容の解説」を行うとともに、受講生を
中心とした演習形式で「教材研究」・「教材開発」・「授業案の作
成」・「成果発表会」を実施する。

講義15時間
演習15時間

社会調査

社会調査の基本的な考え方と基礎的な技法を身に付け、調査データを
活用できるようになる。主な調査方法の特徴を理解し、目的に合わせ
て使い分けられるようになる。
社会調査の基本的な考え方と基礎的な技法、調査データの活用法につ
いて実例に即して解説し、おもな調査方法の特徴について考察する。

西洋思想概論

古代思想の代表としてプラトンとアリストテレス、中世思想の代表と
してトマス・アクィナス、近代思想の代表としてデカルトを取り上
げ、それぞれの思想家のテクストの抜粋を読みながら、そこにおいて
問われた中心問題を考察していく。議論への参加が求められ、十分な
予習も必要である。

倫理学諸問題

現代社会の特徴を前半は「象徴的貧困」の概念から、後半は「フェミ
ニズム理論」を使って考察し、社会の存立構造の変化と倫理的諸問題
に対する分析を行う。授業では、現代社会の特徴を倫理的な概念を
使って受講生が自分で説明したり、相互に対話することを行う。

社会科教育学基礎論

授業を前半と後半の二つに分けて、それぞれプロジェクト型の学習を
行う。
前半は社会科教育の歴史について概観した後で、各自が社会科教育史
の中から著名な実践を取り上げて考察し発表する。
後半はグループに分かれて諸外国の社会科のカリキュラムと授業実践
について調査を行い、レポートにまとめる。

人間と宗教

およそ人類のあらゆる時代と場所において、宗教が存在してきた。授
業では、まずさまざまの諸宗教について基本的知識を獲得する。とく
に日本人の実生活の中にある宗教について理解を深める。あわせて、
宗教の持つ、社会的・人間学的意味などを学ぶとともに、それが孕む
課題について考察する。
事前に、配布した宗教学に関するテキストをもとに毎回、数名の発表
者がそれについて説明をする。ついでその説明に対して、参加者が議
論をする。そこからさらに現代の私たちに関わる具体的な問題まで論
じていく。

共同

社会科基礎演習I

社会科の各学問分野の研究を進めるために、基礎的な知識・技能を身
につける。特に、資料・文献探索の仕方や専門分野に合わせた各種調
査の仕方などを習得する。
社会科の各分野にクラス分けして、それぞれの学問分野の基礎的な研
究方法を指導する。受講生による報告・討論も行う。

共同

社会科基礎演習II

社会科の各学問分野の研究を進めるために、基礎的な知識・技能を身
につける。先行研究を踏まえて、自身の研究課題を見つけることを目
指す。
社会科の各分野にクラス分けして、それぞれの学問分野の基礎的な研
究方法を指導する。受講生による報告・討論を行いながら、各自が研
究課題を決めていくよう指導する。

共同

自然地理学特講

環境問題を理解する基礎となる自然地理的事象に関する知識を習得す
る。
地球の環境変化について，二酸化炭素と地球温暖化等の気候変化，氷
河分布と変動，氷河変動と海面変化とそれに関わる地形（河成段丘、
フィヨルド、リアス式海岸、海成段丘、サンゴ礁）についてデジタル
地図を用いて学習する。

人文地理学特講

空中写真、地形図、郷土史誌等の近現代の都市地誌を読み、文献資料
の基本的な調査法を身につけて、分析を言語化できる。
空中写真・地形図・地域統計・行政主題図の調査法を学び、公営住宅
や工業用地の分布と変遷、都市における問題等、産業都市の近現代地
誌を読む。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

地理探究の基礎

新旧空中写真教材を用いた身近な地域学習，主題図を用いた日本の地
域学習，景観写真を用いた世界の自然環境学習等、探究的な学習を行
うための教材作成法の事例を解説し，デジタル地図を用いて探究的な
授業をするための学習教材を作成し、発表を行う。

講義15時間
演習15時間

日本史特講I

歴史教科書の記述内容について、その前提となっている史資料や研究
に基づいて、さらに詳しく説明できる。具体的事例を取り上げ、図書
館等で調査を行い、集めた情報を用いて、自らの議論を組み立てるこ
とができる。
本講義では、幕末維新期から1940年代前半までの日本近代史を扱う。
特に世界史のなかの日本の位置付けや、歴史教科書の記述内容にも注
目しつつ、毎回テーマを絞って検討していく。

日本史特講II

歴史教科書の記述内容について、その前提となっている史資料や研究
に基づいて、さらに詳しく説明できる。具体的事例を取り上げ、図書
館等で調査を行い、集めた情報を用いて、自らの議論を組み立てるこ
とができる。
本講義では、1940年代後半から1970年代までの日本現代史を扱う。特
に世界史のなかの日本の位置付けや、歴史教科書の記述内容にも注目
しつつ、毎回テーマを絞って検討していく。

東洋史特講

秦・漢・三国・西晋時代の歴史的展開を理解するとともに、文献史料
や出土文字資料を利用した歴史的思考方法を身に付け、授業で取り上
げなかった時代についても自学自習できる。
秦・漢・三国・西晋時代の歴史と諸問題について考察する。諸問題と
しては、文献史料・出土文字資料をもとにして、秦の統一政策、地方
行政組織、郷里社会、家族の実態などについて考察する。

西洋史特講

西洋における世界史研究の発展過程と近年の動向を知り、高校教科書
の「世界史」記述の背景とその特殊性を理解する。ものごとを歴史的
に考察する方法を学ぶことにより、多様なアプローチから世界史をよ
り適切に語る方法の一端を習得する。
種々の著作を取り上げつつ、西洋における世界史叙述の展開と、近年
の研究動向を検討する。

社会学特講

医療関わる事項（社会統制、病気行動、受診の正当性、治療に関する
意思決定、日本の医療制度、医療資源の適正配分、認知症と介護、死
にゆく過程と医療）等、社会学の特定の領域にかかわる主な学説や研
究内容について概説し、社会学的思考法を習得する。

哲学諸問題

哲学や倫理学の問題は社会的政治的な問題とつながっている。本授業
では「社会とは何か」「国家とは何か」という問題を原理的に論究し
ながら、社会思想の基礎知識を習得していく。また、授業中に行われ
る議論に参加することによって、哲学・倫理学の諸問題について自ら
考えていく力を身につける。
本授業では、とりわけ西洋の古代・中世的な社会思想と近代の社会契
約説の思想を対比的に取り上げる。それぞれの代表的な思想のテクス
トを読解しながら、参加者同士で討論し、理解を深めていく。十分な
予習が必要である。

公民科探究

社会科の公民領域の学習内容に関して、授業研究、教材研究、教材開
発を行い探究的な授業設計ができる力をつける。
公民領域の学習内容の解説をもとに授業研究を行い、受講生のグルー
プによる演習形式で教材研究、教材開発、探究的な授業案の作成を行
い、 終２回で成果を発表する。

講義15時間
演習15時間

社会科発展演習I

社会科の各学問分野において卒業研究を進めるにあたって各自が研究
課題を設定して、それぞれの分野に合わせた研究を進めていく。
社会科の各分野にクラス分けして指導する。研究論文や各種資料・文
献の読解についての指導も行う。受講生による研究発表、相互の討論
も行う。

共同

社会科発展演習II

社会科発展演習Iに引き続き、社会科の各学問分野にクラス分けし
て、卒業研究の指導を行う。研究論文や各種資料・文献の読解につい
ての指導も行う。受講生による研究発表、相互の討論を行いながら、
卒業論文の完成へ繋がる内容とする。

共同
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

小学校教科内容（算数）

算数の教科内容を振り返りながら、集合（ものの集まり）、写像（も
のをうつす）、濃度（ものの個数）についての基本的事項について解
説する。
現代数学の立場から算数の教科内容を見直すことにより理解を深め
る。例えば、以下の問題について講義中に考える。
例題１　「テストで100点取った」ら「ゲームソフトを買ってあげ
る」と約束した親子。しかし努力の甲斐もなくテストで100点を取れ
なかった子供にゲームソフトを買ってあげる父親は約束を破ったこと
になるか？（→数学的論理）
例題２　「怒られない」と「勉強しない」の対偶は「勉強する」と
「怒られる」？（→数学的論理）
例題３　友達の友達はまた友達か？（→同値関係）
例題４　純金一粒手に入れれば、それを有限個の部分に分割して、上
手く組み合わせると地球より大きな金塊にできる？（→選択公理）
例題５　運動会の「玉入れ競技」はそれぞれのカゴの中にある赤玉と
白玉の個数を数えなくても勝敗を決定できるのはなぜか？（→対等関
係）
例題６　部屋が「無限個」あるホテルが満室でも、新たなお客を泊め
ることが可能であるのはなぜか？（→可算濃度）
例題７　有理数と無理数はどっちが多い？（→非加算濃度）

線形代数学a

高等学校で学習したベクトルに引き続き、行列、行列式の概念や基本
的な計算方法を学び、線形代数学の基礎的手法に習熟する。
線形代数学は、現代の科学技術を支える数学の根幹をなす。この授業
では線形代数学の基礎を解説する。具体的には行列、行列式、連立1
次方程式の取り扱いに習熟することを目的とする。

講義26時間
演習4時間

線形代数学b

線形代数学は、現代の科学技術を支える数学の根幹をなす。この授業
ではベクトル空間や線型写像の基礎概念を解説する。具体的には固有
値や行列の対角化の取り扱いに習熟し、さらにベクトル空間、線形写
像などの抽象的な概念を体系的に理解することを目的とする。

講義28時間
演習2時間

微分積分学a

微分積分学の基本から講義してゆく。理解を深めるため、演習問題を
行う。
到達目標
１．近似の理論を理解し、イプシロン・デルタ論法を使いこなせるよ
うになる。
２．連続関数の基本性質を、証明できるようになる。
３．積分の定義を正しく理解し、微分法との関連を証明できるように
なる。

講義20時間
演習10時間

微分積分学b

多変数の微分法・積分法を基礎から講義し、定着のための演習問題を
行う。
到達目標
１．多変数の微分法を理解し、極値問題などに応用できるようにな
る。
２．陰関数定理等を通して、「変数」の感覚を身につける。
３．変数変換公式などを身につけ、多変数の積分を計算できるように
なる。

講義20時間
演習10時間

代数学a

群に関する文献の輪読を行うことにより、「群論」の初歩について学
ぶ。
群論に関する文献の輪読を通して、公理から論理だけで数学を構成す
る現代数学の方法に慣れ、そのおもしろさを感じること。
授業においては、演算の定義、群の定義、部分群、剰余類を扱った内
容とする。

代数学b

群・環に関する文献の輪読を行うことにより、「群論」と「環論」の
初歩について学ぶ。
群論・環論に関する文献の輪読を通して、公理から論理だけで数学を
構成する現代数学の方法に慣れ、そのおもしろさを感じること。
授業においては、正規部分群と剰余群、同型と準同型、準同型定理と
環,・整域・体の定義を扱った内容とする。

距離空間

距離および位相について深く理解し、幾何学の視点で数学を見ること
が出来るようになる。
幾何学への関心が高まるとともに、数学の他分野を学ぶ際に、複眼思
考が出来るようになる。
「幾何学」の続きとして、距離空間論・位相空間論における連続写像
やコンパクト性を扱い、講義に加えて演習問題の提示とその解説を行
う。

講義16時間
演習14時間

数学教育コース専
門科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

幾何学

ユークリッド幾何学について深く理解し、幾何学の視点で数学を見る
ことが出来るようになる。
幾何学への関心を高めるとともに、数学の他分野を学ぶ際に必要な複
眼思考を身につけ、教育への深い理解と高い専門的知識を習得するた
めの能力を持つ。
ユークリッド空間の幾何学から始め、位相幾何学の基礎（特に距離空
間および位相空間）について解説するとともに、演習で理解を深めさ
せる。

講義16時間
演習14時間

解析学a

複素変数の微分積分学である複素関数論の基礎的な概念を理解し、簡
単な複素積分の積分計算に習熟することを目的とする。具体的には以
下の項目を目標とする。
・複素関数の正則性の意味と理解する
・初等関数の複素関数としての性質を理解する
・コーシーの積分定理と正則関数の基本的な性質を理解する
・複素積分の計算ができる
この授業では複素関数論の基礎を解説する。複素関数論は数学だけで
なく、物理学や工学とも深く関連しているため、様々な分野への応用
を視野に入れて、具体的な計算の習熟を目指す。

解析学b

複素関数論の基礎的な概念を理解する。特に留数定理を用いた実積分
の計算方法に習熟することを目的とする。具体的には以下の項目を目
標とする。
・孤立特異点の性質を理解する
・留数定理を利用した実積分の計算への応用ができる
この授業では解析学aに引き続き、複素関数論の基礎を解説する。特
に留数定理を利用した実積分の計算の習熟を目指す。

確率・統計概論

確率論・統計学を正しく理解し、幅広く応用できるようになる。
確率論・統計学の数学的基礎について講義してゆく。すなわち、言葉
の正確な定義や、公式の証明などを中心に、確率変数や２項分布・多
項分布、正規分布とその変換、統計的検定等を取り上げ、基礎概念の
習得を行う。

コンピュータ

TeX の構文の理解や GeoGebra のコマンドと Python プログラミング
に関する基礎を身に付ける。
LaTeX による数式や図と表の作成や GeoGebra を用いた曲線・軌跡・
平行線・円・三角形の描画等の教材作成と Python を用いた条件分
岐・反復や数値解析等、簡単なプログラミング作成を行う。

代数学c

環に関する文献の輪読を行うことにより、「環論」について深く学
ぶ。
環論に関する文献の輪読を通して、公理から論理だけで数学を構成す
る現代数学の方法に慣れ、そのおもしろさを感じること。
授業においては、多項式環、イデアル、剰余類、環準同型、環準同型
定理、環同型定理、体準同型を扱った内容とする。

解析学c

微分積分学で学んだリーマン積分において、関数列の極限との順序交
換の可能性は一様収束性の条件が課されていた。しかしこれは応用
上、必ずしも確かめやすものとは限らない。そこで、リーマン積分の
拡張であるルベーグ積分を導入することにより、順序交換可能性の判
定条件はより簡便になる。これがルベーグ積分の利点の一つである。
この授業ではルベーグ積分の理論を概観することを目的とする。
この授業ではルベーグ積分の基礎を解説する。リーマン積分における
問題点を解決するために導入されたルベーグ積分は、実用上大変有用
であるため、積分と極限の順序交換の可能性の判定に習熟することを
目指す。

確率論

現実を理想化・単純化して現象の背後にある数理を抜き出し解析す
る、という数学に触れる。定義がなぜそういう形をとるべきかを、実
例を通じて理解する。
｢確率」の公理的な取り扱いの基礎から始め、測度の構成などの基本
的な理論を講義してゆく。後半では、期待値の基本性質を見てゆく。

講義28時間
演習2時間

算数・数学教育論

実践的・協働的な学修を通して，教材研究の方法論（児童生徒の認識
の捉え方，教具やICTの活用，発展的な教材の扱い方等）を身に付け
ることができるようにする。
教育現場での実務経験を基に，教材研究の方法論に係る指導を行う。
到達目標
・指導内容の系統性や数学的背景，児童生徒のつまずき，ICT活用等
の指導方法について理解できる。
・指導内容の系統性や数学的背景，児童生徒のつまずき，ICT活用等
を考慮した教材研究ができる。
・他者と協働し，主体的に課題解決に取り組むことができる。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

代数学I

群が集合に作用しているという概念を理解する。群論のいくつか理論
を群の作用によって理解することを目的とする。
群の作用について学ぶ。群論のいくつか理論（中心化群、２面体群、
交代群、対称群、交代群、可解群等）を群の作用を用いて解説する。

代数学II

体についての基礎的な概念を理解すること、ガロアの基本定理を用い
て、中間体の個数を求めることを目的とする。
本授業では、体の拡大、有限拡大、代数拡大、体の同型写像、自己同
型群、不変体、標数。分離拡大、同型写像の拡張、正規拡大、ガロア
理論を取り扱う。

幾何学I

線形代数学と微分積分学が、数学においてどのような応用をもつか、
また抽象化されたかを微分幾何学を素材として理解する。曲線につい
て深く理解し、幾何学の視点で数学を見ることが出来るようになる。
幾何空間の理解には不可欠な多様体への展望を視野に、曲線について
微分幾何学的視点から解説する。

幾何学II

線形代数学と微分積分学が、数学においてどのような応用をもつか、
また抽象化されたかを微分幾何学を素材として理解する。曲面につい
て深く理解し、幾何学の視点で数学を見ることが出来るようになる。
幾何空間の理解には不可欠な多様体への展望を視野に、曲面について
微分幾何学的視点から解説する。

解析学I

本授業では，線型代数学の無限次元版である「関数解析」について解
説する。特に基本的な事柄に対する計算・証明が出来るようになるこ
とを目指した授業を行う。理解の確認のために，毎週演習問題を提示
し，翌週冒頭ではその解説・講評も行う。線型代数学の無限次元版で
ある「関数解析」について学び，特に基本的な事柄に対する計算・証
明が出来るようになることを目指す。

解析学II

本授業では，解析学Iに引き続き，線型代数学の無限次元版である
「関数解析」について解説する。特に基本的な事柄に対する計算・証
明が出来るようになることを目指した授業を行う。理解の確認のため
に，毎週演習問題を提示し，翌週冒頭ではその解説・講評も行う。

応用数理I

マルコフ連鎖の定義や例とその構成から始め、行列の積や水位確率の
計算、母関数の定義と計算や推移確率の計算等、基本的な性質を講義
し、マルコフ連鎖の定義と実例を知り、それらの推移確率や再帰性を
計算・判定できるようになる。

応用数理II

マルティンゲールや連続時間マルコフ連鎖の定義から始め、指数分布
と Poisson 分布、推移確率の計算、定常分布、可逆分布、待ち行
列、再生理論等の基本性質を講義し、マルティンゲール・連続時間マ
ルコフ連鎖など、実際に応用される確率モデルを理解し解析できるよ
うになる。

数理探究

世界中で親しまれている古典的な（ボード）ゲームの中には、大学レ
ベルの数学・数理モデルに基づいて設計されたものも数多く存在す
る。本集中講義では、いくつかの具体例（講義担当者からの模擬授業
を含む）を実際に体験し、その背後に潜む数学・数理モデルを「大学
数学として」深く理解することを目指す。その上で、中高生を主な聴
講者と想定し、実際の（ボード）ゲームとその数理について教授する
ためのアイデアやテクニックについて考察する。

数学演習a

算数・数学に関する各自が設定した研究課題に対して、主体的に研究
をすすめ，その成果をまとめることにより、数学的なものの考え方、
論理的思考力を養成する。
資料や文献講読を通じてそれをもとに各自の関心あるテーマに関連す
る先行研究や資料などから自身の研究課題を設定する。毎回の授業で
は，各自がレポートとしてまとめてきた成果の発表とそれをもとにし
たディスカッションによりすすめる。また， 後に各自の成果発表の
場を設ける。

数学演習b

算数・数学に関する各自が設定した研究課題に対して、その成果をま
とめることにより、数学的なものの考え方、論理的思考力を養成す
る。
数学演習aで進めてきた研究課題について以下のようなプロセスで引
き続き追究させる。
毎回の授業では各自が授業までに行った活動の成果を発表し，全員で
ディスカッションを行う。 後に各自の成果をまとめ，発表会を行い
相互評価を行う。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

物理学IA

中学校や高等学校で教える物理には大きく次の５つの分野がある。力
学・電磁気学・波・熱力学・現代物理学である。物理学IAでは力学を
扱い，教員として必要な知識を中学校や高等学校で学んだ内容を復
習・確認しながら解説する。現象をイメージし，図を描いて考え，数
式をたて，相手に説明することができるよう，グループワークでの演
習の時間を設ける。

化学IA

化学の基本的な事項について理解するとともに、気体系ならびに希薄
溶液系での自由エネルギーの内容と課題を理解する。
気体分子運動論、理想気体の熱容量、反応熱、熱力学第1法則、内部
エネルギー、エンタルピーと内部エネルギー等、物質を形成してい
る、原子・分子の集合系の性質を熱力学的に解説する。

生物学IA

生物学の知識に基づいたものの見方や考え方ができるようになること
を目標とする。
生物はわれわれヒトを含め，基本的には同じしくみで成り立ってい
る。生物学にみられる共通性と多様性に触れながら、細胞・遺伝子・
代謝・発生・進化といった内容を概説し、大学の生物学の基礎を固め
る。

地学IA

固体地球，大気，海洋の概観について，他者がわかるように説明でき
ることを目標とし、授業では，固体地球の概観，地球大気の構造と運
動，海洋の構造と運動について説明する。主に演習問題に取り組み，
学生同士が協働しながら学習内容の理解を深める。そのため，教科書
や資料を用いた授業外学習（予習や復習）が欠かせない。

小学校教科内容（理科）

小学校理科における物理，化学，生物，地学の各分野の学習内容につ
いて，様々な観察・実験を実際に体験し，その指導法に対する理解を
深めるための学びを提供する。具体的には，小学校理科の教科書で取
り扱われている主な観察・実験を用意する。それを用いて，理科の授
業における観察・実験の意義や問題解決の過程を知ること。観察・実
験の準備や安全上の配慮の重要性を知ること。自ら進んでその調査や
工夫を行う態度を身につけること。ICTを用いて学習者間・あるいは
指導者との情報共有をしながら問題解決ができること。等を指導す
る。その後の発展として小中連携教育を意識し,中学校理科の内容に
も触れた指導を行う。

物理学IB

中学校や高等学校で教える物理には大きく次の５つの分野がある。力
学・電磁気学・波・熱力学・現代物理学である。物理学IBでは力学の
後半と波を扱い，教員として必要な知識を中学校や高等学校で学んだ
内容を復習・確認しながら解説する。現象をイメージし，図を描いて
考え，数式をたて，相手に説明することができるよう，グループワー
クでの演習の時間を設ける。

化学IB

化学の基本的な事項について理解するとともに、気体系ならびに希薄
溶液系での自由エネルギーの内容と課題を理解する。
気相系での化学平衡、溶液内の平衡、化学ポテンシャル、溶液系での
平衡、希薄溶液の束一的性質、溶液系での相律等、物質を形成してい
る、原子・分子の集合系の性質を熱力学的に解説する。

生物学IB

生物学の知識に基づいたものの見方ができることや、ヒトという生物
についてあらためて考えることを目指す。
生物学にみられる共通性と多様性に触れながら、動物及び植物の細
胞・遺伝子・代謝・発生・進化といった内容を概説し、大学の生物学
の基礎を固める。

地学IB

地球の形成・進化，地球のダイナミクス，地球環境問題の概要につい
て，他者がわかるように説明できることを目標とし、授業では，地球
の形成と進化、地球内部の活動、地球環境問題について説明する。主
に演習問題に取り組み，学生同士が協働しながら学習内容の理解を深
める。そのため，教科書や資料を用いた授業外学習（予習や復習）が
欠かせない。

科学のための数学

自然科学を学習するときに必要な数学を学習する。微分積分ではマク
ローリン級数展開ができ、多重積分で変数変換を行ってガウス積分が
できるようになる。線形代数では行列式を理解して行列の対角化がで
きるようになる。ベクトル解析ではガウスの定理とストークスの定理
を理解する。
数学的な厳密さは無視し、実用性を追求する。定理の証明よりも具体
例で定理が成り立っていることを示す。

理科教育コース専
門科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

物理学IIA

中学校や高等学校で教える物理には大きく次の５つの分野がある。力
学・電磁気学・波・熱力学・現代物理学である。 物理学IIAでは電磁
気学を扱い，教員として必要な知識を中学校や高等学校で学んだ内容
を復習・確認しながら解説する。現象をイメージし，図を描いて考
え，数式をたて，相手に説明することができるよう，グループワーク
での実験や演習の時間を設ける。

化学IIA

高校で学ぶ有機化学を踏まえたうえで、分子の結合様式を電子論的観
点から理解し、学校教育に応用できる力を養う。周期表の見方（電気
陰性度など）を理解し、分子の性質および反応性の予測に応用できる
力を養う。
化学系ソフトの取り扱いを体験し、分子軌道の概念に触れ、有機化合
物の立体構造についての理解を深める。
有機化合物をはじめとした分子の結合様式を電子論的観点から掘り下
げ、高校で学ぶ反応の原理を理論立てて説明する。

生物学IIA

生物の形態形成から個体さらには個体群と環境の関わりまでを取り扱
う。生物学の基本的な仕組みを理解するとともに生物が環境との相互
作用のなかで進化してきたことの学習を目標とする。
個体レベルでの動植物の生殖に関わる生命現象から発生その後の形態
形成までの生命現象とその仕組み,個体群レベルでの環境との関わり
について学習する。

地学IIA

太陽系から恒星の世界、そして銀河にまでわたる天体の諸階層と宇宙
の構造について、空間スケールと共に全体像を把握する。
地学で扱う分野のうち天文学と呼ばれる科学の一部門について、基礎
的な概論を行う。また 先端科学としての天文学の成果も適宜紹介し
たい。

物理学実験I

物理分野の実験は中学校では比較的多くなされているが、高等学校で
はさほど行ってこなかった学生が多数である。与えられた実験テーマ
を自分のテーマとしてとらえ、考え、理解する。
これまでに講義・演習等で習得した知識を駆使して、なんのためにそ
の操作をするのか、何を計ろうとしているのか、どの物理法則と関連
しているのか等を把握する習慣を付けることを到達目標とする。
中学校や高等学校で学んできた内容に関する実験テーマを用意してい
る。いくつかの測定・計測法の原理に注目し、物理量がいかにして求
められるのかを教えると共にその誤差（求め方、表し方）についても
講義する。

共同

化学実験I

化学実験の指導を行う上で必要となるスキルを身に付け、安全に実験
授業を遂行できる実力と、実験内容により生徒に化学を正しく理解さ
せることができる指導力を養う。人が読んでわかる文章を書くという
社会人として必須のスキルを身に付け、それを紙媒体、電子書類のい
ずれでも作成できる能力を、実験報告書作成を通して養う。実験を行
う上で必要となる、安全を事前に確保できるスキルを養う。
高等学校までに取り扱う化学に関する実験を実施し、その実験報告書
を作成し、内容についての口頭試問を行う。

共同

生物学実験I

基礎生物学に関する実験の知識と手順を学び、適切に行うことができ
る技能を養う。
植物（葉、花、シダ植物、コケ植物等）及び動物（土壌動物、淡水プ
ランクトン、メダカ標本等）を材料とし、組織・細胞の基本的な形態
の観察と目録作成、および基礎的な分子遺伝学実験を行う。

共同

地学実験I

地質学では、地層の観察記録の仕方とまとめ方、地質図・地質断面図
等の地層の広がりを調べる方法について学ぶ。
気象学では、気象測器の測定原理と気象観測の方法を学び、気象観測
の技能を身に付ける。
天文学では、天体観察の仕方や天文学の基礎を学び、天文学について
の実習やソフトウェア演習を行う。

（オムニバス方式／全15回）
（327中井　咲織／８回）
地質学（地層の観察記録の仕方とまとめ方、地質図・地質断面図の作
成方法）について担当する。
（63吉本　直弘／３回）
気象学：気象観測の測定原理とその方法、地上天気図の作成）につい
て担当する。
（95松本　桂／４回）
天文学（天体観察の仕方や天文学の基礎、ソフトウェア演習）につい
て担当する。

オムニバス
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

物理学IIB

中学校や高等学校で教える物理には大きく次の５つの分野がある。力
学・電磁気学・波・熱力学・現代物理学である。 物理学IIBでは電磁
気学の後半と熱力学・現代物理学を扱い，教員として必要な知識を中
学校や高等学校で学んだ内容を復習・確認しながら解説する。現象を
イメージし，図を描いて考え，数式をたて，相手に説明することがで
きるよう，グループワークでの実験や演習の時間を設ける。

化学IIB

高校で学ぶ有機化学を踏まえたうえで、アルカン、アルコール、アル
ケン、芳香族の、命名法を系統的な説明ができるように学び、反応性
を理解して理論的に説明できるようになる。有機分子の立体的な構造
を理解し、図示できる力を養う。
アルカン、アルコール、アルケン、芳香族の代表的な反応で高校まで
に学ぶものについて、電子論的観点から掘り下げる。黒板や紙を媒体
として有機化合物の立体的な構造を図示できる手法を取り扱う。

生物学IIB

生物の形態形成から個体さらには個体群と環境の関わりまでを取り扱
う。生物学の基本的な仕組みを理解するとともに生物が環境との相互
作用のなかで進化してきたことの学習を目標とする。
個体レベルでの動植物の生殖に関わる生命現象から発生その後の形態
形成までの生命現象とその仕組み、個体群レベルでの環境との関わり
について学習する。

地学IIB

宇宙およびその中で起きている種々の天体現象について理解する。
ビッグバンにはじまり太陽系や地球の誕生にまでわたる宇宙の歴史に
ついて138億年の時間スケールと共に理解する。
地学で扱う分野のうち天文学と呼ばれる科学の一部門について、やや
発展的な概論を行う。 先端科学としての天文学も適宜紹介したい。
間接的・併設的な目標としては、科学知識体系、科学的方法論、科学
と哲学などについても随時触れていきたい。

力学

前半ではニュートン力学の基礎を学習し理解する。特に1粒子系扱
う。ニュートンの法則からエネルギー保存則が導かれることを理解す
ることを目標とする。さらに、万有引力の法則からケプラーの法則が
導かれることを理解することを目標とする。後半では多粒子系の力学
を学習する。多粒子系の運動は一見複雑そうにみえるのだが、変数変
換を行うことによって、簡単な運動に分解できることを学習する。さ
らには剛体の運動を学習し理解する。剛体の運動も座標変換を行い、
重心の運動と重心の回りの回転運動に分離できることを学習し理解す
る。なるべく具体的な問題を扱いつつ帰納的に物理法則を理解してい
く。

電磁気学

小学生がやってみたい理科実験の代表的なものが、電気の実験や磁石
の実験である。また中学校理科では、電磁気学のあらゆる現象を定性
的に取り扱っている。本授業では電流や磁場に付随した現象を定性的
に把握し、数式を用いて表現できるようにすることを到達目標とす
る。
主として電流と磁場の取り扱いを簡単な数式を用いて記述する。この
際、できるだけ実物を用意し、それを示し授業することを心がける。

無機化学入門

無機化学全般を理解する上で基礎となる事項を、原子分子レベルから
理解する。簡単な無機物質の構造と物性について化学結合レベルから
説明できる。無機化学の基本的な用語について説明できる。
無機化学の基本となる事項の概略について、化学結合や構造化学を中
心に紹介する。

物理化学

日常経験するマクロな世界の法則が原子レベルのミクロな世界では成
り立たなくなることを示し、ミクロな世界の法則を理解するには波の
性質を用いた量子力学が必要であることを示す。
量子力学に基づく考え方により、化学結合による物質の形成や、物質
特有の色と発光が生じる理由を電磁波の性質、原子の中の電子の振る
舞いから、順を追って、分かりやすく解説する。
さらに、物質の化学的性質がコンピューターを用いた計算で予測でき
る仕組みの理解を促す。

動物科学

形態や発生といった形質を重視した，いわゆる伝統的な概念を元に，
それがどのように改変されたのか，また新たに設立された分類群にも
言及し，できるだけ 新の知見や課題を学ぶ。
動物の細胞・組織・器官のつくりや仕組みを解説し、系統分類や進
化、発生や生態といったさまざまな観点から、あらためてヒトという
動物について考察する。

植物科学

陸上植物の系統進化と植物の繁殖様式とその進化。植物の進化を総合
的に学習することにより、分類学・生態学の基本的仕組みの理解を到
達目標とする。
陸上植物の起源と進化および分化について体系的に説明する。多様性
の維持にかかわる個体群の繁殖の進化と環境との関連性について紹介
する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

気象学

この授業では、小・中・高等学校理科の気象分野の背景となる気象学
の基礎的知識・技能を修得することを目的とし、大気現象の形態や構
造の特徴について，それらの成因を関連付けて説明できることを到達
目標として設定する。
授業では，主に演習問題に取り組み，学生同士が協働しながら学習内
容の理解を深める。
そのため，教科書や資料を用いた授業外学習（予習や復習）が欠かせ
ない。

天文学

さまざまな天体現象を扱う基礎過程について学び、さらに現代の宇宙
物理学の基盤となる種々の天体現象への理解を深める。学校教科書の
記載内容の根拠を説明できるようになる。
現代の宇宙物理学を学ぶための第一歩として、天体現象の素過程、太
陽系天体、恒星物理学などの基礎について演習を通じて学ぶ。理工学
系の学部レベルの内容を扱う。

地球学

中・高等学校で学習する地球科学分野の学習から出発し，岩石・鉱物
学，惑星の物質科学について基礎事項を学習する。学習内容が実感的
に理解できるよう，実習を複数行う。
地球を構成する岩石・鉱物や太陽系の物質科学に関する基礎的な知識
を身につけていること、岩石に含まれる様々な物質について，その特
徴や生成過程などを理解していることを到達目標とする。

物理学III

自然界に普遍的に存在する，振動・波動現象の数学的な取り扱いの基
礎を学ぶ。はじめに単振動の微分方程式について復習し，その後，多
自由度の振動から連続体の振動，波動方程式を扱う。授業の進め方と
して，高等学校物理の教科書を照らしつつ，本授業の参考文献等に
添って進める。授業の進度にあわせて演習を行う。

化学III

高校で学ぶ有機化学を踏まえたうえで、ハロアルカンの反応性を電子
論的観点から理解し、学校教育に応用できる力を養う。反応における
溶媒の効果を理解する。
あるハロアルカンを例に、求核置換反応やSN2反応等、様々な反応性
を電子論的観点から取り扱う。

生物学III

生物学IA・IB・IIA・IIBで学んだ知識をもとに、DNAのはたらきの基
本となる遺伝子や染色体とゲノムの関係を解説し、細胞の誕生やゲノ
ムの変化がもたらした光合成生物の進化、新たな分類体系等について
概説し、より発展的な内容を理解する。

地学III

地学についての深い専門的な知見を習得するために、特に現代の宇宙
物理学の基盤となる種々の天体現象への理解を深める。学校教科書の
記載内容の根拠を説明できるようになる。
現代の宇宙物理学を学ぶための第一歩として、連星系と活動天体、銀
河物理学、宇宙物理学などの基礎について演習を通じて学ぶ。理学系
の学部レベルの内容を扱う。

熱力学

実験事実から基礎法則すなわち熱力学第1、第2法則が導かれることを
理解する。外的な制約を変えることによってさまざまな熱力学ポテン
シャルが導入されることを理解する。その熱力学ポテンシャルを用い
ることによって熱に関する現象が理解できることを確認する。
基礎法則すなわち熱力学第１、第２法則を実験に基づく原理として仮
定し、この基礎法則から現象の分子運動論的機構には立ち入らずに熱
に関する様々な結論を導き出す。

物理学実験II

小・中・高の生徒への演示用実験，これに付随した計測実験を用意し
ている。これらに加え、現代物理学に関する実験や，受講生が物理学
実験Iで割り振られなかったテーマのうち、興味のあるものを課す。
また実験についての予習と小・中・高で学ぶ内容との関わりについ
て，５分程度の発表を課す。

反応有機化学

高校で学ぶ有機化学を踏まえたうえで、カルボニル化合物であるアル
デヒド、ケトン、カルボン酸、エステルの結合様式を電子論的観点か
ら理解し、学校教育に応用できる力を養う。周期表の見方（電気陰性
度など）を理解し、分子の性質および反応性の予測に応用できる力を
養う。含窒素化合物であるアミン類の塩基性を理解し、芳香族アミン
類の塩基性、反応性を電子論の観点から説明できるようになる。
ヘテロ原子を含有する化合物の特徴を電子論的観点から掘り下げ、反
応を理論的に紐解く。

化学実験II

有機合成化学実験を行う。行った実験については実験結果を報告書と
してまとめたものの提出を課す。実験中、簡単なディスカッションを
行うこともある。レポートの作成はICT教育の一環としてMicrosoftの
Wordで行い、適宜化学系ソフトを使用して作図を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

生命科学

現代の生命科学をテーマとし、ウイルスや遺伝子組換え、クローン技
術、再生医療等、われわれの暮らしや未来に関わる知識を得る。
ゲノムの構造や遺伝子発現の制御について解説し、近年の分子生物学
の発展だけでなく、エピジェネティクスやゲノム編集やクローン技術
などの現代の科学技術といった内容も概説する。

生物学実験II

生物材料やパソコンを利用して，系統分類学や比較形態学の基礎を身
につける。
系統解析アプリやインターネットを利用し，遺伝情報データベースの
活用や系統分類学の手法や考え方を学ぶ。
ヤドカリ、ダンゴムシ、アサリ等の身近な動物を材料として，形態分
類学の詳細を理解し，進化について考察する。

地学野外実習

本実習では，気象班か天文班のいずれかを選択して受講する。
気象班は，柏原キャンパスにおいて気象観測を実施し，気象観測の結
果と気象情報を関連付けて大気状況を考察する。
天文班は，柏原キャンパスにおいて天体観察を実施し，本物の宇宙の
天体を実際に観察し，小中学校で行う天体観察について，方法および
機器の操作を身につけ，天体観察について，その背景にある天文学に
ついての知識を得る。

理科ゼミナールI

卒業論文作成の準備として，理科や自然科学についての研究動向，研
究方法について理解を深めるための学びを提供する。研究への着手段
階として，各分野の研究手法の基礎を身に付ける学習，文献の輪読や
レジメの作成，ディスカッションをおこなう場を設ける。研究に向
かっていくために研究テーマを絞り，関連する入門書や先行研究論文
を読み，理解するための教育を行う。場合によって，専門分野の入門
書が読みこなせるようになるために，大学の講義等で用いた教科書や
高等学校の教科書の復習，デジタル教科書の説明やリンクを用意す
る。

共同

理科ゼミナールII

卒業論文作成の準備として，理科や自然科学についての研究動向，研
究方法について理解を深め，論文執筆法の基礎を養うための学びを提
供する。先行研究論文を読み，理解した上で，その研究手法の基礎を
身に付け，文献の輪読やレジメの作成，ディスカッションをおこなう
場を設ける。文献の検索，収集，整理の方法，実験の方法，データの
記録や整理の方法などの技法を習得させる。研究目的を明確に表現
し，客観的なデータを提示できる研究として，論文執筆法やプレゼン
テーション手法の基礎を養うトレーニングを提供する。

共同

木材加工学I（実習を含
む。）

中学校技術・家庭科技術分野及び高等学校（工業）の専門科目の指導
に必要な木材加工に関わる基礎的内容として、木質資源、木材利用と
環境保全、木材の一般的性質、木材の加工（切削、接着・接合、塗
装）について講義する。また、中学校で取り扱われる導入題材を用い
て基礎的な加工実習を行う。

講義24時間
実習6時間

金属加工学I（実習を含
む。）

金属を加工しモノづくりする上で，知っておきたい基礎知識を習得す
る。また，金属を加工する方法の一つである鋳造について実習し，切
削加工との違いを知る。
金属を加工するために知っておくべき，金属の性質・評価法・加工手
段などについて，やさしい内容を講義形式で紹介する。本授業を通じ
て，２回生で受講する金属加工学実習にて，安全に作業できるよう備
える。

講義24時間
実習6時間

情報基礎（実習を含む。）

情報の符号化、計算機の動作原理などについて基礎的な知識と概念を
身につけ、現代社会で活用されている情報技術について説明ができ
る。
情報社会の文化を担い、情報社会の中で生活するために不可欠な知識
と概念についてテキストを使うとともに、実例を挙げて説明してい
く。授業内容に関連する実習（コンピュータの操作等）を含む。

講義26時間
実習4時間

工学基礎

機械系の専門科目である材料力学、機械力学、流体力学、熱力学など
を理解するための予備知識になる工業力学に関して講義を行う。数学
や物理の知識を用いて、物体が運動や静止している状態を説明できる
力を培うことが目的である。授業の内容として、物体に生じている
「力」、「運動」、「摩擦」、「仕事とエネルギー」、「モーメン
ト」、「円・曲線運動」などについて学ぶ。各回の授業では、講義後
に演習・課題に取り組み、学習内容の定着を図る。

講義16時間
演習14時間

技術教育コース専
門科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

工業数学B

２回生以上の機械・電気工学関連分野の科目に必要な微分及び積分の
知識の習得を目的とする講義である。 初に初等関数（指数関数、対
数関数、三角関数）の微分・不定積分・定積分について復習する。そ
の後、偏微分・偏導関数について学ぶ。そして変数分離形と振動系
（一変数）の微分方程式について学ぶ。到達目標は次の通りである。
初等関数について、その微分及び不定積分・定積分の計算が確実にで
きる。偏微分について理解し、偏導関数の計算ができる。また、簡単
な微分方程式（変数分離形・振動系）の解法を理解し、解を求められ
る。

講義26時間
演習4時間

プログラミング入門

本科目では，プログラムの基本的な考え方や構造についての習得を目
的とする。特に，近年活用が盛んなWebで取り扱えるプログラミング
言語について取り上げつつ，プログラミング言語を用いた表現方法に
ついて取り扱う。習得した技術をもとに，応用プログラミングの開発
に取り組み，簡単な機能実装を取り扱う。

講義26時間
演習4時間

工学概論

技術創造過程の分析力向上を目的とする講義である。まず、技術・科
学・技能についていくつかの具体例を用いて考察しながら理解を深め
る。また、身の回りの製品の構造や仕組みについて技術的観点からの
分析を行う。具体的には、実際の製品やサンプルを題材として、分
解・観察などの体験を通して考察することを行う。 後に、技術調査
を行った上で、いくつかのテーマに適した技術検討をグループで行
い、将来の技術を評価する上で必要な見方や考え方について理解を深
める。

講義8時間
演習22時間

工業数学A

２回生以上の機械・電気工学関連分野の科目に必要な有効数字、複素
数、オイラーの公式、ベクトルと行列について理解することを目的と
する講義である。各内容について説明後、課題・演習を通して学ぶ。
到達目標は次の通りである。有効数字について理解し、正しく計算で
きる。実験結果をグラフに正しくかける。複素数とオイラーの公式に
ついて理解し正しく計算できる。ベクトルと行列について平面上での
関係を理解し正しく計算できる。

技術科内容論

中学校技術・家庭科技術分野における教育内容について、指導要領の
各項目と中学校教科書での記述内容との対応を知り、技術分野の内容
構成とその学習過程を把握できるようになる。
中学校技術・家庭科技術分野に関わる学習指導要領の指導項目および
内容の取扱いを解説すると共に、学習指導要領に対応した中学校教科
書の内容について実践的・体験的に学ぶ。

（オムニバス方式／全15回）
（45永冨　一之／４回）
中学校技術・家庭科技術分野の学習指導要領（解説）の記載内容の概
要及び「材料と加工の技術」（木材加工）等について担当する。
（86成田　一人／３回）
「材料と加工の技術」（金属加工）について担当する。
（96光永　法明／５回）
「生物育成の技術」及び「情報の技術」について担当する。
（29篠澤　一彦／３回）
「エネルギー変換の技術」（電気）について担当する。

オムニバス

木材加工学実習

簡単な木製品の設計・製作を通して、中学校技術・家庭科技術分野及
び高等学校（工業）の専門科目の実習指導において必要となる基礎的
な木工工作法（主に手加工）を習得する。
中学校技術・家庭科技術分野及び高等学校（工業）の専門科目での指
導に必要な木材加工に関わる基礎的な工作法を習得するために、板材
を用いた木製品の設計を行い、この設計をもとに、製図及び木工具を
用いた加工方法を経験しながら作品を製作する。

共同

製図I

工業製品から趣味の工作に至るまで，ほとんどの製品は図面に基づい
て製作される。この図面は，だれが見ても共通した理解が得られるよ
うな製図法という規則に従って描かれている。JISに基づいた標準製
図法の基礎について演習を交えて解説する。
製図法の基礎の理解並びに演習を通じて，図面の作成力を身につけ
る。

講義16時間
演習14時間

製図II

3D-CADを用いて，各種作品の図面を描きながら製図の知識を学び，こ
の技術を学校現場でどのように活用すべきかを考える。
2D図面の読み方及び描画法について理解を深めるとともに，3D-CADソ
フトウェア（Fusion360）の利用方法について実習を通じて学習す
る。

講義10時間
実習20時間
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

金属加工学実習

中学校技術科教員に必要な金属加工に関する知識・技能の修得を目的
とする。そのため，金属に関する各種手仕上げ加工の体験に加え，一
般的な工作機械である旋盤とボール盤の利用方法と保守について体験
する。手仕上げ加工では，金きり鋸での切断，やすりがけ，タップ・
ダイスによるねじ切り，板金を行なう。工作機械体験では，旋盤にお
いて外周切削，端面切削，突っ切り，穿孔，面取り作業，高速切断機
において材料の切断，卓上ボール盤において鋼板への穿孔作業を行な
う。板金加工ではブリキ板を利用して，折り曲げ，折り返しの体験を
する。部品のふちを折り返すことによって，部品の強度が向上するこ
とを体験することができるため，座学で学んだ内容の理解を促進でき
る。さらに，自らが加工した部品を，一つの製品として組み立てるこ
とで，部品の誤差の処理を体験できるほか，「タイマ」という機能を
持たせることで，部品の精度が「時間」という数値となって表れるた
め，加工精度の大切さを実感しやすい。また，各回に「実習日誌」を
記録させ，「その時間にどのようなコツや知識を得たか」を記入させ
ることで，学習の内容を整理させることができる。

共同

機械工学I

材料力学や流体力学の基本的な考え方が理解できるとともに，基礎的
な問題が解けるようになる。
機械工学を学ぶ上で基礎となる3力学（材料力学，流体力学，熱力
学）の中で，材料力学と流体力学について概説する。機械工学IIも合
わせて履修することが望ましい。メーカ勤務の経験を基に具体的事例
を取り入れながら講義する。

機械工学II

熱力学の第1法則，第2法則に基づき，熱機関のサイクルを理解する。
また，機械を構成する機械要素の基本を理解し，これらを組み合わせ
た簡単な機械の設計ができるようになる。
機械工学Iに続いて，熱力学について概説したあと，機械を構成する
機械要素について概説する。また，修得した知識を用いて，簡単な機
械設計問題について解説する。
メーカ勤務の経験を基に具体的事例を取り入れながら講義する。

電気工学I

電気工学の基礎となる電磁気学を単に数式的のみでなく、現れる現象
を理解することができることを目標とする。
静電気の性質、コンデンサの働き、磁石の性質、電流の磁気作用、磁
界と電気の相互作用、コイルの働き、鉄の磁化現象などについて解説
し、難しい数式を使用せず静電気や磁気の基礎的な知識が十分得られ
るようにする。

電気工学II

電気工学の基礎をなす電気回路網の基礎的事項を理解し、これを自由
に駆使できる素養を持ちうることを目標とする。
記号法による交流電気回路の計算や重ね合わせの理、テブナンの定
理、等価電源への変換などについて、分かりやすく解説し、また共振
回路や過渡現象および整合や発送配電についてもふれ、電気に対する
幅広い知識に関する講義を行う。

電気工学実験

電気工学の基礎をなす電気回路網の基礎的事項を理解し、これを自由
に駆使できる素養を持ちうることを目標とする。
電気工学に関する基礎的な物理現象の十分な理解、特に講義では得ら
れなかった基本概念の実感を可能とする実験の実施と、実験結果のま
とめ方、レポートの書き方、測定装置の使用法等を教授する。

栽培I（実習を含む。）

中学校 技術・家庭科 技術分野 内容 B 生物育成で指導が求められて
いる作物の栽培について学習する。畑作物の栽培ならびにその管理技
術を体験学習することで、知識・作業技能に加えて、作物を育てるこ
との意義、生きることと食・農との関係、ヒトとしての自分と他の動
植物との関係、自分を取り巻く生物的・物理的環境と自分との関係な
どを理解する。そして、自然生態系における一構成員として、より良
く生きていくための技術の在り方、倫理や規範性および生命に対する
畏敬の念を育成する。
授業の 初に、その日の作業内容について説明する。その後、学生自
らが野菜などの栽培実践に取り組む。種まき・苗の移植から栽培管
理、収穫、試食までを教材園で実践する。栽培する主な作物は、トウ
モロコシ、トマト、キュウリ、サツマイモ、ピーマン、ナス、などで
ある。

講義８時間
実習22時間

栽培II

日本の第一次産業における生物育成、とくに中学校 技術・家庭科 技
術分野 内容 B 生物育成(作物の栽培・畜産・漁業を取り扱う）で指
導が求められている内容について学習する。
具体的な到達目標は、畜産、森林産業ならびに漁業について考え方や
基礎的な管理作業がわかる。作物の栽培管理・収穫および圃場の基礎
的な整備ができるようになる。生物育成実習を通して、倫理観や規範
性および生命に対する畏敬の念を自身に育成する。
畜産、森林、水産に関する体験実習を、宿泊を伴う合宿実習として実
施する。栽培I(実習を含む。)につづいて、教材園における作物の栽
培管理・収穫および圃場の片づけを行う。

講義８時間
実習22時間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

情報基礎実習

情報ネットワークや、家電で使われるマイクロコンピュータについて
基礎的な知識を実習を通して身につける。簡単なネットワークを通し
てやりとりをするプログラムとマイコンを使った電子回路とプログラ
ムについて理解・説明・設計ができる。
中学校技術科での情報分野の指導に繋がる基礎として、情報ネット
ワークと家電で使われるマイコンのプログラミングについて講義す
る。その後、ネットワークと使ったプログラムとマイコンを使った作
品の製作のための実習を指導する。

データ処理

まず、数値のコンピュータ内での表現方法と誤差について説明する。
その後、さまざまな数値計算法を紹介する。手法の説明のみならず、
プログラミングでの実装についても取り扱い、その動作や計算機での
取り扱いの実際を説明する。授業全体を通じて、教科書の問題・プロ
グラミング内容のレポート課題の提出を求める。

木材加工学II（実習を含
む。）

中学校技術・家庭科技術分野及び高等学校（工業）の専門科目におい
て、主に使用する木材加工用施設・設備とその保守管理法を解説す
る。さらに、簡単な木製品の機械加工実習を通して、木工機械の安全
な使用方法および実際の中学校技術室の現状を踏まえた安全管理・安
全指導について講義する。

講義16時間
実習14時間

機械工学実験

機械工学及び材料工学において定番となっている粘度測定やミクロ組
織の顕微鏡観察、ポンプの効率の測定、ビッカース硬さ試験、引張試
験、エンジンの負荷試験、シャルピー衝撃試験等の実験を体験し，座
学で学んだ知識の理解を深める。また，実験レポートの作成を通じ
て，理論と実験結果との差異を考察し，文章にまとめる能力を培う。
流体，内燃機関に関する実験と材料試験を行う。

共同

木材加工学III

技術・家庭科技術分野 内容「A 材料と加工の技術」の指導計画案に
基づき、この指導計画の目標に沿った製作題材が開発できる。
技術・家庭科技術分野 内容「A 材料と加工の技術」における各自が
立案した指導計画での問題解決場面で取り扱う製作題材の一例を試作
する。試作終了後には、製品の材料、構造、加工法、製作工程などの
再検討を行い，改善のための生徒用補助具の開発も行う。

講義18時間
実習12時間

金属加工学II（実習を含
む。）

手工具や切削加工についての座学と，金属薄板材を用いた作品の製作
実習により，加工目的に合った工具を適切に選択し，正しく安全に利
用できる能力を育む。
金属加工において使用する手工具や旋盤等の切削機について，特徴や
使い方について説明する。また，基礎的な知識の習得に加えて，金属
薄板材の加工方法について「ちりとり」等の製作を通して実習する。

講義４時間
実習26時間

金属加工学III

金属製品の品質を保証するためには，強度や硬さがどのくらいあり，
どのような組織であるのかを知っておくことが重要である。本授業で
は，代表的な材料試験法や各種観察手法について解説と体験実習によ
りその理解を深める。加えて，それらの結果が英語論文として実際の
研究現場でどのような形で報告されているのかを学び，材料研究の一
端に触れる。授業では，英語を用いる。

電子計算機

デジタル回路の基礎を理解し説明できる。またマイコンを利用した簡
単な回路設計とプログラムの作成が出来る。
デジタル電子計算機の基礎となる論理回路と個別部品による実現を解
説する。次にディジタルICを紹介し、実際に回路動作を確かめる。そ
してマイコンを応用した簡単な電子回路と、それに必要なプログラム
の解説をしていく。

隔年
講義26時間
実習4時間

情報処理

さまざまな情報を処理する方法とその基礎理論を理解し、特定の情報
をコンピュータで処理するプログラムを作成することができる。
主要なプログラミング言語やコンピュータシミュレーションの基礎、
情報処理の基本知識、さらに、それを用いた種々の情報を処理するプ
ログラム作成演習を含む講義を行う。

隔年

制御・情報工学

計測・制御システムにおける情報の流れを理解し，各要素技術の原理
と関係を理解することができる。またフィードバック制御の基礎と，
プログラミングについて理解できるようになる。
制御技術の基礎知識としてPID制御を含む古典制御を中心にし，関連
するセンサ・アクチュエータ技術について講義と，教材を用いて各要
素の接続方法およびプログラミング演習を行う。

隔年
講義15時間
演習15時間
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

電子情報実習

簡単な電気回路・電子回路の回路図を理解して動作する回路を作成で
き、簡単な電気回路・電子回路を設計できることを目標に実習を通し
て学ぶ。 初に回路シミュレータを紹介し、回路シミュレータを使っ
て受動部品の性質をみていく。センサとトランジスタの性質について
学び、トランジスタによる発振回路と増幅回路とタイマーICを使った
回路等について実験を通して学ぶ。その後、各自のテーマで回路設計
を指導し、各自の作品製作を指導する。

職業指導

職業指導の目的と方法を理解し，それを実際の教育実践に応用できる
ことを目標とする。まず，職業指導・進路指導・キャリア教育の定義
とそれらを支える基礎理論を教授するとともに，仕事への移行と雇
用・労働の仕組みと現代的な課題を説明した上で，それを踏まえて小
学校・中学校・高等学校・特別支援学校における教育実践を分析す
る。その際，受講生が自分の受けてきた教育や自分自身の進路につい
て見つめるワークを行うことで，職業指導・進路指導・キャリア教育
に対する考え方を確かなものにする。

技術教育演習I

本講義で学生は各自の卒業研究のテーマの技術教育・技術について理
解を深めると共に研究活動の基礎について学ぶ。はじめに卒業研究担
当教員より研究倫理、研究発表の場と形式（口頭発表・学術雑誌等）
について説明する。その後、学生は各自のテーマに関連する文献調
査、文献紹介、実験や製作等を進め、それらの進捗や成果をゼミ形式
で報告する。ゼミでは研究テーマの近い学生や指導教員と議論する。
それらを通して担当教員は学生の卒業研究の指導をする。

技術教育演習II

本講義で学生は各自の卒業研究のテーマの技術教育・技術について理
解を深めると共に研究活動を卒業論文にまとめる。技術教育演習Iに
続き、学生は各自のテーマに関連する文献調査、文献紹介、実験や製
作等を進め、それらの進捗や成果をゼミ形式で報告する。ゼミでは研
究テーマの近い学生や指導教員と議論する。また指導教員から研究発
表ならびに論文作成について指導を受け、卒業研究の内容を口頭発表
あるいはポスター発表の形式で中間発表並びに卒業研究発表をすると
共に、卒業論文として成果をまとめる。

生活経営学I（家庭経済学を
含む。）

長期的かつ短期的視点で、生活の時間構造を把握するとともに、近年
の家計構造の特徴を理解し、その社会的背景について説明できる。ま
た、生活設計とリスクマネジメントの必要性を理解する。生活を包括
的に捉えた上で、生活を取り巻く社会状況に関心を持ち、生活経営に
与える影響を多角的に考察することを目指す。
生活経営に関する基本的な理論や概念を整理するとともに、生活の時
間的・空間的構造について考察する。また、生活経営をとりまく様々
な社会変化を取り上げ、個人・家族の生き方について問い直す。反転
学習を導入するため、事前の準備が不可欠となる。一部、演習の要素
も取り入れるので、学生の主体的な授業参加を期待する。

生活経営学II

生活設計とリスクマネジメントの必要性を理解し、それをふまえて自
分のキャリアを展望した長期的な経済計画に基づくライフプランが立
てられる。生活を包括的に捉えた上で、生活を取り巻く社会状況に関
心を持ち、生活経営に与える影響を多角的に考察することを目指す。
生活経営をとりまく様々な社会変化を取り上げ、個人・家族の生き方
について問い直す。反転学習を導入するため、事前の準備が不可欠と
なる。一部、演習の要素も取り入れるので、学生の主体的な授業参加
を期待する。

被服学I

被服の成り立ちとその性質に関する基礎知識を習得し、被服の持つ
様々な機能を正しく理解する。
被服を構成する天然繊維・化学繊維から布、衣服の性質、機能につい
て、主に被服材料学と被服衛生学を中心に講義を行う。理解を深める
為に実験実習的な作業も取り入れる。

被服学II

被服学Iでの学習内容を基に、衣服に対する知識と理解を更に深めた
上で、現代社会における衣生活の課題について説明することができ
る。
主に衣服について講義を行う。被服に対する理解が更に深まるよう和
服の着装体験や実験実習等を取り入れた講義内容とする。

住居学I

家政学における住居学の基本的な内容を講義する。住居学Iでは、住
居の役割、住居の変遷、住文化・住様式、住居の計画、家族と住まい
などの基礎的知識を習得する。各分野を家庭生活との関わり及び生活
者の視点から捉え、これからの住まい、住環境、住生活のあり方につ
いて考究する。

住居学II

家政学における住居学の基本的な内容を講義する。住居学IIでは、主
に住居の室内環境、住居の構造と安全、住居の維持管理、居住環境、
居住政策などの基礎的知識を習得する。各分野を家庭生活との関わり
及び生活者の視点から捉え、これからの住まい、住環境、住生活のあ
り方について考究する。

家政教育コース専
門科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

住居学演習I（製図を含
む。）

図面（２次元）から空間（３次元）の読み取りと、住生活・住空間を
住宅図面として表現するために必要な知識と技術の習得をめざし、住
宅の設計製図の初歩的技術について指導する。製図技術のほか、空間
把握力・設計計画力・創造表現力・プレゼン技術などの習得を目的と
した課題を段階的に提示し、受講生が快適で住みやすい住宅・住空間
を図面として提案できることをめざす。本授業では、住宅の平面図の
模写による表現技術と空間把握力の課題を中心とする。

住居学演習II

図面（２次元）から空間（３次元）の読み取りと、住生活・住空間を
住宅図面として表現するために必要な知識と技術の習得をめざし、住
宅の設計製図の初歩的技術について指導する。製図技術のほか、空間
把握力・設計計画力・創造表現力・プレゼン技術などの習得を目的と
した課題を段階的に提示し、受講生が快適で住みやすい住宅・住空間
を図面として提案できることをめざす。本授業では、住宅の計画・設
計とプレゼンボード作成の課題を中心とする。

保育学I

保育現場での実践を活かし乳幼児を中心とした子どもの心身の成長・
発達の特長とそれらの発達課題や生活の在りようについて概説する。
また生育環境としての家庭や家族の在り方、社会のこどもを育てるシ
ステムやその歴史についても理解を深められるようにする。家庭科教
育における保育のありようについての理解を得られるようにする。
到達目標
1.現代社会における子どもの位置づけを確認し、子どもの価値やその
意義についての理解をすることができる。
2.保育学の基本的な理念や概要についての基礎知識を得る。
3.子どもの心身の成長発達の特長と発達課題についての理解を深め
る。

保育学II

生育環境としての家庭や家族の在り方、社会のこどもを育てるシステ
ムやその歴史についても理解を深められるようにする。家庭科教育に
おける保育のありようについての理解を得られるようにする。
到達目標
1.保護者や家庭の在り方について理解を得る。
2.子どもの育つ社会環境の在りようや子育てを取り巻く社会問題につ
いて知り、それらの課題の要因についての関心を広げる。
3.社会全体で子どもを豊かに育てるために、家庭科教育における指導
の視点や具体的な方法について理解を得る

小学校教科内容（家庭）

小学校家庭科の学習内容と専門科学との関連について概説する。専門
科学の立場から、小学校家庭科の授業を支える基礎的な知識が何かを
理解させ、その内容をポートフォリオ（資料集）として各自でまとめ
させるという演習型授業である。小学校家庭科の内容のまとまり「A
家族・家庭生活」「B衣・食・住の生活」「C消費生活・環境」に沿っ
て、学習指導要領に示された教科の目標をふまえ、学習内容をまとめ
る。そのうえで、子どもたちの生活課題をふまえたABCを統合させた
授業内容を提案する。 後に家庭科で食（衣・住）生活を扱う意義や
家庭科教育の意義と課題について考察する。

家族関係学I

人の一生と家族・家庭生活における家族関係の法則性について学修す
る。また現代的な家族観を踏まえて，どのように家族をとらえ，どの
ように対応していくか，一人一人の問題意識を基に分析する。また，
家族を学習する教科である家庭科の実践を収集・分析し，その実践課
題についても検討する。

家族関係学II

人の一生と家族・家庭生活における家族関係の法則性について学修す
る。また現代的な家族観を踏まえて，どのように家族をとらえ，どの
ように対応していくか，一人一人の問題意識を基に分析する。また，
家族を学習する教科である家庭科の実践を収集・分析し，その実践課
題についても検討する。

被服製作実習I

家庭科被服領域の実習を指導する上で必要な基本技術を習得し、実践
的態度を身につける。具体的には、①製作物に応じた縫い方や縫い代
の始末を選択し、実践出来る。②実習の手順をプリント、板書、口頭
で適切に説明出来る。
種々の製作を行うことにより、家庭科被服領域における実習を指導出
来る基礎的な技術を習得させ、自ら考え行動する実践的態度を育成す
ることを目的とする。

被服製作実習II

被服製作実習Iでの学習内容を基に、衣服の製作、リフォームを通じ
て快適な衣生活を主体的に考えることが出来る。又、作品の評価の方
法を理解することができる。
衣服を製作できる能力を身につけ、製作を通じて物の大切さを理解
し、環境に配慮した快適な衣生活を送る力を身につけさせる。又、教
員となった際の実習準備や作品評価について体験させ、問題点を理解
させる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

食物学I（栄養学及び食品学
を含む。）

日常生活における健康の保持および増進に関わる栄養素の役割、代謝
と生理的意義を正しく理解し、日常摂取する食品の性質と食品衛生の
基礎的知識を習得することで、現代の食生活における課題を正しく把
握できることを目標とする。
健康的な食生活を実践するうえでの基礎的な知識について、主に栄養
学と食品学を中心に講義を行う。毎回小テストを行う。

食物学II

食物学I（栄養学及び食品学を含む。）に引き続き、栄養学と食品学
の基礎について学び、現代の生活における食事設計の意義と実践方法
を科学的に理解する。
植物性食品及び動物性食品の食物学的特徴と利用等、栄養学と食品学
の基礎的事項の講義を主とする。毎回授業の 初に小テストを行う。

調理学実習I

包丁の扱いや炊飯、だしのひき方等の日常生活における調理の基本と
その原理および背景を科学的に理解し、リスクの予測と時間の管理が
できるようになる。
毎回実習を行い、配布したワークシートを完成させる。前の週に次週
の説明を行う。ワークシートと実習レシピはまとめてポートフォリオ
として提出する。

調理学実習II

内食（うちしょく）の良さと意義、食文化の継承も視野に入れて調理
の面白さを理解し、伝えられるようになる。実習の段取りについて理
解する。
調理学実習Iの内容を踏まえ、日本食（天ぷら、和菓子等）、中華料
理（炒飯等）、欧米食（ピラフ、洋菓子等）の献立から１回分の作業
を少し増やして実習を行う。

保育学実習I（家庭看護を含
む。）

実際の保育現場での活動を想定し、子どもたちとの関わりに関する学
習を通じて、子どもと保育についての実践的な理解を得る。その上で
体験的な学習から基本的な保育の現場において保育指導がある程度で
きるようになる。また具体的な家庭看護の演習を通じて、子どもの安
全や応急的な処置についての理解を得る。

保育学実習II

乳幼児の子どもたちを、健全にそして安全に育てる保育について理論
と実践の両面から学ぶ。具体的な子どもとのかかわり方や、保育施設
及び家庭内における安全・衛生の理解を進め、実践的な技術の習得を
行う。また具体的な子どもとのかかわりを想定した活動を行い、保育
環境の整備、保育技術の習得など、実践的な理解を行う。
実際の保育現場での活動を想定し、子どもたちとの関わりに関する学
習を通じて、子どもと保育についての実践的な理解を得る。その上で
体験的な学習から基本的な保育の現場において保育指導がある程度で
きるようになる。

被服学III

被服学I、被服学IIでの内容を基に、小中高の家庭科授業で取り扱う
衣生活領域の実験実習、グループワーク等について、知識の理解を更
に深めることができる方法について解説する。
実験実習における注意点、問題点を説明し、洗濯や繊維についての理
解を深める実験実習を実施し、結果の発表及びグループによる討論を
行う。

住環境と安全

住環境と安全の課題には、大きく、つぎの２種類があります。
①バリアフリ－改修や安全な住まい方など、居住者がある程度は対応
可能な課題
②高齢者の居住施設の整備、大規模災害後の住宅復興など、社会とし
て対応が必要な課題
この授業では、①と②の両方の点から、一部に演習も交えながら、住
環境と安全について解説します。

保育学III

保育の基本的な考え方をおさえた上で、乳幼児の育つ場である保育施
設や地域社会などを取り上げ、それぞれの場における乳幼児の育ちや
養育者の役割について概説する。具体的な保育場面の視聴・実践を通
して、保育のあり方についての理解が深められるよう授業展開をす
る。

生活機器論（情報処理を含
む。）

コンピュータの基本的な仕組み・情報化社会，情報通信ネットワーク
に参画する態度・情報モラルについて基礎的な事項を取り上げると共
に，表計算処理ソフトやプレゼンテーションソフトなどの応用ソフト
ウェアを活用し，家庭生活における情報処理を演習として取り扱う。

講義16時間
演習14時間

家庭科基礎演習

班別指導により家庭科及び生活に関わる課題の追究を行う。各自の関
心に基づいてテーマを設定し、その全容について理解を深めさせる。
更に討論により解決したい課題を明確にさせる。文献研究、実験、ア
ンケート調査などについて概説し、多角的視点から各自の研究方法を
検討させる。追究した成果について数値の整理、図表化等の表現の仕
方などについて理解させ、発表資料を作成させる。 後に全体で発
表、質疑応答を行う。発表後、自身の課題について再検討し、改訂を
行った上で報告書を提出させる。

共同
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授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

被服学実験

主に被服材料分野における実験方法、データの分析方法等を解説し、
実験、データ分析、考察を行う。また、家庭科衣生活領域での授業で
実験を行うための教材への応用を考慮した簡易な実験も取り入れ、実
験機器との比較検討を行う。実験ごとにレポートを提出させる。

被服製作実習III

快適な衣生活に必要な衣服とは何かを考え、衣服の構成が理解・説明
できる。具体的には
１．自分が必要とする衣服を総合的に設計できる。
２．衣服に応じた材料を正しく選択できる。
３．衣服に適した縫い方を選択・実践できる。
４．衣服の成り立ちを理解し、作成手順を説明することができる。
被服構成実習I、被服構成実習IIでの学習を基礎として、被服構成実
習IIIでは上衣の製作を行う。立体である人体へ適合する衣服の構成
を理解し、技術を深めることにより、自身の衣生活を充実させ、家庭
科被服分野の指導ができるようにする。

食物学III

健全な食生活を営む上で必要な食品衛生関係の知識と食文化、食育に
ついて理解する。
講義では食物アレルギーと食品表示、健康食品とサプリメント、食中
毒の基礎知識とその対応、食情報のリテラシー、フードファディズ
ム、日本食の有用性と歴史、食育のあゆみ、栄養教諭との連携、現代
日本の食生活の課題を取り上げ、毎回小テストを行う。

食物学実験

食物学に関わる実験器具・装置の扱いや実験ノートのとり方、グラフ
の描き方から中和滴定、糖質・たんぱく質・脂質の定性実験、分光光
度計を用いた分析、糖質・たんぱく質・ビタミン・ミネラル・嗜好成
分の分析等の基礎実験や官能評価を行い、実施した実験をレポートに
まとめて提出する。

調理学実習III

ヒトのライフステージは乳幼児から後期高齢者、さらに、健常者から
生活習慣病などを持つ人まで多様である。調理学実習I・IIでは、基
礎的な調理力の育成と子どもが調理を安全に遂行するためのリスク管
理力を育成することに主眼を置いたが、それらを踏まえ、調理実習
IIIでは、ライフステージ別の食事とその調理、生活習慣病や食物ア
レルギーなどに対応するための食事とその調理について学ぶ。合わせ
て、加工食品や災害食についても実習を行い、中食や外食に依存しす
ぎることの弊害についても考える。

環境安全論

子どもの環境教育について学び、自然環境に興味を持つことを目指す
とともに、代表的な環境問題である温暖化、森林減少、大気汚染、公
害などの基礎と、それらが人間生活に及ぼす影響を、主に健康面に焦
点を当てながら、 新の研究事例などから身近な研究事例を交えつつ
学習していく。

保育学演習

調査研究における基礎的な知識と、その具体的な方法についての理解
を得ることができるようになる。また同時に自らの研究テーマについ
ての関心を持ち、それらについての理解や概念形成ができるようにな
る。様々ある研究スタイルや手法などについて、先行研究や論文購読
を通じて理解をし自らの研究についての広い知識を得ることができ
る。
保育の実践の経験を活用して授業を行う。それぞれの関心・テーマに
沿った文献研究や研究についての発表、討議についての理解やスキル
が得られるようにする。保育、家族等についての基本的な知識や概念
についての理解ができるようにする。

家庭科教育学演習

小・中・高等学校の家庭科の実践事例等から授業内容や教材について
解説する。グループで教材が作成できるよう、助言指導する。
授業においては、教材の検討・評価やSDGsに関連した教材分析につい
て説明を行い各グループで教材作成を行い、発表した後教材の改良に
ついて検討を行う。

生活研究論I

生活とは何か､生活を研究対象とする「家政学」との関わりを通して
理解を深める。
生活を総合的に研究する家政学の学問理論から、生活の変容や国際視
野からの家政学、生活研究と食・衣・住生活、家族の生活、消費者問
題と福祉に関する話題を提供する。
『豊かさの条件』を読み、生活研究に関する発表を行う。

生活調査研究法I

 さまざまな生活の事象や生活意識の実態を問題意識に沿って把握す
るための社会調査法について、講義、演習を主として授業を行う。生
活調査研究法Iでは、まず問題関心に適した調査の企画・設計・実施
の実践的手法を習得させる。具体的には、様々な調査の方法を紹介
し、調査に関する倫理について説明する。それを踏まえて、調査の企
画と設計の基本的な考え方について概説する。更に調査票作成のため
の調査項目の概念や、質問項目の関係，回答方法の特徴等の基礎知識
について説明し、調査票を作成する力を身につけさせる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

家庭科発展演習I

ゼミごとに分かれて研究課題の追究を行う。生活科学や家政学の研究
領域それぞれにおける家政学的研究手法（実験、アンケート調査、官
能評価、フィールドワーク、教材開発等）について説明し、特徴を理
解させる。それぞれの課題（テーマ）を決定し、国内外の資料を収集
してそれぞれの課題における問題の所在を明らかにする。文献研究・
討論を行って、課題の研究手法を決定し、具体的な研究方法を考案さ
せる。 後に全体で発表、質疑応答を行い、自身の研究の進め方につ
いて再検討を行う。

共同

家庭科発展演習II

家庭科発展演習Iにおいて、検討したそれぞれの研究課題について、
実際に研究を進める。具体的には、各自で決定した研究手法（実験、
アンケート調査、官能評価、フィールドワーク、教材開発等）につい
て、予備実験、予備調査等を行って、本実験、本調査等に向けた調整
を行う。本実験、調査等を実施後は得られたデータの集計、有意差検
定を実施し、追加実験、調査の有無を判断する。 終的に得られた
データを整理し、報告書を作成させる。 後に全体で発表、質疑応答
を行い、研究のまとめとする。

共同

生活研究論II

生活研究の意義を認識するとともに、家庭科教育の基礎となる「家政
学」の学問的特徴を理解し、生活を学問的に捉える視点を育成する。
個人・家族・地域社会の生活変容に関する問題意識を高めるため受講
生によるテキストの解説等の演習、グループ討議を行う。

生活調査研究法II

 生活調査研究法IIでは、生活調査研究法Iで作成した調査票を用いて
実際に調査を行う。調査後のデータの整理法として、コードブックの
作成やコーディング、データクリーニング、入力作業などの実践的技
法を習得させる。更に、データの入力法と平均・分散・標準誤差、相
関関係やクロス集計等のデータの分析・集計にかかわる統計的手法の
知識およびソフトウェア操作を含む技法を実践的に習得させた上で、
グラフ化するための基礎知識を説明する。これらを踏まえて、分析・
集計結果の考察と報告書の作成ができることを授業の目標とする。

運動生理学I

身体活動によって生じる生体への影響および効果について、生体機能
の基本的事項に基づき生理学的に理解する。また、実際の運動・ス
ポーツ現場において運動生理学的考察を加え指導できるようにする。
授業は基本的に講義形式により行う。その内容として特に身体活動に
よる影響および効果が顕著である、骨格系・骨格筋系・呼吸循環器
系・神経系等について、各時間ごとにテーマを定め実施する。

運動生理学II

運動生理学Iで学習した基礎的知識を発展させ、学校の体育現場やス
ポーツ現場で役立つ知識の習得を目指す。また、実際の運動・スポー
ツ現場において運動生理学的考察を加え指導できるようにする。
授業は基本的に講義形式により行う。その内容として運動生理学Iで
学習した基礎的な内容より、特に学校の体育現場やスポーツ現場で役
立つ知識について習得するための学習を行う。その際の学習は、各時
間ごとにテーマを定め実施する。

衛生学及び公衆衛生学I

本講義では，衛生学・公衆衛生学の各分野について講義するととも
に，学生の特性を踏まえて，運動を通しての健康増進についても焦点
を当てる。健康の維持増進のために生涯にわたり運動を行う重要性を
衛生学・公衆衛生学の視点から学び，実践する・支援する人間となる
ことを期待し，講義を進める。

衛生学及び公衆衛生学II

本講義では，衛生学・公衆衛生学の各分野について衛生学及び公衆衛
生学Iの内容を発展させ講義する。特に，保健体育教員として必要
な，運動を通しての健康増進について焦点を当てる。
健康の維持増進のために生涯にわたり運動を行う重要性を衛生学・公
衆衛生学の視点から学び，実践する・支援する人間となることを期待
し，講義を進める。

水泳

水泳が持つ独自の楽しさを体験するとともに、学習の仕方を習得す
る。さらに、将来、小・中・高等学校での水泳指導において、安全で
効果的な指導ができることを念頭に置き、知識を深めた上で正しい指
導法を習得し、模範泳ができるような技術および能力を身につける。
講義では、泳ぎのコツ、各種泳法のポイントおよび水泳と安全につい
て解説し、その内容を実技で実践する。

保健体育コース専
門科目
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授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

器械運動

学校体育において器械運動の授業を展開できる程度の技能および知識
を獲得し、更には具体的な指導法などについても学習する。具体的な
技の名称や体系、実施上のポイントや起こり得る怪我の可能性や対処
法についても学習し、器械運動の指導をする上で必要な能力獲得を目
標とする。
器械運動はマット、鉄棒、跳び箱などの器械、器具を使った「技」に
よって構成されている運動である。この講義では器械運動における基
本的な技を習得することと同時に、技の体系や指導方法、補助の方法
や安全対策についても学習する。

体つくり運動

本授業では学習指導要領に示された運動領域の中から、「体つくり運
動」を取り上げ、運動の意味や行い方について説明する。体の動きを
高める運動として、身体の柔らかさを高める運動（ストレッチ）、巧
みな動きを高める運動（エアロビクス）、力強い動きを高める運動
（ピラティス）、動きを持続する能力を高める運動（ジャイロキネシ
ス）を取り入れた実践を行う。
実践経験により、体ほぐしの運動、体力を高めるための運動の指導の
展開について理解を深める。

スポーツ教育原理

体育およびスポーツに関わる学問における鍵概念の実質について理解
すること。
毎回「体育」、「スポーツ」、「スポーツ科学」、「教育」、「コー
チング」、「技術」「技能」「戦略」「戦術」、「パラリンピック」
「精神」「こころ」「身体」、「武道・舞踊」、「読書」の効用、
「医学」と「体育学」、「ストイック」、「エクササイズ」など主要
な概念の実質と外延を講義する。

スポーツ社会学

スポーツの歴史的背景を振り返りながらその特徴や課題の認識を通じ
てスポーツの社会的意義、役割を考える。また地域におけるスポーツ
の普及という視点において、スポーツが持つ魅力や役割について再認
識をしながら望ましいスポーツ振興のあり方について理解を促す講義
を行う。

体育指導法演習

学校体育で行われている体力づくり及び表現運動を中心として実習を
行い、さらに生涯スポーツの観点から、自らの体力づくり、学校体育
の中で行われる各種スポーツのための様々なトレーニング・表現運動
などについても実践・演習を行う。また集団行動の様式や集団で行う
体操及び表現について、実践を通して理解を深める。

運動学I

本講義では発生運動学の基礎的な理論について学習する。運動の質的
評価では、運動経過において運動の形態に現れるさまざまな違いを運
動の質として捉えることを学習する。また、運動類縁性と学習転移、
自己観察と他者観察など、体育・スポーツの指導者にとって不可欠と
なる一般理論について学習する。

運動学II

本授業では、現場の学習場面および指導場面において重要となる発生
運動学の理論を学習する。
「運動学I」の内容を発展させ、コツとカンの特性や動感運動が形態
化されてゆくプロセス (形成位相論)、覚える身体知である「創発身
体知」と教える身体知である「促発身体知」の構造などについて学習
する。

学校保健I

学校で行われている健康の保持増進に関する基本的事項について理解
するとともに，発育発達や，児童および生徒の健康の維持増進に関し
て，小児保健，学校安全及び救急処置を含む，各領域の概要と課題を
理解する。
授業は，学校保健の基礎的な内容から，小児保健，精神保健，学校安
全及び救急処置を含む内容を取り扱う。スライド映写，資料配布を中
心として行う。各自にあった参考書を手にしてほしいため，テキスト
指定は行わないが，参考資料の内容を元に授業を展開する。

学校保健II

授業は，学校保健Iの内容を発展させ，精神保健，学校保健活動のマ
ネジメントの視点，保健教育を含む内容を取り扱う．スライ映写，資
料配布を中心として行う。各自にあった参考書を手にしてほしいた
め，テキスト指定は行わないが，参考資料の内容を元に授業を展開す
る。
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陸上競技

走、跳、投種目の実技を通して基本技術の習得・向上を目指す。ま
た，陸上運動，及び陸上競技の運動特性，教育的特性，基本技術の理
論について解説する。さらに，実践的運動手段・方法，指導法につい
て学修する。
授業の到達目標
・走、跳、投種目の実技を通して人の運動の基本技術を習得・向上す
る。
・基本的なルール，審判法を身につけることができる。
・陸上運動，及び陸上競技の運動特性，教育的特性を理解し学校体育
における陸上競技の意義について理解することができる。
・実際に授業をする上で大切な指導技術である基本動作・ 技術を習
得させるためのコツを理解し，実践的運動手段・方法を身につけるこ
とができる。

ダンス

舞踊の表現技法を実習し、専門的技術と知識を獲得させ、個性的な表
現及び作品の創作ができることを授業の目的とする。本講義は、
（1）舞踊の各ジャンルの表現技法の習得、（2）舞踊作品の創作、
（3）舞踊作品発表のために舞台製作（企画・運営等）を行う。さら
に実習のまとめとして、舞台上で作品を発表するという機会を設け、
舞台上の演習及び照明効果を含めた舞台実習を行う。各実習を通して
学校教育の中で行われるダンスの指導に必要な内容を盛り込んでゆ
く。

ソフトボール

ソフトボールは運動量の適宜増減も可能なことから､生涯スポーツと
しての需要も高く､老若男女を問ない健康運動としても認知されてお
り､わが国における もポピュラーなスポーツの一つであるといえる｡
授業の前半には様々なスタイルのウオーミングアップを実施したり、
ソフトボールの実技指導、ゲームを通して、健康に関する意識の向上
を目的とする。
ソフトボールにおける基本的な特徴を実際の練習､講義等を通して理
解し､身体活動によって感じることのできる心身の変化と自らの身体
への気づきを意識するとともに､生活の中のスポーツについて熟考す
ることを目標とする｡また、投、打、走、捕を組み合わせた無酸素的
運動と有酸素的運動を併せ持った競技である為、雨の日などを利用し
てソフトボールに必要な体力トレーニング（上肢、下肢、体幹等）を
実施する。

剣道

剣道の歴史について講義と、木刀と竹刀を用いて剣道の基本動作と対
人的技能について、大学や連盟での指導経験に基づいて指導する。ま
た、毎回授業終了時には「ポートフォリオ」（学修の記録）を提出さ
せる。
(1)日本の伝統的身体文化である剣道の特性について、他のスポーツ
種目との比較しながらグローバルな視点から知識を深める。
(2)｢木刀による基本技稽古法｣（形）を学び、剣道における礼法と形
としての基本的所作を学修する。
(3)竹刀を用いた剣道の基本動作と、その応用としての対人的技能を
学修するとともに、中学程度の生徒に対する指導のポイントについて
も学ぶ。
(4)｢剣道一級｣相当の技能を身につける。
(5)相手に打ち勝つための「旺盛な気力｣と、冷静に自己と相手をみつ
める｢心の冷静さ｣を同時に学ぶ。

柔道

中学校・高等学校で柔道授業を実施する上での基礎的実技能力・基礎
知識・指導方法を習得するために授業を展開する。基本動作（主に受
身）・対人的技能（投技・固技）・試合および試合の審判法・指導方
法を学習する。特に、柔道の技は力学的原則に基づいて成立している
ものが多く、この観点からの指導方法と投技の系統的指導の方法を学
習する。
初心者を対象とした柔道授業を行っていく。但し将来、柔道指導がで
きるように授業を実施する。柔道の授業に必要な基本動作、投技、固
技を取り上げ、約束練習、自由練習や試合を通して学習指導に有用な
知識及び実技能力を身につけるための実習を行う。

スポーツ心理学

本授業では、スポーツ心理学の基礎的な理論や考え方、そして多様な
運動・スポーツ場面におけるスポーツ心理学の役割や知見を網羅的に
学びます。自身の体育やスポーツでの経験とスポーツ心理学の関わり
を振り返り、考察することで、体育授業やスポーツ指導・支援の場面
で活用できるスポーツ心理学の知識を習得することを目指します。

スポーツマネジメント論

体育事業論（A.S,P.S.,C.Sおよび関連的事業）の考え方と、学校体
育、地域の公共的スポーツ活動における実践的意味について講じると
ともに、マーケティング理論の援用によって、地域スポーツ経営の効
果、効率を高めていくための方策について講じる。
体育経営学における体育事業論を理解するとともに、一般経営学の理
論を援用しながら、体育、スポーツ事業の効果的な提供方策の基礎と
なる知識を身につけることをねらいとする。
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体育史

スポーツは、人間に与えられた素晴らしい身体活動文化である。この
文化の歴史を遡ることにより、現在のスポーツ界を振り返る。講義
は、総論として世界体育史、日本体育史を概観したあと、オリンピッ
ク史、武道史、及び各種目の歴史を各論的にあつかう。また諸スポー
ツ文化に関する施設の見学・実地研修によりスポーツをより知る。さ
らにスポーツ文化に関してポスターを活用した、プレゼンテーション
を行うことで、中学校保健体育科「体育理論」領域「文化としてのス
ポーツ」の授業で、中学生に文化としてのスポーツを伝える知識とス
キルを学ぶ。
中学校学習指導要領保健体育編のH体育理論「文化としてのスポーツ
の意義」、高等学校学習指導要領保健体育編のH体育理論「スポーツ
の文化的特性や現代のスポーツの発展」を取り扱う。

武道指導論

武道の成り立ち、武道の意味、武道のねらいを理解し、中学校保健体
育科武道領域の指導案が作成できる知識とスキルを獲得している。
中学校保健体育科で必修となった武道領域の授業つくりができるよう
に武道の概説を行う。授業では、講義、実技、グループワークなどを
行い、武道領域における授業つくりを体験する。
毎回、ポートフォリオによる記録を行う。

スポーツコーチング論

東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組みをはじめ、競技
者育成に必要とされるシステム、ICTを駆使したスポーツ科学の活
用、国際競技力の向上に向けた日本の取り組み、さらには今必要とさ
れるコーチング哲学についての理解を深め、将来、競技スポーツの指
導実践に役立つような知識を身につける。
授業は講義を中心にゲスト講師を招聘し、関連分野の 新情報につい
ての知見を深めることも計画している。

保健体育学研究各論演習A

この授業では、これまでに学んできた保健体育やスポーツ科学分野に
おける基礎的な学識を基とし、学校教育および保健体育やスポーツ科
学に関するトピックスについて授業担当教員が専門とする研究観点か
ら考究し、学術的資質を養うことを目指す。具体的には、各自が興味
を持った保健体育やスポーツ科学分野に関連するテーマについて文献
研究を行い、その概要をまとめてプレゼンテーションを行い議論す
る。この一連の学習により、漠然とした内容のテーマが明確になり研
究課題の設定につながることを学ぶ。

保健体育学研究各論演習B

この講義では、保健体育学研究各論演習Aに引き続き、学校教育およ
び保健体育やスポーツ科学に関するトピックスについて授業担当教員
が専門とする研究観点から考究し、学術的資質を高めることを目指
す。具体的には、各自が興味を持った保健体育やスポーツ科学分野に
関連するテーマについて文献研究を行い、その概要をまとめてプレゼ
ンテーションを行い議論することに加えて、簡便な方法で調査や実験
を実施し、結果のまとめ方や解釈の仕方について学ぶ。この一連の学
習により、研究テーマの設定、調査や実験の計画の仕方、データのま
とめ方や解釈の仕方等、研究の進め方や手続きについて学ぶ。

小学校教科内容（体育）

この授業では、小学校における体育科の学習内容を総括的かつ総覧的
に講義（実技実習を含む）することによって、小学校教諭を志望する
学生における体育科の基礎知識を固める。具体的には小学校における
体育科の目標とその意義、具体的な教育方法（指導計画、教材の準備
や教具に関わる諸問題、評価の方法など）を講義することが内容とし
て挙げられる。またボール運動や器械運動、陸上運動や水泳運動と
いった各単元の指導方法や評価方法などを学ぶことで授業づくりの実
際を受講者は学習し、小学校体育において求められる力量の涵養を図
る。

サッカー

サッカーの基礎技術（キック、ボールコントロール、ドリブル、フェ
イント、ヘディング、シュート）・戦術（集団的オフェンス・ディ
フェンス、作戦の立案）をゲームと関連付けながら実践的に学習す
る。サッカーゲームの中に内在する技術・戦術を理解し実践できる力
を養う。

バスケットボール

バスケットボールに必要な技術や戦術について習得し、指導者として
個々のスキルに対する指導を行えるようにするほか、実際に集団に対
する指導法を学習する。また、授業において単にゲームを行うだけで
なく、企画・運営を行える能力を養う。
学生として身につけておくべきバスケットボールの基礎技能・戦術に
ついて各時間ごとにテーマを決め、個人練習やグループによる練習に
より習得していく。また、授業において模擬授業を行うとともに、授
業中のゲームの企画・運営を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

バレーボール

バレーボールに必要とされる技術（オーバー、アンダーパス、スパイ
ク，ブロック、サーブ）・戦術（集団的オフェンス・ディフェンス）
を基本的な技術・戦術、集団的な技術・戦術として習得していく。授
業を通じて、バレーボールゲームの中に内在する技術・戦術を理解し
実践できる力を養う。

スキー実習

変化する斜面を安全に滑走し、様々なゲレンデにチャレンジするス
キーの
楽しさ、少しの身体の使い方の変化によりに技術が上達するスキーの
楽しさを通してスポーツを実践する楽しさを獲得する。また、大自然
の中での宿泊合宿で仲間づくりの楽しさを体験し、将来の生活に役立
つ経験をする。
アウトドア・ウィンタースポーツの代表であるスキーを学ぶ。スキー
技術とともにスキーを通してスポーツの指導法、宿泊研修の大切さに
ついて学ぶ。スキーでは集団滑走、たいまつ滑走などプライベートス
キーでは体験できないプログラムを行う。

学校と地域スポーツ

プレゼンテーションを軸にし、考えまとめたことを発表する形で授業
を構成していく。
スポーツ庁の行政の考えと児童生徒・保護者の思いの実現場所として
学校がある。教員目線でスポーツの今後の在り方を考えてもらう。
また、教科としての体育と教科外活動の部活動を整理して考えること
を学んでもらいたい。

スポーツと栄養

食品に含まれる栄養素の生体での役割、消化吸収のメカニズムについ
て理解し、スポーツ時における栄養の重要性を説明できるようにす
る。また、自己の栄養摂取状態を振り返りつつ、スポーツ現場や健康
的な食生活のあり方について検討する能力を身につける。
栄養学の基礎的事項、運動・スポーツのための栄養学および健康のた
めの栄養学についての基礎的事項について説明し、運動・スポーツ時
の競技力向上の栄養学的アプローチについて紹介する。

発育発達学

小児の発育について詳細を理解するとともに、発育に及ぼす各種要因
について充分理解し、それらを評価する方法を習得する。また、幼
児・児童・生徒・学生と、発育段階ごとの運動・栄養に関しての知識
を習得する。
小児の心身の発育について、形態面および機能面から概説する。ま
た、小児の発育に関して栄養面から学習するとともに、運動が心身の
発育に及ぼす影響についてや、保健の観点から安全や看護についての
認識を深める。

保健体育学ゼミナールI

この授業では、これまでに学んできた保健体育やスポーツ科学分野に
おける基礎的な学識を基とし、各自が興味を持った学校教育あるいは
保健体育やスポーツ科学に関連する研究について、指導教員が専門と
する研究領域の観点からテーマを設定し学術研究を実践する。具体的
には、保健体育学研究各論演習Aおよび保健体育学研究各論演習Bで学
習したことを基礎とし、研究テーマの設定、文献研究の実施および調
査や実験を実施してデータを収集することを目指す。

保健体育学ゼミナールII

この授業では、保健体育学ゼミナールIに引き続き、これまでに学ん
できた保健体育やスポーツ科学分野における基礎的な学識を基とし、
各自が興味を持った学校教育あるいは保健体育やスポーツ科学に関連
する研究について、指導教員が専門とする研究領域の観点からテーマ
を設定し学術研究を実践する。具体的には、保健体育学研究各論演習
Aおよび保健体育学研究各論演習Bで学習したことを基礎とし、保健体
育学ゼミナールIで収集したデータを分析、考究し、学術研究として
完成させることを目指す。

ハンドボール

ハンドボールに要求される技術・戦術・体力をゲームによって習得
し、ゲームを計画したり、競争状況の解決等ゲームを規定する要因や
戦術的原則を理解することができるようになる。併せて、ハンドボー
ル指導上の問題意識を高めることができるようになる。
個人・グループさらにはチームによる課題解決に向けた練習とゲーム
の実践によって授業を進める。

ラグビー

ラグビーにおける、個人技術や組織プレーについての技術を習得さ
せ、身体接触を伴うタックルやスクラム等については、その危険性を
解説し、指導法を身につけさせる。また、安全面を考慮した、タグラ
グビーやタッチフットなどを取り入れ、指導者として必要な知識と実
践力を高める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

テニス

テニスのルールやマナー、基礎的な技術など、生涯スポーツとしてテ
ニスを楽しむための知識や技能を総合的に学びます。さらに、授業等
における指導法の習得を目指します。
本授業の到達目標は、以下の通り
１．テニスの用具・施設の特性やマナーを学び、安全なプレーの指導
ができる
２．テニスのルールを学び、試合進行の指導ができる
３．テニスの基本的な動作を学び、適切な指導ができる
４．テニスを楽しむために、ストロークのラリーを続けることができ
る

ソルフェージュ

ソルフェージュの基本を学ぶことにより、音楽の仕組みを理解し、高
度な実践力を身につけることを目標とし、講義に対する理解力ならび
に聴音の実践力と技術力を評価する。
ソルフェージュ、２声対位法の聴音、和音の聴音に関する基本的な仕
組みの講義とそれぞれのデモンストレイションと楽曲の理解を深め
る。

創作表現I

アレンジを基にした作曲、アレンジと和声の関係による作曲の基本的
な仕組みの講義と作品の発表と考察を行い、それぞれのデモンストレ
イションと演奏の理解を深め、演奏力を身につける。
講義に対する理解力ならびにアレンジ力と作曲の実践力と演奏の技術
力を評価する。

演奏基礎（こえ）

歌唱指導に必要な基礎的技能を育成するとともに、アンサンブル能力
を養う。
わらべうた等の伝統音楽の歌唱に触れる。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 歌唱指導に必要な基礎的技能を習得する。
（２） （ア）多様な音楽の発声や音楽の形式、伝統音楽の歌唱につ
いて理解することができる。
（イ） アンサンブル活動を通して、実践方法や指導法を考えること
ができる。
（ウ）発声のトレーニングやアンサンブル活動に積極的に取り組むこ
とができる。
（エ）わらべうた等を使った実践課題により、音と音の重なりを聴き
合うことや周りの音を聴きながら歌うことができる。

ピアノ伴奏法

ピアノ伴奏の基礎的な知識や技術、表現について、これまでの研究、
音楽科指導経験をもとに具体的に指導する。主要三和音、属七の和
音、短調の和音、非和声音、IIの和音、VIの和音、副属七の和音等の
旋律と和声の関係、和声の揺れについて解説し、楽曲のしくみ、ピア
ノ伴奏への理解を深める。

音楽学I

人間が音楽をどのように捉え、表現してきたのかを多様な視点から理
解することができる。日本を含めた世界各地の音楽のかたちと、それ
に関わる文化のあり方の基礎知識を習得することができる。
諸民族の音楽を事例に、様々な「音楽のかたち」について解説すると
ともに、音楽だけでなく文学（言語）や演劇など、音楽と隣接する分
野から「音楽のあり方」について提示する。

小学校教科内容（音楽）

小学校音楽科における指導方法について、教材研究や授業計画、授業
の進め方、評価方法について学ぶ。教材研究においては、小学校共通
教材である歌唱作品、器楽作品の演奏および鑑賞を行う。また、授業
計画（指導案の作成）について基礎的な考え方を学び指導計画や指導
案を作成する。子どもが主体的に学ぶために必要な指導方法を理解
し、実際の授業場面に合わせた授業展開や、学びの楽しさを伝えるた
めの指導の工夫について深く探求させる。

管絃（雅楽）I

現行雅楽の基本的な事項について理解すると共に、雅楽譜の読み方、
雅楽器の練習及び伝承の方法である「唱歌（しょうが）」を体得す
る。
雅楽の歴史的変遷と使用楽器について解説し、管絃の3 管「篳篥（ひ
ちりき）、龍笛（りゅうてき）、鳳笙（ほうしょう）」の教授法であ
る「唱歌」を習得させ、雅楽器演奏のための基礎的素養を身につけさ
せる。

アンサンブル指揮法

20世紀と21世紀の作曲の仕組みの講義とそれぞれのデモンストレイ
ションと応用の理解と作曲力を深める。
指揮法の基本と応用を説明し、20世紀と21世紀の作品の考察を交えた
指揮法を修得する。
作品に関する講義に対する理解力ならびに発表した作品の分析力と和
声の実践力と作曲力を評価する。

音楽教育コース専
門科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

演奏基礎（ピアノ）

第１回〜第８回においては主にピアノを弾く上での基礎的なテクニッ
クを、第９回〜第15回においては中学校・高校音楽の教材曲やピアノ
ソロ曲を取り上げながら演奏能力を高める。新しい課題に移行する際
には前回に課題を指示する。すべての授業においてアクティブラーニ
ングを取り入れ、自身に足りない技能を明らかにし効果的な練習方法
を見出す。

合唱指導法（混声）I

中世、ルネサンスから現代の合唱曲に取り組み、声によるアンサンブ
ル能力を養う。また、諸民族、ポップス、一般に広く歌われている唱
歌にも触れる。学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導
を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

合唱指導法（混声）II

合唱指導法（混声）Iに続いて中世、ルネサンスから現代の合唱曲に
取り組み、声によるアンサンブル能力を養う。また、諸民族、ポップ
ス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。学校での指導経験を基
に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

合奏I

各種打楽器の正しい演奏法と特性を理解し、楽曲の中で作曲者の意図
および自分の表現と結びつく奏法を工夫し演奏できるようになる。
他者と力を合わせて音楽（アンサンブル、合奏）を作り上げていく知
識と技術を習得し、個々の主体性を引き出し、コミュニケーション能
力を高めることができる。
この授業では、各種打楽器の基礎知識、基本奏法、特性を理解できる
よう楽器の紹介を交えながら基礎練習を中心に行う。また、打楽器の
ための作品あるいは打楽器を中心とした作品のアンサンブルの紹介を
し、演習の中で指導する。

演奏表現（こえ）I

各自の進度、傾向、能力に応じた課題曲を与え、指導を行う。
また、他者の演奏について意見交換を行う場を設けると同時に、録音
した演奏を再生し、自身の演奏を客観的に評価できるような場を設け
る。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。

演奏表現（こえ）II

各自の進度、傾向、能力に応じた課題曲を与え、指導を行う。
また、他者の演奏について意見交換を行う場を設けると同時に、録音
した演奏を再生し、自身の演奏を客観的に評価できるような場を設け
る。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。

演奏表現（ピアノ）I

ピアノ曲の各時代の様式の変化について理解を深め、様式に対応した
演奏法を修得する。
ピアノ曲の演奏方法の基本について，様々な形式・形態の楽曲を、実
践を通して具体的に研究する。アクティブラーニングを通して作曲家
の生い立ちや時代背景を調べ知識を深める。ICTを活用し、知識およ
び演奏技能の向上をめざす。

演奏表現（ピアノ）II

ピアノ曲の各時代の様式の変化について理解を深め、様式に対応した
演奏法を修得する。
ピアノ曲の演奏方法の基本について、様々な形式・形態の楽曲を通じ
て、具体的に研究する。演奏表現IIでは古典派ソナタについて研究
し、連弾作品の演奏発表を行い、アンサンブルの能力を高める。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

創作表現II

分析を基にした作曲の基本を学ぶことにより音楽の仕組みを理解し応
用力を身につけることを目標とし、分析を基にした作曲や分析と和声
の関係による作曲の基本的な仕組みの講義とベートーベンの作品の考
察を行い、それぞれのデモンストレイションと応用の理解を深める。

合奏II

各種打楽器の正しい演奏法と特性を理解し、楽曲の中で作曲者の意図
および自分の表現と結びつく奏法を工夫し演奏できるようになる。
他者と力を合わせて音楽（アンサンブル、合奏）を作り上げていく知
識と技術を習得し、個々の主体性を引き出し、コミュニケーション能
力を高めることができる。
各種打楽器の基礎知識、基本奏法、特性を理解させる。打楽器のため
の作品あるいは打楽器を中心とした作品の紹介をし、アンサンブルの
実習の中で指導を行う。
グループ発表、評価会を通してその成果を定期演奏会での発表に繋げ
る。

音楽教育学

学校音楽科の基盤となっている音楽教育学を概観させる。具体的に
は、学校音楽教育の歴史、原理、目標、教育課程における位置づけ、
カリキュラム、教材、教育方法、世界の音楽教育の動向などを扱う。
受講者自身が問いをもち、それについて調べる課題研究の形をとる。
各班のプレゼンテーションに対して、グループディスカッションを組
み入れた授業を行う。

講義10時間
演習20時間

和楽器アンサンブルI

対面による集団授業形態で指導。楽譜の読み方や箏の奏法だけでな
く、礼儀作法に始まり楽器の扱い方、歴史背景など総合的に知識を習
得出来るように指導し、教育現場において困らないよう指導する。
後半では「六段の調」初段の演奏の練習を行い、各自で調弦をして演
奏する試験を実施する。

スコアリーディング

異なるクレフの理解と実習、異なるクレフの理解と実習、異なるクレ
フと移調楽器の理解と実習を行い、異なるクレフで書かれた楽譜を読
むことができるようにする。
授業の 終回でクレフ読みの技術テストを実施し、理解力を評価す
る。

音楽学II

西洋の芸術音楽およびポピュラー音楽の歴史展開と地域的拡がりにつ
いて取り上げ、音楽文化がどのように形作られてきたか／形作られて
いるのかについて、主に社会、思想、形式の三つの視点から解説して
いく。また受講者は授業内容に関連した題材に即した発表を行う。

演奏表現（こえ）III

各自の進度、傾向、能力に応じた課題曲を与え、指導を行う。
また、他者の演奏について意見交換を行う場を設けると同時に、録音
した演奏を再生し、自身の演奏を客観的に評価できるような場を設け
る。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。

演奏表現（こえ）IV

各自の進度、傾向、能力に応じた課題曲を与え、指導を行う。
また、他者の演奏について意見交換を行う場を設けると同時に、録音
した演奏を再生し、自身の演奏を客観的に評価できるような場を設け
る。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。

演奏表現（ピアノ）III

ピアノ曲の各時代の様式の変化について理解を深め、様式に対応した
演奏法を修得する。
ピアノ曲の演奏方法の基本について，様々な形式・形態の楽曲を、実
践を通して具体的に研究する。アクティブラーニングを通して作曲家
の生い立ちや時代背景を調べ知識を深める。ICTを活用し、知識およ
び演奏技能の向上をめざす。

演奏表現（ピアノ）IV

演奏表現（ピアノ）IVに続いてピアノ曲の各時代の様式の変化につい
て理解を深め、様式に対応した演奏法を修得する。
ピアノ曲の演奏方法の基本について，様々な形式・形態の楽曲を、実
践を通して具体的に研究する。アクティブラーニングを通して作曲家
の生い立ちや時代背景を調べ知識を深める。ICTを活用し、知識およ
び演奏技能の向上をめざす。

創作表現III

分析を基にした作曲の基本を学ぶことにより音楽の仕組みを理解し応
用力を身につけることを目標とする。
20世紀の作品を基にした作曲、20世紀の作品と和声の関係による作曲
の基本的な仕組みの講義と作品の考察・発表を行い、それぞれのデモ
ンストレイションと応用の理解を深める。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

創作表現IV

20世紀と21世紀の作曲の基本を学ぶことにより音楽の仕組みを理解し
応用力を身につけることを目標とする。
20世紀と21世紀の作品を基にした作曲と20世紀と21世紀の作品を基に
した和声の関係による作曲の仕組みの講義と作品の考察・発表を行
い、それぞれのデモンストレイションと応用の理解を深める。

同声合唱I

中世、ルネサンスから現代の合唱曲に取り組み、声によるアンサンブ
ル能力を養う。
また、諸民族、ポップス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

同声合唱II

同声合唱Iに続いて中世、ルネサンスから現代の合唱曲に取り組み、
声によるアンサンブル能力を養う。
また、諸民族、ポップス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

合唱指導法（混声）III

合唱指導法（混声）IIに続いて中世、ルネサンスから現代の合唱曲に
取り組み、声によるアンサンブル能力を養う。
また、諸民族、ポップス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

合唱指導法（混声）IV

合唱指導法（混声）IIIに続いて中世、ルネサンスから現代の合唱曲
に取り組み、声によるアンサンブル能力を養う。
また、諸民族、ポップス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

舞台表現演習（伝統音楽を含
む。）

伝統音楽の基礎知識とその歌唱指導に必要な技能を習得する。オペラ
やミュージカル等の実践を通して、舞台表現について理解することが
できる。舞台表現の実践に積極的に取り組むことができる。
伝統音楽の基礎知識とその歌唱指導に必要な技能を育成すると同時
に、歌唱力及び表現力を養う。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。

（オムニバス方式／全15回）
（104浦田　恵子／７回）
世界及び日本の伝統音楽について担当する。
（280河野　仁美／７回）
ミュージカルアンサンブルの実践について担当する。
（104浦田　恵子・280河野　仁美／１回）（共同）
実践発表、まとめについて担当する。

オムニバス

和楽器アンサンブルII

箏、三絃、17絃など和楽器のアンサンブルを通して専門的知識と表現
力を深める。
箏の知識だけで無く、三絃や17絃など他の和楽器の知見を広める。ア
ンサンブルを通じて表現力を高め、小中学生の音楽授業における「聴
き方」や「表現力」の有用な知識を身につける。

合奏III

各種打楽器の正しい演奏法と特性を理解し、楽曲の中で作曲者の意図
および自分の表現と結びつく奏法を工夫し演奏できるようになる。
他者と力を合わせて音楽（アンサンブル、合奏）を作り上げていく知
識と技術を習得し、個々の主体性を引き出し、コミュニケーション能
力を高めることができる。
各種打楽器の基礎知識、基本奏法、特性を理解できるよう楽器の紹介
を交えながら基礎練習を中心に行う。また、打楽器のための作品ある
いは打楽器を中心とした作品のアンサンブルの紹介をし、演習の中で
指導する。

合奏IV

各種打楽器の正しい演奏法と特性を理解し、楽曲の中で作曲者の意図
および自分の表現と結びつく奏法を工夫し演奏できるようになる。
他者と力を合わせて音楽（アンサンブル、合奏）を作り上げていく知
識と技術を習得し、個々の主体性を引き出し、コミュニケーション能
力を高めることができる。
各種打楽器の基礎知識、基本奏法、特性を理解させる。打楽器のため
の作品あるいは打楽器を中心とした作品の紹介をし、アンサンブルの
実習の中で指導を行う。
グループ発表、評価会を通してその成果を定期演奏会での発表に繋げ
る。

音楽教育学研究各論演習I

音楽教育実践と音楽教育学との関係について、各自の音楽教育につい
ての関心を基盤として考察することを目的とする。具体的には、各自
の問題意識を発展させることを軸として、卒業論文作成に向けて、研
究主題の設定、研究方法の選択、論文構成の仕方について指導する。
授業はゼミ形式をとる。

音楽教育学研究各論演習II

音楽教育実践と音楽教育学との関係について、各自の音楽教育につい
ての関心を基盤として考察することを目的とする。具体的には、各自
の問題意識を発展させることを軸として、卒業論文作成に向けて論文
構成の仕方、探究の方法について指導する。授業はゼミおよび個人指
導の形態をとる。随時、論文テーマに共通するトピックについて講義
を挿入する。

音楽教育実践演習

生成の原理に基づく音楽科の基礎理論を根拠として音楽科の教材研究
を行い、それに基づいた学習指導案を作成し、模擬授業ができる。
音楽科の教科内容の特質（指導内容の４側面及び音楽と他媒体とのか
かわり）を踏まえた教材研究を基に、授業デザインができるようにさ
せる。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

合唱指導法（混声）V

合唱指導法（混声）IVに続いて中世、ルネサンスから現代の合唱曲に
取り組み、声によるアンサンブル能力を養う。また、諸民族、ポップ
ス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。学校での指導経験を基
に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

合唱指導法（混声）VI

合唱指導法（混声）VIに続いて中世、ルネサンスから現代の合唱曲に
取り組み、声によるアンサンブル能力を養う。また、諸民族、ポップ
ス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。学校での指導経験を基
に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

同声合唱III

同声合唱IIに続いて中世、ルネサンスから現代の合唱曲に取り組み、
声によるアンサンブル能力を養う。
また、諸民族、ポップス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

同声合唱IV

同声合唱IIIに続いて中世、ルネサンスから現代の合唱曲に取り組
み、声によるアンサンブル能力を養う。
また、諸民族、ポップス、一般に広く歌われている唱歌にも触れる。
学校での指導経験を基に培った教授法を生かした指導を行う。
到達目標
（１） 多くの様式の合唱曲を学習する中で、声によるアンサンブル
能力を養うと同時に、その指導法を学ぶ。
（２） （ア）楽譜から、音楽の形式や、背景、歌詞（言語）を読み
取ることができる。
（イ） アンサンブル活動における指導法を、授業実践の中で考える
ことができる。
（ウ）アンサンブル活動や全体での運営活動に積極的に取り組むこと
ができる。
（エ）歌唱力を向上させることと同時に、音と音の重なりを聴き合う
ことや、周りの音を聴きながら歌うことができる。

和楽器アンサンブルIII

教育現場において教員１人で楽器の準備や、授業が出来るようにな
る。
受講生を生徒に見立て、教える立場になり、箏の扱い、楽譜の見方、
スクイ爪など右手奏法及び左手押手な奏法の指導方法を学ぶ。
各回において「六段の調」の練習を行い、各自で調弦をして「六段の
調」演奏試験と、転調を含むチューニングの試験を行う。

和楽器アンサンブルIV

様々な和楽器の造詣を深め、教育現場においても楽器の取り扱いなど
掘り下げて解説出来る。
アンサンブルを通し仲間と共に演奏技術を高め、日本音楽の伝統や歴
史を深く学ぶ。
三絃の扱いや奏法の指導方法を学ぶとともにパート分けを行い、課題
曲アンサンブル及び現代邦楽アンサンブル曲の合奏を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

合奏V

前期は各種打楽器の基礎知識、基本奏法、特性を理解できるよう楽器
の紹介を交えながら基礎練習を中心に行う。また、打楽器のための作
品あるいは打楽器を中心とした作品のアンサンブルの紹介をし、演習
の中で指導する。
後期は合奏を中心にした授業を行い、グループ発表、評価会を通して
その成果を定期演奏会での発表に繋げる。

合奏VI

各種打楽器の正しい演奏法と特性を理解し、楽曲の中で作曲者の意図
および自分の表現と結びつく奏法を工夫し演奏できるようになる。
他者と力を合わせて音楽（アンサンブル、合奏）を作り上げていく知
識と技術を習得し、個々の主体性を引き出し、コミュニケーション能
力を高めることができる。
各種打楽器の基礎知識、基本奏法、特性を理解させる。打楽器のため
の作品あるいは打楽器を中心とした作品の紹介をし、アンサンブルの
実習の中で指導を行う。
なお、授業の成果を後期の授業で発展させ、定期演奏会での発表に繋
げる。

小学校教科内容（図画工
作）

図画工作科における指導者としての視点を養うことを目的とし、様々
な材料、技法、道具等について認識を深めた上で、自由な発想による
作品づくりに取り組む。
技術ではなく、表現方法を磨くことで、図画工作の授業内容を充実さ
せ、活動を楽しむことを補償し、質を上げるには何が有効かを体験を
通して学ぶ。

絵画・彫刻表現基礎A

平面表現領域における基本的な事項（材料や道具の基本的な扱い方、
造形要素）についての講義を行う。「自然を描く」をテーマに自ら主
題を深め、感受したことを色や形で表す課題を出す。コンピュータを
使った造形では、トゥイーン・アニメーションによる動画制作の課題
を出す。各課題とも出来上がった作品を相互に鑑賞しあう時間を設
け、表現の工夫や面白さを味わわせる。

絵画・彫刻表現基礎B

感じ取ったことや考えたことなどを基に、彫刻表現する活動を通し
て、創造的な構成を工夫し心豊かに表現する構想を練る。そのため立
体表現の基礎的な素材・技法体験（塑造制作）、様々な造形活動に通
じる基本的事項、マナーの習得を目標とする。
立体・彫刻表現の基礎的な参考資料視聴を行い、具象的な表現の在り
方を概観する。その後、表現のための構想から実際に制作体験し、さ
らに型取り工程をへて作品化へ展開する。適宜鑑賞の時間を導入し
フィードバックをしていく。

デザイン・工芸表現基礎A

デザイン・工芸の主にデザイン分野ついて，材料・方法等の基礎的知
識と，表現実技の基礎的能力を身につける。
分割比による平面構成、立方体の展開図から考える切り取られた立体
作品の制作、線の表現等のデザインの複数分野の実技を体験し，制作
を行い、プレゼンテーション、合評を実施する。

デザイン・工芸表現基礎B

デザイン・工芸の主に工芸分野ついて，材料・方法等の基礎的知識
と，表現実技の基礎的能力を身につける。
木工、染色、金工等の基礎技法や材料の特性とその扱い等、工芸の複
数分野の実技を体験し，それぞれの制作を行い、相互鑑賞を実施す
る。

日本美術史概論

日本の古代に制作された現存遺例について学びつつ、日本・東洋古代
美術史の概観を理解する。
仏教美術の基本を学んだ上で日本の飛鳥時代、奈良時代、平安時代、
鎌倉時代初期までを代表する美術作品の詳細な考察から、当時の人々
の美意識や社会状況の変遷を明らかにしていく。

デッサン論

デッサンについて歴史的展開及び今日的状況、表現や教育的な諸課題
について検証し、主体な意見を述べることができる。また、デッサン
について関連する多様な事項に関心を広げ、問題意識を高める。
デッサンとは何かについて、現代の状況、またその可能性について考
察する。多様な意味において美術表現の基盤となるデッサン力の獲得
を目指し、技能、表現方法を習得する。知識だけでなく、実際に人物
モデルも使用しデッサン表現の試みを通し検証していく。

美術・書道教育
（美術）コース専

門科目

－基本計画書－138－



（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

図法

図工や美術を教えるうえで必要とされる図法の知識と技術を身につけ
ることができる。また、基礎的内容を理解することにより、自身の制
作実践に適用することができる。
平面から立体、また立体から平面と双方向から「形」や「空間」の発
想ができるように、講義による解説と基本的な道具（直定規・コンパ
ス・三角定規）を用いて実際に作図する授業を行う。

絵画・彫刻表現研究A

描くモチーフとして人物モデルを扱う。人体観察を通して、私たちは
描くことの意味や内容を問う。そのため人体は、美術の勉強では重要
なテーマである。目前の生きた存在をどう感じ、どう描くかを問うこ
とからはじまり、自他の表現が各々の見方や感じ方とつながっている
ことを制作を通して理解させる。

絵画・彫刻表現発展研究A

絵の具による着彩を中心に技法と素材を変えながら、毎回の提案課題
に取り組む。
その週で完結させる制作と、数週にわたる制作を交えながら自作をア
ピールし、意見を交換する時間も含める。制作活動の展開に重点を置
くので、出席と取り組む姿勢、作品の着想から進展する様子に着目す
る。

絵画・彫刻表現研究B

前半では、立体・彫刻表現で主に扱われる粘土・木・石・金属・紙な
どの加工、関連する工具や道具の取り扱いについて習得し、学習者が
様々な造形活動に応用できる基本的事項の経験と習得をします。特に
学校現場での実際に則した役立つ技法の習得、作業の手順・環境・態
度などについても学びます。
後半では、これまでに習得した造形の力を活用し、学校ミュージアム
やパブリックアートなどの構想をしていく中で、生活や社会の中の美
術、生活や社会を美しく豊かにする美術、地域社会とのつながりの視
点など、社会性や客観性を意識して主題を生み出す力を養います。
なお、本講義は、絵画・彫刻表現発展研究Bへ連続展開します。

絵画・彫刻表現発展研究B

この講義は、「絵画・彫刻表現研究B」から連続し、学校ミュージア
ムやパブリックアートなどの構想をしていく中で、生活や社会の中の
美術、生活や社会を美しく豊かにする美術、地域社会とのつながりの
視点など、社会性や客観性を意識して主題を生み出す力を養い、現場
での実践活動を想定します。
前半では、これまでに習得した造形の力を活用し、学校ミュージアム
やパブリックアートなどのアイデア構想とその制作活動をしていきま
す。
後半では、各自の構想による完成作品の作品展（展示・鑑賞会）の開
催を 終段階に想定します。受講者は、作品の構想から制作・展示発
表まで一連の立体・彫刻表現の課程を習得します。なお、本講義は、
絵画・彫刻表現研究Bから連続展開します。

デザイン・工芸表現研究A

デザイン・工芸表現基礎Aで学んだことを基に、独自の表現方法を見
出し深める。平面及び立体デザイン分野の実技を研究し、平面ユニッ
ト作品、幾何学的レリーフ制作を行い、針金、天糸、布など他素材を
加えた平面と立体による自由制作を行い、合評を行う。

デザイン・工芸表現発展研
究A

デザイン・工芸表現研究Aで学んだことを基に、グループで協働しデ
ザインから制作までの過程を通し、デザインの必要性を体験的に学
ぶ。
明確な目的を持ってデザインし、グループで協力して制作を行う。
あそびの実践として、身の回りにあるものを使ったあそびをグループ
で考え、デザイン、制作過程の計画を立て、アイテムの制作と遊び方
解説書を制作し、合評を実施する。

デザイン・工芸表現研究B

デザイン・工芸表現基礎Bで学んだことを基に、独自の表現方法を見
出し深める。
陶芸分野の基本的な実技を研究し、ひもづくりによるカップの制作や
板づくりによる皿の制作、くり抜き技法による制作、陶芸の制作を行
い、作品鑑賞及び合評を実施する。

デザイン・工芸表現発展研
究B

デザイン・工芸表現研究Bで学んだことを基に、デザイン・工芸にお
ける複数分野の基本的な技法を用いた作品制作が出来る。デザインか
ら作品完成まで一貫した作業が出来る。
ひもづくり及び板づくりによる立体作品制作を通して、各自の表現方
法を追求し、工芸の複数分野の中から自由に制作し、より高度なデザ
イン力、技術力を養う。
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授 業 科 目 の 概 要

科目
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美術理論I

古代から現代に至るまでの東洋・西洋美術史の流れを把握し、代表的
な作品について理解を深める。加えて、毎時間行う発表と質疑応答を
通して、プレゼンテーション能力と考察力を培う。
辻惟雄監修『日本美術史』及びエルンスト・H・ゴンブリッチ『美術
の物語』を教材として、毎時間、各章をテーマに発表と質疑応答を行
い、西洋美術史への理解を深める。

材料研究A

平面表現において基本的な造形要素の特質を踏まえながら、現代的な
視点に立脚した空間表現を習得させる。実制作を通して様々な描画材
の可能性を探らせ表現の広がりを理解させる。教育現場での指導経験
をもとに培った教材化のための素材の活用方法について指導する。鑑
賞会において各学生が自らの作品の制作意図や表現効果について発表
させる。

材料研究B

工芸分の材料・技法について，主に染織に関する内容について，実際
の制作を通して理解を深め，自分自身の表現を研究する姿勢を身につ
ける。
染め，織りの基礎技法を体験したのち，各自繊維造形（ファイバー
アート）の創作に取り組み研究レポートを作成する。

日本東洋美術史

日本・東洋の古代・中世における仏教美術作品についての知識を習得
し、日本・東洋美術史の概観を理解する。
日本の中世以降に制作された仏教美術、特に浄土教美術について、現
存遺例の科学的資料を提示しつつ解説する。また、博物館・美術館や
寺院での現地見学会を適宜実施する。

美術科応用研究I

これまでの研究および実験・制作等を踏まえた各自の研究テーマの確
立と、その研究に必要な基礎的研究能力の習得を到達目標とし、各自
の研究テーマの確立と、その研究に必要な基本的な研究能力の習得・
充実のため、基礎的研究トレーニングを行い総合力を高める。

美術科応用研究II

美術科応用研究Iの活動を踏まえ、各自の研究テーマに基づき、卒業
研究を視野に入れたベースとなる研究・実験・制作の成果の獲得を到
達目標とし、各自の研究テーマに沿った基本的な研究能力の習得確認
と、卒業研究へ展開できる研究・実験・制作力などの獲得、プレゼン
テーションによる成果発表を行う。

デザイン・工芸史

デザイン及び工芸の歴史について，主に近代から現代までの流れと各
時期の特徴を理解する。
前半は主にデザイン，後半は工芸について，主要作品を示しながら，
全体の流れと各時期の造形的特徴等を解説する。

（オムニバス方式／全15回）
（171江藤　亮／８回）
デザインについて担当する。
（28佐藤　賢司／７回）
工芸について担当する。

オムニバス

美術表現の基礎

フィールドワークにより、身の周りにあるものの中に美を見つけ出す
ことからはじめ、絵画・立体・デザインの基礎を、鑑賞と実習を通し
て体験する。グループでの共同制作を行い、コミュニケーションの中
で様々な美意識が存在することを知る。古典的な美術のみならず、
アートプロジェクトやアールブリュットの分野も学び、自分自身の表
現というものを考察する。

絵画基礎演習

視覚芸術をその根本から体験し、「絵画って何だ？」という疑問を示
唆し、各自それぞれの答を出すように促す授業です。

初に視覚芸術とは切っても切れない「光」と「色」について、ワー
クショップ形式で再認識を促します。その後、作品を作り出す身体に
ついて「アクションペインティング」の体験で新しい発見を促しま
す。その後に絵画の基本である「draw」と「paint」、 後に人体の
課題を出します。授業を通して自分の思考と技術力の変遷が解るよう
に、取り組みを各自で記録することを教えます。

彫刻演習

人物モデルを使用し、塑造制作の実際的な力を養うことを目的とす
る。平面プランから心棒制作、粘土による制作へと、塑造制作の過程
を修得する。更に、対象の構造や量感の把握に留意し、塑造による表
現の探求をしていく。また、石膏などを使用したカービングなど彫刻
表現の拡がりを体験する。
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授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

コミュニティとアート

アート活動を通じて、地域コミュニティの現状やワークショップの可
能性などについて理解する。地域社会におけるアート活動の有効性、
アートによる地域力アップへ可能性を理解する。
また、実際に地域の中でのワークショップ等の企画実施を行い、それ
を自ら検証し相対化して捉える視点を獲得する。
アートを通じた地域コミュニティの現状やワークショップの可能性な
どについて概観し、実際に地域の中でのワークショップ等の実施経験
の機会をつくり、課題を明らかにし、自ら検証し相対化する場を提供
する。

デザイン演習

課題を通して、デザインの目的や対象となる人やもの、ことに着目し
た思考を得る。
伝える、使う目的や機能を考えた上で表現することの意味を考察す
る。自分を伝えるポスターや映像作品の制作に取り組み、合評会での
プレゼンテーション、作品を介したコミュニケーションを発展させ
る。

工芸制作I

窯工芸（陶芸及びガラス工芸）の基本的な実技を体験し制作を行う。
陶芸の基本的なひもづくり技法をつかって、用と美を兼ねた作品をつ
くることが出来る。ガラスの特性と道具類の基礎的知識とパート・
ド・ヴェールによる立体作品制作による表現実技の基礎的能力を身に
つける。

工芸制作II

課題に基づく制作により、教育現場における木材工芸及び木工機械の
指導を行うに必要十分な知識や技能を習得し、木材の特質を生かした
造形表現についても幅広い技能を習得することができる。発表では
個々の技能面だけではなく、他の学生の作品発表を通して、個性・感
性・思考方法などについての考察を深めることができる。
課題を通して、学校教育現場で使用する木工機械や道具の用法、木材
の特質、木工作品の機能・構造について解説・指南する。また、各々
の技術の上達だけでなく、他の学生の個性・感性・思考方法について
の考察が深まるよう、作品発表を行う。

美術史演習I

作品の鑑賞や文献の講読を通して、美術に関する専門的知識と技術を
獲得する。さらに、美術史を体系的・総合的に学習することでより広
い見識を養う。
受講生は各自、担当する寺院や博物館・美術館に赴き、作品の鑑賞及
び資料収集を行う。この成果を踏まえて授業内で発表と質疑応答を行
う。

美術史演習II

我々は幼少から文字を学ぶ。確かに文字は、情報の記録・伝達手段と
して極めて有効かつ簡便ではあるが、それだけに誤謬や改竄もまた生
じ易い。一方、絵画に情報を込める作業は面倒でもあり、これを引き
出すのはなお難しいが、文字では尽せない複雑な内容をも一目にして
理解せしめる可能性を含んでいる。構図やモチーフの至る所に画意を
解く鍵が隠されているのであり、それを読み解けば画面に内包される
深意に触れることも不可能ではない。往々にして後世の人々に都合の
良い内容へと変化していく文献に対し、時代の淘汰を潜り抜けて存在
する歴史の結晶としての作品「モノ」は、それぞれが制作された時代
のリアルタイムの生き証人であるから、「モノ」から引き出される情
報には歴史の真実が如実に含まれている。もの言わぬ「モノ」をも読
み得る事実と、その具体策を提示することで、良く見て、深く考える
底力の充実を図りたい。
どうやって「モノ」から情報を引き出し（正しい観察）、それらを基
にどのように考えれば良いのか（詳細な考察）、について、具体的な
作品論を通して解説する。

美術理論II

美術に関する幅広い知識と教養の習得をとおし、教員として指導に当
たる際、説得力を持って授業を行えるよう、実践力を身に付ける。
関西各地の博物館・美術館、社寺での実地見学をメインとし、各見学
会について予習とフィードバックを行う。

講義18時間
演習12時間

美術科発展研究I

美術科応用研I・美術科応用研究IIの成果と課題を踏まえ、各自の研
究テーマに基づいた活動を深める。
研究テーマと研究方法について、各自の研究活動に対するゼミナール
でのディスカッションを通して見えた課題や疑問点からの各自の研究
活動を再決定し、研究成果を高めていく。

美術科発展研究II

美術科発展研究Iの活動を発展させ、卒業研究にまとめることで各自
の研究成果を得る。

終報告会に向けてゼミナール内での発表やディスカッションを行
い、個人対応により適宜内容、方法を変更、修正しながら研究を進
め、研究のプレゼン資料作成し、成果を発表する。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

仮名書法研究I

仮名の成立過程と仮名書法の関係を理解し、仮名書法の基本を習得す
る。
『高野切古今集』の中で「第一種」「第三種」を取り上げ、その臨書
を中心とした学習を通して、仮名文字の発生と生育過程を理解させ、
仮名書法における基本の習得を目標とした授業を行う。

楷書法研究I

古典が作られた経緯やその技法について解説する。受講生はその内容
に従って臨書を行う。授業時間内に数度の添削を受け、古典の特徴を
理解し表現できるようする。授業後は復習をし、次回の授業の初めに
再度添削を受ける。また、３人前後のグループを作り、学生同士で授
業内に臨書作品の批評を行い、各古典の３回目の授業の発表内容の材
料収集と整理を行う。各古典の３回目の授業は、各班10分程度に臨書
で取り上げた古典の特徴をまとめてPowerPointで発表する。引き続き
残りの時間で各古典の倣書作品を制作する。 終の授業で全15回の授
業の課題の清書を提出する。

小学校教科内容（書写）

学習指導要領における小学校書写の指導内容を理解させ、それらに照
らし合わせて教科書の内容を系統立てて分析し解説する。その上で、
単元構成や指導案を作成し、授業内容の検討を行い、児童や生徒に
とって単位時間ごとに達成感を持てるような、授業のあり方について
具体的に考察させる。
（オムニバス方式／全15回）
（80瀨川　賢一／５回）
小学校書写１、２学年の内容を中心として、書写における毛筆の位置
づけやひらがな・カタカナ・漢字指導のあり方等について担当する。
（4池田　利広／５回）
小学校書写３、４学年の内容を中心として、基本点画の書き方指導、
文字の各要素、漢字と仮名のバランス等について担当する。
（41出野　文莉／５回）
小学校書写５、６学年の内容を中心として、硬筆書写における縦書
き、横書き、の指導のあり方、板書指導のあり方等について担当す
る。

オムニバス

国文学概論A

本講義では日本文学の中から特に児童文学に焦点を当て、明治期から
大正期における童話文学史を中心に学習する。作家の中では、特に宮
沢賢治に焦点を当てる。大正期から昭和初期において発表された童話
の中には、後に教科書教材として採択されたものが多いが、特に賢治
童話は小学校から高等学校の国語教科書に掲載されている。本講義を
通じ、中高等学校国語科の教員としての基本的資質を養うことを目的
とする。
将来の教員となるにあたって必要となる文学に関する基本的知識の獲
得を目指す。ともに同じ作品を読み、意見を交わす中から、文学に関
わる知識を更に深めていくとともに、文学に対する関心を深め、自ら
調べていく資質を伸ばしていく。

国文学概論B

日本語を用いた文学の古代から現代に至る軌跡をたどり未来に向けて
の可能性をさぐる。
変化し続ける世界の文化とその現象の中で、古代からはぐくまれてき
た日本の文学はいかなる位置づけが可能なのか、歴史的変遷や近代批
評理論、文学の形式等、多角的な視点から考察する。

漢文学概論A

漢字学の基礎として、漢字の三要素、許慎『説文解字』、藤堂明保と
白川静の漢字学説について概説する。また、現行の漢文教科書から、
思想教材としての『論語』・歴史教材としての『史記』・文学教材と
しての『唐詩選』、および日本漢文（『日本外史』等）を選び、教材
研究的な考察を加える。その際、漢文訓読のリズムを体得させるた
め、それらを訓読によって暗誦する課題を設ける。

漢文学概論B

儒家・墨家・道家・法家を中心とする諸子百家の時代について概説し
た後、孔子から孟子・荀子へと展開する儒家思想の流れを、『論
語』・『孟子』・『荀子』に即して解説する。その際、グループワー
クや暗誦課題を設けることによって、儒家の思想的特徴や個々の言葉
に対する理解が深まるように工夫する。

書道概論I（書写を中心とす
る。）

小学校書写の学習を基本とした楷書体での、文字の基本的な字形のと
り方や、部分の組立て方を理解すると共に、用筆の方法を体得し、
整った字形で書くことができる。
小学校書写の目標をふまえ、楷書体を中心とした正しく整った文字が
書けるよう、毛筆の基本点画の練習や部分の組立て方や、字形のとり
方について説明すると共に実習を行う。

書道概論II（書写を中心と
する。）

小学校書写で学んだ学習を基本とし、楷書の文字の外形のとらえ方や
配列を学ぶ。中学校書写で新たに学ぶ行書の特徴である点画の変化や
連続、省略の方法を理解すると共に、行書の用筆を学び、筆脈を意識
して書く指導方法を会得できるよう、毛筆を中心に小筆や硬筆を用い
た実習を行う。

美術・書道教育
（書道）コース専

門科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

中国書道史

中国の書の変遷と各時代の特徴を理解し、代表的な作品を例に挙げ分
析する。中国の書を研究していく上での基礎的な力を養うと同時に、
古典作品や石碑を取り上げ、鑑賞力を養い技法を学ぶ助けとする。
授業の到達目標
(1)中国の書道の歴史の中で、各時代の代表的な作品を覚える。
(2)中国の書道の歴史の中で、各時代の特徴を理解する。
(3)中国の書道の発展過程における時代の前後関係を理解する。

日本書道史

日本の書の変遷と各時代の特徴を理解し、代表的な作品を例に挙げ分
析する。日本の書を研究していく上での基礎的な力を養うと同時に、
古典作品を取り上げ、鑑賞力を養い技法を学ぶ助けとする。
授業の到達目標
(1)日本の書道の中で、各時代の代表的な作品を覚える。
(2)日本の書道の中で、各時代の特徴を理解する。
(3)日本の書道の発展過程における時代の前後関係を理解する。

行書法研究I

古典が作られた経緯やその技法について解説する。受講生はその内容
に従って臨書を行う。授業時間内に数度の添削を受け、古典の特徴を
理解し表現できるようする。授業後は復習をし、次回の授業の初めに
再度添削を受ける。また、３人前後のグループを作り、学生同士で授
業内に臨書作品の批評を行い、各古典の３回目の授業の発表内容の材
料収集と整理を行う。各古典の３回目の授業は、各班10分程度に臨書
で取り上げた古典の特徴をまとめてPowerPointで発表する。引き続き
残りの時間で各古典の倣書作品を制作する。 終の授業で全15回の授
業の課題の清書を提出する。

草書法研究I

古典が作られた経緯やその技法について解説する。受講生はその内容
に従って臨書を行う。授業時間内に数度の添削を受け、古典の特徴を
理解し表現できるようする。授業後は復習をし、次回の授業の初めに
再度添削を受ける。また、３人前後のグループを作り、学生同士で授
業内に臨書作品の批評を行い、各古典の３回目の授業の発表内容の材
料収集と整理を行う。各古典の３回目の授業は、各班10分程度に臨書
で取り上げた古典の特徴をまとめてPowerPointで発表する。引き続き
残りの時間で各古典の倣書作品を制作する。 終の授業で全15回の授
業の課題の清書を提出する。

書道と文字学I

漢字は表現力に富んだ芸術としての書の基底になっている。本授業で
は、漢字の成り立ち・六書による漢字の分類など漢字に関わるさまざ
まな歴史的キーワードについて考察する。それらを通じて、書道の芸
術性とは何かをさまざまな観点から主体的に考える授業を目指す。

書道文化論I

五書体（篆・隷・草・楷・行書）の成立過程の理解と書道的な字形の
特徴を理解することを中心に学ぶ。以下を到達目標とする。
① 篆・隷・草・楷・行書について成立過程を理解する。
② 書道・書写・習字・書法などの用語の理解をする。
③文房到四宝について基礎的な理解をする。
本授業では、漢字の成り立ち・書体の変遷など漢字の生成発展に関わ
るさまざまな歴史的キーワードについて考察する。書道に関する英文
を解読し、グローバルな視野で書道を考える。

楷書法研究II

古典が作られた経緯やその技法について解説する。受講生はその内容
に従って臨書を行う。授業時間内に数度の添削を受け、古典の特徴を
理解し表現できるようする。授業後は復習をし、次回の授業の初めに
再度添削を受ける。また、３人前後のグループを作り、学生同士で授
業内に臨書作品の批評を行い、各古典の３回目の授業の発表内容の材
料収集と整理を行う。各古典の３回目の授業は、各班10分程度に臨書
で取り上げた古典の特徴をまとめてPowerPointで発表する。引き続き
残りの時間で各古典の倣書作品を制作する。 終の授業で全15回の授
業の課題の清書を提出する。

行書法研究II

古典が作られた経緯やその技法について解説する。受講生はその内容
に従って臨書を行う。授業時間内に数度の添削を受け、古典の特徴を
理解し表現できるようする。授業後は復習をし、次回の授業の初めに
再度添削を受ける。また、３人前後のグループを作り、学生同士で授
業内に臨書作品の批評を行い、各古典の３回目の授業の発表内容の材
料収集と整理を行う。各古典の３回目の授業は、各班10分程度に臨書
で取り上げた古典の特徴をまとめてPowerPointで発表する。引き続き
残りの時間で各古典の倣書作品を制作する。 終の授業で全15回の授
業の課題の清書を提出する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

草書法研究II

古典が作られた経緯やその技法について解説する。受講生はその内容
に従って臨書を行う。授業時間内に数度の添削を受け、古典の特徴を
理解し表現できるようする。授業後は復習をし、次回の授業の初めに
再度添削を受ける。また、３人前後のグループを作り、学生同士で授
業内に臨書作品の批評を行い、各古典の３回目の授業の発表内容の材
料収集と整理を行う。各古典の３回目の授業は、各班10分程度に臨書
で取り上げた古典の特徴をまとめてPowerPointで発表する。引き続き
残りの時間で各古典の倣書作品を制作する。 終の授業で全15回の授
業の課題の清書を提出する。

仮名書法研究II

平安時代に書写され、現在も古筆としてその美しさを珍重されてい
る、「寸松庵色紙」「継色紙」についてその伝来や内容を調べ、観
賞、そして臨書する活動を通して、これらのかな古筆の用筆や運筆の
技術を習得し、 大の魅力であり、かな作品を制作していく上では欠
かせない「散らし書き」の書美について理解することができる。
かな作品の も大切な要素である散らし書きで表現された平安古筆で
ある「寸松庵色紙」「継色紙」を臨書させ、伝来の背景を考察した
り、その散らしの特徴を分析したりしながら学習を進める。適宜添削
しながら、「散らし書き」の書美について理解させる。

篆刻法演習

篆刻の基本的な事項および、印の歴史と様式の概要を理解することが
できるようになる。さらには，篆書等の知識を広げ，作品制作意欲を
高め、書作品への使用法を知ることにより鑑賞の幅を広げることがで
きる。
印の歴史、様式と使用法について解説する。さらに，篆刻三法｢字
法、章法、刀法」についての理解が深まるよう段階的な学習を組み立
てた授業を行う。

板書実践指導

子供たちの学習理解を高めるための板書の基本を学ぶ。チョーク・ホ
ワイトボード用筆記具の特徴を踏まえ、分かりやすい字を書くための
要領を学ぶ。本授業を通して、漢字・平仮名・カタカナ・アルファ
ベット・数字などを観察して整った字を書く技術を身につける。ま
た、縦書き・横書きなど構成の仕方など空間配置能力を身につける方
法を学ぶ。

漢字作品制作I

漢字の創作作品制作の指導を行う。制作する書体や書風は各人が決め
る。
制作ノートを作成し、制作の方向の明確化と技法の習得度が分かりや
すいように、全制作工程を記録する。制作ノートをもとに学生は制作
工程をパワーポイントを使用してプレゼンし、学生相互で検討する。

仮名作品制作I

「高野切」「関戸本古今集」「本阿弥切」「中務集」等の平安仮名古
筆の基本的な古典の中からどれかを選択し、その古典をベースとして
様々な散らし書きの様式を探求していく。また、現代作家の作品臨書
も行い、仮名細字作品に現代的な感覚の盛り込み方を身につけてい
く。そういった作品制作の過程を考察しながら、自分の求める細字仮
名作品の美を追求していく。

書鑑賞論

書作品の鑑賞には、多様な見方・捉え方があることを理解できる。ま
た、書人の作品を取り巻く環境や状況について問題意識をもつことが
できる。本授業では、書人の古典作品を鑑賞し、自分なりの感想が表
現できることを目標とする。
古典の書作品を取り上げて、「作品」の成立と特徴を解説する。残さ
れた筆跡の成立状況を考察し、書風の生成にかかわる要因をさぐる。
具体的な作品に即して自ら考えることができるようにするため、適宜
演習形式をとりいれながら進める。

篆書法演習

三人前後に班分けをし、各班に課題を割り振る。割り振られた課題に
ついて各班で調査・分析し、その内容を発表する。分析内容を基に臨
書を行う。毎回授業の 初に前回の臨書課題の添削を行う。
授業の到達目標
・篆書の特徴が理解できる。
・篆書法の分析方法と技法について習得することができる。
・いろいろな篆書作品について知ることができる。
・コミュニケーション力や協働力を養うことができる。

隷書法演習

三人前後に班分けをし、各班に課題を割り振る。割り振られた課題に
ついて各班で調査・分析し、その内容を発表する。分析内容を基に臨
書を行う。毎回授業の 初に前回の臨書課題の添削を行う。
授業の到達目標
・隷書の特徴が理解できる。
・隷書法の分析方法と技法について習得することができる。
・いろいろな隷書作品について知ることができる。
・コミュニケーション力や協働力を養うことができる。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

漢字作品制作II

各自が設定した卒業論文・作品のテーマに沿った作品・論文作成のア
ドバイスを行う。
個別指導が主であるが、受講生同士が批評できる場を設け、多角的に
制作や書について考え、切磋琢磨できるように授業を進める（グルー
プワーク、プレゼンテーションなど）制作ノートを作成させ、長期に
わたって書の制作について考えさせるようにする。

仮名作品制作II

仮名古筆の文字造形や線質を基本として、半紙に俳句や短歌を散らし
書きする細字仮名作品制作の活動を通して、平安古筆や散らし書きの
持つ仮名書美の多様性を知り、そこに現代的感覚を盛り込んでいく制
作態度を持つことができる。
現代作家の大字仮名作品の制作法に依拠し、大字仮名作品の文字造
形、線質についての基本を身につける。それを基本において、古筆の
文字造形や現代作家の線質なども参考にしながら、作品制作の過程を
考察しながら自分の求める大字仮名作品の美を追求していく。

書論研究

孫過庭の『書譜』から書道の専門語を理解し、書道に対する心構えや
実践的な知恵を学ぶ。文字の形態（空間的契機）と筆致（瞬間的契
機）の相関関係が理解を理解し、また、書く前に文字の美的イメージ
を心中に鮮明に描くことの大切さを学ぶ。
中国の代表的な書法の理論書、唐の孫過庭の『書譜』を現代にも通じ
る論点を選んで講読し、書の表現構造を考察する。その学びを今後の
作品制作に役立てることができるよう、実践的な側面から指導する。

書道研究基礎I

各自が設定した卒業論文・作品のテーマに沿った作品・論文作成のア
ドバイスを行う。
個別指導が主であるが、受講生同士が批評できる場を設け、多角的に
制作や書について考え、切磋琢磨できるように授業を進める（グルー
プワーク、プレゼンテーションなど）制作ノートを作成させ、長期に
わたって書の制作について考えさせるようにする。

書道研究基礎II

各自が設定した卒業論文・作品のテーマに沿った作品・論文作成のア
ドバイスを行う。
個別指導が主であるが、受講生同士が批評できる場を設け、多角的に
制作や書について考え、切磋琢磨できるように授業を進める（グルー
プワーク、プレゼンテーションなど）制作ノートを作成させ、長期に
わたって書の制作について考えさせるようにする。

書道と文字学II

漢字に関するキーワードを読み解くことによって、漢字の歴史や書道
の作品制作の際に漢字への理解をどの様に表現するかを学ぶ。
漢字は表現力に富んだ芸術としての書の基底になっている。漢字の成
り立ち・日本への漢字の流入の歴史など漢字に関わるさまざまな歴史
的キーワードについて考察する。それらを通じて書道の芸術性とは何
かをさまざまな観点から主体的に考える授業を目指す。

書道文化論II

篆・隷・楷・行・草の文字としての構造美をふまえ、生活の中での書
美を考える。例えば、「吉野葛」ならどのような書体やデザインを
パッケージに書くか、あるいは「饂飩（うどん）」「蕎麦（そば）」
では、どのような文字がその美味しさを伝えるにふさわしいかなど。
そういった日常に使われている文字について、自ら創作実習すること
により、鑑賞眼を高める。

書道自由研究I

各自が設定した卒業論文・作品のテーマに沿った作品・論文作成のア
ドバイスを行う。
個別指導が主であるが、受講生同士が批評できる場を設け、多角的に
制作や書について考え、切磋琢磨できるように授業を進める（グルー
プワーク、プレゼンテーションなど）制作ノートを作成させ、長期に
わたって書の制作について考えさせるようにする。

書道自由研究II

各自が設定した卒業論文・作品のテーマに沿った作品・論文作成のア
ドバイスを行う。
個別指導が主であるが、受講生同士が批評できる場を設け、多角的に
制作や書について考え、切磋琢磨できるように授業を進める（グルー
プワーク、プレゼンテーションなど）制作ノートを作成させ、長期に
わたって書の制作について考えさせるようにする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

実用書式の研究

実生活で使用することの多い硬筆、筆ペン等を用いて、”手本を見て
上手に書く”だけではなく、自らの能力に応じた実践的な演習を行う
ことによって、知識を深め、技術を高められる授業を行う。
授業の到達目標
・鉛筆、ボールペン、筆ペンなど、日常生活で必要となる実用的な書
の、基礎的な知識と基本的な技術を身につけることができる。
・仮名、楷書、行書の、字形の整え方を学び、実生活で活かすことが
できる。
・手書きの書に関心を持ち、自分の字や他者の字に愛着を持つ意識が
高められる。

特別支援教育総論

歴史的な観点から、「障害観」・「人間観」について捉え、「障害理
解教育」の意義について理解を深める。
過去と現代の比較・国内外の比較を通し、障害観・人間観や発達の捉
え方、特別支援教育の教育システム・教育課程・学習指導要領・個別
の指導計画・授業づくり等について基本的な理解と 新の動向を伝え
る。

インクルーシブ教育システ
ム基礎論

前半では国際的な動向に加え、諸外国におけるインクルーシブ教育の
動向と実践について紹介する。後半では、日本における障害児教育の
歴史的展開及び、インクルーシブ教育システムの動向について概説
し、各テーマに分かれて調べた内容の発表及びグループディスカッ
ションを行う。

手話学習の基礎

聴覚障がい児（者）のコミュニケーション手段としての「手話」につ
いて、歴史やろう文化手話言語研究、教育現場での手話学習の現状や
課題を知る。
「手話」の実技演習を通して、適切にかかわろうとする態度や技能を
身につけることで、「情報保障」や「手話」の在り方について課題意
識を持つ。
教育現場での経験を踏まえて、「手話」の言語性について歴史やろう
文化、手話言語研究、手話学習の現状や課題等を紹介しながら講述す
る。
「手話」の実技演習をする。

講義16時間
演習14時間

点字指導法

①点字の歴史を視覚障害教育の歴史を含めて概要について述べる。
②点字の読み書きの実践を通じて，点字の特徴および点字の表記等に
ついて述べる。
③パソコンを使用した点訳について様々な点字ソフトや点訳ソフトに
ついて特徴や留意点を含めて述べる。
④様々な点字の指導プログラムや教材、盲児や中途視覚障害者という
対象による違いを含めて述べる。

講義20時間
演習10時間

障害理解教育論

障害を理解するとはどういうことか、障害理解を促進するための教育
や啓発はなぜ必要なのかについて解説する。また，障害理解教育や啓
発の実践事例を紹介しながら、障害理解を促進するための教育内容や
方法について解説する。加えて，障害理解教育の内容や方法について
グループディスカッションを行う。

（オムニバス方式／全15回）
（265閑喜　美史／７回）
障害理解教育・啓発の実際及び模擬授業について担当する。
（345西館　有沙／８回）
差別や偏見が生じるメカニズム、障害理解教育の現状、障害理解教育
の実践等について担当する。

オムニバス

視覚障害アセスメント論

視覚障害教育における児童、生徒理解のための基本的知識と技術の習
得をする。特別支援学校小学部・中学部学習指導要領の第２章の「視
覚障害者である児童に対する教育を行う特別支援学校」で求められる
教育に携わる教員の知識、技能、態度を習得する。
15回の講義・実習を通じて、見えにくさの理解と評価技能を説明す
る。

聴覚障害アセスメント論

聴力検査に関する基礎知識としての音に関する基礎的な事項、聞こえ
の仕組み等、基本的基礎的な内容も講述する。聴力検査法および補聴
器特性測定法、補聴器適合に関する内容についての実習も実施する。
また、言語力検査や知能検査についても実習し、聴覚障害児のアセス
メント方法について習得する。

講義18時間
演習12時間

特別支援教育専門
科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

視覚障害教育

視覚の生理，病理及び心理の基礎を解説し，理解が深まるようにシ
ミュレーションも取り入れる。指導方法等では，支援学校での指導経
験で培った知見を取り入れた指導を行う。
授業の到達目標
１．視覚の生理，病理及び心理の基礎的な事項と眼の働きや見え方、
視機能検査法を理解し、幼児児童生徒の視覚障害の程度や状態を適切
に把握することができる。
２．視覚障害教育の学びの場や自立活動を含めた教育課程の特色とカ
リキュラムマネジメントの必要性、また、特別支援学校教育要領の内
容や個別の指導計画について理解している。
３．視覚障害児童生徒の教科学習や自立活動の指導内容と指導上の配
慮事項を理解している。
４．家庭と医療機関を含めた関係機関との連携の必要性を理解してい
る。
５．視覚障害教育で使用する視覚補助具、教材・教具について使用方
法等を理解している。

聴覚障害教育

聴覚障害児の教育支援の歴史や教育支援方法、各学部の教育課程及び
教育課題、実際のコミュニケーション方法や授業の実際について、聴
覚障害及び聴覚障害児に関する基礎的な知識理解と関連づけながら、
実際の教育支援方法について講述するとともに、受講生相互に情報共
有するとともに、集団討論も実施する。

知的障害教育

知的障害のある児童生徒の教育支援に関する基礎的・基本的な知識・
理解に関する講義を通して、具体的な指導を提案する方法を獲得す
る。また、特別支援教育における知的障害のある児童生徒の教育支援
の現状と課題を理解する。
知的障害の定義や障害特性、発達段階、新学習指導要領における指導
形態の特徴などを踏まえ、具体的な教育支援方法と発展的な知識を講
義するとともに、講義によっては、受講生相互でのグループワークな
どを行う。

肢体不自由教育

近年、肢体不自由特別支援学校では、障害の重度・重複化、多様化の
傾向が顕著になってきており、幼児児童生徒一人一人の実態に即した
指導上の創意工夫が、より一層求められている。
また、医療的ケアを必要とする重症心身障害児が学校に通ってくる
ケースも増加するなど、肢体不自由教育の教育課程の編成はより一層
複雑かつ創意工夫が必要になっている。このような現状を踏まえなが
ら、肢体不自由児の教育に必要な基礎的・基本的事項の肢体不自由児
の病理や心理、教育課程の編成の方法とカリキュラム・マネジメント
の考え方、指導法等について実際的な講義やワーク（演習）を行う。

病弱教育

病弱教育の意義、病弱教育の対象・システム、個別の教育支援計画・
個別の指導計画、教育課程の類型、カリキュラムマネジメント等、病
弱教育の基礎について解説する。また、病弱教育の教科指導の特色、
自立活動の指導、病気の理解教育等についても、具体的事例の提示や
映像の視聴、グループワーク等を取り入れて講義する。

視覚障害歩行指導法

視覚障害者が安全に環境を自律的に移動するための技術にO&M
（Orientation & Mobility: 定位・移動）がある。アメリカでは、
1970年代には視覚障害のある高校生の必修科目としてO&Mの指導が定
着し、点字に加えて、この科目は視覚障害のある生徒にとって必要で
あることが認められている。この授業では視覚障害教育を担う教員の
主要な専門技能の１つであるO&M技能が習得できるよう説明を行う。

講義14時間
演習16時間

言語指導法

聴覚に障がいのある乳幼児・児童・生徒における言語およその獲得支
援に関する事項について、具体的な支援事例等も取り上げながら講述
する。日本語指導に焦点をあて、実際の授業場面を想定した内容とす
る。授業は、講義とともに、グループワークを多く取り入れ、教材の
作成ならびに発表を行う。

特別支援教育コーディネー
ター基礎論

平成19年の特別支援教育の法改正以後、特別支援学校は地域の特別支
援教育のセンターとしての機能を果たすことが義務付けられた。ま
た、平成26年の障害者権利条約の批准に関連する一連の検討会の中
で、特別支援教育コーディネーターは本人・保護等からの合理的配慮
のニーズを把握し対応することについての役割が言及された。本講義
では、今後の特別支援教育コーディネーターに必要な知識について解
説するとともに、国立特別支援教育総合研究所の「インクルーシブ教
育システム構築支援データベース（インクルDB）」を活用しながら、
具体的な事例をもとに「個別の指導計画」と「個別の教育支援計画」
の作成に取り組む。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

言語障害教育

言語障害教育の歴史・制度、教育の場・教育課程、障害の特性・症状
や評価について理解した上で、適切な指導法・支援方法について検討
するために、発表やディスカッションを取り入れた授業を行う。それ
らを通して、さまざまな困難性を示す言語障害児への適切な個別の教
育支援計画及び個別の指導計画の作成から具体的な指導方法・支援方
法について、理解や考察を深めることを目的とする。

発達障害教育

発達障害教育の歴史・制度、障害の特性・症状や評価、特別な教育課
程との関連について学んだ上で、さまざまな困難性を示す発達障害児
への適切な個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成から具体的
な指導方法・支援方法について、検討することや考察を深めることを
目的とする。

重複障害教育

近年、特別支援学校では、障害の重度・重複化、多様化の傾向が顕著
になってきており、幼児児童生徒一人一人の実態に即した指導上の創
意工夫が、より一層求められている。このような現状を踏まえなが
ら、重複障害児の教育に必要な基礎的・基本的事項の重複障害児の病
理や心理、教育課程編成の方法とカリキュラム・マネジメントの考え
方、指導法等について実際的な講義やワーク（演習）を行う。重度重
複障害児についての指導法も扱う。教育課程の指導法等について実際
的な講義やワーク（演習）を行う。

視覚障害心理

視覚障害に関わる心理、生理、認知、発達などの話題を心理学的な視
点を理解する。15回の講義を通じて視覚障害教育の教員として知って
おいて欲しい知識を学ぶ。
視覚障害に関わる心理学的領域の話題について説明する。また、授業
の中で体験的に視覚が理解できるようにする。

視覚生理・病理

本授業では、障害の捉え方として医学モデルと生活モデル、QOLの概
念について学習する。
次に、視覚障害を理解するための基礎として、人の眼の構造と視機
能、代表的な眼疾患と健康管理について学習する。さらに、脳科学や
神経心理学の知見をもとに、中枢神経系の障害に起因する視空間認知
や注意機能などの障害についても、学習を深める。

聴覚障害心理

聴覚に障害のある人の心理および家族など周囲の人々の心理につい
て、発達心理学、臨床心理学、教育心理学など様々な心理学的観点か
ら解説し、独自の人間観および教育支援観を構築していく手がかりと
できるようにする。また、聴覚障害のある人への心理的援助につい
て、心理アセスメントの基本を理解し、人間学的心理学を中心とした
心理的アプローチの理論と技法を学ぶことで、実践的な対応力を培
う。

聴覚音声生理・病理

聴覚や発声に関わる構造と機能を解説した後に、聴覚障害、音声障
害、そしてコミュニケーション障害の病態、検査・評価法、治療法や
リハビリテーションについて、また、病理面と生理面の特徴と相互作
用についても解説する。聴覚障害や音声障害に関する支援及び実践す
る際に必要となる基礎的な知識について講述する。

知的障害者の心理・生理・
病理

知的障害の障害概念、障害特性、心理学的特徴について説明できる。
そして、知的障害に関わるアセスメントを理解する。さらに、知的障
害の背景にある生理学的・病理学的要因について説明できる。
知的障害の障害概念、障害特性、心理学的特徴の概要を学ぶ。知的障
害のアセスメント方法を学習し、その結果に基づく支援方法の理解を
深める。知的障害の背景にある生理学的・病理学的原因について学習
する。

（オムニバス方式／全15回）
（302鈴木　浩太／７回）
知的障害の障害概念と定義、認知発達、知覚・記憶と学習の仕組み、
言語の発達、発達検査、知能検査等について担当する。
（67大内田　裕／８回）
中枢神経系の解剖、高次脳機能（前頭葉機能・側頭葉機能・頭頂葉機
能・後頭葉機能）等について担当する。

オムニバス
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

肢体不自由者の心理・生
理・病理

肢体不自由者の心理・行動特性、運動機能の生理学的メカニズム、運
動障害の病理的メカニズムについて基本的な医学的知識、心理学的知
識を学び、肢体不自由の全体像の理解を目指す。
授業の到達目標
１）肢体不自由者の心理的特性が理解できる。
２）随意運動を行う生理学的メカニズムを理解することができる。
３）中枢神経系と末梢神経系について理解することができる。
４）筋肉の役割について理解することができる。
５）脳性麻痺について、どのような病理的変化が生じているかを理解
することができる。
６）脊椎疾患による運動・感覚障害を理解する事ができる。

（オムニバス方式／全15回）
（248小田　浩伸／５回）
肢体不自由の小児期における特徴、障害の理解と受容、ICFに基づく
障害の理解、肢体不自由と多様性について担当する。
（67大内田　裕／10回）
肢体不自由の医学的定義、身体・神経系の構造、随意運動・不随意運
動の生理学的メカニズム、病理学等について担当する。

オムニバス

病弱者の心理・生理・病理

病弱者を医学的に扱う小児医学についてその医学概論，および病弱者
の心理について理解するとともに、学校内外との連携の重要性につい
て理解する。
各回のテーマに沿って、病弱者の心理の５回では，病弱の子どもに生
じやすい心理的問題やその支援方法を説明し，病弱者の生理・病理の
10回ではアニメーションを用いて病弱者を医学的に扱う小児医学につ
いて、その医学概論を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（92平賀　健太郎／５回）
病弱の子どもに生じやすい心理的問題やその支援方法（入院中の病弱
者と前籍校との連携、復学支援、病弱者の心理的ストレスや自尊感情
等）について担当する。
（67大内田　裕／10回）
病弱者を医学的に扱う小児医学概論（血液の種類と免疫機能、感染
症、消化器疾患、血液循環等）について担当する。

オムニバス

障害児アセスメント論

特別支援教育の対象となる幼児・児童・生徒の診断・評価に必要な心
理アセスメントの理論と技法について学ぶ。
特別支援教育の対象となる幼児・児童・生徒の診断・評価を行ってい
く上で必要な理論と技法について解説する。さらに、各種心理検査に
よるアセスメントの演習を通して実践的な技能を身につける。

病弱者の心理と健康行動学

健康行動学の視点から病弱者の心理を理解し，特別支援教育における
病弱教育のあり方について考えることができる。各自の「人間観」・
「教育観」および，「健康観」を形成していく手がかりを獲得でき
る。
各回のテーマに沿って，病弱者の行動から心の働きを理解する視点を
提示し，その中で生じやすい心理的問題やその支援方法について，個
人要因と環境要因との両側面から説明する。

障害児のキャリア教育

障がい者福祉の現状を知る。障がいのある方の就労とその意味につい
ての理解と就労の現状を知る。ネットワーク型の支援システム・個別
移行支援計画について知る。社会福祉の視点から障害のある方個々の
「暮らし」に着目して、職業生活全体を支援する必要性について考え
ることができる。
障がいのある方がその意思と適性に応じて就職し、社会経済活動への
参画を支援する「職業リハビリテーション」の視点から障がい者の社
会参加や社会環境の整備について論じる。身体・知的・精神・発達等
それぞれの支援現場での経験や事例を含めて講義する。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

障害者の心理・生理・病理

特別支援教育の対象となる子どもを理解し、特別支援教育を実践する
上での基本となる心理学・生理学・病理学の知識を習得する。
複数の教員がそれぞれの専門領域である視覚障がい・聴覚障がい・知
的障がい・肢体不自由・病弱・発達障がい・言語障がいのある人の心
理・生理・病理について授業を行う。

（オムニバス方式／全15回）
（48西山　健／２回）
障がい者の心理・生理・病理、聴覚障がい者の心理について担当す
る。
（62山本　利和／２回）
視覚障がい者の心理について担当する。
（92平賀　健太郎／２回）
肢体不自由者及び病弱者の心理について担当する。
（67大内田　裕／６回）
障がい者の生理・病理について担当する。
（103今枝　史雄／１回）
知的障がい者の心理について担当する。
（117湯浅　哲也／２回）
発達障がい者及び言語障がい者の心理について担当する。

オムニバス

特別支援教育実践論

小学校と特別支援学校の学習指導案作成について講義した後、受講生
はグループに分かれ学習指導案を作成し、その作成した指導案により
模擬授業を実施・検討する。
授業の到達目標
・小学校基本実習と特別支援学校専門実習に向け、教育課程編成、個
別の教育支援計画・個別の指導計画の作成と活用について理解を深め
る。
・ＬＤ等発達障害児や視覚障害児、聴覚障害児、知的障害児、肢体不
自由児、病弱児の理解と指導について実践例をふまえ学び、課題意識
を高めることができる。
・小学校及び特別支援学校の学習指導案の作成について学んだ後、各
自が小学校及び特別支援学校の学習指導案を作成することができる。
・小学校及び特別支援学校の学習指導案作成、模擬授業の実施・検討
に主体的に取り組み、実践力を培う。

共同

特別支援教育研究法

特別支援教育に関する研究方法に親しむことを目的とする。特別支援
教育に関する研究を進めていくうえで必要な情報・資料の収集と整理
の方法について基礎的な内容を学ぶ。卒業論文のテーマの設定を念頭
におきながら、関連する内容の文献や情報にアクセスし、それらをま
とめ、ゼミに所属する学生間同士で相互にその内容を発表し、そのう
えで討議を行う素地を養う。基本的な分析方法についても理解を深
め、データの性質や研究目的に沿った分析手法が選択できる力も獲得
することをも狙いとする。

共同

視覚障害指導論

これまで学んできた視覚支援教育についての学びの総まとめとして、
知識や経験を整理し、理解を深め、視覚支援教育の全体像を把握し、
視覚支援教育の現場で働く教員としての資質・能力を確かなものにす
る。
視覚障害教育全般に関する就学前から大学に至る各段階での教育の特
徴、教育課程、インクルーシブ教育、管理職の役割、法や制度など
を、教育現場での実例も交えつつ学ぶ。

（オムニバス方式／全15回）
（277郡司　弘子／７回）
大阪府における支援教育の現状と課題、視覚支援学校でのキャリア教
育、視覚支援学校高等部専攻科での職業教育と指導方法、授業のまと
め等について担当する。
（336中野　純子／８回）
視覚支援学校の概要、視覚支援学校における初等・中等教育、自立活
動、合理的配慮とインクルーシブ教育等について担当する。

オムニバス

聴覚障害指導論

聴覚障害児の言語能力について，アセスメントの方法について理解す
ると共に，アセスメント結果に基づいた授業計画を立案することがで
き，その計画に基づいて実際に指導できる。
聴覚障害児の言語能力のアセスメントに用いられている諸検査につい
て概説すると共に，日本語の読み能力の検査を実際に体験する。検査
結果を基に授業計画の立案と模擬授業を行うことによって指導力の向
上を図る。

－基本計画書－150－



（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

知的障害指導論

本科目では、知的障害教育の形態と役割及び様々な指導法と具体的な
内容、知的障害教育の授業とその改善について関心を広げながら、知
的障害指導の基礎を幅広く学ぶ。特に今後はインクルーシブ教育が重
視されていく中で、これからの知的障害教育に求められる役割につい
ても、議論を深める。
知的障害の根本的な症状や「困り感」に関する障害理解と、学校教育
や教師の役割に関して多様な知識・理解を深めるために、具体的な事
例検討や授業研究を演習形式で学習する。授業においては、動画、画
像、スライドや独自の資料を多用するだけでなく、双方向の意見交流
を図り、実際的な理解ができる展開を図っていきたい。

肢体不自由指導論

肢体不自由教育の歴史的な変遷、並びに障害（肢体不自由）に関する
基礎的な知識を学習する。それらを基礎として、コミュニケーショ
ン、自立活動、AT、教科指導などをキーワードに学習を深める。
授業の到達目標
・肢体不自由教育の基礎的な歴史、専門用語を理解する。
・肢体不自由による学習上、生活上の困難に対し、教育上どのような
配慮、工夫ができるのか考える。
・授業で取りあげた内容を踏まえ、肢体不自由教育のあり方を考える
ことができる。

病弱指導論

特別支援学校の教員および管理職経験を基に、学校現場で生じる各種
課題について解説する。病気の理解と教育的支援について、病弱特別
支援学校と地域校（前籍校）、医療、福祉との連携による復学支援の
実践例から、その課題と支援内容を紹介し、理解を図る。さらに病弱
特別支援学校の教育実践例から、各教科指導や自立活動、主な学校行
事等の取り組みを解説し、プレゼンテーションやロールプレイ等、グ
ループ活動を加え、より理解を進める。

講義20時間
演習10時間

ユニバーサルデザイン授業
論

インクルーシブ教育の理念と実施上の要件を解説し、多様性に対応で
きる授業作りと生徒指導の実践を紹介する。ユニバーサルな対応だけ
では結果が出せなかった場合の特別な指導について、合理的配慮と段
階的な対応を解説する。さらに、国語科教育の実践を題材にしなが
ら、それぞれの柱の意味や導入時の課題について学ぶ。模擬授業を体
験しながら授業のユニバーサルデザインについて理解を深め、ワール
ドカフェ等のアクティブラーニングを用い対話的な学習活動をすすめ
る。
（オムニバス方式／全15回）
（330長澤　正樹／12回）
特別支援教育の現状と課題、インクルーシブ教育の理念、学習のユニ
バーサルデザイン、ユニバーサルデザインと合理的配慮、生徒指導に
おけるユニバーサルデザイン等について担当する。
（350野村　真一／３回）
ユニバーサルデザインを意識した国語科授業の実践例、教科の本質と
ユニバーサルデザインの関係、国語以外の授業づくりや学級経営とユ
ニバーサルデザインの関係について担当する。

オムニバス
講義20時間
演習10時間

発達障害指導論

発達障害児に対する指導を行う上では、 初に実態把握のためのアセ
スメントが求められる。そこで、前半は知能検査を中心に検査法の概
要とその結果の解釈、それに基づいた「個」に応じた指導内容の選定
について検討する。後半は発達障害児が示す行動に対する対応につい
て、応用行動分析学を用いて検討する。本講義を通して、他機関との
連携の重要性を認識し、個別の指導計画や個別の教育支援計画、学習
指導案の作成に役立てることを目的とする。

講義22時間
演習8時間

特別支援教育ゼミナールI

「特別支援教育研究法」で修得した先行研究の調べ方、論文の読み方
と課題の見つけ方、研究手法、論証の方法などを踏まえて、特別支援
教育に関する研究論文の中から、各自関心のあるテーマの研究論文を
選び、論文の精読を通して、概要や研究意義、疑問点などについてレ
ジュメやプレゼンテーションツールにまとめて報告する。また、これ
までに学んだ特別支援教育に関する専門知識をもとに、発表・報告に
対して自分の意見をもって積極的に議論に参加し全員で討論を行うこ
とで、幅広い視野及び柔軟な思考力、高度な専門性を身につけること
を目的とする。

共同

特別支援教育ゼミナールII

「特別支援教育ゼミナールI」に引き続き、特別支援教育に関する興
味や関心のある内容からテーマを絞り込んで、その課題や問題点を見
つけ出し、調査や研究等を通じてその課題を深く考察し、 終的に卒
業論文にまとめる。基本的には、指導教員との対話や指導を通じて、
卒業論文の完成を目指す。また、卒業論文の執筆過程の中で、ゼミに
所属する学生間での議論等を通して、卒業研究の内容を深め、論文を
作成するための論理構成力、調査分析力、文章表現力を高めることを
目的とする。

共同
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（教育学部学校教育教員養成課程） 柏原キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

学校経営と学校図書館

テキストに沿って、「学校教育の変遷と学校図書館」「学校図書館の
法と行政」「学校の教育課程と学校図書館」「学校図書館の経営」
「学校図書館の経営の実際」「学校図書館の学習指導への支援」「学
校図書館の連携・協力と将来像」など、学校図書館の総論を学ぶ。
司書教諭として、学校経営の中に学校図書館を位置づけるための具体
を学ぶ。実例を参考に、「学校図書館だより」「パスファインダー」
などを作成する。
司書教諭として、学校図書館活動の推進ができるよう、「読み聞か
せ」「ビブリオバトル」などの演習を行う。

学校図書館メディアの構成

学校図書館が学習センター・情報センター・読書センターとしての学
校図書館の機能を発揮するためには、十分な学校図書館メディアが使
いやすく構成・組織化されていなければならない。そこで、本授業
は、学校図書館メディアの構成・組織化に関する理解及び実務能力の
育成を図ることを主たる目的として行う。授業では、学校図書館メ
ディアの種類・特性・選択・収集からその組織化と評価の方法まで
を、教科書と配布資料、PCスライドの映写をまじえて解説する。進捗
上により、「目録作業」の練習問題にとりくむなど演習的な時間を授
業中に設ける。

学習指導と学校図書館

学校図書館が教育課程の展開において果たす役割や司書教諭のリー
ダーシップの在りようについて実例を通して解説する。
小中学校の教員、日本人学校勤務経験、図書館協議会の会長経験を生
かし、学習指導における学校図書館の具体的な利活用を示し、実践力
の習得を図る。

読書教育と図書館

学校図書館をメディアセンターとしてとらえることによって、学校図
書館における「読書」とは何かを考えることができる。
また、児童・生徒の読書活動に関わるさまざまなメディアの特質を理
解し、それらのメディアを選択したり、紹介したりできるようになる
とともに、それらのメディアを使った読書活動を体験し、それらに考
察を加えたり、活動案を作成することができる。
学校図書館でなぜ、読書教育が必要なのか、どのような読書教育が可
能なのか、それにはどのような資料を備える必要があるのか、具体的
な資料や実践例を紹介し、学校図書館における読書教育のありようの
考察を促す。

情報メディアの活用

学校もしくは学校図書館で活用すべき情報メディアについて，その活
用方法を理解する。すなわち，情報を収集し，分析する際に必要な手
法について学んだうえで，コンテンツを作成し公開する方法について
も技能を習得する。
情報メディアの特性，その教育利用についての方法と制限，児童生徒
による情報メディアの活用を支援する方法について講義し，演習を通
じてスキルを獲得させる。

卒業研究

研究計画を実行し，学術論文を執筆することができるようになる。た
だし，実技に関する分野においては，卒業論文に相当する演奏若しく
は作曲又は制作ができるようになることとする。

研究指導を受けながら，各自の研究テーマに基づき，卒業論文の執筆
を行う。ただし，実技に関する分野においては，指導を受けながら、
各自のテーマに基づき演奏若しくは作曲又は制作するものとする。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

卒業研究

学校図書館司書教諭資
格取得科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 天王寺キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

幼小連携教育論I

近年「小1プロブレム」など、幼稚園から小学校への接続期の子ども
の保育・教育をめぐって様々な問題が生じている。そのようななか幼
稚園、小学校の現場では幼児・児童の交流、教員同士の交流、接続期
におけるカリキュラム開発などの取り組みが行われ始めている。
本授業では、幼小連携の政策の流れや幼児期の遊びを通した学びから
自覚的な学びへの移行について理解を深め、接続期の保育・教育のあ
り方を考えていく。

幼小連携教育論II

幼小連携教育論Ⅰでは、幼稚園から小学校への接続期の子どもの保
育・教育をめぐる様々な問題、そしてその解決に向けて現場で取り組
まれている幼児・児童の交流、教員同士の交流、接続期におけるカリ
キュラム開発などについて学んできた。そこで、幼小連携教育論Ⅱで
は、具体的な接続期の保育・教育の実践例を取り上げ、政策や学びの
在り方についてさらに理解を深められるようにする。なお、社会状況
等が可能であれば、実際に幼小連携が行われている学校園を訪問し、
観察からの気づきを学生間で発表しあい、多角的な見方を涵養する。

人権教育の実践

人権教育に関わる国際的な動向とともに、同和教育をはじめ日本国内
における人権教育の歴史と実践を踏まえ、子どものとらえ方、学力保
障の必要性、集団づくりの観点と手法、人権学習の編成と展開など、
現代の教育現場で必要とされる具体的な実践的指導力を培う。
受講生のこれまでの体験や学習をベースの一つとして、人権侵害や差
別の現状、子どもの生活背景についての考察を通じ、人権教育につい
て理解を深める。授業は講義とグループワークを中心に進め、毎時間
小レポートの提出を求める。

道徳教育論

道徳の理論および道徳教育の歴史と方法を概説し、学習指導要領をふ
まえて学習指導案を作成させることで、道徳教育ならびに特別の教科 
道徳に必要な基礎的知識と基本的技能を身につけさせる。講義内では
適宜グループワークを行わせることで、協働性の向上も図る。

総合的な学習の時間の指導
法

総合的な学習の時間の意義、目標および内容、教育課程における歴史
や役割を理解するとともに、実践事例の検討を通して、総合的な学習
の時間の指導案並びに評価の方法を構想し、見通しをもって指導にあ
たる実践的力量を培う。
総合的な学習の時間の意義、目標および内容、歴史や指導法並びに評
価の方法について、先行実践を読み深めながら探究していく。先行事
例をグループごとに読み深めながら、ディスカッション等を通じて協
働して指導計画等を具体的・実践的につくることを通して、その背景
にある理論や意義等を理解することを目指す。

特別活動論

特別活動の意義、目標および内容、教育課程における歴史や役割を理
解するとともに、実践事例の検討を通して、特別活動の指導案並びに
評価の方法を構想し、見通しをもって指導にあたる実践的力量を培
う。
特別活動の意義、目標および内容、歴史や指導法並びに評価の方法に
ついて、先行実践を読み深めながら探究していく。先行事例をグルー
プごとに読み深めながら、ディスカッション等を通じて協働して指導
計画等を具体的・実践的につくることを通して、その背景にある理論
や意義等を理解することを目指す。

教育相談の理論と方法

日々様々な出来事の起こる学校現場で，児童・生徒の心理・発達的問
題に適切に対処するには，状況を理論的にとらえ，理論的理解に基づ
くより効果的な対応を行う必要がある。こうしたことから本講義で
は，児童・生徒の心理的・発達的諸問題の理解と援助方法を学ぶ。
授業の到達目標
１）教師が行う子どもの指導と援助について，心理学の基礎的な理論
を理解している。
２）教育相談（カウンセリングを含む）など教師が行う子ども援助の
技法について理解している
３）いじめや不登校など子どもの問題行動について理解している

幼児教育課程論

環境を通して行う教育を基本とする幼稚園教育における教育課程の意
義と役割を学び、保育をデザインする基礎的な力の育成を目標とす
る。
この授業では、幼児にふさわしい遊びを中心としたカリキュラムを立
案し、実践できる資質を築くことが目的である。カリキュラムの史的
変遷や思想を踏まえ、既成の教育課程等を客観的に分析し、幼児の発
達を支えるカリキュラムのあり方を考える。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教職基礎科目

教
職
関
連
科
目

教職専門科目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 天王寺キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

基本小学校教育実習

事前指導を受講した上で，小学校で３週間（15日間以上）の実習に取
り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，情報セキュリティ，
リスク対応，メンタルヘルスとアンガーマネジメント，コンプライア
ンスと実習参加の心得，多様な子どもに関わる教育・人権・福祉，特
別活動・生活指導 および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属学校園において実
施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。

指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　３週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。

指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

幼稚園教育実習

事前指導を受講した上で，幼稚園で４週間（18日間以上）の実習に取
り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習前年度11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習を終えた上回生とグループワークを行い，実習での経験や成果
をきいたり，質問をした後，自分の現状をふりかえって，実習に向け
ての学習課題をまとめて目標を立てる。
４月頃：「教育実習オリエンテーション」
　授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，情報セキュリティ，
リスク対応，メンタルヘルスとアンガーマネジメント，コンプライア
ンスと実習参加の心得，多様な子どもに関わる教育・人権・福祉，特
別活動・生活指導 および生徒指導等についての講義を受ける。
６月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属学校園において実
施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。

指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　４週間の実習等を行う。

・事後指導
実習終了後11月頃：「教育実習体験発表会」
　実習前の下回生とグループワークを行い，実習での経験や成果を確
認して，質問に答えたりアドバイスをした後，十分にできなかった学
習課題を明確にして卒業までの課題とする。

指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

併修中・高校教育実習

事前指導を受講した上で，中学校または高等学校で２週間（９日間以
上）の実習に取り組む。
・事前指導
実習当年度４月頃：「教育実習オリエンテーション」（附属学校園に
おいて実施）
　授業参観，参観の記録の作成を中心とする講義を受ける。

指導教員と面談し，実習準備の確認を行う。

・実習
　２週間の実習等を行う。

・事後指導
　指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

－基本計画書－154－



（教育学部学校教育教員養成課程） 天王寺キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

教職実践演習（幼・小）

ポートフォリオをもとにして、大学４年間の学修や実践的教育活動な
どを通して身につけた資質能力について自己分析を行い、成果と課題
を洗い出し、教職実践演習で身につけるべき自己目標を設定する。課
題を補完したり発展させるためのミニ講座を受講し、教職実践演習の
成果をふりかえるとともに、指導教員との面談を通して４年間の学修
の成果と発展的課題を確認する。
指導教員との第１ブロック「ガイダンス」で自己分析・課題確認を、
第２ブロック「ミニ講座」で個別課題に応じた補完・発展学習を、第
３ブロック「ふりかえり」でその成果の確認を行い、教職への展望を
明らかにする。

教育データの活用II

学校教育において，子どもの様々な側面を理解するために利用可能な
複数の測度について，それが測定しうる内容，実践的な活用，倫理的
な配慮について解説する。また，少数データからの推論や，データに
基づく予測などについて，推測統計の基礎的な考え方を含めて解説す
る。

学習者中心の授業デザイン
II

ダイバーシティ時代の資質・能力を育成する授業への転換を目指した
学習者中心の授業である「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善に必要な目標・内容・方法に関する基礎的な知識・技能の
理解を深めるとともに、学習者中心の授業改善に向けてICTの活用等
を含んだ授業過程と教育評価に関する知識・技能を身に付ける。
本授業では、学習者中心の授業デザインをつくり出す目標・内容・方
法の原理と実践を講ずるとともに、学習者中心の授業改善に向けての
授業過程と教育評価を検討し、具体的な授業のあり方を理解する。

初等国語科教育法（書写を
含む。）

小学校国語科学習指導のための基本的な知識／技能／視点を身につけ
ることを目的とする。
国語科の目的や方法といった原論から、聞くこと話すこと／書くこと
／読むことなどの各領域論を具体的な国語教材の分析や、授業記録の
検討を通じて行う。 終的には、国語科学習指導の実際を構想するた
めに、学習指導案の作成を行う。

算数科教育法

算数科の学習指導内容をふまえ、教科課程を編成する観点について説
明することができる。
教材分析や児童理解、授業設計など指導方法についての基本を習得
し、算数科における授業構想や授業展開、授業評価などの実践的指導
力を身につけることができる。
算数科の目標や内容等について講じる。
基礎的な学習指導理論に基づいた授業設計のための知識及び技能を身
に付けるため，実践的・協働的な学修を展開する。
教育現場での実務経験を基に指導法に係る指導を行う。

初等理科教育法

理科授業の記録から子どもの学習の実態を分析したり、教材研究とし
て実験活動を実際におこないながら、グループワークを取り入れつつ
実践的に理科指導の理解を促す。模擬授業や研究協議を実践的におこ
なう。
以下の事項を到達目標とする。
１）小学校理科の目標、主な内容とその構成を理解し、学習指導案を
作成することができる。
２）教材研究、デジタル教科書やICTの活用、問題解決の活動を取り
入れた授業設計をおこなうことができる。
３）模擬授業の準備や実施をおこない、ふりかえりや協議をすること
ができる。

初等音楽科教育法

「生成の原理」に基づく音楽科の基礎理論を根拠として小学校音楽科
の学習指導案が作成できるようになることをねらいとする。モデル授
業の体験を通して、具体的な授業像が描けるように講義する。学習指
導案を作成しながらテキストにそって講義を進め、学習指導案の作成
と模擬授業はテキストの事例を基本としてグループで行う。

図画工作科教育法

図画工作科の授業の目標、内容、方法について講義を行う。
グループごとの題材研究のテーマを設定し、ICTを活用した指導の計
画・指導案を作成、模擬授業を実践する。振り返りにおいては、授業
者・学習者それぞれが授業への改善点を議論するとともに、テーマに
応じ実践研究の動向を紹介する。

フラッグシップ指
定科目

初等教科教育法科
目
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（教育学部学校教育教員養成課程） 天王寺キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

初等英語科教育法

授業時間の前半は、小学校外国語教育の変遷、小学校の外国語活動や
外国語科、中・高等学校の外国語科の目標、内容、国語教育との連携
と小学校の役割に関する講義を行う。授業時間の後半は、小学校英語
の教材の特徴、意義を踏まえ、第二言語習得理論、指導法等に関する
講義を行いながら、主体的・対話的で深い学びの実現に向けてアク
ティブ・ラーニングの視点を取り入れた演習形式で進める。また、受
講生を５、６人グループに分け、ティームティーチングの方法で導
入・慣れ親しむ活動・目標活動・振り返り活動の流れを意識した模擬
授業を担当させ、情報機器及び教材の活用、及び、パフォーマンス評
価を含んだ指導案を作成、実行させる。その際、英語での児童とのや
り取り、発話の引き出し、読む活動や書く活動との統合を意識して行
うように指導する。

表現指導演習I

＜授業の概要＞
幼児の表現の基本的な事項を、具体的な事例や写真・DVDを通し、幼
稚園教育要領等とのつながりやその面白さ・重要性・可能性を説明す
る。また、幼稚園での指導経験を基に培った保育・環境の工夫につい
て指導を行う。
＜授業の到達目標＞
・幼児の表現とは何か、生活の中でどのように育っていくのかを知
り、表現の基本的な事柄について説明できる。
・幼稚園教育要領等を踏まえ、領域の中のつながりを理解し、指導の
計画を立て実践することができる。また、幼児の表現について保護者
と相互理解するための伝達方法を身に付ける身に付ける。
・演習やグループディスカッションを通して、コミュニケーション力
を高め、自己の表現力を豊かにする必要性と求められる役割やスキル
について理解する。

幼児教育分析演習

幼児教育分野の研究方法・データ分析法を学ぶ。
前半はKJ法、TEA(Trajectory Equifinality Approach)／
TEM(Trajectory Equifinality Modeling)を取り扱う。
質的研究の特徴について理解を進めたうえで、TEA／TEMの特徴や基礎
概念に関する学びを深め、実際のデータを用いて、ペアワークとグ
ループワークにより実践的に演習を行う。
後半はSCAT(Steps for Coding and Theorization)を取り扱う。
質的研究の概要を知ると共に、初学者でも理解しやすいSCATによる
データ分析方法を学習し、実際のデータを用いて実践的に演習を行
う。
ここで用いるデータは本授業の学生の所属専攻を意識し、教育実践か
ら収集したデータを用いる。また実務経験を活かし、実際の保育現場
での感覚に触れる機会としてデータ分析だけにとどまらず、保育現場
での実情についても分析過程において言及する。

（オムニバス方式／全15回）
（395安田　裕子／８回）
KJ法、TEA／TEMを担当する。
（317田中　文昭／７回）
SCATを担当する。

オムニバス

幼児教育プロジェクト演習I

＜プロジェクト活動＞
実践研究の場を、複数紹介する。その際に、その実践研究のそれまで
の概要を説明する。また、その場に同行し、共同できる部分は共同す
る。そのうえで、その場で行われていることについて、解説をする。
あるいは、複数の園や施設を紹介し、実際に何か所かを訪問する。

＜文献探索と批判的検討＞
幼児心理学、幼児教育学に関する論文の検索を支援する。議論の際
の、学生のユニークな着眼を評価する。

＜そのほか＞
海外の研究者の訪問の際に、シンポジウム等を行う場合、その企画・
運営などを行う。
園での保育研究会等を企画・運営する際の留意点などを指導する。

共同

専
攻
専
門
科
目
群

幼稚園教育専門科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

幼児教育プロジェクト演習
II

＜プロジェクト活動＞
「幼児教育プロジェクト演習I」での活動とまとめをふまえて、プロ
ジェクト活動をさらに展開させる支援をする。実践の場の紹介、同
行、解説などを行う。現場での観察などのために、授業時間外の活動
を行う。活動の一環として、遠隔地の園や自治体などを訪問する場合
もある。

＜文献とプロジェクト活動からの課題探索＞
幼児心理学、幼児教育学などに関する論文や書籍の検索を支援する。
議論の際の、学生のユニークな着眼を評価する。

＜そのほか＞
海外の研究者の訪問の際に、シンポジウム等を行う場合、その企画・
運営などを共に行う機会を提供する。
園での保育研究会等を企画・運営する際の留意点などを指導する。

共同

幼児臨床学

〈学びの後輩への提示〉「幼児理解と教育相談」の学びを再確認し、
自らのボランティア活動や実習で出会った幼児の姿の理解、および支
援のあり方についての検討をもとに、後輩への助言を行う。
〈後輩のメンターとしての力量形成の基礎〉「幼児理解と教育相談」
の授業のメンターとして活動する。後輩の話し合いを補佐するメン
ターとして、グループワークに参加する。後輩の動画観察と文字起こ
しの支援も行い、指導力量を向上させる。

家庭地域連携の政策

本講義は、家庭の意義とその機能、子育て家庭を取り巻く社会的状
況、子育て家庭を支える支え手について理解し、自分なりの考察をす
ることができることが目標である。幼稚園や保育所、認定こども園、
地域子育て支援施設などにおける家庭支援・地域連携の実際を解説す
るとともに、自治体職員や市民等に求められる役割について議論する
ことを目的に授業を展開する。受講者間での意見交換の機会を積極的
に設ける。

保育内容実践演習I（健やか
なからだ）

乳幼児期の子どもたちの心とからだの健康について学び、またその健
康や安全を支援する方法を学ぶ。また、乳児からの仲間関係や遊びの
発展について、実践から整理した考え方を学び、実践に生かすため
に、実際の子どもの観察記録をもとに、仲間関係や遊びについての課
題をグループ討議などを踏まえて明らかにし、実際の指導計画にどう
生かしていくのか検討する。

保育内容実践演習II（伸び
やかなそうぞう）

この授業では、幼稚園・保育所における乳幼児の生活と遊びの中での
表現活動のあり様を知り、個々の幼児理解と保育の関係性を考察す
る。また教材研究の視点も加えつつ、保育内容における「アート」と
「サイエンス」の可能性を探求していく。全ての教材研究は演習形式
で行い、そのプロセスを必ずドキュメンテーションしていく事で、遊
び・活動理解を深めていく手立てとする。すべてのドキュメンテー
ションは 終的に研究ノートとしてまとめられるものとする。

保育内容実践演習III（繋が
りあうドラマ）

前半は、発表会に際する基礎知識（台本作り・演技基礎・演技指導・
演出方法・スタッフワーク）について解説する。さらに、グループに
分かれて実際に小作品を創作しながら、理解を深めていく。後半は、
絵本やお話について、歴史と種類・現場での実践を解説する。素話や
読み聞かせ、おはなしシアターの製作や実演を通して、実践方法を指
導する。子どもの遊びとお話（イメージ）の世界の関連から、子ども
たちの豊かな生活や遊びについて理解を深める。

保育内容実践演習IV（響き
あうハーモニー）

子どもたちと楽しく歌えるよう、自身の歌唱の演奏技術を高めるとと
もに、指導法についても考えていく。
授業では、呼吸法の必要性を学ぶ発声練習や歌詞朗読発声からの歌唱
発声への応用を学ぶための童謡の歌唱練習を行い、課題曲を授業内で
成果発表し、互いに評価し合う。

保育とダイバーシティ

「しょうがい」「多文化」「性の多様性」のそれぞれの分野に詳しい
先生方が、その領域の 先端を講義する。学生がそれを理解するだけ
ではなく、今後の保育の現場において自分がどのような実践を展開す
るのかを構想するための議論の場を準備する。 先端の実践事例を通
し、将来の保育実践のあり方について考える機会を提供する。それぞ
れの分野の当事者をゲストでお招きし、当事者視点の語りを聴いて質
疑を行う。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

幼児教育実践研究I

必要に応じて、実践研究の場を紹介する。その場で行われていること
について、解説をする。
実践研究をする際に生じた問題を解決するための支援を行う。
実践研究に関する理論や研究の検索を支援する。議論の際の、学生の
ユニークな着眼を評価する。　
授業の計画
（準備学習・授業形態等を含む）

幼児教育実践研究II

認定こども園、幼稚園、保育園等、保育の実践現場で行われているこ
とについて、解説をする。
実践研究をする際に生じた問題を解決するための支援を行う。
実践研究に関する理論や研究の検索を支援する。議論の際の、学生の
ユニークな着眼を評価する。
子どもたちとの関わりや保育者の援助について、体験を通して学ぶた
め、小グループに分かれて８月中に２日間ずつ保育現場に参加させ指
導を行う。

表現指導演習II

様々な打楽器の紹介、奏法を解説する。色々な楽器を組み合わせてア
ンサンブルを行い、楽器の特性を生かしたリズムや音色の違いを体感
させる。小学校課程で用いられるソプラノリコーダーを用い、その基
礎を身に付けたうえで、数種類のサイズの楽器で構成される基本合奏
形態である、ソプラノ、アルト、テノール、バスを用いてその音楽の
深層に迫ると共に種々の音楽表現の一側面を習得する。
サウンドスケープ（音風景）の概念を理解し、その応用例を具体的に
解説する。
（オムニバス方式／全15回）
（399山下　嘉範／５回）
様々な打楽器の紹介、奏法を担当する。
（206秋山　滋／５回）
リコーダーの奏法を担当する。
（282小松　正史／３回）
音環境について担当する。
（72加藤　あや子／２回）
総合的なまとめについて担当する。

オムニバス

幼児教育学特講

日本の幼児教育の特質に焦点を当てながら、幼児教育のカリキュラム
や保育内容の中心である遊びについて解説を行う。また、幼稚園教諭
として求められる専門性についても、自身の実習やボランティア経験
を振り返りながら検討できるように授業を展開する。また幼児の言語
発達や社会性の発達にも視点を当て、幼児を理解する力の獲得を促
す。

幼児教育探究演習I

１）幼児教育学・幼児心理学・保育内容に関する論文の執筆準備、作
成を支援する。
２）論文作成のプロセスに即した調査技法・分析手法や倫理的配慮の
ための指導を行う。（２回生のときの指導を基本に）
３）議論の際の、学生のユニークな着眼を評価する。
４）学生の相互支援を促して評価する。
この授業は、２回生の「幼児教育研究調査法Ⅰ」と連動している。２
回生がアンケートフォームを作成する過程に参与し、支援を行うこと
がある。原則として、一人が１つのグループを支援する。卒論のテー
マと２回生の調査テーマがなるべく近くなるように組み合わせたい。
また、半分以上の回において、英語文献や英語（あるいはさらにほか
の外国語）のプレゼンを扱う。授業のなかだけでは理解できない場合
には、事前課題や事後課題でも取り組む必要がある。また、翻訳ソフ
トなどを使って取り組む場合もある。

幼児教育探究演習II

幼児教育に関する論文や演奏・制作プロセスに即して、レジュメを作
成して、発表・検討・演奏・制作をする。
幼児教育に関する論文の作成のために、論文作成のプロセスに即した
技法や倫理的配慮のための指導を行う。
議論の際の、学生のユニークな着眼を評価する。また、学生の相互支
援も評価する。

保育内容特講

この授業は現場に出る前の音楽の基礎技能をもう一度振り返る。テキ
スト「日本の子供の歌」を使用し、様々な曲の弾き歌いによる演奏実
技や変奏の仕方、歌と動き、そして呼吸の関係などを再確認し、表現
技術関係のまとめを行い、実践力を高める。

幼児教育実践研究III

必要に応じて、実践研究の場を紹介する。その場で行われていること
について、解説をする。
実践研究をする際に生じた問題を解決するための支援を行う。
ゲスト講師から幼児理解を深める手立てについて学び、知識・技能を
獲得する。
実践研究に関する理論や研究の検索を支援する。議論の際の、学生の
ユニークな着眼を評価する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

幼児教育実践研究IV

幼稚園・保育園・認定こども園等の現場でのインターンシップやボラ
ンティア活動に参加することで、実践研究を行うための課題意識を深
める。緻密な記録をとることで、その記録からの考察を深める。この
段階では、苦手な面の克服のために、先輩から支援を受けるなどの方
策も考慮する。
必要に応じて、実践研究の場を紹介する。その場で行われていること
について、解説をする。実践研究をする際に生じた問題を解決するた
めの支援を行う。実践研究に関する理論や研究の検索を支援する。議
論の際の、学生のユニークな着眼を評価する。

英語（ICTの活用を含む。）

新課程の小学校の教科書を活用した授業の作り方を学ばせる。単元計
画を立て、導入・展開・まとめの流れを意識した模擬授業などの演習
を多く取り入れて授業を進め、その取り組みについて振り返りを行わ
せる。中学校・高等学校教師としての指導経験を活かして、小学校英
語と中学校英語における教授法ついて一緒に考え、指導を行う。

教育学研究Ia

この科目では「教育問題」がメディアにより構築されるという主張を
理解し，メディアを批判的に受容するにはどうすればよいか考察し，
今後の学校教育で必要な情報教育について考える。
広田照幸・伊藤茂樹編著『教育問題はなぜまちがって語られるのか』
（日本図書センター，2010年）を授業の事前に講読し，講義を通して
当該主張を理解する。

教育学研究Ib

この科目では「教育問題」がメディアにより構築されるという主張を
理解し，メディアを批判的に受容するにはどうすればよいか考察し，
今後の学校教育で必要な情報教育について考える。
映画作品『しらゆき姫殺人事件』を題材に，メディアによる「教育問
題」構築について考察し，今後の教育において必要な情報教育をテー
マにレポートを作成し発表を行う。

教育学研究IIa

本講義の目的は，教育の現代的課題に対する理解を深め，それに対応
するための方法や施策を受講者間の対話を通して探究することであ
る。教育の現代的課題の具体例としては，子どもの貧困，教員の多忙
化，資質・能力の育成，持続可能な開発のための教育などが挙げられ
る。これらの課題のなかから受講者の興味関心に応じて課題を選択
し，その課題に関する文献購読を実施する。文献購読にあたっては，
受講者に文献内容の整理と論点提示を求め，提示された論点について
受講者間の意見交流を行う。これによって当該課題に対する理解を深
めるとともに，当該課題に対応するための方法を自ら構想する。

教育学研究IIb

本講義の目的は，教育の現代的課題に対する理解を深め，それに対応
するための方法や施策を研究する方法を理解することである。教育の
現代的課題の具体例としては，子どもの貧困，教員の多忙化，資質・
能力の育成，持続可能な開発のための教育などが挙げられる。これら
の課題のなかから受講者の興味関心に応じて課題を選択し，その課題
に関する文献購読と文献内で取り上げられている研究手法の調べ学習
を行う。そして，その文献内で取り上げられている研究手法の妥当性
や代替方法について受講者間で意見交流し，教育学研究の方法を理解
する。

応用行動分析学a

応用行動分析学の基本的な考え方や概念について解説する。応用行動
分析学の定義と簡単な歴史の紹介から始まり，「行動と環境の相互作
用」という観点からあらゆる「問題」を捉えていくという枠組みにつ
いて解説する。本講義では基礎となる内容として，特に「行動の測定
法」「シングルケースデザイン」「オペラント条件づけ」，「レスポ
ンデント条件づけ」「確立操作」「刺激性制御」「問題行動の機能」
を取り上げ，主に学校場面における子どもの行動を理解し支援してい
く方法を身につけることを目指す。なお，講義においては巡回相談員
の経験を基に例を取り上げ，グループディスカッションを組み入れた
授業を行う。

応用行動分析学b

応用行動分析学aで学んだ基本的な考え方に基づき，実際の具体的な
「問題」をどのようにアセスメントし，支援していくのかについて解
説する。特に「効果的に教える」アプローチと「問題行動を支援す
る」アプローチを中心に，「罰的な対応の問題点」を踏まえたポジ
ティブ行動支援について学ぶ。また，「障害の社会モデル」の考え方
を参考に，応用行動分析学の実践をどのように進めていくべきなのか
についても解説する。なお，講義においては巡回相談員の経験を基に
例を取り上げ，グループディスカッションを組み入れた授業を行う。

小学校教科専門科
目

系列専門科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

心理学研究法a

本授業は，(1) 科学としての心理学とはどのような学問であり、どの
ような方法論を用いるのかを具体的に理解すること、(2) 心理学レ
ポート・論文の書き方を習得すること、(3) 統計的検定の基礎を習得
することを主要な目的としている。これらの目的の達成により、卒業
論文を書くに際し必要な基礎を磐石なものとする。この目的の達成の
ため、心理学の基礎的な実験を２つ行い (知覚心理学、認知心理学か
ら１つずつ)、その実験を心理学レポートとして書く方法を教授す
る。それに際し、心理学研究・統計についての講義を行う。また、関
連する心理学の論文の購読も行う。

心理学研究法b

本授業は，(1) 科学としての心理学とはどのような学問であり、どの
ような方法論を用いるのかを具体的に理解すること、(2) 心理学レ
ポート・論文の書き方を習得すること、(3) 統計的検定の基礎を習得
することを主要な目的としている。これらの目的の達成により、卒業
論文を書くに際し必要な基礎を磐石なものとする。この目的の達成の
ため、心理学の基礎的な実験を２つ行い  (社会心理学、発達心理学
から１つずつ、その実験を心理学レポートとして書く方法を教授す
る。それに際し、心理学研究・統計についての講義を行う。また、関
連する心理学の論文の購読も行う。

心理学特講a

本授業は、８回を通して、 心理学をテーマとした調査や実験をグ
ループで完成させることを目的とする。心理学研究の流れを把握する
ことにより、卒業論文を執筆する力を確実に身につけることを目指
す。具体的には、(1) 関心のある心理学の研究テーマを探し、関連す
る文献を探すことができる, (2) 上記の研究テーマを検証する調査・
実験を計画をたてることができることを目指す。複数名の学生が主導
して心理学で関心のあるテーマを持ち寄り、それを探求する研究計画
をたてられるように指導する。

心理学特講b

本授業は、８回を通して、 心理学をテーマとした調査や実験をグ
ループで完成させることを目的とする。心理学研究の流れを把握する
ことにより、卒業論文を執筆する力を確実に身につけることを目指
す。具体的には、 (1) 計画をもとに実際にデータを収集し、分析を
行うことができる, (2) 得られた結果をもとにより良い教育へと繋げ
られるかを考察することができる, ことを目指す。研究計画をもと
に、教員が手助けできる範囲で、実際にデータ収集を行うことを予定
している。得られたデータに対して統計的分析を実施し、その考察を
行えるように指導する。

学校インターンシップI

学校インターンシップ体験のふりかえりから、子ども理解に関しての
課題や目標を定め、小学校または特別支援学校のいずれかに20日以上
の継続的に訪問し、授業参観や授業補助などの支援活動を通して教育
活動の実際に関わる。その際、事前・事後指導や体験の報告会、特別
講義に合計５回出席し、教職を目指す者としての自覚や技能を高め、
教職への展望を持つ。なお、受入校ごとに担当教員が1名つき、受講
学生の個別指導、受入校との連絡に当たる。

ものづくり教育研究a

ものづくり関しての基礎知識を学び，実習を通して学校教材を作成す
る。
本授業では，ものづくりの素材となる紙，木材や竹の特徴や性質と，
その加工方法について学ぶ。
また素材を加工するために必要な，接着剤の種類と用途，はさみ，彫
刻刀，片刃刃物，両刃刃物，ドリルの仕組みとそれらの取り扱い方法
にについて学ぶ。
実習時にはケガの起こる原因やその対策と危険防止についてのシミュ
レーションをおこないながら安全教育に重点を置き現場での事故防止
となるよう考察させる。
併せてCADアプリを学習することで，キャビネット図などの投影図や
教材の展開図が作成できるようになる。

ものづくり教育研究b

ものづくり関しての基礎知識を学び，実習を通して学校教材を作成す
る。
本授業では，ものづくりの素材となるプラスチックや金属の特徴や性
質と，その加工方法について学ぶ。
また素材を加工するために必要な，接着剤の種類と用途，ペンチ，ヤ
スリ，刃物などの加工道具の仕組みとそれらの取り扱い方法にについ
て学ぶ。
実習時にはケガの起こる原因やその対策と危険防止についてのシミュ
レーションをおこないながら安全教育に重点を置き現場での事故防止
となるよう考察させる。
併せてCADアプリを学習することで，キャビネット図などの投影図や
教材の展開図が作成できるようになる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

ICT教育の実践研究a

プログラムの基本的な考え方を説明することができる。
手続き型プログラム言語を用いて簡単なプログラミングをおこなうこ
とができる。　
プログラムの基本的な考え方を説明し，手続き型プログラム言語を用
いてプログラミングをおこなう。
授業の計画（各回における準備学習・授業形態等を含む）
第１回 オリエンテーション（授業概要、成績評価、文献紹介等）
第２回 プログラムの考え方
第３回 基本データ型と順次処理
第４回 演算子と関数
第５回 制御構造：繰り返し処理
第６回 制御構造：条件判断
第７回 配列
第８回 総合演習とまとめ

ICT教育の実践研究b

プログラムの基本的な考え方や動作を説明することができる。
プログラミングロボットを用いて小学校現場で広く用いられているブ
ロックプログラミング言語を使用して希望する動作をおこなうことが
できる。
初回はロボットプログラミングについての基本学び，２回目以降は順
次処理として，直進走行と右左折をおこなう。
その後は繰り返し処理としての円走行や８の字走行などを経て，セン
サーを用いた条件判断による走行を学ぶ。

終目標としてロボット用迷路コースを自立走行しながらゴールを目
指し，帰還することを目標とする。
ICTの基礎研究aで履修した内容と併せて問題解決に取り組む総合力が
求められる授業である。

国語科学習指導研究a

漢字に注目して国語表現の特徴を検討する。具体的には，漢字の三要
素（形・音・義），漢字の成り立ち，漢和辞典の使い方，漢字遊び
（字謎・文字占い・創作漢字），漢字と仮名の関係について種々の課
題を与え，グループワーク形式で検討させる。さらに，和歌（『万葉
集』・『百人一首』）の漢訳と漢詩（『唐詩選』・『唐詩三百首』）
の和訳の具体例を挙げ，その特徴を多角的に検討することによって，
国語表現に対する認識を深めさせる。

国語科学習指導研究b

「伝統的な言語文化」の一つとして『論語』を取り上げ，孔子や『論
語』に対する概説を加えるとともに，下村湖人の『論語物語』（「伯
牛疾あり」・「自らを限る者」・「司馬牛の悩み」等）を精読しつ
つ，『論語』の言葉の普遍性について考察する。さらに，日本各地の
『論語』入門教材や『論語』関連グッズ（かるた・日めくり・おみく
じ等）を紹介し，教室で小学生と一緒に楽しむことのできる魅力的な
『論語』関連グッズの創作を行う。

社会科学習指導研究a

学生自身が小学校社会科の歴史・地理領域のなかのテーマを取り上
げ、調べてくる。そして、授業参加者全員が報告、討論をしていく過
程で、人文科学、社会科学を深く学ぶことができるようになる。例え
ば、次のようなテーマについて調べてきて、報告を行ってもらう。日
韓では歴史・地理をどのように教えてきたか、徴用工問題、韓国併
合、竹島（独島）領土問題など。報告グループは自ら調べた内容を報
告し、他の受講生は必ず質問を１つ以上行う。翌週に報告グループは
その質問に答える報告を再度行い、教員がまとめのコメントを行う。
グループ毎にそのサイクルで授業を行っていく。このことによって、
受講生は「知識・技能」を習得すると同時に「主体的で対話的で深い
学び」を体得し、協働性を高める。

社会科学習指導研究b

学生自身が小学校社会科の公民・経済領域のなかのテーマを取り上
げ、調べてくる。そして、授業参加者全員が報告、討論をしていく過
程で、人文科学、社会科学を深く学ぶことができるようになる。例え
ば、次のようなテーマについて調べてきて、報告を行ってもらう。市
場経済のしくみ、貨幣と金融、政府の役割、世界の中の日本経済な
ど。報告グループは自ら調べた内容を報告し、他の受講生は必ず質問
を１つ以上行う。翌週に報告グループはその質問に答える報告を再度
行い、教員がまとめのコメントを行う。グループ毎にそのサイクルで
授業を行っていく。このことによって、受講生は「知識・技能」を習
得すると同時に「主体的で対話的で深い学び」を体得し、協働性を高
める。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

英語科学習指導研究a

小学校から高校までの統計立てられている学習指導要領を理解し、小
中高連携を踏まえた英語授業実践法について学ぶ。また、４技能５領
域を意識した技能統合型指導法を理解し、これらの領域から１つを中
心のテーマとして選び、実践・分析し、アクションリサーチを行う。
学校現場で行われている授業についてビデオ等で見ることにより、実
践に即した指導法を身につける。さらに、児童英語教育については、
ゲームや、チャンツ、歌を活用した、英語でのウォームアップ活動を
毎時間発表することで、英語の授業に慣れ親しみ、英語力の向上も目
指す。

英語科学習指導研究b

「読むこと」の指導に特化し、コミュニケーション活動への授業の組
み立て方を理解する。また、小学生が言語活動に参加したくなる原
理・原則についても学び、第二言語習得論を踏まえた指導ができるよ
うになることを目指す。特に、小・中・高等学校でも必要とされてい
る絵本を活用した読み聞かせモデルの提示とそれに関わる質問の仕方
を学ぶ。さらに、絵本を題材としたコミュニケーション活動を作成す
る力を身に付け、実際に言語活動を計画し、実践する。ICT等のデジ
タル機器も併用し、デジタル絵本のメリットやデメリットについても
考える。

数学入門a

数学では、論理的に正確に用語や公式を運用し、抽象的な言葉で述べ
られた条件を取り扱う必要がある。
そこで授業では、各数学的事項の意味を学習者が理解できるよう努
め、論理的に正確に運用できるようにする。
尚、
・数学的事項としては、集合、函数、行列等の基本的事項（高校まで
の範囲をも含む）について学ぶ。
・内容が深められるように演習を多く取り入れ進める。

数学入門b

数学では、論理的に正確に用語や公式を運用し、抽象的な言葉で述べ
られた条件を取り扱う必要がある。
そこで授業では、各数学的事項の意味を学習者が理解できるよう努
め、論理的に正確に運用できるようにする。
尚、
・数学的事項としては、微分・積分等の基本的事項（高校までの範囲
をも含む）について学ぶ。
・内容が深められるように演習を多く取り入れ進める。

数学・数学教育演習a

十分な「数学」の知識を前提とした数学教育指導実践について講義を
進める。
特に、
・高校までの数学を含む大学教養程度の数学について振り返り
・数学的観点から、算数の学習内容の考察を深める
事を目標とする。
尚、指導内容の理解を深めることを念頭に置いた演習（発表・議論）
を多く取り入れ各自で設定したテーマ（数学的事項を念頭に置いた教
科書分析など）を基にその数学的事項についての演習指導し、纏めさ
せる。

数学・数学教育演習b

十分な「数学」の知識を前提とした数学教育指導実践について講義を
進める。
そのために、受講生には、数学の面白さ・意外性・有用性を感じさせ
る題材を設定・選択させ、その背景等について考えさせていく。
尚、指導内容の理解を深めることを念頭に置いた演習（発表・議論）
を多く取り入れ各自で設定したテーマ（数学的事項を念頭に置いた教
科書分析など）を基にその数学的事項についての演習指導し、纏めさ
せる。

理科の実験Ia

小学校理科の「A物質・エネルギー」で扱う実験機器の操作方法を身
に付けること、さまざまな科学現象の原理を理解すること、小学校で
指導する上での問題点や注意点を探り適切な実験指導ができるように
なることを目標に、グループごとに実験を行い、得られた結果の分
析・考察を行う。「電気と磁気」をテーマに、小学校で理科を指導す
る上で失敗しやすい実験や児童が理解しづらい内容を選んで取り上げ
る。

理科の実験Ib

小学校理科の「A物質・エネルギー」で扱う実験機器の操作方法を身
に付けること、さまざまな科学現象の原理を理解すること、小学校で
指導する上での問題点や注意点を探り適切な実験指導ができるように
なることを目標に、グループごとに実験を行い、得られた結果の分
析・考察を行う。「振り子」、「光と音」をテーマに、小学校で理科
を指導する上で失敗しやすい実験や児童が理解しづらい内容を選んで
取り上げる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

音楽科学習指導研究a

本講義では、音楽教育の基礎理論をなす思想について講ずる。一部演
習も取り入れ、音楽教育における「認識」の立場と「行為」の立場を
比較・検討しながら、音楽とは、芸術とは、表現とは、そして教育と
は何かに関する既成概念の再吟味を求める。本講義で取り上げる思想
はいずれも音楽教育を構想・実践する上で重要なものばかりである。
しかし、各内容を解説する際にはできるだけかみ砕き、「難しいこと
をやさしく、やさしいことを深く」を心掛けたい。

音楽科学習指導研究b

「音楽科学習指導研究ａ」が理論編であるのに対し、本講義はその実
践編と位置づける。音楽の正体とはいったい何か。楽譜だろうか、そ
れとも作品だろうか。そのどちらでもない。楽譜や作品を前提にした
とたん、音楽はとても難しく、遠い存在になってしまう。むしろ音楽
とは、私たちの身近に発生し、その場に居合わせる人々に共有される
ものなのである。本講義では、音楽が「いま」「ここで」生まれる現
場を体験することを通して、音楽を学ぶ意味について考察する。

図画工作科学習指導研究a

小学校図画工作の造形遊び，絵に表す活動，立体に表す活動，工作に
表す活動，美術，工芸の領域から研究テーマや題材を設定し，作品研
究をおこなう。また，グループワークを通して，教材研究や技法研究
を深め，表現力を高めることをめざす。

図画工作科学習指導研究b

小学校図画工作の造形遊び，絵に表す活動，立体に表す活動，工作に
表す活動，美術，工芸の領域から研究テーマや題材を設定し，作品研
究をおこなう。また，グループワークを通して，教材研究や技法研究
を深め，表現力を高めることをめざし，作品制作に取り組む。

体育科学習指導研究a

体育科教育学や健康・スポーツ科学の領域で研究するための手法につ
いて解説・演習を行う。研究課題となる問題の所在を探るための先行
研究の収集方法や文献検索の仕方についても解説し、実際に自身の興
味関心のある体育スポーツ関連の国内外の文献購読を行なう。また
Polar社製のハートレートモニタを装着しながら活動中の身体情報を
モニタリングし、データの収集や得られたデータを統計分析ソフト
SPSSで分析する実習を行うなどの測定機器に触れた体験的な学習を基
本に進めていく。

体育科学習指導研究b

体育科教育学や健康・スポーツ科学の領域で研究するための手法につ
いて解説・演習を行う。運動やスポーツの動作を分析する手順や、健
康・スポーツ科学に関する研究のアンケートを作成する手順について
解説する。また、動作解析ソフトや映像分析ソフト、テキスト分析ソ
フトなどを用いて、実際に運動場面でのデータ収集を行ない、得られ
たデータの読み取りや情報処理について体験的な学習を基本に進めて
いく。授業の後半は、各自の研究課題に基づく体育の教材開発を行な
う。

学校保健学a

学校保健の構造とその領域及び内容を理解するとともに、教育職員と
して果たす役割の課題とその重要性を理解する。学校教育における子
どもの心身の健康管理や健康教育実践に対して関心を持ち、主体的に
考えることができることを目標とし、現代の子どもの健康に関わる教
員として知っておきたいテーマに関する基礎的知識とそのテーマに関
する教育現場の実態を具体的に取り上げる。
学校保健の構造、児童・生徒の発育発達、学校における保険管理を取
り扱う。

学校保健学b

学校保健の構造とその領域及び内容を理解するとともに、教育職員と
して果たす役割の課題とその重要性を理解する。学校教育における子
どもの心身の健康管理や健康教育実践に対して関心を持ち、主体的に
考えることができることを目標とし、現代の子どもの健康に関わる教
員として知っておきたいテーマに関する基礎的知識とそのテーマに関
する教育現場の実態を具体的に取り上げる。また、実践知の基礎的理
解を深める方法として、ケースメソッド教育というグループ演習等を
行う。
児童・生徒の心身の健康課題と保健指導、学校における保健教育、学
校危機管理や救急処置、健康教育の新たな動向等を取り扱う。

生活科学a

日常の暮らし（生活）の中に見られるさまざまな事象を科学的な視点
から捉え、これを理解し、応用し、さらに改善の提言ができるように
なることを到達目標とする。
特に食生活に関する基本的事項を理解すること、食品・栄養・食品衛
生・調理の各分野の知識を取得し、食生活における問題を発見し、改
善策を提案できる能力を身に付けることを目指す。食生活に関する基
本的事項について説明し、また、双方向的な授業をめざし、演習やグ
ループディスカッションを取りいれ、アクティブな授業を心掛ける。
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（教育学部学校教育教員養成課程） 天王寺キャンパス

授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

科目
区分

生活科学b

日常の暮らし（生活）の中に見られるさまざまな事象を科学的な視点
から捉え、これを理解し、応用し、さらに改善の提言ができるように
なることを到達目標とする。
特に生活環境学・応用界面科学を人間の密接環境としての美容・近接
環境としてのファッション・近隣環境としてのインテリアなどにおけ
る界面科学と解し、それらに関する造詣を深めることを目指す。生活
環境学・応用界面科学の理解のために、講義形式の授業に加え、演
習、実習的要素を取り入れた内容とする。

課題研究I

卒業研究に取り組むにあたって、研究の方法や論文や作品の制作、教
材開発に関する基礎的知識・能力を身に付ける。
各自の興味や関心のあるテーマを決め、論文や作品の制作、教材開発
に繋げるための文献講読や先行研究の調査を行えるよう、方法論や参
考文献を指導する。
適宜制作の進捗状況について、発表を行い、グループでのディスカッ
ションを通して卒業論文作成に必要な課題解決能力を養う。

課題研究II

課題研究Iで得られた知識・能力を活かし、各自の研究を進める。
適宜進捗状況について報告を行い、ディスカッションや指導・助言を
通して自らの論文や教材、作品をより発展させていく。
研究テーマに関して 終プレゼンテーションを行い、卒業研究を完成
させる。

学校インターンシップII

学校インターンシップIのふりかえりから、子ども理解に関しての課
題や目標を定め、小学校または特別支援学校のいずれかに20日以上継
続的に訪問し、授業補助や子どもへの支援活動などを通して教育活動
の実際に関わる。その際、事前・事後指導や報告会、特別講義に合計
５回出席し、教職を目指す者としての自覚や技能をいっそう高め、教
職への展望を持つ。なお、受入校ごとに担当教員が1名つき、研修生
の個別指導、受入校との連絡に当たる。

理科の実験IIa

小学校理科・化学分野で用いる実験器具や試薬の操作・扱い方を学ぶ
こと、身近な生活素材を用いて理科実験を実施する方法を学ぶこと、
小学校理科の化学分野の内容およびその内容と中学校理科との接続に
ついて学ぶことを目標に、実験と演習を行う。扱う内容は物質の三態
変化、熱の伝わり方、温度・圧力と体積の関係、溶解度など。

理科の実験IIb

小学校理科・化学分野で用いる実験器具や試薬の操作・扱い方を学ぶ
こと、身近な生活素材を用いて理科実験を実施する方法を学ぶこと、
小学校理科の化学分野の内容およびその内容と中学校理科との接続に
ついて学ぶことを目標に、実験と演習を行う。扱う内容は物質の燃
焼、水溶液の液性、水溶液と金属の反応など。

卒業研究

研究計画を実行し，学術論文を執筆することができるようになる。た
だし，実技に関する分野においては，卒業論文に相当する演奏若しく
は作曲又は制作ができるようになることとする。
研究指導を受けながら，各自の研究テーマに基づき，卒業論文の執筆
を行う。ただし，実技に関する分野においては，指導を受けながら、
各自のテーマに基づき演奏若しくは作曲又は制作するものとする。
指導教員による指導・助言に従い，卒業論文執筆または卒業論文執筆
に相当する演奏若しくは作曲又は制作を計画的に行うこと。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

卒業研究
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

大学入門ゼミ

大学生活を行う上で必要となる図書館等での資料・情報の利用方法や
レポートの書き方を含むアカデミックライティング等について学ぶ。
また、各専攻の専門分野に関する導入的な内容への理解を深める。グ
ループワークや発表等のアクティブラーニングを通じて理解を深める
ことで、批判的思考力やコミュニケーション能力、プレゼンテーショ
ン能力を向上させる。大学で主体的に学ぶ意識を高め、今後５年間の
目標設定ができるようになる。

文学入門a

テーマは「日本漢文の世界」。日本漢文の魅力を知り，個々の作品に
対する理解を深める。併せて，教養として必要な日本漢詩や関連詩歌
を暗誦できるようにする。
江戸時代・明治時代を中心とする，富士山の詩歌，漢詩「原爆行」，
正成と正行，信玄と謙信，太田道灌の和歌等の日本漢文の世界を具体
的に紹介する。毎回，頭の体操として，いわゆる字謎（漢字クイズ）
を出題し，漢字・漢文に対する興味を喚起する。

文学入門b

テーマは「日本漢文の世界」。日本漢文の魅力を知り，個々の作品に
対する理解を深める。併せて，教養として必要な日本漢詩や関連詩歌
を暗誦できるようにする。
江戸時代・明治時代を中心とする，『近古史談』，『本朝虞初新
誌』，『譚海』，『奇談新編』，漢訳『源氏物語』，漢訳『イソップ
寓話』等の日本漢文の世界を具体的に紹介する。毎回，頭の体操とし
て，いわゆる字謎（漢字クイズ）を出題し，漢字・漢文に対する興味
を喚起する。

芸術a

「リズム」，「歌唱」，「器楽演奏」等を取り上げ，学校での指導経
験を基に，生きた音楽，音楽を活かす指導を行う。楽譜を演奏して音
にするという表現手段も有る一方、楽譜作成ソフト等を利用して学生
の皆さんが自分達で楽譜を作り、音として再生するという一連の流れ
を指導する。
音楽表現について関心を持ち，それを基として音楽の多角的な理解と
展開を目指す姿勢が身に付く。
歌唱を行う際の発声器官の仕組みを理解し，児童の無理のない発声へ
の説明を自分の言葉で説明が行える。
音楽を聴取することへの関心を広げ，意識して音を聴くという姿勢を
自らの演奏にも役立てる。

芸術b

「歌唱」，「器楽演奏」，「指揮」等を取り上げ，学校での指導経験
を基に，生きた音楽，音楽を活かす指導を行う。楽譜を演奏して音に
するという表現手段も有る一方、楽譜作成ソフト等を利用して学生の
皆さんが自分達で楽譜を作り、音として再生するという一連の流れを
指導する。
音楽表現について関心を持ち，それを基として音楽の多角的な理解と
展開を目指す姿勢が身に付く。
歌唱を行う際の発声器官の仕組みを理解し，児童の無理のない発声へ
の説明を自分の言葉で説明が行える。
音楽を聴取することへの関心を広げ，意識して音を聴くという姿勢を
自らの演奏にも役立てる。

言語表現とコミュニケー
ションa

This class will introduce the basic vocabulary needed to talk 
about movies and visual storytelling. We will be watching 
scenes from many famous and influential moves to help us 
understand the techniques presented in class.　

このクラスでは、映画やビジュアルストーリーテリングについて話す
ために必要な基本的な語彙を紹介します。クラスで提示されたテク
ニックを理解するのに役立つ、多くの有名で影響力のある動きのシー
ンを見ていきます。

言語表現とコミュニケー
ションb

This class will introduce the basic vocabulary needed to talk 
about movies and visual storytelling. We will be watching 
scenes from many famous and influential moves to help us 
understand the techniques presented in class.

このクラスでは、映画やビジュアルストーリーテリングについて話す
ために必要な基本的な語彙を紹介します。クラスで提示されたテク
ニックを理解するのに役立つ、多くの有名で影響力のある動きのシー
ンを見ていきます。

教
養
教
育
科
目
群

導入科目

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

分野別科目（国際
と地域）

分野別科目（思索
と芸術）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

大阪学a

大阪の自然や都市としての発達を学び、講義で得られた成果（知識や
史資料の活用法など）を巡検（上町台地周辺）をとおして自分のもの
とする。また、大阪の文学に関する読書や和食の実践や芸能に関する
体験的な学びを通して、大阪学に関する問題をみずから設定する。そ
して、 終的にその問題解決の成果をワークショップでお互いに発表
し、お互いの知見を共有する。

大阪学b

大阪の自然や都市としての発達を学び、講義で得られた成果（知識や
史資料の活用法など）を巡検（中之島、大阪天満宮、天神橋筋商店街
等）をとおして自分のものとする。また、大阪の文学に関する読書や
和食の実践や芸能に関する体験的な学びを通して、大阪学に関する問
題をみずから設定する。そして、 終的にその問題解決の成果をワー
クショップでお互いに発表し、お互いの知見を共有する。

日本国憲法

憲法に関する基本的な考え方について、憲法とはどのような法である
かというところから丁寧に説明する。その後、日本国憲法が保障する
人権や統治の仕組みについて、裁判例や現実社会の動向等を例に挙げ
ながら解説し、教育現場や社会で生じる「憲法問題」について考える
ための視点を提供する。

人文・社会科学入門a

テキストの各章を毎週学習していく。その際、各章についての理解が
より深まるように，個人発表とグループディスカッションを組み入れ
た授業を行う。テキスト「経済教育実践論序説」の前半各章と関連し
た授業実践例や論文を読み込むことも行う。また，実務経験を生かし
て，経済学の知見をどう授業に活用するかを，授業案をつくりながら
考察できるようにする。

人文・社会科学入門b

テキストの各章を毎週学習していく。その際、各章についての理解が
より深まるように，個人発表とグループディスカッションを組み入れ
た授業を行う。人文・社会科学入門aに引き続き、テキスト「経済教
育実践論序説」の後半各章と関連した授業実践例や論文を読み込むこ
とも行う。また，実務経験を生かして，経済学の知見をどう授業に活
用するかを，授業案をつくりながら考察できるようにする。

ダイバーシティと人権a

受講生のあいだにある多様性を軸としつつ、社会にある多様性を差別
との関連で捉え直し、自分の社会的立場について認識を深める。その
ための概念として、人権・特権・差別・公正などを「ダイバーシ
ティ・人権とは何か？」、「多様性と人権」、「社会にある多様性と
差別」、「現代日本の人権課題」などをテーマに学ぶ。社会がどのよ
うにして多様性を生かしつつ差別を克服しようとしてきたかを知ると
ともに、個々人がどのように他者や社会に働きかけるのか、その具体
的な方法を身につける。

ダイバーシティと人権b

受講生のあいだにある多様性を軸としつつ、社会にある多様性を差別
との関連で捉え直し、自分の社会的立場について認識を深める。その
ための概念として、人権・特権・差別・公正などを「事例を通して考
える差別と公正」、「平等と公正をめぐるさまざまな尺度と施策」、
「身の回りで起こった差別言動への対応」、「社会にある差別言動や
差別構造へのとりくみ」などをテーマに学ぶ。社会がどのようにして
多様性を生かしつつ差別を克服しようとしてきたかを知るとともに、
個々人がどのように他者や社会に働きかけるのか、その具体的な方法
を身につける。

心理学入門a

本授業では、知覚・認知・学習・情動といった人の行動とそれを支え
る心の働きについて、心理学の歴史と研究法、知覚、学習、認知等の
基本的なトピックを取り上げ、心理学の基本的な知見への理解を深め
る。
心理学の各分野において基礎的な知見を近年の動向も含めて教授す
る。授業を通し、心理学的なモノの見方を身につけるとともに、心理
学への興味が深まることを期待する。

心理学入門b

本授業では、知覚・認知・学習・情動といった人の行動とそれを支え
る心の働きについて、情動・人格、教育心理、発達等の基本的なト
ピックを取り上げ、心理学の基本的な知見への理解を深める。
心理学の各分野において基礎的な知見を近年の動向も含めて教授す
る。授業を通し、心理学的なモノの見方を身につけるとともに、心理
学への興味が深まることを期待する。

生物の情報a

生命現象の基盤となる情報とその伝達について理解するとともに、生
命科学の進歩と人間社会の関係について理解する。
生命現象に見られる様々な情報とその伝達について、遺伝子レベルで
学ぶ。また、生命現象を対象とする生命科学の進歩がもたらす私たち
の社会への影響についても学ぶ。

分野別科目（生命
と環境）

分野別科目（人間
と生活）

分野別科目（歴史
と社会）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

生物の情報b

生命現象の基盤となる情報とその伝達について理解するとともに、生
命科学の進歩と人間社会の関係について理解する。
生命現象に見られる様々な情報とその伝達について、細胞レベル、個
体レベル、個体群レベルで学ぶ。また、生命現象を対象とする生命科
学の進歩がもたらす私たちの社会への影響についても学ぶ。

健康と科学a

生活習慣、発育発達、筋収縮のメカニズム、脳の構造と機能等を取り
上げ、生涯における健康と体力の重要性について解説する。特に、文
部科学省が示す「する・みる・支える（育てる）スポーツ」を通じて
幸福で豊かな生活を得るために、スポーツの役割や運動の必要性とそ
の基礎知識を理解させる。健康に関連する時事問題について情報収
集・ディベートを行ない多角的な視点で考察させる。

健康と科学b

感染症予防、栄養・水分摂取、年齢と運動能力、生活習慣病等を取り
上げ、生涯における健康と体力の重要性について解説する。特に、文
部科学省が示す「する・みる・支える（育てる）スポーツ」を通じて
幸福で豊かな生活を得るために、スポーツの役割や運動の必要性とそ
の基礎知識を理解させる。健康に関連する時事問題について情報収
集・ディベートを行ない多角的な視点で考察させる。

数学概論a

高等学校数学で学習してきた事項のうちから、２次関数、軌跡と方程
式、三角関数を題材としながら、数学を理論的に考える力を基礎から
応用、発展へ繋がるように養成する。毎回課題レポート問題を用意す
るので解いておく。

数学概論b

高等学校数学で学習してきた事項のうちから、三角関数、数列、集合
と写像を題材としながら、数学を理論的に考える力を基礎から応用、
発展へ繋がるように養成する。毎回課題レポート問題を用意するので
解いておく。

身の回りの科学a

小学校理科の、主として化学分野に関連したトピック（「水溶液の性
質」、「金属，水，空気と温度」等）を取り扱う。講義、実験、演
習、発表等から授業は構成される。実験、演習、発表はグループ単位
で行う。

１．身の回りの生活を良く観察し、その中から「問い」を発見する態
度を身に付けること
２．身の回りの生活の中にあるものを用いて、驚きや学びにつながる
実験が行えることを学ぶこと
３．身の回りの生活に関する問いや課題の解決のために、情報を整理
したり、仮説を立てたり、確かめる方法を考えたり、仲間と議論した
りするプロセスについて学ぶこと
４．理科という教科について、身の回りの生活と関連した自分なりの
イメージを形成すること
を到達目標とする。

身の回りの科学b

小学校理科の、主として化学分野に関連したトピック（「物の溶け
方」、「燃焼の仕組み」等）を取り扱う。講義、実験、演習、発表等
から授業は構成される。実験、演習、発表はグループ単位で行う。

１．身の回りの生活を良く観察し、その中から「問い」を発見する態
度を身に付けること
２．身の回りの生活の中にあるものを用いて、驚きや学びにつながる
実験が行えることを学ぶこと
３．身の回りの生活に関する問いや課題の解決のために、情報を整理
したり、仮説を立てたり、確かめる方法を考えたり、仲間と議論した
りするプロセスについて学ぶこと
４．理科という教科について、身の回りの生活と関連した自分なりの
イメージを形成こと
を到達目標とする。

大阪の教育実践a

データから大阪府・大阪市の教育の格差問題について理解してもらう
ことからスタートする。そして、他県の村の小学校 (長野県下伊那郡
の平谷小学校) の現場の体験や大阪府の人権教育の実際に学ぶことを
通して、「実際の現場における」大阪の教育の格差問題への理解をさ
らに深めてもらうよう指導する。

大阪の教育実践b

大阪の教育実践aで学んだ事項を踏まえて、学校現場における人権教
育の実地体験学習や大阪の人権教育に関する振り返りを通して、大阪
の教育の格差課題の解決に向けて、チャレンジしたい大阪の教育実践
プロジェクトを企画し、大阪の教育にかかわるこれからの自己の実践
課題を明確にするよう指導する。

分野別科目（教育
とキャリア）

分野別科目（数理
情報と自然）
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

キャリア教育a

「キャリア」とは単なる経歴や職歴だけにとどまらず、個人の生き方
そのものを意味する。キャリアデザインとは、将来的に自分のなりた
い姿を実現するために、これからの職業や人生全体を主体的に構築、
設計（デザイン）することである。この授業では、自分自身を深く理
解し、職業や業界を知り、将来に活かせる知識や理論を学ぶ。また、
自分らしいキャリアにつながる、充実した大学生活を送るための目標
を設定する。

① 自分の個性や価値観を見つめ、キャリアと関連づけて考えること
ができること
② 自らの目指す「キャリア」を達成するために、どのような力が必
要になるかを理解すること
③ 将来のライフプランを描き、自分らしく生きるために「今」大学
での過ごし方を考えること
を到達目標とする。

キャリア教育b

「キャリア」とは単なる経歴や職歴だけにとどまらず、個人の生き方
そのものを意味する。キャリアデザインとは、将来的に自分のなりた
い姿を実現するために、これからの職業や人生全体を主体的に構築、
設計（デザイン）することである。この授業では、自分自身を深く理
解し、教員を含む教育の専門性を活かせる多様な業界を知り、将来に
活かせる知識や理論を学ぶ。また、自分らしいキャリアにつながる、
充実した大学生活を送るための目標を設定する。

① 自分の個性や価値観を見つめ、キャリアと関連づけて考えること
ができること
② 自らの目指す「キャリア」を達成するために、どのような力が必
要になるかを理解すること
③ 将来のライフプランを描き、自分らしく生きるために「今」大学
での過ごし方を考えること
を到達目標とする。

身体表現とコミュニケー
ションa

指導者自身が、身体表現を通して自己表現能力を身につけ、他者理解
の能力を育てコミュケーション能力を身につける。
テキスト「発達障がい児の育成・支援とムーブメント教育」を使用
し、ムーブメント教育・療法の理論と実技を同時に学ぶことによっ
て、実技の目標やねらいを理論的に裏付けることが出来る。理論を学
んだ上で実際に実技をおこなう。

身体表現とコミュニケー
ションb

指導者自身が、身体表現を通して自己表現能力を身につけ、他者理解
の能力を育てコミュケーション能力を身につける。
身体表現とコミュニケーションaに続いて理論を学んだ上で実際に実
技をおこなう。その上で自分たちでムーブメント教育・療法のプログ
ラムを構成し、指導者となって実際に子どもたちを指導する時の技術
を身につける。

ジェンダーとセクシュアリ
ティa

ジェンダーの定義と歴史、学校教育とジェンダー、ことば・映画・TV
ドラマ・スポーツとジェンダ等のテーマについて考える。授業では
テーマに
ついて少人数グループで話し合い発表する。
人として自分自身を問い直すことができるようになり、その上で教員
として子どもに接していく基礎教養を身につけることを目標とする。

ジェンダーとセクシュアリ
ティb

学校での性の学習、LGBTQ、セクシュアルハラスメントの理解と防止
等のテーマについて考える。授業ではテーマについて少人数グループ
で話し合い発表する。
人として自分自身を問い直すことができるようになり、その上で教員
として子どもに接していく基礎教養を身につけることを目標とする。

英語IA

音声・映像などの教材を用いて、発音練習や会話練習を行う。また、
身近なテーマで、スピーチを準備し、発表してもらう。授業外の課題
として、英文日記を学期に４回、多読シートを学期末に提出する。
授業の到達目標
（1）発音トレーニング、場面別会話、スピーチ、ドラマ、多読、英
文日記など、様々な活動を通して、英語に親しみ、実践的な英語力を
身につける。
（2）英語によるスピーチ・プレゼンテーションやストーリーテリン
グを行うことにより、小学校外国語活動・外国語科で必要とされる
Teacher Talkの力を身につける。
（3）英語によるインタビューテストにおいてネイティブスピーカー
とのやりとりができるようになる。
（4）仲間とともにアイデアを出し合い学び合うグループワークに貢
献する（Cooperative Learning）。

分野別科目（多様
性と共生社会）

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

英語
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

英語IB

英語IAに続き、音声・映像などの教材を用いて、発音練習や会話練習
を行う。また、身近なテーマで、スピーチを準備し、発表してもら
う。授業外の課題として、英文日記を学期に４回、多読シートを学期
末に提出することになる。
授業の到達目標
（1）発音トレーニング、場面別会話、スピーチ、ドラマ、多読、英
文日記など、様々な活動を通して、英語に親しみ、実践的な英語力を
身につける。
（2）英語によるスピーチ・プレゼンテーションやストーリーテリン
グを行うことにより、小学校外国語活動・外国語科で必要とされる
Teacher Talkの力を身につける。
（3）英語によるインタビューテストにおいてネイティブスピーカー
とのやりとりができるようになる。
（4）仲間とともにアイデアを出し合い学び合うグループワークに貢
献する（Cooperative Learning）。

英語II（外国語コミュニ
ケーション）

４技能を統合した学習課題を設け、ペアワーク、グループワーク、個
人の学習（プレゼンテーションの原稿を書いたり話す準備をしたりす
る宿題等の準備を含む）を通して、英語を実践的に学ぶ。カリキュラ
ムに組み込んでいるインタラクティブな学習課題で、毎回、仲間と英
語を用いて話す場を設定する。（授業は英語で行う）

ドイツ語IA

ドイツ語のABCから始めて、基礎的な文法知識を身につける。簡単な
文章を聞き取ることができる。
動詞の現在人称変化や名詞の性と格変化、定冠詞と不定冠詞等の文法
を中心にドイツ語を授業する。あいさつ等の簡単な会話練習もする。
毎回課題を提出してもらうため、積極的に授業に参加することが求め
られる。

ドイツ語IB

ドイツ語IAに引き続き、前置詞の格支配や融合形、分離動詞や接続
詞、動詞の三基本形、過去人称変化、再帰代名詞、再帰動詞等の初級
文法を学ぶ。ドイツ語初級の文法知識を身につけ、簡単な会話ができ
るようになる。
IAで学んだことの応用になるため、判らないことがあったら、IAまで
遡って復習を行うこと。

ドイツ語II

ドイツ語IA・ドイツ語IBで学んだことを確認しつつ、動詞の三基本
形、過去の表現、現在完了形、形容詞の格変化、比較表現、指示代名
詞、関係代名詞等のさらに高度な文法事項を学習する。ドイツ語Iで
使用した教科書を引き続き使用し、簡単なドイツ語文章を話したり、
読んだりすることができる。複雑な文を文法的に分析し、正確に理解
することができる。

中国語IA

中国語の発音と基本的な文法を教えると同時に、中国の歴史、文化、
生活習慣なども紹介する。
学生が中国語学習を進めていく上で、以下の基礎知識を身につけるこ
とを目指している。①中国語のピンインと簡体字を習得する。②中国
語の発音ができる。③中国語検定準４級の合格に必要な500語の語彙
を記憶し，基礎的な文法を習得する。④辞書を用いて、簡単な文章を
理解し、作成出来るようにする。⑤日常的なコミュニケーションの能
力を身につけ、簡単な会話ができる。

中国語IB

中国語IAに引き続き、中国語の発音と基本的な文法を教えると同時
に、中国の歴史、文化、生活習慣なども紹介する。
学生が中国語学習を進めていく上で、以下の基礎知識を身につけるこ
とを目指している。①中国語のピンインと簡体字を習得する。②中国
語の発音ができる。③中国語検定準４級の合格に必要な500語の語彙
を記憶し，基礎的な文法を習得する。④辞書を用いて、簡単な文章を
理解し、作成出来るようにする。⑤日常的なコミュニケーションの能
力を身につけ、簡単な会話ができる。

中国語II

中国語IA・IBを学習したことを前提に、より複雑な表現を教える。文
法を習得した上で、会話・作文・閲読による語句・表現のポイントの
勉強を通して、中国語の理解力と正しい表現力を養う。さらに中国語
検定準４級・４級を目指す。 また、授業は教科書の内容をめぐっ
て、日本・中国の歴史、文化とのつながりをも話題にする。

韓国語IA

この講義は、指定した教科書に沿って授業を進めていきますが、韓国
語への第一ステップとして、韓国語の基本になる母音・子音などの文
字構造、読み、書きを学びます。ネイティブによる発音練習でナチュ
ラルな自己紹介ができるようになります。韓国語に対する不安をなく
すことを目的とします。

韓国語IB

この講義は、指定した教科書に沿って授業を進めていきますが、主に
基礎を固めながら、大意を汲み取るリスニング、意思を伝えるコミュ
ニケーションなどやさしい⼀般会話から始めます。生きた韓国語につ
ながる表現を重視したリスニング、リーディングに力を入れます。授
業は基本的に対面授業を行います。

ドイツ語

中国語

韓国語
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

韓国語II

本授業は韓国語Ⅰ、もしくはそれに相当する韓国語の能力を有してい
る人を対象とする。
語学は読んで書いて話すことが基本です。
基本の積み重ねが、言語の定着になる。授業方法としては、対面授業
もしくはMoodleでパワポを使用して説明を聞く。文法事項について、
練習問題を解くことで、理解を深める。また、発音練習をするため
に、BTSの歌詞を使用する。
読みは課題を音声入力メールで提出してもらう。そうすることで、ハ
ングルが読めるようになってくる。

国際協働学習

アクティブ・ラーニングにより「異文化・多様性理解」のスキルを高
めることを目指す。全8回のうち、 初の5回は受講生によるプレゼン
テーション（文献紹介）とディスカッションを通じて「多文化共生」
について学ぶ。そして、続く3回では、世界中から来ている教員研修
留学生から出身国の社会、文化、そして学校・教育について講義（英
語）を受ける、あるいは海外の協定大学の教員や学生たちとオンライ
ンでつながり、文化、特に教育をテーマとし、情報共有および意見交
換を中心とした「協働学習（英語・日本語・現地語）」を行う。

スポーツ実技I

各自の身体能力を知り，個々の状態に適した身体活動量を判断し，体
を動かす運動の楽しさを知る。
ボールゲームの実践を通して，生涯スポーツとして運動に親しむ能力
を培う。また，スポーツを行う上でのルールやマナーを学び，実践で
きるようになる。水泳では，クロール及び平泳ぎで50m（1泳法25mで
合計50m）完泳する泳力が養う。

スポーツ実技II

様々なスポーツ技術や戦術を身につけ，スポーツ実践を通して獲得し
た体力を今後のスポーツ体験に活かし，生涯スポーツとして継続的に
スポーツ実践できる。また，スポーツを行うためのマナーやルールを
理解し実践できる。
ソフトボール、サッカー、バレーボール、バスケットボールの球技の
スポーツ実践を通して，体力の向上を図り，各種スポーツの技術や戦
術を理解させる。とくに，「ボールを持たない動き」を意識させる。

情報活用基礎I

大学生として，必要 低限なICT活用の基礎を身につけること，すな
わち，大学のICT環境やメディアリテラシー，PCやインターネットの
仕組み，情報セキュリティ対策等の基本的なテーマについて理解し，
それらを他者に説明できることをPCを活用した実習を通して身につけ
ることを目標とする。
本学におけるICT環境の活用に関して習得した後，基礎的な情報リテ
ラシーについて座学と関連事項の演習によって知識とPC活用能力の向
上を図るものである。

情報活用基礎II

情報活用基礎Ⅰの内容を踏まえた上で，本学のICT環境の発展的な活
用実践力を身につけることを目標とする。具体的に，クラウド環境の
活用について，実習を通じて様々な表現方法の獲得を目標とする。
本学が利用可能なクラウド環境を俯瞰した後，受講者間で交流可能な
ICT活用について，クラウド環境の実習を通して実践力の向上を図る
ものである。

情報活用基礎III

「情報活用基礎I」及び「情報活用基礎II」の内容を踏まえた上で、
データ活用とAIの仕組み、社会におけるAIの活用について取り扱う。
AIやデータの利活用事例やAIの公平性，ELSI個人情報保護について習
得した後、表計算によるデータ分析やプログラミングによるデータ処
理を行う。 終的にAIの活用やデータサイエンスを題材に、データ分
析やプログラミングの方法を習得し、データ活用の事例をグループで
のプレゼンテーションを通じて、他者に説明できるようにする。

人権教育の基礎

人権教育に関わる国際的な動向を知るとともに、同和教育をはじめ日
本国内における人権教育の歴史と実践を学ぶことにより現代への視点
を培い、社会と個人の関わり、子どものとらえ方など、現代の教育現
場で必要とされる人権に関わる基礎知識や実践的指導力を培う。
受講生のこれまでの体験や学習をベースの一つとして、人権侵害や差
別の現状、子どもの生活背景についての考察を通じ、人権教育につい
て理解を深める。授業は講義とグループワークを中心に進め、毎時間
小レポートの提出を求める。

特別支援教育の実践

発達的観点やアセスメントの基礎を踏まえ、特別なニーズのある子ど
もの教育について、通常の学級で学ぶ発達障害児（ADHD児、LD児、
ASD児）の理解と指導を中心に概説する。
また、障害理解教育やユニバーサルデザインの授業等、通常の学級に
おける実践的課題を中心に解説する。
発達障害のある子どもを中心に、特別なニーズのある子どもの理解と
指導について理解を深める。
主体的に授業にのぞみ、特別支援教育の実践上の課題を捉える。

国際協働学習

体育科目

情報活用科目

教
職
教
育
科
目
群

教職基礎科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

発達障害教育論

発達障害についての基本的事項、及び、発達障害のある子どもの指導
と支援の内容・方法について解説する。さらに、発達障害のある子ど
もの自立と支援のあり方について具体的方策を述べることができるよ
う、講義にグループディスカッションを組み入れて行う。授業におい
ては学校現場の実践事例を適宜紹介し、指導と支援の考察を行う。

保育と子ども

乳幼児教育・保育及び就学前教育の実際についての基本的な理解を図
るとともに、保幼小の教育の連続性について関心を広げる。その中
で、子ども一人一人の育ちの姿を明確に想像でき、子どもに寄り添っ
た教育者としての資質を高める基礎を培う。
乳幼児教育・保育、就学前教育の実際について、保育園と幼稚園での
実務経験から、実践事例を中心に解説する。さらに一般的な知識の獲
得にとどまらず、実践につながる指導力を培うために、グループで協
議する形態も組み入れて授業を行う。

人権教育の実践

人権教育に関わる国際的な動向を知るとともに、同和教育をはじめ日
本国内における人権教育の歴史と実践を学ぶことにより現代への視点
を培い、社会と個人の関わり、子どものとらえ方など、現代の教育現
場で必要とされる人権に関わる基礎知識や実践的指導力を培う。
受講生のこれまでの体験や学習をベースの一つとして、人権侵害や差
別の現状、子どもの生活背景についての考察を通じ、人権教育につい
て理解を深める。授業は講義とグループワークを中心に進め、毎時間
小レポートの提出を求める。

教職へのとびら

教職の意義、教員の役割・資質能力・職務内容、教師の学習のあり方
等について身に付け、教職への意欲を高め、教師としての学びを実践
する素地を培う。
どのような学校を担う、どのような教師になるために、どのような学
習をすることが求められるのかという問いのもと、世界と日本におけ
る教職の社会的役割の歴史的変遷、教師の仕事の全体像、教師の学び
のあり方について扱う。

教育総論

教育を考えていく上で必要不可欠な基本的理念や思想（教育の意義・
目的・価値、教育の内容・課程・方法・評価、教師像と子ども観、教
育制度・法規、健康・安全、人権・福祉など）を歴史的・体系的に理
解することによって、教職に対する関心を広げ、現代のグローバル社
会およびダイバーシティ社会における学校教育に対する問題意識を高
める。
本講義はまず、人間と教育とのかかわりを人間学的・歴史的観点から
考察し、教育の根底にある基本的な考えを考察する。その後、教育が
行われている領域別(学校・家庭・地域社会等)にそれぞれの教育内容
の現状と課題を考察する。

特別支援教育の基礎

特別支援教育やインクルーシブ教育システムに関する制度の理念や仕
組みを理解する。障害観・人間観について理解を深める。特別支援教
育の対象となる児童生徒の教育支援の現状と課題を理解する。
障害とは何か，特別支援教育やインクルーシブ教育に関する制度の理
念や仕組みを解説した上で，通常学級で学ぶ特別な教育的ニーズのあ
る幼児，児童及び生徒の特性や支援方法について概説する。

学校の役割と経営

社会のなかで実際の学校が果たしてきた役割を見つめ、未来の学校づ
くりに向けた意欲と視点を身につける。
現代の学校が直面している課題について講義と演習により整理し、課
題克服の道筋を学ぶとともに、課題克服を支える学校の経営の在り方
について実践的に学ぶ。また、学校と地域との連携及び協働について
具体的な事例をとおして、その在り方を考える。

発達と学習の心理学a

乳幼児期・児童期・青年期にかけてのそれぞれの時期において、学
習・認知・社会性・情動の基礎について授業する。また、発達障害の
分類や特徴やその支援法についても学習と発達の観点から授業する。
本授業は、以下の２つを到達目標とする。
(１) 幼児期・児童期・青年期を含む人間の学習メカニズム及び心理
的発達に関する基礎的な理解とともに、子どもの学習や発達を知るた
めの心理学的な方法について基礎的な理解をもつ
(２) (１)で得た心理学的な子ども理解・人間理解をもとに、個に合
わせた支援が必要な子どもを含む、さまざまな子どもへの指導や援助
のありかた、望ましい授業のありかたなどについて考えることができ
る

教職専門科目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

発達と学習の心理学b

発達と学習の心理学aで得た理解をもとに、乳幼児期・児童期・青年
期にかけてのそれぞれの時期において、学習・認知・社会性・情動の
基礎についてさらに授業する。また、発達障害の分類や特徴やその支
援法についても学習と発達の観点から授業する。
本授業は、以下の2つを到達目標とする。
(１) 幼児期・児童期・青年期を含む人間の学習メカニズム及び心理
的発達に関する基礎的な理解とともに、子どもの学習や発達を知るた
めの心理学的な方法について基礎的な理解をもつ
(２) (１)で得た心理学的な子ども理解・人間理解をもとに、個に合
わせた支援が必要な子どもを含む、さまざまな子どもへの指導や援助
のありかた、望ましい授業のありかたなどについて考えることができ
る

ICT活用の理論と方法

教育現場におけるICT（情報通信技術）の活用について，その歴史的
経緯や意義、理論、今後の方向性を理解する。教員によるICTを活用
した学習指導や児童生徒によるICTを活用した学習などについて、講
義及び視聴覚教材による解説・事例紹介を中心に体験的な学修を進め
る。

生徒指導論

生徒指導論の到達点と課題を理論的に整理していくとともに、先駆的
な生徒指導実践を共同で分析することを通して、教育課程上の生徒指
導の位置づけを理解しながら、生徒指導を構想し、実践する視点と方
法を明らかにしていく。
到達目標
１：今日における生徒指導上の諸問題に関する理論的・実践的な知識
を身につける
２：「いじめ」等の問題事象に対する指導の在り様を具体的に構想す
るための洞察力の基礎を身につける

進路指導論

進路指導論の到達点と課題を理論的に整理していくとともに、先駆的
な進路指導実践を共同で分析することを通して、教育課程上の進路指
導の位置づけを理解しながら、進路指導を構想し、実践する視点と方
法を明らかにしていく。
到達目標
１：今日における進路指導上の諸問題に関する理論的・実践的な知識
を身につける
２：特別なニーズのある子どもや不登校の子どものことにも想像力を
働かせながら、進路指導の在り様を具体的に構想するための洞察力の
基礎を身につける

教育相談の理論と方法

日々様々な出来事の起こる学校現場で，児童・生徒の心理・発達的問
題に適切に対処するには，状況を理論的にとらえ，理論的理解に基づ
くより効果的な対応を行う必要がある。こうしたことから本講義で
は，児童・生徒の心理的・発達的諸問題の理解と援助方法を学ぶ。
授業の到達目標
１）教師が行う子どもの指導と援助について，心理学の基礎的な理論
を理解している。
２）教育相談（カウンセリングを含む）など教師が行う子ども援助の
技法について理解している
３）いじめや不登校など子どもの問題行動について理解している

学校安全a

わが国における「学校安全」の考え方の歴史的な変遷と、学校の管理
下で過去に発生した事件・事故・災害事例から得られた教訓の重要性
について理解する。その後、児童・生徒の安全実践能力を育成するた
めの効果的な教育教材や指導計画の作成方法と教職員の危機対応能力
を育成するための実践方法について学習する。

学校安全b

わが国における「学校安全」の考え方の歴史的な変遷と、学校の管理
下で過去に発生した事件・事故・災害事例から得られた教訓の重要性
について理解する。その後、児童・生徒の安全実践能力を育成するた
めの効果的な教育教材や指導計画の作成方法と教職員の危機対応能力
を育成するための実践方法について学習する。

教育課程論（カリキュラ
ム・マネジメントを含
む。）

本授業では、教育課程の意義及び編成のあり方の観点から、教育実践
の歴史と原理を講ずるとともに、具体的な実践事例（教育課程、指導
計画など）を検討し、カリキュラム編成を理解する。
学校教育における教育課程の意義及び編成のあり方の基本的な知識を
理解し、学習指導要領の変遷をはじめ今日の教育改革や教育実践の特
徴を考察する。その特徴をはじめ各学校の実情や子どもたちの実態を
ふまえた具体的なカリキュラム編成を提起することができる。

道徳教育論a

道徳教育は、教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神
を踏まえ、自己の生き方や人間としての生き方を考え、主体的な判断
の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく生きるための
基盤となる道徳性を育成する教育活動である。本講義では道徳教育の
思想・理論・指導法について説明する。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

道徳教育論b

学習指導要領の教育哲学的解題や様々な学校における道徳教育、小学
校道徳の授業の構想について取り上げ、教材研究や学習指導案の立
案、模擬授業などにより、実践的な授業力を身につける。
授業実践力が磨けるよう、受講者全員に指導案を作成してもらい、ま
た希望者には模擬授業もしてもらう。

総合的な学習の時間の指導
法

総合的な学習の時間の意義、目標および内容、教育課程における歴史
や役割を理解するとともに、実践事例の検討を通して、総合的な学習
の時間の指導案並びに評価の方法を構想し、見通しをもって指導にあ
たる実践的力量を培う。
総合的な学習の時間の意義、目標および内容、歴史や指導法並びに評
価の方法について、先行実践を読み深めながら探究していく。先行事
例をグループごとに読み深めながら、ディスカッション等を通じて協
働して指導計画等を具体的・実践的につくることを通して、その背景
にある理論や意義等を理解することを目指す。

特別活動論

特別活動の意義、目標および内容、教育課程における歴史や役割を理
解するとともに、実践事例の検討を通して、特別活動の指導案並びに
評価の方法を構想し、見通しをもって指導にあたる実践的力量を培
う。
特別活動の意義、目標および内容、歴史や指導法並びに評価の方法に
ついて、先行実践を読み深めながら探究していく。先行事例をグルー
プごとに読み深めながら、ディスカッション等を通じて協働して指導
計画等を具体的・実践的につくることを通して、その背景にある理論
や意義等を理解することを目指す。

教育方法論

本授業では、学校教育における教育の方法と技術の基本的な知識を理
解し、今日求められる資質・能力を育成するための教育の方法及び教
育の技術の特徴を考察する。その特徴をはじめ子どもたちの実態をふ
まえた指導技術を提起することができることを到達目標とし、教育課
程の意義及び編成のあり方の観点から、教育実践の歴史と原理を講ず
るとともに、具体的な実践事例（教育課程、指導計画など）を検討
し、カリキュラム編成を理解する。

教育実習I

事前指導を受講した上で，小学校で２週間（９日間以上）の実習に取
り組む。実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習当年度９月頃：「教育実習オリエンテーション」
授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，情報セキュリティ，リ
スク対応，メンタルヘルスとアンガーマネジメント，コンプライアン
スと実習参加の心得，多様な子どもに関わる教育・人権・福祉，特別
活動・生活指導および生徒指導等についての講義を受ける。

・実習
２週間の実習等を行う。

・事後指導
教育実習で育った教師力（教育的実践力）の交流。
指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

教育実習II

事前指導を受講した上で，小学校で２週間（９日間以上）の実習に取
り組む。
実習終了後に事後指導を受講する。
・事前指導
実習当年度８月頃：「教育実習オリエンテーション」
授業観察・子ども観察の方法と記録の取り方，情報セキュリティ，リ
スク対応，メンタルヘルスとアンガーマネジメント，コンプライアン
スと実習参加の心得，多様な子どもに関わる教育・人権・福祉，特別
活動・生活指導および生徒指導等についての講義を受ける。

・実習
２週間の実習等を行う。

・事後指導
指導教員と面談し，実習の振り返りと自己評価を行う。

教職実践演習（小）

第１ブロックにおいて指導教員と面談をおこない、４年間の学修で身
に付けた資質能力について自己分析し、成果と課題を明らかにする。
課題を補い、発展させるために第２ブロックの「ミニ講座」を受講
し、第３ブロックにおいて、指導教員との面談を通して教職実践演習
の学修成果を確認するともに、教職への展望を明らかにする。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

ダイバーシティと教育

本授業では、現代社会におけるダイバーシティ（多様性尊重）の基本
的理念を概説する。多様性を認めあう共生社会の構成員としての教師
の姿を想定しながら、受講者ひとりひとりの理解と体験を促す。ま
た、ダイバーシティ教育がめざす、子どもの多様性および、社会的包
摂（社会的共生）を重視する学校教育のあり方やその価値について、
受講生とともに考察する。

現代社会と子どもの権利

本講義では、現代社会における子どもの権利について学ぶ。
具体的には、子どもの権利の基本的概念は何か、また、子どもの権利
にはどのようなものがあり、子どもの権利がどのように守られてきた
のかを学ぶとともに、現代社会における子どもの権利がどのように捉
えられてきたのかをふまえつつ概観を理解する。また、現代の学校に
おける子どもたちの諸権利を理解する。さらには、子どもの権利(特
に子どもの身体と心の安全を保障)を守る大人として、さらに権利の
行使主体となる子どもの成長を促す大人として、子どもの心身を脅か

す課題は何で、どのような方策があるのかについて考える。

多様な子どもとインクルー
シブ教育

インクルーシブ教育の理念とインクルーシブ教育に関する制度的事項
の基礎を理解する。多様な子どもたちが在籍する通常の学級における
インクルーシブ教育の取り組みを理解する。
インクルーシブ教育の理念とは何かを理解し、通常の学級にも在籍し
ている発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により、
特別かつ個別的支援を必要とする子どもと、障害のない子どもとが共
に達成感をもちながら学ぶことができるよう、他の教員や関係機関と
連携しながら組織的に対応していくための知識や素養を身につける。

外国人の子どもの理解と支
援

日本語や日本文化以外の言語的・文化的背景をもつ幼児、児童及び生
徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対し
て、教職員や関係機関、保護者と連携しながら組織的に対応していく
ために必要な、基礎的な知識や支援方法を理解する。
国籍や日本語力の程度を問わず、外国人児童生徒等やその保護者を取
り巻く教育課題を取り上げ、指導や支援の政策動向や事例、指導関係
者の役割や専門性、学校の役割を概説する。

教職のための省察入門

自身の被教育経験を相対化し、多様な学校教育の可能性に照らして、
個別具体的な学校現場の経験から学び続けるための素地を形成する。
教師へと立場を転換し、教職に向かって自分らしく学び始めるために
はどうしたらいいのかという問いのもと、学校現場の実際的体験や自
身の被教育経験をふりかえって相対化しつつ、学校改革の展望を得
る。

教科横断と探究学習I

各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して、実社会・実生
活の課題を探究する学びを実現するために、具体的に探究のプロセス
を経験し、教科等横断と探究学習を指導するための基礎的な構想力を
身に付ける。
探究的な見方・考え方を働かせて横断的・総合的に学習することの意
義やそこで育みたい能力について知り、教科内及び教科等を横断する
探究的な単元づくり、授業づくりに関する基礎的な知識・技能を身に
付ける。

教育データの活用I

学校教育において必要となるデータの活用，特に数量的なデータの収
集，理解と分析の基礎について，学校で取り扱う学力調査を題材とし
ながら解説するとともに，実際にデータを分析し，それをふまえた考
察を実習する。データ収集にあたっての倫理的配慮や，妥当性・信頼
性を具えた測度を用いることの重要性，数量データの分布の広がりと
それをふまえた個人差の把握，指標間の関連性を捉える方法などを取
り扱う。

ファシリテーターとしての
教員I

現代においてファシリテーションが果たす意義や役割を理解し、教育
ファシリテーションの理論的な背景、基礎に関する知識を学ぶ。
それを踏まえて具体的な教育活動においてファシリテーションを通し
た有意義な議論の生成・展開ができるための実践的方法を知る。

学習者中心の授業デザインI

教員による一方的な知識伝達型の教育ではなく、ダイバーシティ時代
の学習者中心の授業へ向けた学習観・授業観の転換において、教えと
学びの関係にはどのような構造と歴史的な変遷があり、現代までの教
育から学習者中心の授業改善の原理について説明できる。
本授業では、学習者中心の授業デザインの観点から、教育実践の歴史
と原理を講ずるとともに、学習の目標・内容・方法から見た授業デザ
インの原理を検討し、具体的な授業のあり方を理解する。

教職専門性と省察

生涯にわたる教師の発達と学習のあり方、および教師の学びを支える
教員研修の意義および制度上の位置づけを理解し、教師としての学び
を実践している。
教師（大人）として学び成長していくためには、どうしたらいいのか
という問いのもと、教師の発達と学習についての理論、および教師の
発達を促す学習を支える職場環境や研修制度について理解を深め、実
際に教師としての学習を実践し始める。

フラッグシップ科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

学習者中心の授業デザイン
II

ダイバーシティ時代の資質・能力を育成する授業への転換を目指した
学習者中心の授業である「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善に必要な目標・内容・方法に関する基礎的な知識・技能の
理解を深めるとともに、学習者中心の授業改善に向けてICTの活用等
を含んだ授業過程と教育評価に関する知識・技能を身に付ける。
本授業では、学習者中心の授業デザインをつくり出す目標・内容・方
法の原理と実践を講ずるとともに、学習者中心の授業改善に向けての
授業過程と教育評価を検討し、具体的な授業のあり方を理解する。

初等国語科教育法（書写を
含む。）

小学校国語科学習指導のための基本的な知識／技能／視点を身につけ
ることを目的とする。
国語科の目的や方法といった原論から、聞くこと話すこと／書くこと
／読むことなどの各領域論を具体的な国語教材の分析や、授業記録の
検討を通じて行う。 終的には、国語科学習指導の実際を構想するた
めに、学習指導案の作成を行う。

初等社会科教育法

社会科授業における学習活動の組織をテーマとし、社会科授業実践に
おける諸留意点を踏まえ、教材研究、児童理解、学習指導案作成、模
擬授業の実施を自立的に行うことができる能力を身に付けるための科
目である。
社会科の教育課程上の意義、特徴並びに実践上の留意点と課題を踏ま
え、小学校社会科の学習指導計画を立案することができる。
社会科授業を実施するにあたり、学習目標をいかに設定するか、児童
のあり方をいかにとらえるか、教材をいかに選択・構成するか、学習
活動をいかに組織するか、児童の学習をいかに評価するかなどの点に
関する十分な知識と技能を身につけている。

算数科教育法

算数科の学習指導内容をふまえ、教科課程を編成する観点について説
明することができる。
教材分析や児童理解、授業設計など指導方法についての基本を習得
し、算数科における授業構想や授業展開、授業評価などの実践的指導
力を身につけることができる。
算数科の目標や内容等について講じる。
基礎的な学習指導理論に基づいた授業設計のための知識及び技能を身
に付けるため，実践的・協働的な学修を展開する。
教育現場での実務経験を基に指導法に係る指導を行う。

初等理科教育法

理科授業の記録から子どもの学習の実態を分析したり、教材研究とし
て実験活動を実際におこないながら、グループワークを取り入れつつ
実践的に理科指導の理解を促す。模擬授業や研究協議を実践的におこ
なう。
以下の事項を到達目標とする。
１）小学校理科の目標、主な内容とその構成を理解し、学習指導案を
作成することができる。
２）教材研究、デジタル教科書やICTの活用、問題解決の活動を取り
入れた授業設計をおこなうことができる。
３）模擬授業の準備や実施をおこない、ふりかえりや協議をすること
ができる。

生活科教育法

生活科は、具体的な活動や体験を通して資質・能力を育成する。ま
た、自分・人・社会・自然のよさや関わりに気づき、考え、表現する
とともに、人・社会・自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学
び、生活を豊かにしようとすることを目標にしている。そのため、こ
の講義を通して、子ども理解にもとづくカリキュラム・デザイン、教
材研究、教材作成、学習指導案作成、模擬授業、ICT機器の有効な活
用、評価の一連の活動を行い、生活科の授業実践力を高めることを目
標とする。
学習指導要領の概説、ビデオでの授業分析、教材研究、教材作成、教
材分析、学習指導案作成、模擬授業（ICT機器の活用を含む）、授業
観察、評価を行う。また、総合的な学習の時間への接続についての演
習も行う。

初等音楽科教育法

「生成の原理」に基づく音楽科の基礎理論を根拠として小学校音楽科
の学習指導案が作成できるようになることをねらいとする。モデル授
業の体験を通して、具体的な授業像が描けるように講義する。学習指
導案を作成しながらテキストにそって講義を進め、学習指導案の作成
と模擬授業はテキストの事例を基本としてグループで行う。

図画工作科教育法

図画工作科の授業の目標、内容、方法について講義を行う。
グループごとの題材研究のテーマを設定し、ICTを活用した指導の計
画・指導案を作成、模擬授業を実践する。振り返りにおいては、授業
者・学習者それぞれが授業への改善点を議論するとともに、テーマに
応じ実践研究の動向を紹介する。

初等教科教育法科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

初等家庭科教育法

児童の生活課題に即した教材研究ができ、実態をふまえた授業を提案
することができる。
小学校「家庭」の教育意義、教科特性、目標、内容、指導方法および
評価方法について解説する。児童の生活実態や現代的な生活課題に即
した教材研究力・カリキュラム構想力、授業設計力を身に付けること
ができるよう、現場での経験を基に指導を行う。

体育科教育法

体育授業の方法論（学習指導形態、学習指導過程）についての基本的
考え方を理解し、学習評価と学習指導過程の関係性について理解する
ことができるようにする。
体育科の目標および内容について、改訂された学習指導要領に基づき
示していく。また学習内容については、個別運動領域、保健領域それ
ぞれの内容を系統的に示し、体育授業の学習指導の展開の仕方につい
て講じる。

初等英語科教育法

授業時間の前半は、小学校外国語教育の変遷、小学校の外国語活動や
外国語科、中・高等学校の外国語科の目標、内容、国語教育との連携
と小学校の役割に関する講義を行う。授業時間の後半は、小学校英語
の教材の特徴、意義を踏まえ、第二言語習得理論、指導法等に関する
講義を行いながら、主体的・対話的で深い学びの実現に向けてアク
ティブ・ラーニングの視点を取り入れた演習形式で進める。また、受
講生を５、６人グループに分け、ティームティーチングの方法で導
入・慣れ親しむ活動・目標活動・振り返り活動の流れを意識した模擬
授業を担当させ、情報機器及び教材の活用、及び、パフォーマンス評
価を含んだ指導案を作成、実行させる。その際、英語での児童とのや
り取り、発話の引き出し、読む活動や書く活動との統合を意識して行
うように指導する。

学校インターンシップ体験

小学校または特別支援学校のいずれかに20日以上継続的に訪問し、授
業参観や授業補助などの支援活動を通して教育活動の実際を体験す
る。その際、説明会を含む事前・事後指導や体験の報告会に合計５回
出席し、教職を目指す者としての自覚を高め、教職への展望を持つ。
なお、受入校ごとに担当教員が１名つき、受講学生の個別指導、受入
校との連絡に当たる。

国語a（書写及びICTの活用
を含む。）

近代の国語教科書の成り立ちについて理解させ、小学校の国語科を担
当する教員に必要な基本的な知識や書字力を身につけさせる。さまざ
まな言語活動をとおして、受講生の言語生活の向上を図るとともに、
国語常識や「にほんご」の活用に関する基礎的な表現や理解の能力を
養うことを眼目とする。

国語b（書写及びICTの活用
を含む。）

近代の国語教科書の成り立ちについて理解させ、小学校の国語科を担
当する教員に必要な基本的な知識や書字力を身につけさせる。また、
読み聞かせや創作活動など、さまざまな言語活動をとおして、受講生
の言語生活の向上を図るとともに、国語常識や「にほんご」の活用に
関する基礎的な表現や理解の能力を養うことを眼目とする。

社会a（ICTの活用を含
む。）

いくつかの産業を取り上げ、その特徴について学ぶ。日本経済の成長
の軌跡と貿易および今日的課題について論じる。国連等の国際機関の
役割と国際社会の課題について検討する。また、ICTを活用した資料
収集や教材作成等にも触れる。
日本の産業や経済および国際社会についての理解を深めることができ
る。

社会b（ICTの活用を含
む。）

身近な地域（大阪）を取り上げ、その自然環境や人文環境について学
ぶ。自然と人文現象が複合している場としての地域について検討す
る。また、ICTを活用した資料収集や教材作成等にも触れる。
身の回りの地域に接して、その自然環境や社会についての理解を深め
ることができる。

算数a（ICTの活用を含
む。）

いろいろな量における変化量に関して、その定義性質を理解する。
１変数の変化の割合に関する変化率の計算について、その定義・性
質・グラフとの関わりについて理解する。
主として、変化率の計算等について講義をする。
受講者の理解のために、ICT 機器を使う練習も兼ねて、適宜演習を組
み入れる。高校数学で学習するいろいろな概念が未履修なことも想定
し、基礎的な部分も説明を加える予定である。

算数b（ICTの活用を含
む。）

１変数の変化の割合に関する図形の面積や体積の求積法について、そ
の定義・性質などについて理解する。
応用として関数・グラフ・図形における種々の量を算出する。
主として、図形の面積や体積の求積法等について講義をする。
受講者の理解のために、ICT 機器を使う練習も兼ねて、適宜演習を組
み入れる。
高校数学で学習するいろいろな概念が未履修なことも想定し、基礎的
な部分も説明を加える予定である。

学校インターン
シップ科目

専
攻
専
門
科
目
群

小学校教科専門科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

理科a（ICTの活用を含
む。）

小学校理科の教科書で取り扱われているエネルギー領域、粒子領域、
生命領域の主な観察・実験を用意し，学生に行わせる。
ICTを活用した実験・観察や学習者間での交流を促進する。
小学校理科で特に理解が必要な内容について講義を行い，学生に演習
させる。
小学校理科に関する基本的な実験器具や顕微鏡の操作法を習得し、子
供たちに指導できるようになる。
身の回りの動植物などを観察し、自然の精妙さに気付いてもらう。
ICTを用いて，学習者や授業者と情報共有を行い，問題解決ができ
る。

理科b（ICTの活用を含
む。）

小学校理科の教科書で取り扱われている生命領域・地学領域の主な観
察・実験を用意し，学生に行わせる。
ICTを活用した実験・観察や学習者間での交流を促進する。
小学校理科で特に理解が必要な内容について講義を行い，学生に演習
させる。
小学校理科に関する基本的な実験器具や顕微鏡の操作法を習得し、子
供たちに指導できるようになる。
身の回りの動植物などを観察し、自然の精妙さに気付いてもらう。
ICTを用いて，学習者や授業者と情報共有を行い，問題解決ができ
る。

生活a（ICTの活用を含
む。）

生活科が誕生した歴史的背景を概説するとともに，小１プロブレムや
スタートカリキュラムに関する議論を通して，生活科が幼小接続期に
果たす役割を考えられるようにする。また，体験や経験のなかで生ま
れる気付きの意義についてワークショップを通して実感的に理解でき
るようにする。なお，ワークショップにおいては，適宜，外部の専門
家と連携・協力しながら活動を進めるとともに，ICTを活用した教材
提示の方法も紹介する。

生活b（ICTの活用を含
む。）

生活科の内容構成と小学校中学年以降の学びに対する接続について講
義を通して概説する。
また，身の回りの生き物や植物，人や地域との関わりについてのワー
クショップを通して，体験や経験を通した学びの意義を実感的に理解
できるようにする。なお，ワークショップにおいては，適宜，外部の
専門家と連携・協力しながら活動を進めとともに，ICTを活用した教
材提示の方法も紹介する。

音楽a（ICTの活用を含
む。）

音楽には特有の仕組みがあり、それを明記した記号が楽譜である。本
授業では第一に、楽譜に関する諸規則を知り、読譜・記譜のスキルを
いかに獲得するかについて理論・実践両面から講ずる。また第二に、
幅広い視野に立ち様々な時代・ジャンル・文化の音楽を比較する。さ
らに第三に、楽曲を分析するだけに止まらず、鑑賞・演奏・創作の各
活動を通して、 終的には音楽を総合的に理解することを目指す。

音楽b（ICTの活用を含
む。）

本授業では第一に、楽曲の構造を理解するために必要なコード進行と
調性に関する事項を取り上げる。その上で、メロディに合うコード、
またコードに合うメロディを選ぶ視点について、理論・実践両面から
講ずる。第二に、教材曲を中心に、既成の伴奏譜に止まらず、様々な
伴奏法に触れながら、伴奏することの興味深い世界を紹介する。そし
て 終的には、曲想に合致した伴奏を鍵盤楽器で自ら演奏、さらには
弾き歌いを実践できるスキル獲得を目指す。

図画工作a（ICTの活用を含
む。）

児童の豊かな表現活動の基礎となるさまざまな表現技法を理解させ
る。主として造形遊び，工作による作品制作を通して，思考力や表現
力，技能を身につけさせる。ICT（デジタル教材やデジタル教科書な
ど）を用いて教科内容の理解を深める。
到達目標
・小学校図画工作の多様な表現活動と鑑賞活動の基本的な事項を理解
するとともに，表現活動の指導方法や支援方法について考えることが
できる。
・図画工作で使用する材料や用具など身近な素材の種類や特性を理解
するとともに，技術の習得をめざし主体的な表現活動をすることがで
きる。
・図画工作の表現や鑑賞の楽しさを味わい，造形的な資質能力を高め
ることができる。
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科目
区分

図画工作b（ICTの活用を含
む。）

児童の豊かな表現活動の基礎となるさまざまな表現技法を理解させ
る。主として絵や立体による作品制作を通して，思考力や表現力，技
能を身につけさせる。ICT（デジタル教材やデジタル教科書など）を
用いて教科内容の理解を深める。
到達目標
・小学校図画工作の多様な表現活動と鑑賞活動の基本的な事項を理解
するとともに，表現活動の指導方法や支援方法について考えることが
できる。
・図画工作で使用する材料や用具など身近な素材の種類や特性を理解
するとともに，技術の習得をめざし主体的な表現活動をすることがで
きる。
・図画工作の表現や鑑賞の楽しさを味わい，造形的な資質能力を高め
ることができる。

家庭a（ICTの活用を含
む。）

小学校家庭科の専門的内容の消費生活と環境と住生活について、事例
の紹介や実習を取り入れて、理論的・実証的な講義を中心とした授業
形態とする。また、ICTを活用した資料収集や教材作成等にも触れ
る。
家庭の意義、あり方などの基本的な事項について理解するとともに、
当事者意識をもって多角的な視座から家庭の位置づけと課題を捉える
ことができるようになる。具体的には、小学校の家庭科で取り扱われ
る内容について、その特徴を理解し、知識を深め、概要と課題を説明
できる。

家庭b（ICTの活用を含
む。）

小学校家庭科の専門的内容の衣生活、食生活、家庭生活と家族につい
て、事例の紹介や実習を取り入れて、理論的・実証的な講義を中心と
した授業形態とする。また、ICTを活用した資料収集や教材作成等に
も触れる。
家庭の意義、あり方などの基本的な事項について理解するとともに、
当事者意識をもって多角的な視座から家庭の位置づけと課題を捉える
ことができるようになる。具体的には、小学校の家庭科で取り扱われ
る内容について、その特徴を理解し、知識を深め、概要と課題を説明
できる。

体育a（ICTの活用を含
む。）

小学校学習指導要領体育編に示された運動領域の中から，器械運動，
陸上運動を取り上げ，運動（遊び）の意味や行い方について理解を深
めていくとともに，学習者自らの技能の習得を目指し，小学校体育授
業への教材化の方策やその指導方法について習得する。
器械運動と陸上運動について，小学校低学年の運動遊びから高学年に
求められる動きまで，段階的な指導法について，それぞれの運動技能
の習得を通して理解する。

体育b（ICTの活用を含
む。）

小学校学習指導要領体育編に示された運動領域の中から，表現運動，
ボール運動を取り上げ，運動（遊び）の意味や行い方について理解を
深めていくとともに，学習者自らの技能の習得を目指し，小学校体育
授業への教材化の方策やその指導方法について習得する。
表現運動とボール運動について，小学校低学年の運動遊びから高学年
に求められる動きまで，段階的な指導法について，それぞれの運動技
能の習得を通して理解させる。

英語a（ICTの活用を含
む。）

新課程の小学校外国語活動の教科書を活用した授業の在り方を学ばせ
る。演習を多く取り入れて授業を進め、英語の４技能５領域の向上に
どのように役立つのかについて振り返りを行わせる。中学校・高等学
校教師としての指導経験を活かして、小学校英語と中学校英語におけ
る教授法ついて一緒に考え、指導を行う。

英語b（ICTの活用を含
む。）

新課程の小学校外国語の教科書を活用した授業の在り方、及び、作り
方を学ばせる。単元計画を立て、導入・展開・まとめの流れを意識し
た模擬授業などの演習を多く取り入れて授業を進め、その取り組みに
ついて振り返りを行わせる。英語の４技能５領域の向上にどのように
役立つのかについて考察させる。中学校・高等学校教師としての指導
経験を活かして、小学校英語と中学校英語における教授法ついて一緒
に考え、指導を行う。

教育学研究Ia

この科目では「教育問題」がメディアにより構築されるという主張を
理解し，メディアを批判的に受容するにはどうすればよいか考察し，
今後の学校教育で必要な情報教育について考える。
広田照幸・伊藤茂樹編著『教育問題はなぜまちがって語られるのか』
（日本図書センター，2010年）を授業の事前に講読し，講義を通して
当該主張を理解する。

系列専門科目
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授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

教育学研究Ib

この科目では「教育問題」がメディアにより構築されるという主張を
理解し，メディアを批判的に受容するにはどうすればよいか考察し，
今後の学校教育で必要な情報教育について考える。
映画作品『しらゆき姫殺人事件』を題材に，メディアによる「教育問
題」構築について考察し，今後の教育において必要な情報教育をテー
マにレポートを作成し発表を行う。

学校インターンシップI

学校インターンシップ体験のふりかえりから、子ども理解に関しての
課題や目標を定め、小学校または特別支援学校のいずれかに20日以上
の継続的に訪問し、授業参観や授業補助などの支援活動を通して教育
活動の実際に関わる。その際、事前・事後指導や体験の報告会、特別
講義に合計５回出席し、教職を目指す者としての自覚や技能を高め、
教職への展望を持つ。なお、受入校ごとに担当教員が１名つき、受講
学生の個別指導、受入校との連絡に当たる。

ものづくり教育研究a

ものづくり関しての基礎知識を学び，実習を通して学校教材を作成す
る。
本授業では，ものづくりの素材となる紙，木材や竹の特徴や性質とそ
の加工方法について学ぶ。
また素材を加工するために必要な接着剤の種類と用途，はさみ，彫刻
刀，片刃刃物，両刃刃物，ドリルの仕組みとそれらの取り扱い方法に
について学ぶ。
実習時にはケガの起こる原因やその対策と危険防止についてのシミュ
レーションをおこないながら安全教育に重点を置き現場での事故防止
となるよう考察させる。
併せてCADアプリを学習することで，キャビネット図などの投影図や
教材の展開図が作成できるようになる。

ものづくり教育研究b

ものづくり関しての基礎知識を学び，実習を通して学校教材を作成す
る。
本授業では，ものづくりの素材となるプラスチックや金属の特徴や性
質とその加工方法について学ぶ。
また素材を加工するために必要な接着剤の種類と用途，ペンチ，ヤス
リ，刃物などの加工道具の仕組みとそれらの取り扱い方法にについて
学ぶ。
実習時にはケガの起こる原因やその対策と危険防止についてのシミュ
レーションをおこないながら安全教育に重点を置き現場での事故防止
となるよう考察させる。
併せてCADアプリを学習することで，キャビネット図などの投影図や
教材の展開図が作成できるようになる。

社会科学習指導研究a

学生自身が小学校社会科の歴史・地理領域のなかのテーマを取り上
げ、調べてくる。そして、授業参加者全員が報告、討論をしていく過
程で、人文科学、社会科学を深く学ぶことができるようになる。例え
ば、次のようなテーマについて調べてきて、報告を行ってもらう。日
韓では歴史・地理をどのように教えてきたか、徴用工問題、韓国併
合、竹島（独島）領土問題など。報告グループは自ら調べた内容を報
告し、他の受講生は必ず質問を１つ以上行う。翌週に報告グループは
その質問に答える報告を再度行い、教員がまとめのコメントを行う。
グループ毎にそのサイクルで授業を行っていく。このことによって、
受講生は「知識・技能」を習得すると同時に「主体的で対話的で深い
学び」を体得し、協働性を高める。

社会科学習指導研究b

学生自身が小学校社会科の公民・経済領域のなかのテーマを取り上
げ、調べてくる。そして、授業参加者全員が報告、討論をしていく過
程で、人文科学、社会科学を深く学ぶことができるようになる。例え
ば、次のようなテーマについて調べてきて、報告を行ってもらう。市
場経済のしくみ、貨幣と金融、政府の役割、世界の中の日本経済な
ど。報告グループは自ら調べた内容を報告し、他の受講生は必ず質問
を１つ以上行う。翌週に報告グループはその質問に答える報告を再度
行い、教員がまとめのコメントを行う。グループ毎にそのサイクルで
授業を行っていく。このことによって、受講生は「知識・技能」を習
得すると同時に「主体的で対話的で深い学び」を体得し、協働性を高
める。

数学・数学教育研究a

数学教育の研究について、幾何的視点から指導を行う。具体的には、
距離空間や位相空間に関する演習を通じて、数学の基本的概念を理解
できるようにする。また、必要に応じて、教科担任制との関連につい
ても考察する。時間に余裕があれば、距離空間における不動点定理等
についても解説する。受講生にとっては、数学的な思考力を養うため
の訓練になっている点も重要である。
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数学・数学教育研究b

数学教育の研究について、解析的視点から指導を行う。具体的には、
微分積分学に関する演習を通じて、数学の基本的概念を理解できるよ
うにする。また、必要に応じて、教科担任制との関連についても考察
する。時間に余裕があれば、微分方程式論についても解説する。受講
生にとっては、数学的な思考力を養うための訓練になっている点も重
要である。

理科の実験Ia

小学校理科の「A物質・エネルギー」で扱う実験機器の操作方法を身
に付けること、さまざまな科学現象の原理を理解すること、小学校で
指導する上での問題点や注意点を探り適切な実験指導ができるように
なることを目標に、グループごとに実験を行い、得られた結果の分
析・考察を行う。「電気と磁気」をテーマに、小学校で理科を指導す
る上で失敗しやすい実験や児童が理解しづらい内容を選んで取り上げ
る。

理科の実験Ib

小学校理科の「A物質・エネルギー」で扱う実験機器の操作方法を身
に付けること、さまざまな科学現象の原理を理解すること、小学校で
指導する上での問題点や注意点を探り適切な実験指導ができるように
なることを目標に、グループごとに実験を行い、得られた結果の分
析・考察を行う。「振り子」、「光と音」をテーマに、小学校で理科
を指導する上で失敗しやすい実験や児童が理解しづらい内容を選んで
取り上げる。

学校保健学a

学校保健の構造とその領域及び内容を理解するとともに、教育職員と
して果たす役割の課題とその重要性を理解する。学校教育における子
どもの心身の健康管理や健康教育実践に対して関心を持ち、主体的に
考えることができることを目標とし、現代の子どもの健康に関わる教
員として知っておきたいテーマに関する基礎的知識とそのテーマに関
する教育現場の実態を具体的に取り上げる。
学校保健の構造、児童・生徒の発育発達、学校における保険管理を取
り扱う。

学校保健学b

学校保健の構造とその領域及び内容を理解するとともに、教育職員と
して果たす役割の課題とその重要性を理解する。学校教育における子
どもの心身の健康管理や健康教育実践に対して関心を持ち、主体的に
考えることができることを目標とし、現代の子どもの健康に関わる教
員として知っておきたいテーマに関する基礎的知識とそのテーマに関
する教育現場の実態を具体的に取り上げる。また、実践知の基礎的理
解を深める方法として、ケースメソッド教育というグループ演習等を
行う。
児童・生徒の心身の健康課題と保健指導、学校における保健教育、学
校危機管理や救急処置、健康教育の新たな動向等を取り扱う。

生活科学a

日常の暮らし（生活）の中に見られるさまざまな事象を科学的な視点
から捉え、これを理解し、応用し、さらに改善の提言ができるように
なることを到達目標とする。
特に食生活に関する基本的事項を理解すること、食品・栄養・食品衛
生・調理の各分野の知識を取得し、食生活における問題を発見し、改
善策を提案できる能力を身に付けることを目指す。食生活に関する基
本的事項について説明し、また、双方向的な授業をめざし、演習やグ
ループディスカッションを取りいれ、アクティブな授業を心掛ける。

生活科学b

日常の暮らし（生活）の中に見られるさまざまな事象を科学的な視点
から捉え、これを理解し、応用し、さらに改善の提言ができるように
なることを到達目標とする。
特に生活環境学・応用界面科学を人間の密接環境としての美容・近接
環境としてのファッション・近隣環境としてのインテリアなどにおけ
る界面科学と解し、それらに関する造詣を深めることを目指す。生活
環境学・応用界面科学の理解のために、講義形式の授業に加え、演
習、実習的要素を取り入れた内容とする。

教育学研究IIa

本講義の目的は，教育の現代的課題に対する理解を深め，それに対応
するための方法や施策を受講者間の対話を通して探究することであ
る。教育の現代的課題の具体例としては，子どもの貧困，教員の多忙
化，資質・能力の育成，持続可能な開発のための教育などが挙げられ
る。これらの課題のなかから受講者の興味関心に応じて課題を選択
し，その課題に関する文献講読を実施する。文献講読にあたっては，
受講者に文献内容の整理と論点提示を求め，提示された論点について
受講者間の意見交流を行う。これによって当該課題に対する理解を深
めるとともに，当該課題に対応するための方法を自ら構想する。
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教育学研究IIb

本講義の目的は，教育の現代的課題に対する理解を深め，それに対応
するための方法や施策を研究する方法を理解することである。教育の
現代的課題の具体例としては，子どもの貧困，教員の多忙化，資質・
能力の育成，持続可能な開発のための教育などが挙げられる。これら
の課題のなかから受講者の興味関心に応じて課題を選択し，その課題
に関する文献講読と文献内で取り上げられている研究手法の調べ学習
を行う。そして，その文献内で取り上げられている研究手法の妥当性
や代替方法について受講者間で意見交流し，教育学研究の方法を理解
する。

応用行動分析学a

応用行動分析学の基本的な考え方や概念について解説する。応用行動
分析学の定義と簡単な歴史の紹介から始まり，「行動と環境の相互作
用」という観点からあらゆる「問題」を捉えていくという枠組みにつ
いて解説する。本講義では基礎となる内容として，特に「行動の測定
法」「シングルケースデザイン」「オペラント条件づけ」，「レスポ
ンデント条件づけ」「確立操作」「刺激性制御」「問題行動の機能」
を取り上げ，主に学校場面における子どもの行動を理解し支援してい
く方法を身につけることを目指す。なお，講義においては巡回相談員
の経験を基に例を取り上げ，グループディスカッションを組み入れた
授業を行う。

応用行動分析学b

応用行動分析学aで学んだ基本的な考え方に基づき，実際の具体的な
「問題」をどのようにアセスメントし，支援していくのかについて解
説する。特に「効果的に教える」アプローチと「問題行動を支援す
る」アプローチを中心に，「罰的な対応の問題点」を踏まえたポジ
ティブ行動支援について学ぶ。また，「障害の社会モデル」の考え方
を参考に，応用行動分析学の実践をどのように進めていくべきなのか
についても解説する。なお，講義においては巡回相談員の経験を基に
例を取り上げ，グループディスカッションを組み入れた授業を行う。

心理学特講a

学校現場で実践的活用できる心理学理論について，先行研究や学校現
場の実際に基づき概説する。具体的には，まず「教育現場で必要とさ
れる心理学」として，学習・対人関係（友人・教師）・家族の観点か
ら心理学の理論を概観し，本講義で紹介する理論の基盤となる，行動
理論的考え方について概説する。それを踏まえて，動機づけに関する
理論として「学習性無力感理論」「原因帰属理論「セルフエフィカ
シー理論」を，学校が子どもに与える影響として「教師の持つ信念・
対応の観点から」「学校・学級風土の観点から」について，先行研究
と模擬事例に基づき概説する。

心理学特講b

学校現場で必要とされる，大人からの話の伝え方，子どもの話の聴き
方，子どもの気持ちの引き出し方に関わる，心理的アプローチに関す
る理論と実践を指導する。具体的には，大人の送信と子どもの心とし
て「伝えたいこと・伝わることの違い」「自己開示」を，大人の受信
と子どもの心として「自我関与」「来談者中心法」「短期療法」「感
情の社会化」について，ロールプレイングやグループディスカッショ
ン，ワークシートを併用しながら実践的に指導する。

心理学研究法a

学問としての心理学研究について概説したうえで，研究計画の立案と
調査フォーマットの作成方法について指導する。具体的にはまず「研
究論文に親しむ」として，文献講読および文献講読に基づく仮説生成
の練習を行う。続いて「心理学研究法の基礎」として，量的研究法の
方法論・研究計画立案に必要な変数に関わる基礎的知識について概説
する。さらに「テーマの設定と研究計画の立案」として心理学におけ
る仮説生成の実際を，「調査の実際と調査用紙の作成」として，調査
フォーマット作成の実際について指導する。

心理学研究法b

心理学で卒業論文を書く上で必要な統計的知識・論文執筆の方法につ
いて，理論的かつ実践的に指導する。具体的には心理学における卒業
論文執筆に 低限必要な基礎統計として，t検定・一要因分散分析・
二要因分散分析等に関して理論的に学んだうえで，データを用いて当
該分析を実際に行う。また心理学論文における「問題と目的」「方
法」「結果（図表と文章）」「考察」の書き方について，データ解析
結果に基づくレポート作成を通じて実践的に指導する。

学校インターンシップII

学校インターンシップIのふりかえりから、子ども理解に関しての課
題や目標を定め、小学校または特別支援学校のいずれかに20日以上継
続的に訪問し、授業補助や子どもへの支援活動などを通して教育活動
の実際に関わる。その際、事前・事後指導や報告会、特別講義に合計
５回出席し、教職を目指す者としての自覚や技能をいっそう高め、教
職への展望を持つ。なお、受入校ごとに担当教員が１名つき、研修生
の個別指導、受入校との連絡に当たる。

国語科学習指導研究a

漢字に注目して国語表現の特徴を検討する。具体的には，漢字の三要
素（形・音・義），漢字の成り立ち，漢和辞典の使い方，漢字遊び
（字謎・文字占い・創作漢字），漢字と仮名の関係について種々の課
題を与え，グループワーク形式で検討させる。さらに，和歌（『万葉
集』・『百人一首』）の漢訳と漢詩（『唐詩選』・『唐詩三百首』）
の和訳の具体例を挙げ，その特徴を多角的に検討することによって，
国語表現に対する認識を深めさせる。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

授 業 科 目 の 概 要

（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））

科目
区分

国語科学習指導研究b

「伝統的な言語文化」の一つとして『論語』を取り上げ，孔子や『論
語』に対する概説を加えるとともに，下村湖人の『論語物語』（「伯
牛疾あり」・「自らを限る者」・「司馬牛の悩み」等）を精読しつ
つ，『論語』の言葉の普遍性について考察する。さらに，日本各地の
『論語』入門教材や『論語』関連グッズ（かるた・日めくり・おみく
じ等）を紹介し，教室で小学生と一緒に楽しむことのできる魅力的な
『論語』関連グッズの創作を行う。

英語科学習指導研究a

学習指導要領の内容を理解するとともに、第二言語習得理論からの知
見をもとに学校教育における英語科教育の現状と課題を把握すること
を目標に、理論とともに、実際に教室で英語を教えるための様々な活
動や、具体的な指導技術を、演習形式で学ぶ。また、ICT機器（プロ
グラミングを含む）を活用した英語教育、他教科と連携した深い学び
をめざす英語教育についても学び実際に教材を開発する。実際に学校
現場で行われている授業についてビデオ等で見ることにより、実践に
即した指導法を身につけさせる。

英語科学習指導研究b

学習指導要領の内容を理解するとともに、第二言語習得理論からの知
見をもとに学校教育における英語科教育の現状と課題を把握すること
を目標に、理論とともに、実際に教室で英語を教えるための様々な活
動や、具体的な指導技術を、演習形式で学ぶ。また、ICT機器（プロ
グラミングを含む）を活用した英語教育、他教科と連携した深い学び
をめざす英語教育についても学び実際に教材を開発する。実践を振り
返るためのデータ収集および分析方法を学ぶ。先行研究を学び、理論
に裏付けされた指導技術を身に付けるために、ワークショップや協働
での模擬授業などの演習を多く取り入れて授業を進めていく。仮説を
立て実践を行い、データを収集し分析することで取り組みについて振
り返りを行わせる。

理科の実験IIa

小学校理科・化学分野で用いる実験器具や試薬の操作・扱い方を学ぶ
こと、身近な生活素材を用いて理科実験を実施する方法を学ぶこと、
小学校理科の化学分野の内容およびその内容と中学校理科との接続に
ついて学ぶことを目標に、実験と演習を行う。扱う内容は物質の三態
変化、熱の伝わり方、温度・圧力と体積の関係、溶解度など。

理科の実験IIb

小学校理科・化学分野で用いる実験器具や試薬の操作・扱い方を学ぶ
こと、身近な生活素材を用いて理科実験を実施する方法を学ぶこと、
小学校理科の化学分野の内容およびその内容と中学校理科との接続に
ついて学ぶことを目標に、実験と演習を行う。扱う内容は物質の燃
焼、水溶液の液性、水溶液と金属の反応など。

音楽科学習指導研究a

本講義では、音楽教育の基礎理論をなす思想について講ずる。一部演
習も取り入れ、音楽教育における「認識」の立場と「行為」の立場を
比較・検討しながら、音楽とは、芸術とは、表現とは、そして教育と
は何かに関する既成概念の再吟味を求める。本講義で取り上げる思想
はいずれも音楽教育を構想・実践する上で重要なものばかりである。
しかし、各内容を解説する際にはできるだけかみ砕き、「難しいこと
をやさしく、やさしいことを深く」を心掛けたい。

音楽科学習指導研究b

「音楽科学習指導研究ａ」が理論編であるのに対し、本講義はその実
践編と位置づける。音楽の正体とはいったい何か。楽譜だろうか、そ
れとも作品だろうか。そのどちらでもない。楽譜や作品を前提にした
とたん。音楽はとても難しく、遠い存在になってしまう。むしろ音楽
とは、私たちの身近に発生し、その場に居合わせる人々に共有される
ものなのである。本講義では、音楽が「いま」「ここで」生まれる現
場を体験することを通して、音楽を学ぶ意味について考察する。

図画工作科学習指導研究a

小学校図画工作の造形遊び，絵に表す活動，立体に表す活動，工作に
表す活動，美術，工芸の領域から研究テーマや題材を設定し，作品研
究をおこなう。また，グループワークを通して，教材研究や技法研究
を深め，表現力を高めることをめざす。

図画工作科学習指導研究b

小学校図画工作の造形遊び，絵に表す活動，立体に表す活動，工作に
表す活動，美術，工芸の領域から研究テーマや題材を設定し，作品研
究をおこなう。また，グループワークを通して，教材研究や技法研究
を深め，表現力を高めることをめざし，作品制作に取り組む。

体育科学習指導研究a

体育科教育学や健康・スポーツ科学の領域で研究するための手法につ
いて解説・演習を行う。研究課題となる問題の所在を探るための先行
研究の収集方法や文献検索の仕方についても解説し、実際に自身の興
味関心のある体育スポーツ関連の国内外の文献講読を行なう。また
Polar社製のハートレートモニタを装着しながら活動中の身体情報を
モニタリングし、データの収集や得られたデータを統計分析ソフト
SPSSで分析する実習を行うなどの測定機器に触れた体験的な学習を基
本に進めていく。
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体育科学習指導研究b

体育科教育学や健康・スポーツ科学の領域で研究するための手法につ
いて解説・演習を行う。運動やスポーツの動作を分析する手順や、健
康・スポーツ科学に関する研究のアンケートを作成する手順について
解説する。また、動作解析ソフトや映像分析ソフト、テキスト分析ソ
フトなどを用いて、実際に運動場面でのデータ収集を行ない、得られ
たデータの読み取りや情報処理について体験的な学習を基本に進めて
いく。授業の後半は、各自の研究課題に基づく体育の教材開発を行な
う。

課題研究I

卒業研究に取り組むにあたって、研究の方法や論文や作品の制作、教
材開発に関する基礎的知識・能力を身に付ける。
各自の興味や関心のあるテーマを決め、論文や作品の制作、教材開発
に繋げるための文献講読や先行研究の調査を行えるよう、方法論や参
考文献を指導する。
適宜制作の進捗状況について、発表を行い、グループでのディスカッ
ションを通して卒業論文作成に必要な課題解決能力を養う。

課題研究II

課題研究Iで得られた知識・能力を活かし、各自の研究を進める。
適宜進捗状況について報告を行い、ディスカッションや指導・助言を
通して自らの論文や教材、作品をより発展させていく。
研究テーマに関して 終プレゼンテーションを行い、卒業研究を完成
させる。

学校経営と学校図書館

学校図書館に関して基本的・総論的な内容を取り上げる。歴史的背景
や経緯から、学校図書館の意義や理念、現状や今後の課題を明らかに
する。実践等から具体的な学校図書館経営や司書教諭の職務について
に解説する。
学生が学校図書館の意義や経営について理解し、豊かな学校図書館像
をイメージできるようになる。司書教諭が果たすべき役割や学校図書
館活動を具体的に述べることができるようになる。

学校図書館メディアの構成

学校図書館が学習センター・情報センター・読書センターとしての学
校図書館の機能を発揮するためには、十分な学校図書館メディアが使
いやすく構成・組織化されていなければならない。そこで、本授業
は、学校図書館メディアの構成・組織化に関する理解及び実務能力の
育成を図ることを主たる目的として行う。授業では、学校図書館メ
ディアの種類・特性・選択・収集からその組織化と評価の方法まで
を、教科書と配布資料、PCスライドの映写をまじえて解説する。進捗
上により、「目録作業」の練習問題にとりくむなど演習的な時間を授
業中に設ける。

学習指導と学校図書館

現代的な教育課題解決のために学校図書館、司書教諭がいかに重要な
存在か解説する。学校図書館が、教科の学習活動の中で、どのような
力を育成しているのか、小中学校で実際に行った授業例を紹介する。
また、現場で活用できるように、読書指導、探究型学習などの実習も
適宜行う。

読書教育と図書館

学校図書館を運営していた経験を基に、学校図書館における読書教育
の意義や可能性を考え、豊かな学校図書館を作ることができるよう
に、具体的な実践例を紹介しながら講義し、また、グループ討議で考
えを深めさせる。
授業の到達目標
・子どもの本と読書をめぐる状況を理解し、学校図書館が発達段階に
応じた読書活動を支援できるように、学校図書館サービスについて説
明できる。
・学校図書館のあるべき姿を探り、学校図書館における読書教育の意
義や可能性について考えることができる。
・生涯学習の視点から、学校図書館の果たすべき役割について理解す
る。
・本の魅力を伝え、子どもと本を結ぶ工夫や方法を知り、体験する。

情報メディアの活用

学校もしくは学校図書館で活用すべき情報メディアについて，その活
用方法を理解する。すなわち，情報を収集し，分析する際に必要な手
法について学んだうえで，コンテンツを作成し公開する方法について
も技能を習得する。
情報メディアの特性，その教育利用についての方法と制限，児童生徒
による情報メディアの活用を支援する方法について講義し，演習を通
じてスキルを獲得させる。

学校図書館司書教諭資
格取得科目
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（教育学部学校教育教員養成課程（夜間））
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卒業研究

研究計画を実行し，学術論文を執筆することができるようになる。た
だし，実技に関する分野においては，卒業論文に相当する演奏若しく
は作曲又は制作ができるようになることとする。

研究指導を受けながら，各自の研究テーマに基づき，卒業論文の執筆
を行う。ただし，実技に関する分野においては，指導を受けながら、
各自のテーマに基づき演奏若しくは作曲又は制作するものとする。

指導教員による指導・助言に従い，卒業論文執筆または卒業論文執筆
に相当する演奏若しくは作曲又は制作を計画的に行うこと。

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす

卒業研究

－基本計画書－184－


	基本計画書
	補足資料（組織の移行表）
	教育課程の概要
	授業科目の概要



